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口絵２

20区 90 号住居　全景
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序

　八ッ場ダムは、首都圏の利水および治水を目的として計画され、現在は吾妻郡長野原

町を中心に工事が進められています。

　八ッ場ダムの建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査は、当事業団が平成６年度から実施

し、本年度で16年目を迎えます。横壁中村遺跡は平成８年度から発掘調査が開始され、

平成22年度以降も調査の継続が予定されており、長期にわたる大規模な調査となりま

した。調査された遺構や遺物は本遺跡が縄文時代を中心とする、非常に大規模な、また

長く続いた集落であったことを示しています。これら膨大な資料を整理し報告する作業

は平成15年度から開始され、今回は平成16年度までに調査された古代の住居跡10軒と

中世屋敷跡、掘立柱建物跡や墓坑等に関して報告を纏めることができました。本書は、

八ッ場地域における古代、中世、近世の様相を知る上でも、また長野県、新潟県地域と

の広域な交流を考える上でも重要な資料になるものと考えています。

　発掘調査から報告書刊行に至るまで、国土交通省八ッ場ダム工事事務所、群馬県教育

委員会、および長野原町教育委員会をはじめとする関係機関や地元関係者のみなさまに

は、多大なるご尽力を賜りました。本報告書を上梓するにあたり、衷心より感謝申し上

げます。

　また本書が吾妻郡内、ひいては群馬県の歴史を解明する上で末永く活用されることを

願い序といたします。

　平成22年３月

財団法人　群馬県埋蔵文化財調査事業団

理事長　須田　栄一





例　　言
１　本書は、八ッ場ダム建設工事に伴う事前調査として、平成８年度から実施されている「横壁中村遺跡」の

　　発掘調査報告書である。横壁中村遺跡の発掘調査報告書は、財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団調査報

　　告書第 319 集『久々戸遺跡・中棚Ⅱ遺跡・下原遺跡・横壁中村遺跡』を第１冊目として既に９冊が刊行

　　されている。本書は、平成 16 年度までに検出された横壁中村遺跡の古代住居 10 軒、石垣４箇所に囲ま

　　れた掘立柱建物９棟、竪穴遺構４基、石組遺構４基、焼土遺構８箇所、墓坑他７基、溝１条を含む屋敷跡

　　１箇所、掘立柱建物４棟、礎石建物１棟、竪穴遺構１基、鍛冶跡１箇所、石垣 17 箇所、石列３箇所、石

　　組遺構 11 基、石囲い遺構３基、墓坑他 37 基、溝３条、ヤックラ４箇所、天明三年泥流下畑１箇所と出

　　土遺物を掲載しており、横壁中村遺跡の発掘調査報告書の第 10 冊目である。

２　横壁中村遺跡は群馬県吾妻郡長野原町大字横壁字観音堂 530 他に所在し、長野原町教育委員会と協議の

　　結果、本遺跡名が決定された。

３　本発掘調査は、群馬県教育委員会の調整に基づき、財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団が国土交通省関

　　東地方整備局（平成 13 年１月までは建設省）の委託を受けて実施した。平成 14 年度からは、八ッ場ダ

　　ム地域埋蔵文化財調査を目的に設置された、財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団八ッ場ダム調査事務所

　　が担当している。

４　発掘調査は平成８年４月１日から平成 18 年 12 月 31 日まで実施し、平成 22 年度以降も調査は継続す

　　る予定である。今回報告する遺構の調査年度は、平成８年度から平成 16 年度に調査されたものである。

　　詳細は、第３章の中で遺構ごとに記している。

５　発掘調査組織は下記の通りである。

　　管理・指導　理事長　小寺弘之（平成８・９年度）、菅野　清（平成 10 年度）、小野宇三郎（平成 11 〜

　　　　　　　　　　　　17 年７月まで）、高橋勇夫（平成 17 年７月〜平成 21 年度７月）、須田栄一（平

　　　　　　　　　　　　成 21 年度８月〜）

　　　　　　　常務理事　菅野　清（平成８・９年度）、赤山容造（平成 10 〜 12 年度）、吉田　豊（13・　

　　　　　　　　　　　　14 年度）、住谷永市（平成 15・16 年度）、木村裕紀（平成 17 〜 21 年度）、津金

　　　　　　　　　　　　澤吉茂（平成 20 年度）

　　　　　　　事務局長　原田恒弘（平成８・９年度）、赤山容造（平成 10 〜 13 年度）

　　　　　　　事業局長　神保侑史（平成 14 〜 16 年度）、津金澤吉茂（平成 17 〜 19 年度、20 年度兼務）、

　　　　　　　　　　　　相京建史（平成 21 年度）

　　　　　　　管理部長　蜂巣　実（平成８年度）、渡辺　健（平成９・10 年度）、住谷　進（平成 11 〜 13

　　　　　　　　　　　　年度）、萩原利通（平成 14・15 年度）、矢崎俊夫（平成 16 年度）

　　　　　　　総務部長　矢崎俊夫（17 年度）、萩原　勉（平成 18・19 年度）、木村裕紀（平成 20 年度兼務）、

　　　　　　　　　　　　笠原秀樹（平成 21 年度）

　　　　　調査研究部長　赤山容造（平成８〜10年度）、神保侑史（平成11年度）、能登　健（平成12・13年度）、

　　　　　　　　　　　　巾　隆之（平成 14 年度）、右島和夫（平成 15・16 年度）、西田健彦（平成 17 〜

　　　　　　　　　　　　19 年度）、飯島義雄（平成 20・21 年度）

　　　　　調査研究課長　岸田治男（平成８年度）、能登　健（平成９〜 11 年度）、飯島義雄（平成 12 年度）、

　　　　　　　　　　　　下城　正（平成 13 年度）

八ッ場ダム調査事務所長　水田　稔（平成 14・15 年度）、巾　隆之（平成 16 〜 19 年度）、中束耕志（平成

　　　　　　　　　　　　20 年度）、相京建史（平成 21 年度兼務）

　　　　同調査研究部長　津金澤吉茂（平成 14・15 年度）、佐藤明人（平成 16 〜 18 年度）、中束耕志（平

　　　　　　　　　　　　成 19 年度）、中沢　悟（平成 20・21 年度）

　　　　同調査研究課長　下城　正（平成 14 年度）、斎藤和之（平成 15・16 年度）、中沢　悟（平成 17 年度）、



　　　　　　　　　　　　佐藤明人（平成 18 年度兼務）

　　　　　　　事務担当　井上　剛、大島信夫、岡島伸昌、小渕　淳、笠原秀樹、片岡徳雄、国定　均、

　　　　　　　　　　　　小山建夫、坂本敏夫、鈴木理佐、須田朋子、野口富太郎、町田文雄、宮崎忠司、

　　　　　　　　　　　　富沢よねこ、森下弘美、矢嶋知恵子、柳岡良宏、吉田有光、若林正人

　　　　　　　調査担当　阿久津聡、飯田陽一、飯森康広、池田政志、石坂　聡、石田　真、今井和久、

　　　　　　　　　　　　岡部　豊、小野和之、金井　武、唐沢友之、久保　学、児島良昌、小林大悟、

　　　　　　　　　　　　斎藤幸男、篠原正洋、関　俊明、田村公夫、田村邦宏、友廣哲也、原　雅信、

　　　　　　　　　　　　榛沢健二、廣津英一、藤巻幸男、松原孝志、森田真一、諸田康成、山川剛史、

　　　　　　　　　　　　渡辺弘幸、綿貫邦男

６　整理期間は平成 21 年４月１日から平成 22 年３月 31 日である。

７　整理組織は下記の通りである。

　　管理・指導　理事長　高橋勇夫（〜７月 14 日）、須田栄一（７月 15 日〜）

　　　　　　　　常務理事　木村裕紀

　　　　　　　　八ッ場ダム調査事務所長　相京建史、同事務所調査研究部長　中沢　悟、

　　　　　　　　同調査 GL　飯田陽一、整理 GL　藤巻幸男

　　　事務担当　八ッ場ダム調査事務所庶務 GL　吉田有光

　　　整理担当　黒澤照弘

８　本報告書作成の担当

　　　編　　集　黒澤照弘

　　　本文執筆　楢崎修一郎（第４章「横壁中村遺跡（10）出土中近世人骨」「横壁中村遺跡（10）出土中近

　　　　　　　　世獣骨」）、

　　　　　　　　中沢　悟（古代土器観察表の器種及び年代、古代住居年代）、

　　　　　　　　黒澤照弘（前記以外）

　　　獣骨鑑定　楢崎修一郎

　　　石材鑑定　渡辺弘幸

　　　掘立柱建物指導助言　飯森康広

　　　遺構写真撮影　各調査担当者

　　　遺物写真撮影　佐藤元彦

　　　デジタル写真図版作成　牧野裕美、市田武子、安藤美奈子、酒井史恵、廣津真希子、荒木絵美、

　　　　　　　　　　　　　　高梨由美子、矢端真観、横塚由香、下川陽子　　　　　　　　　　　　

　　　機械実測　田所順子、岸　弘子、木原幸子、福島瑞希

　　　委託関係　遺構測量および空中写真　株式会社測研

　　　　　　　　遺構図デジタル編集　株式会社測研

　　　整理補助　吉田豊子、安カ川京美、唐澤美恵子、山口郁恵

９　出土遺物及び記録図・写真などの記録類は、すべて群馬県埋蔵文化財調査センタ－で保管している。

10　発掘調査及び本書の作成にあたっては、次の機関、諸氏から貴重なご教示やご指導をいただいた。記し

　　て感謝の意を表したい。（敬称省略、五十音順）

　　国土交通省関東地方整備局八ッ場ダム工事事務所、群馬県教育委員会文化財保護課、長野原町教育委員会、

　　大竹幸恵、大橋康二、小野正敏、金子直行、小池岳史、佐藤雅一、白石光男、寺内隆夫、寺内敏郎、

　　富田孝彦、能登　健、藤澤良祐、萩原昭朗、平林　彰、福島　永、古郡正志、松島榮治、綿田弘実、

　　渡辺清志



凡　　例
１　挿図中に使用した方位は、座標北を表している。本書で使用する測量図の座標はすべて、2002 年４月改

　　正以前の日本測地系を用いている。

２　調査範囲全域には４ｍ×４ｍのグリッド網を設定し、各グリッドの呼称は南東隅の交点を当てている。

３　遺構図の縮尺は、住居 1/60、竈 1/30、掘立柱建物・礎石建物 1/80、竪穴遺構 1/50、石組遺構 1/50、

　　石囲い遺構 1/50、墓坑 1/30、溝 1/80、焼土遺構 1/40 を基本としている。全体図は 1/800 または

　　1/600、1/500（付図ほか）等を使用している。これ以外の縮尺を用いる場合は、各図下部にスケ－ルを

　　示すか、各個別図に縮尺を記している。

４　遺構図面中における遺物番号は遺物実測図の番号と一致する。また、●は土器・陶磁器、▲は石器・石製

　　品、▼は金属器・鉄滓、■は骨、×は炭化物を表し、図示した遺物でこの表示のない遺物は出土位置を記

　　録しなかったものである。

５　遺物図の縮尺は土器、陶磁器実測図が 1/3 または 1/4、砥石 1/3、茶臼・石臼・石鉢は 1/4、金属製品

　　1/2、銭貨 1/1、鉄滓 1/3 を原則としたが、これ以外の縮尺を用いている場合も多い。各図下部にスケ－

　　ルを示すか、各遺物実測図に縮尺を記している。また、遺物位置図に示した実測図については、1/6 また

　　は 1/8 を基本としている。

６　石製品実測図では、自然面は点描、磨り面と欠損面は白抜きとしている。

７　写真図版中の遺物の縮尺は、概ね遺物実測図と同縮尺としている。

８　今回の報告は、平成 16 年度までに調査された古代から近世までの遺構を対象としている。遺構番号は、

　　一部を除き調査時の番号を用いている。既に報告されている遺構もあるため、遺構番号は連続していない。

９　遺構一覧表の記載では、完掘できなかった遺構の形状及び規模について（ ）を付けている。

10　掘立柱建物の柱穴間平均値は、辺の長さを柱間の数で割った数値である。

11　遺物観察表の記載方法は下記の通りである。

　　（1）遺物観察表は、「土器、陶磁器」、「石器、石製品」、「金属器」、「銭貨」に分けて記載している。

　　（2）土器、陶磁器、石器、石製品、金属製品、鉄滓の計測値の単位は㎝である。

　　（3）銭貨の計測値の単位は㎜である。

　　（4）石器、石製品、銭貨、鉄滓の重量は全て残存値であり、単位はｇである。

　　（5）銭貨の直径及び内輪径は、縦の直径を①内輪径を③、横の直径を②内輪径を④としている。

　　（6）銭貨の厚さは、文字部分で計測した最大値と最小値を記している。

　　（7）陶磁器の色調は、胎土の色調を記している。

　　（8）金属製品のうち、銅製品は合金による金属製品を含んでいる。

　　（9）色調については、農林水産省水産技術会議事務局監修、財団法人日本色彩研究所色票監修の「新版

　　　　標準土色帖」に基づいている。
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第 18 図　 19 区 45 号住居（３）
第 19 図　 19 区 45 号住居（４）
第 20 図　 19 区 45 号住居出土遺物（１）
第 21 図　 19 区 45 号住居出土遺物（２）
第 22 図　 19 区 48 号住居
第 23 図　 19 区 49 号住居（１）
第 24 図　 19 区 49 号住居（２）､ 49 号住居出土遺物
第 25 図　 20 区 83 号住居（１）
第 26 図　 20 区 83 号住居（２）
第 27 図　 20 区 83 号住居出土遺物
第 28 図　 20 区 90 号住居（１）
第 29 図　 20 区 90 号住居（２）
第 30 図　 20 区 90 号住居（３）
第 31 図　 20 区 90 号住居（４）
第 32 図　 20 区 90 号住居（５）
第 33 図　 20 区 90 号住居出土遺物（１）
第 34 図　 20 区 90 号住居出土遺物（２）
第 35 図　 20 区 90 号住居出土遺物（３）
第 36 図　 20 区 90 号住居出土遺物（４）
第 37 図　 20 区 91 号住居（１）
第 38 図　 20 区 91 号住居（２）
第 39 図　 20 区 91 号住居（３）
第 40 図　 20 区 91 号住居（４）
第 41 図　 20 区 91 号住居（５）
第 42 図　 20 区 91 号住居出土遺物（１）
第 43 図　 20 区 91 号住居出土遺物（２）
第 44 図　 20 区屋敷跡全体図
第 45 図　 20 区屋敷跡１号掘立柱建物（１）
第 46 図　 20 区屋敷跡１号掘立柱建物（２）
第 47 図　 20 区屋敷跡１号掘立柱建物出土遺物
第 48 図　 20 区屋敷跡２号掘立柱建物
第 49 図　 20 区屋敷跡３号掘立柱建物
第 50 図　 20 区屋敷跡４号掘立柱建物
第 51 図　 20 区屋敷跡５・６号掘立柱建物
第 52 図　 20 区屋敷跡６号掘立柱建物出土遺物
第 53 図　 20 区屋敷跡７号掘立柱建物
第 54 図　 20 区屋敷跡８・９号掘立柱建物
第 55 図　 20 区１・２号石垣､ １号溝
第 56 図　 20 区３・４（１）号石垣
第 57 図　 20 区４号石垣（２）
第 58 図　 20 区３号石組遺構
第 59 図　 20 区３号石組遺構出土遺物

第 60 図　 20 区４号石組遺構（１）
第 61 図　 20 区４号石組遺構（２）
第 62 図　 20 区４号石組遺構出土遺物
第 63 図　 20 区５号石組遺構
第 64 図　 20 区６号石組遺構
第 65 図　 20 区６号石組遺構出土遺物
第 66 図　 20 区１〜６号焼土遺構
第 67 図　 20 区７・８号焼土遺構
第 68 図　 20 区５号墓坑､ ５号墓坑出土遺物
第 69 図　 20 区 34・46 号土坑
第 70 図　 20 区２・３号墓坑
第 71 図　 20 区６号墓坑､ ６号墓坑出土遺物､ 13 号土坑
第 72 図　 20 区３・28・32・33 号土坑
第 73 図　 20 区屋敷跡出土遺物（１）
第 74 図　 20 区屋敷跡出土遺物（２）
第 75 図　 20 区屋敷跡出土遺物（３）
第 76 図　 20 区屋敷跡出土遺物（４）
第 77 図　 20 区屋敷跡出土遺物（５）
第 78 図　 20 区屋敷跡出土遺物（６）
第 79 図　 20 区屋敷跡出土遺物（７）
第 80 図　 19 区２・３号掘立柱建物
第 81 図　 19 区４号・20 区 11 号掘立柱建物跡
第 82 図　 30 区１号礎石建物
第 83 図　 30 区１号礎石建物出土遺物
第 84 図　 20 区１号竪穴遺構
第 85 図　 20 区１号竪穴遺構出土遺物（１）
第 86 図　 20 区１号竪穴遺構出土遺物（２）
第 87 図　 20 区１号鍛冶跡
第 88 図　 20 区１号鍛冶跡出土遺物
第 89 図　 18 区１〜４号石垣
第 90 図　 18 区１号石垣（１）
第 91 図　 18 区１（２）・２〜４号石垣
第 92 図　 18 区１・３号石垣出土遺物
第 93 図　 20 区１〜６・８〜 16 号石垣
第 94 図　 20 区５号石垣
第 95 図　 20 区５号石垣出土遺物
第 96 図　 20 区６号石垣（１）
第 97 図　 20 区６号石垣（２）
第 98 図　 20 区６号石垣出土遺物（１）
第 99 図　 20 区６号石垣出土遺物（２）
第 100 図  20 区８号石垣（１）
第 101 図  20 区８号石垣（２）
第 102 図  20 区８号石垣出土遺物
第 103 図  20 区９号石垣
第 104 図  20 区 10 号石垣
第 105 図  20 区 11 〜 15 号石垣（１）
第 106 図  20 区 11 〜 15 号石垣（２）
第 107 図  20 区 12 号石垣出土遺物（１）
第 108 図  20 区 12 号石垣出土遺物（２）
第 109 図  20 区 13 号石垣出土遺物
第 110 図  20 区 15 号石垣・石垣出土遺物
第 111 図  20 区 16 号石垣､ ２号ヤックラ
第 112 図  19 区１号列石､ 28 区 13 号列石
第 113 図  20 区２号石列､ ２号石列出土遺物
第 114 図  20 区３号石列
第 115 図  30 区１号石列
第 116 図  18 区 41 号配石
第 117 図  20 区１号石組遺構（１）
第 118 図  20 区１号石組遺構（２）
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第 119 図  20 区１号石組遺構出土遺物（１）
第 120 図  20 区１号石組遺構出土遺物（２）
第 121 図  20 区２号石組遺構（１）
第 122 図  20 区２号石組遺構（２）
第 123 図  20 区２号石組遺構出土遺物
第 124 図  20 区７号石組遺構､ ７号石組遺構出土遺物
第 125 図  20 区 27 〜 31 号配石
第 126 図  20 区 32・33 号配石
第 127 図  20 区１・２号石囲い遺構
第 128 図  20 区１・２号石囲い遺構出土遺物
第 129 図  20 区３号石囲い遺構
第 130 図  20 区３号石囲い遺構出土遺物
第 131 図  人骨､ 獣骨､ 銭貨出土遺構分布図
第 132 図  18 区 125・129 号土坑
第 133 図  19 区 75・293 号土坑
第 134 図  20 区１号墓坑､ １号墓坑出土遺物
第 135 図  20 区４号墓坑､ ４号墓坑出土遺物
第 136 図  20 区８号墓坑､ ８号墓坑出土遺物
第 137 図  20 区９号墓坑
第 138 図  20 区 11 号墓坑､ 11 号墓坑出土遺物
第 139 図  20 区 13 号墓坑
第 140 図  20 区 14 号墓坑
第 141 図  20 区 15・16 号墓坑
第 142 図  20 区 18 号墓坑､ 18 号墓坑出土遺物
第 143 図  20 区 19 号墓坑､ 19 号墓坑出土遺物
第 144 図  20 区 20 号墓坑､ 20 号墓坑出土遺物
第 145 図  20 区 21 号墓坑､ 21 号墓坑出土遺物
第 146 図  20 区 22 号墓坑､ 22 号墓坑出土遺物
第 147 図  20 区 34・46・308・309 号土坑
第 148 図  20 区 320・322・423 号土坑
第 149 図  29 区１号墓坑､ １号墓坑出土遺物
第 150 図  29 区 17 号配石､ 17 号配石出土遺物
第 151 図  30 区１号墓坑､ １号墓坑出土遺物

ＰＬ１　1　遺跡の位置と周辺の地形
　　　　2　調査区と周辺の景観（北から）上方の丸い岩は「丸
　　　　　  岩」
ＰＬ２　1　18 区７号住居 竈出土状況 （東から）
　　　　2　18 区７号住居 竈全景 （西から）
　　　　3　18 区７号住居 全景 （西から）
　　　　4　18 区７号住居 掘り方全景 （西から）
　　　　5　19 区 31 号住居 出土状況 （南東から）
　　　　6　19 区 31 号住居 セクション （南から）
　　　　7　19 区 31 号住居 甕出土状況 （西から）
　　　　8　19 区 31 号住居 竈遺物出土状況 （南西から）
ＰＬ３　1　19 区 31 号住居 全景 （南西から）
　　　　2　19 区 37 号住居 全景 （北東から）
ＰＬ４　1　19 区 37 号住居 竈１全景 （北東から）
　　　　2　19 区 37 号住居 竈２全景 （南西から）
　　　　3　19 区 37 号住居 掘り方全景 （北東から）
　　　　4　19 区 44 号住居 遺物出土状況 （西から）
　　　　5　19 区 44 号住居 全景 （西から）
ＰＬ５　1　19 区 44 号住居 竈全景 （西から）
　　　　2　19 区 44 号住居 貯蔵穴全景 （北から）
　　　　3　19 区 44 号住居 掘り方全景 （西から）
　　　　4　19 区 45 号住居 セクション （南西から）
　　　　5　19 区 45 号住居 遺物出土状況 （南西から）
　　　　6　19 区 45 号住居 竈遺物出土状況 （南西から）
　　　　7　19 区 45 号住居 竈袖石出土状況 （南西から）

第 152 図  30 区２号墓坑､ ２号墓坑出土遺物
第 153 図  30 区３号墓坑
第 154 図  30 区 14 号配石､ 14 号配石出土遺物
第 155 図  30 区 19 号配石､ 19 号配石出土遺物
第 156 図  18 区１号・20 区 10・12 号墓坑､ 18 区１号墓坑
　　　　   出土遺物
第 157 図  20 区 230 号土坑
第 158 図  30 区 18 号配石､ 18 号配石出土遺物（１）
第 159 図  30 区 18 号配石出土遺物（２）
第 160 図  19 区１号墓坑
第 161 図  19 区１号溝
第 162 図  19 区２・３号溝
第 163 図  20 区１〜３号ヤックラ､ ６号列石
第 164 図  20 区１・２（１）号ヤックラ出土遺物
第 165 図  20 区２号ヤックラ出土遺物（２）
第 166 図  20 区３号ヤックラ・ヤックラ（１）出土遺物
第 167 図  20 区ヤックラ出土遺物（２）
第 168 図  29 区 Y １号畑出土遺物
第 169 図  18 区遺構外出土遺物（１）
第 170 図  18 区遺構外（２）・19 区遺構外（１）出土遺物
第 171 図  19 区遺構外（２）・20 区遺構外（１）出土遺物
第 172 図  20 区遺構外出土遺物（２）
第 173 図  20 区遺構外出土遺物（３）
第 174 図  20 区遺構外出土遺物（４）
第 175 図  20 区遺構外出土遺物（５）
第 176 図  20 区遺構外出土遺物（６）
第 177 図  28 区遺構外・29 区遺構外（１）出土遺物
第 178 図  29 区遺構外（２）・30 区遺構外・遺構外出土遺物
第 179 図  20 区屋敷跡変遷案
第 180 図  中世陶磁器出土数量（１）
第 181 図  中世陶磁器出土数量（２）
第 182 図  横壁中村遺跡出土内耳土器

　　　　8　19 区 45 号住居 竈全景 （南西から）　
ＰＬ６　1　19 区 45 号住居 全景 （南西から）
　　　　2　19 区 45 号住居 貯蔵穴出土状況 （南西から）
　　　　3　19 区 45 号住居 掘り方全景 （南西から）
　　　　4　19 区 48 号住居 全景 （東から）
　　　　5　19 区 48 号住居 掘り方全景 （東から）
ＰＬ７　1　19 区 49 号住居 全景 （東から）
　　　　2　20 区 83 号住居 浅間 B 軽石 ? 出土状況 （北東か
　　　　　  ら）
　　　　3　20区83号住居 浅間B軽石?下遺物出土状況 （北
　　　　　  東から）
　　　　4　20 区 83 号住居 遺物出土状況 （北西から）
　　　　5　20 区 83 号住居 竈出土状況 （北西から）
ＰＬ８　1　20 区 83 号住居 全景 （北西から）
　　　　2　20 区 90 号住居 遺物出土状況 （北東から）
ＰＬ９　1　20 区 90 号住居 鋤先出土状況 （西から）
　　　　2　20 区 90 号住居 紡錘車出土状況 （北東から）
　　　　3　20 区 90 号住居 竈出土状況 （北東から）
　　　　4　20 区 90 号住居 竈全景 （南西から）
　　　　5　20 区 90 号住居 全景 （南西から）
ＰＬ 10 1　20 区 90 号住居 竈石組み出土状況 （北西から）
　　　　2　20 区 90 号住居 竈掘り方全景 （南西から）
　　　　3　20 区 90 号住居 掘り方全景 （南西から）
　　　　4　20 区 91 号住居 セクション （南西から）
　　　　5　20 区 91 号住居 竈出土状況 （南西から）
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ＰＬ 11 1　20 区 91 号住居 竈全景 （南西から）
　　　　2　20 区 91 号住居 竈袖石出土状況 （南西から）
　　　　3　20 区 91 号住居 全景 （南西から）
　　　　4　20 区 91 号住居 竈掘り方全景（南西から）
　　　　5　20 区 91 号住居 掘り方全景（南西から）
ＰＬ 12 1　20 区屋敷跡 全景
　　　　2　20 区屋敷跡 掘立柱建物と石垣全景（東から）
ＰＬ 13 1　20 区屋敷跡 １・２号掘立柱建物と石垣（北東か
　　　　　  ら）
　　　　2　20 区屋敷跡 １・２号掘立柱建物と１号石垣（北
　　　　　  東から）
　　　　3　20 区屋敷跡 １・２号掘立柱建物と１号石垣（南
　　　　　  東から）
　　　　4　20 区屋敷跡 ５〜７号掘立柱建物（南西から）
　　　　5　20 区屋敷跡 ５〜７号掘立柱建物と４号石垣（北
　　　　　  東から）
ＰＬ 14 1　20 区１号石垣（南西から）
　　　　2　20 区１号石垣 近接（南から）
　　　　3　20 区１号石垣 近接（北東から）
　　　　4　20 区１号石垣 近接（北東から）
　　　　5　20 区１号溝 全景（東から）
　　　　6　20 区１号石垣と１号溝 近接（東から）
　　　　7　20 区３・４号石垣（東から）
ＰＬ 15 1　20 区３・４号石垣 全景（南西から）
　　　　2　20 区３・４号石垣 近接（北東から）
　　　　3　20 区４号石垣 近接（南東から）
　　　　4　20 区４号石垣 近接（東から）
　　　　5　20 区４号石垣下 土坑状の掘り込み（北東から）
ＰＬ 16 1　20 区３号石組遺構 出土状況（北西から）
　　　　2　20 区３号石組遺構 茶臼出土状況（南東から）
　　　　3　20 区３号石組遺構 全景（南西から）
　　　　4　20 区３・４号石組遺構 全景（南西から）
　　　　5　20 区４号石組遺構 全景（南西から）
　　　　6　20 区４号石組遺構 掘り方全景（南から）
　　　　7　20 区５号石組遺構周辺 炭化物出土状況（北西か
　　　　　  ら）
　　　　8　20 区５号石組遺構 全景（北西から）
ＰＬ 17 1　20 区６号石組遺構 出土状況（北東から）
　　　　2　20 区６号石組遺構 全景（北東から）
　　　　3　20 区６号石組遺構 掘り方全景（東から）
　　　　4　20 区１号焼土と屋敷跡１号掘立柱建物柱穴（南
　　　　　  東から）
　　　　5　20 区１号焼土 セクション（西から）
　　　　6　20 区２号焼土と屋敷跡１号掘立柱建物柱穴（南
　　　　　  東から）
　　　　7　20 区２号焼土 セクション（北から）
　　　　8　20 区３号焼土 出土状況（西から）
ＰＬ 18 1　20 区３号焼土 セクション（西から）
　　　　2　20 区４号焼土 全景（北から）
　　　　3　20 区５号焼土 全景（北から）
　　　　4　20 区５号焼土 セクション（南から）
　　　　5　20 区６号焼土 全景（南西から）
　　　　6　20 区６号焼土 セクション（南から）
　　　　7　20 区７号焼土 全景（南から）
　　　　8　20 区７号焼土 セクション（西から）
ＰＬ 19 1　20 区８号焼土 全景（東から）
　　　　2　20 区８号焼土 セクション（西から）
　　　　3　20 区５号墓坑 確認状況（北から）
　　　　4　20 区５号墓坑 セクション（北から）
　　　　5　20 区５号墓坑 全景（北西から）
　　　　6　20 区２号墓坑 獣骨出土状況（北から）
　　　　7　20 区２号墓坑 ウマ顎骨近接（南東から）

　　　　8　20 区２号墓坑 全景（南から）
ＰＬ 20 1　20 区３号墓坑 確認状況（南西から）
　　　　2　20 区３号墓坑 ウマ顎骨近接（南東から）
　　　　3　20 区３号墓坑と屋敷跡１号掘立柱建物柱穴（南か
　　　　　  ら）
　　　　4　20 区６号墓坑 全景（南西から）
　　　　5　20 区６号墓坑 馬歯、縁釉小皿出土状況（南西から）
　　　　6　20 区６号墓坑と３号掘立柱建物柱穴（南西から）
　　　　7　20 区 28 号土坑と３号石垣（南西から）
　　　　8　20 区 32 号土坑と屋敷跡５〜７号掘立柱建物柱穴
　　　　　  （南から）
ＰＬ 21 1　19 区２・３号掘立柱建物 全景（北東から）
　　　　2　19 区２号掘立柱建物 全景（南から）
　　　　3　19 区２号掘立柱建物 全景（東から）
　　　　4　20 区９号焼土 全景（北から）
　　　　5　20 区 10 号焼土 全景（北から）
ＰＬ 22 1　30 区１号礎石建物 全景（南から）
　　　　2　30 区１号礎石建物 礎石セクション（南から）
　　　　3　30 区１号礎石建物 礎石セクション（南から）
　　　　4　30 区１号礎石建物 礎石近接（南から）
　　　　5　30 区１号礎石建物 礎石下割栗石（南から）
ＰＬ 23 1　20 区１号竪穴遺構 セクション（南東から）
　　　　2　20 区１号竪穴遺構 遺物出土状況（北東から）
　　　　3　20 区１号竪穴遺構 鉄滓出土状況（北東から）
　　　　4　20 区１号竪穴遺構 中央焼土セクション（南東か
　　　　　  ら）
　　　　5　20 区１号竪穴遺構 焼土全景（北東から）
ＰＬ 24 1　20 区１号竪穴遺構 全景（北東から）
　　　　2　20 区１号竪穴遺構 掘り方全景（北東から）
　　　　3　20 区１号鍛冶跡 全景（南東から）
　　　　4　20 区１号鍛冶跡 炉全景（東から）
　　　　5　20 区１号鍛冶跡 炉焼土近接（東から）
ＰＬ 25 1　20 区１号鍛冶跡 炉セクション（東から）
　　　　2　20 区１号鍛冶跡 炉焼土セクション（東から）
　　　　3　20 区１号鍛冶跡 鍛造剥片、粒状滓出土状況（東
　　　　　  から）
　　　　4　20 区１号鍛冶跡 掘り方全景（東から）
　　　　5　18 区１号石垣 全景（北から）
ＰＬ 26 1　18 区１・２号石垣 全景（北西から）
　　　　2　18 区１号石垣（北東から）
　　　　3　18 区１号石垣（北から）
　　　　4　18 区１号石垣（北西から）
　　　　5　18 区１号石垣（南西から）
　　　　6　18 区１号石垣 近接（北西から）
　　　　7　18 区１号石垣 O 〜 O′セクション（南から）
　　　　8　18 区１・２号石垣 A 〜 A′セクション（西から）
ＰＬ 27 1　18 区１号石垣 C 〜 C′セクション（西から）
　　　　2　18 区１号石垣 B 〜 B′セクション（北西から）
　　　　3　18 区１号石垣内側 石組み近接（北西から）
　　　　4　18 区１号石垣内側 石組み（北から）
　　　　5　18 区１号石垣内側 石組み（北西から）
　　　　6　18 区３号石垣 全景（北西から）
　　　　7　18 区３号石垣 C 〜 C′セクション（南西から）
ＰＬ 28 1　18 区４号石垣 全景（東から）
　　　　2　20 区５号石垣 全景（北東から）
　　　　3　20 区５号石垣（北から）
　　　　4　20 区５号石垣 セクション（南西から）
　　　　5　20 区６号石垣 全景（西から）
ＰＬ 29 1　20 区６号石垣 全景（北から）
　　　　2　20 区６号石垣 全景（西から）
　　　　3　20 区６号石垣 近接（北から）
　　　　4　20 区６号石垣 裏込め（北から）



　　　　5　20 区６号石垣 茶臼出土状況（北から）
　　　　6　20 区６号石垣 志野皿出土状況（西から）
　　　　7　20 区６号石垣 銭貨出土状況（東から）
　　　　8　20 区６号石垣 A 〜 A′セクション（西から）
ＰＬ 30 1　20 区６号石垣 裏込めセクション（北から）
　　　　2　20 区６号石垣 掘り方全景（西から）
　　　　3　20 区８号石垣（西から）
　　　　4　20 区８号石垣 獣骨出土状況（北から）
　　　　5　20 区８号石垣（北から）
　　　　6　20 区８号石垣（西から）
　　　　7　20 区９号石垣 全景（西から）
　　　　8　20 区９号石垣 掘り方全景（北から）
ＰＬ 31 1　20 区 10 〜 15 号石垣 全景（北東から）
　　　　2　20 区 10 号石垣 全景（東から）
　　　　3　20 区 10 号石垣 セクション（北から）
　　　　4　20 区 11 号石垣 全景（北東から）
　　　　5　20 区 11 号石垣 近接（東から）
ＰＬ 32 1　20 区 11 号石垣 A 〜 A′セクション（北西から）
　　　　2　20 区 12 号石垣 全景（東から）
　　　　3　20 区 12 号石垣 石塔出土状況（南から）
　　　　4　20 区 12 号石垣 A 〜 A′セクション（北から）
　　　　5　20 区 13 号石垣 全景（東から）
　　　　6　20 区 13 号石垣 A 〜 A′セクション（北から）
　　　　7　20 区 14 号石垣 全景（北から）
　　　　8　20 区 14 号石垣 A 〜 A′セクション（南から）
ＰＬ 33 1　20 区 15 号石垣 全景（東から）
　　　　2　20 区 15 号石垣 近接（東から）
　　　　3　20 区 15 号石垣 A 〜 A′セクション（南から）
　　　　4　20 区 16 号石垣 全景（南から）
　　　　5　20 区 16 号石垣 近接（東から）
　　　　6　20 区 16 号石垣（北東から）
　　　　7　20 区 16 号石垣（南東から）
　　　　8　20 区 16 号石垣 E 〜 E′セクション（北から）
ＰＬ 34 1　19 区１号列石 全景（北西から）
　　　　2　28 区 13 号列石 全景（西から）
　　　　3　20 区２号石列 全景（北西から）
　　　　4　20 区３号石列 全景（北から）
　　　　5　18 区 41 号配石 全景（東から）
　　　　6　20 区１号石組遺構 確認状況（東から）
　　　　7　20 区１号石組遺構内 礫出土状況（東から）
　　　　8　20 区１号石組遺構 全景（北西から）
ＰＬ 35 1　20 区１号石組遺構 近接（北から）
　　　　2　20 区１号石組遺構 掘り方全景（南東から）
　　　　3　20 区１・２・７号石組遺構（東から）
　　　　4　20 区２号石組遺構内 礫出土状況（南東から）
　　　　5　20 区２号石組遺構 遺物出土状況（東から）
　　　　6　20 区２号石組遺構 全景（南から）
　　　　7　20 区２号石組遺構 掘り方全景（南東から）
　　　　8　20 区７号石組遺構 全景（東から）
ＰＬ 36 1　20 区 27 号配石 全景（南から）
　　　　2　20 区 28 号配石 全景（北西から）
　　　　3　20 区 29 号配石 全景（北西から）
　　　　4　20 区 30 号配石 全景（北西から）
　　　　5　20 区 31 号配石 全景（北西から）
　　　　6　20 区 32 号配石内 礫出土状況（北東から）
　　　　7　20 区 32 号配石 全景（北東から）
　　　　8　20 区 33 号配石 全景（北西から）
ＰＬ 37 1　20 区１・２号石囲い遺構 出土状況（東から）
　　　　2　20 区１号石囲い遺構 全景（北東から）
　　　　3　20 区１号石囲い遺構 掘り方全景（北東から）
　　　　4　20 区２号石囲い遺構 全景（北から）
　　　　5　20 区２号石囲い遺構 掘り方全景（東から）

ＰＬ 38 1　20 区３号石囲い遺構 確認状況（北から）
　　　　2　20 区３号石囲い遺構 焼土出土状況（北から）
　　　　3　20 区３号石囲い遺構 全景（北西から）
　　　　4　19 区 293 号土坑 人骨出土状況（南東から）
　　　　5　19 区 293 号土坑 全景（南東から）
　　　　6　20 区１号墓坑 銭貨出土状況（南西から）
　　　　7　20 区１号墓坑 人骨出土状況（南西から）
　　　　8　20 区１号墓坑 全景（南西から）
ＰＬ 39 1　20 区４号墓坑 全景（南から）
　　　　2　20 区８号墓坑 出土状況（北から）
　　　　3　20 区８号墓坑 人骨､ 銭貨出土状況（北から）
　　　　4　20 区８号墓坑 全景（南から）
　　　　5　20 区９号墓坑 出土状況（北から）
　　　　6　20 区９号墓坑 全景（北から）
　　　　7　20 区９号墓坑 人骨出土状況（南から）
　　　　8　20 区 11 号墓坑 確認状況（北東から）
ＰＬ 40 1　20 区 11 号墓坑 全景（東から）
　　　　2　20 区 11 号墓坑 人骨出土状況（東から）
　　　　3　20 区 13 号墓坑 確認状況（北から）
　　　　4　20 区 13 号墓坑 人骨出土状況（北から）
　　　　5　20 区 13 号墓坑 全景（北から）
　　　　6　20 区 14 号墓坑 確認状況（西から）
　　　　7　20 区 14 号墓坑 人骨出土状況（南から）
　　　　8　20 区 15 号墓坑 全景（北から）
ＰＬ 41 1　20 区 16 号墓坑 全景（東から）
　　　　2　20 区 18 号墓坑 銭貨出土状況（北東から）
　　　　3　20 区 18 号墓坑 全景（北東から）
　　　　4　20 区 19 号墓坑 確認状況（南西から）
　　　　5　20 区 19 号墓坑 人骨出土状況（東から）
　　　　6　20 区 19 号墓坑 全景（南東から）
　　　　7　20 区 20 号墓坑 出土状況（北西から）
　　　　8　20 区 20 号墓坑 人骨出土状況（南東から）
ＰＬ 42 1　20 区 20 号墓坑 全景（南東から）
　　　　2　20 区 21 号墓坑 確認状況（南から）
　　　　3　20 区 21 号墓坑 人骨出土状況（東から）
　　　　4　20 区 21 号墓坑 人骨出土状況近接（南から）
　　　　5　20 区 21 号墓坑 全景（南西から）
　　　　6　20 区 22 号墓坑 出土状況（北西から）
　　　　7　20 区 22 号墓坑 人骨出土状況（南西から）
　　　　8　20 区 22 号墓坑 人骨出土状況（南西から）
ＰＬ 43 1　20 区 22 号墓坑 人骨､ 銭貨出土状況近接（南か
　　　　　  ら）
　　　　2　20 区 22 号墓坑 全景（南から）
　　　　3　29 区１号墓坑 出土状況（南から）
　　　　4　29 区１号墓坑 人骨出土状況（南から）
　　　　5　29 区 17 号配石 全景（南から）
　　　　6　30 区１号墓坑 人骨､ 銭貨出土状況（東から）
　　　　7　30 区１号墓坑 全景（南から）
　　　　8　30 区２号墓坑 人骨出土状況（西から）
ＰＬ 44 1　30 区２号墓坑 全景（西から）
　　　　2　30 区３号墓坑 人骨出土状況（南西から）
　　　　3　30 区３号墓坑 全景（南から）
　　　　4　30 区 14 号配石 全景（南から）
　　　　5　30 区 14 号配石 銭貨出土状況（西から）
　　　　6　30 区 19 号配石 出土状況（北から）
　　　　7　30 区 19 号配石 全景（北から）
　　　　8　20 区 10 号墓坑 全景（南西から）
ＰＬ 45 1　18 区１号墓坑 全景（南西から）
　　　　2　19 区１号墓坑 骨片出土状況（東から）
　　　　3　19 区１号墓坑 全景（北東から）
　　　　4　19 区１号溝 全景（南から）
　　　　5　19 区２号溝 全景（北から）



　　　　6　20 区１号ヤックラ 全景（南から）
　　　　7　20 区１号ヤックラ 全景（北東から）
　　　　8　20 区１号ヤックラ セクション（北から）
ＰＬ 46 1　20 区２号ヤックラ 全景（北から）
　　　　2　20 区２号ヤックラ セクション（北から）
　　　　3　20 区２号ヤックラ セクション（北から）
　　　　4　20 区３号ヤックラ 全景（東から）
　　　　5　20 区６号列石 全景（北から）
　　　　6　20 区６号列石（北から）
　　　　7　20 区６号列石 セクション（南東から）
ＰＬ 47　19 区 31・37・44・45（１）号住居出土遺物
ＰＬ 48　19 区 45（２）・49、20 区 83・90（１）号住居出
　　　　  土遺物
ＰＬ 49　20 区 90（２）・91 号住居出土遺物
ＰＬ 50　20 区屋敷跡１・６号掘立柱建物、３・４・６号石組
　　　　  遺構、５・６号墓坑出土遺物
ＰＬ 51　20 区屋敷跡出土遺物（１）
ＰＬ 52　20 区屋敷跡出土遺物（２）

ＰＬ 53　20 区屋敷跡（３）、１号竪穴遺構、30 区１号礎
　　　　  石建物出土遺物
ＰＬ 54　20 区１号鍛冶跡、18 区１・３号、20 区５・６（１）
　　　　  号石垣出土遺物
ＰＬ 55　20 区６（２）・８・12（1）号石垣出土遺物
ＰＬ 56　20 区 12（２）・13・15 号石垣・石垣、２号石列、
　　　　  １号石組遺構出土遺物
ＰＬ 57　20 区２・７号石組遺構、１〜３号石囲い遺構、１・
　　　　  ４号墓坑出土遺物
ＰＬ 58　18 区１号、20 区８・11・18 〜 22 号、29 区１号、
　　　　  30 区１・２号墓坑、29 区 17 号、30 区 14・　
　　　　  18・19 号配石出土遺物
ＰＬ 59　20 区１〜３号ヤックラ出土遺物
ＰＬ 60　20 区ヤックラ、29 区 Y １号畑、18 区遺構外（１）
　　　　  出土遺物
ＰＬ 61　18 区（２）、19 区、20 区（１）遺構外出土遺物
ＰＬ 62　20 区遺構外出土遺物（２）
ＰＬ 63　20 区（３）、28 〜 30 区遺構外、遺構外出土遺物

表 １　周辺遺跡一覧表
表 ２　横壁中村遺跡 遺構数集計表
表 ３　横壁中村遺跡 古代住居一覧表
表 ４　横壁中村遺跡 20 区屋敷跡掘立柱建物一覧表
表 ５　横壁中村遺跡 掘立柱建物一覧表
表 ６　横壁中村遺跡 竪穴遺構一覧表
表 ７　横壁中村遺跡 石垣一覧表
表 ８　横壁中村遺跡 石列一覧表
表 ９　横壁中村遺跡 石組遺構一覧表
表 10　横壁中村遺跡 石囲い遺構一覧表
表 11　横壁中村遺跡 古代以降人骨・獣骨・銭貨出土遺構一覧表
表 12　横壁中村遺跡 中世瀬戸・美濃系陶磁器、貿易陶磁器総量一覧表
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第１章　調査の方法と経過

第１節　調査に至る経緯

　八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査

は、建設省関東地方建設局（当時。現在は国土交通

省関東地方整備局）と群馬県教育委員会、長野原町

教育委員会、吾妻町教育委員会（当時。現在は東吾

妻町）がその実施に関する協議を重ね、建設省関東

地方建設局長と群馬県教育委員会教育長が、平成６

年３月 18 日に「八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文

化財の実施に関する協定書」を締結し、八ッ場ダム

建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査事業の実施計画

が決定されたことによって開始されることとなっ

た。実施計画書に示された調査組織等の役割は、調

査実施機関は群馬県教育委員会で、調査機関は財団

法人群馬県埋蔵文化財調査事業団である。

　この協定をふまえて、平成６年４月１日に関東地

方建設局長と群馬県教育委員会教育長により発掘調

査受諾契約を、同日に群馬県教育委員会教育長と財

団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団理事長により発

掘調査委託契約を締結し、八ッ場ダム進入路関連遺

跡を調査箇所とする八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵

文化財発掘調査事業が開始された。平成６年度から

実施されている調査は、工事用進入路に関するもの

が主体となっている。これは、八ッ場ダム建設工事

の大規模な工事を円滑に進めるため、機材や重機を

搬入・搬出する進入路や仮設道路の整備が先行され

る状況にあったためである。

　平成６年度に締結された協定によると、調査対象

遺跡は 48 遺跡であり、そのうち本遺跡の位置する

長野原町横壁地区の遺跡は７遺跡であった。横壁地

区でも工事用進入路を原因とする調査が先行され、

平成６年度には協定対象遺跡である横壁勝沼遺跡の

調査が実施された。

　本遺跡も平成６年度に締結された協定での対象遺

跡であり、平成６・７年度に行われた横壁勝沼遺跡

の調査が終了した後、平成８年度から調査が行われ

ることになった。工事用進入路部分の調査は平成

11 年度に終了し、平成 12 年度からは横壁地区護

岸工事部分の調査に着手した。詳しくは次節「調査

の経過」にゆずる。

　なお、関東地方建設局長と群馬県教育委員会教育

長と財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団理事長

は、平成 11 年４月１日に「八ッ場ダム建設工事に

伴う埋蔵文化財調査の実施に関する協定の一部を変

更する協定書」を締結し、平成 11 年４月以降は調

査実施機関を財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

に変更し、現在の調査体制に至っている。

　また、協定書の対象遺跡で、横壁地区に位置する

７遺跡のうち上野Ⅳ遺跡と観音堂遺跡は、長野原町

教育委員会との協議の結果、本遺跡に統合されるこ

とになった。

第２節　調査の経過

　横壁中村遺跡の調査は平成８年度より行われた。

平成８年度から 11 年度までは工事用進入路部分、

平成 12 年度からは横壁地区護岸工事部分を中心と

した調査であるが、これらの工事は一体のもので、

調査は継続して行われてきた。各年度ごとの調査範

囲は、図示した通りであるが、年度をまたいで調査

された範囲もあるので、図示した範囲は調査の終了

した年度を表している。各年度ごとの調査経過を調

査日誌を元に抜粋する。

平成８年度　調査事務所の設置、調査区への進入路

等の造成工事等を行ったため、本調査は７月１日開

始となった。本年度は担当者は３名による１班での

調査であり、27 地区 18・28 区を中心とする調査

を実施した。進入路が狭く重機を導入できず、人力

による掘削を強いられ調査は困難であった。11 月

23 日に現地説明会を開催し、見学者は 157 名であ

った。

平成９年度　前年度の継続である 18・28 区の調

査とともに、その西側にあたる 19・20・29・30

区の表土掘削を実施し、調査に着手した。担当者は

４名の配置であったが、７月から９月まで１名は

第１節　調査に至る経緯
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久々戸遺跡の調査にまわっている。調査面積は約

5,000㎡である。11 月３・４日に当事業団主催の

平成９年度出土文化財巡回展示会が八ッ場地区で実

施され、遺物・パネルを出展した。

平成 10 年度　平成８・９年度の継続調査である。

担当者は年度当初４名の配置であったが、うち１名

は林地区及び西久保Ⅰ遺跡の調査を担当することに

なったため、実質３名の１班体制による調査となっ

た。本年度の調査面積は約 6,200㎡であった。

平成 11 年度　前年度までの継続調査と 20・30 区

で調査区を拡張した。担当者は５名、２班の体制で

あったが、うち２名が長野原地区の調査を担当する

ことになったため、10 月末までは３名、１班での

調査となった。４月 29 日に前年度に検出された大

型敷石住居、環状柱穴列などを現地説明会で公開し、

153 名の見学者を集めた。さらに本年度は調査区

西側の 28 地区 11 区でも調査を行ったが、試掘の

結果、遺構は確認できなかった。

　また、平成 11 年８月 13 日からの豪雨により横

壁地区が被災したため、８月 22 日まで調査を休止

した。本年度で工事用進入路部分の調査はすべて終

了した。調査面積は 6,200㎡である。

平成 12 年度　工事用進入路部分の調査が終了した

ため、この南側の代替地護岸工事部分の調査を担当

者７名による２班体制で開始する予定であったが、

１班は林地区の調査に対応することとなり、残る１

班も、西久保Ⅰ遺跡との掛け持ちとなったため、調

査対象面積は当初予定よりも大幅に減少した。本年

度の調査は 20 区の調査が中心となり、一部 18 区

の試掘調査を行った。また、調査区南側にあるゲー

トボール場の東側にパンザマスト（気象用観測マス

ト）が設置されるにあたって 42㎡を併せて調査し、

縄文時代後期の住居、中世の土坑を検出している。

調査面積 1,800㎡であった。

平成 13 年度　発掘作業員の雇用システムが変更に

なり、調査開始が６月４日となった。本年度の調査

対象地は遺跡の中央を流れる山根沢の両側にあり、

18・19・20 区にあたる。工事が予定されている

山根沢の西側は、工事行程にあわせて調査が終了し

た地区を順次、工事側に引き渡しながら進められた。

11 月に国土交通省より希少猛禽類の保護のため対

策を講じてほしいとの要請があり、12 月１日から

調査体制を縮小したため調査の一部は次年度に継続

となり、調査面積は当初の 6,200㎡から 5,200㎡

となった。

平成 14 年度　本年度より当事業団八ッ場ダム調査

事務所が開所し、八ッ場地区の調査を管轄すること

になった。担当者は７名の２班体制での調査となり、

前年度からの継続である 18 区を中心に調査を行っ

た。本年度は６月から８月にかけて担当者２名が西

ノ上遺跡へ、10 月からは担当者４名が上郷岡原遺

跡へ異動している。また、前年度と同様に 11 月下

旬から希少猛禽類保護のため調査体制を縮小しての

調査となった。調査面積は 5,400㎡であった。

平成 15 年度　前年度の継続調査の 18 区と９・

10・19・20 区の調査を行った。担当者は当初６

名の配置であったが、４月から６月は担当者２名が

久々戸遺跡の調査を行い、７月から１名が整理事業

への異動となった。また 11 月からは１名が増員と

なった。調査は前年度からの継続であり、18 区の

埋没河道の調査から開始し、その後 19・20 区の

調査を行った。本年度は平成 12・13 年度の調査

区まで終了する予定であったが、用地買収が遅れ、

一部次年度に継続となった。本年度の調査面積は約

8,000㎡であった。

平成 16 年度　前年度に調査未了となった 20 区の

調査を行った。担当者２名による１班体制である。

本年度で代替地護岸工事部分の調査終了の予定であ

ったが、調査区南側の道路沿いの一部が用地買収

と墓地移転の遅れにより、調査が未了となり、次

年度以降に継続となった。本年度の調査面積は約

1,400㎡であった。

平成 17 年度　国道 145 号線部分の調査を、担当

者５名による２班体制で行った。調査区は９・10

区である。調査面積は約 14,000㎡であった。

平成 18 年度　10・20 区の平成 17 年度調査で経
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塚が検出された地点を中心に、４月１日から４月

13 日まで担当者３名による短期間の調査を実施し

た。調査面積は 188㎡である。

第３節　調査の方法

　（１）調査の手順

　調査は初めはバックフォーによる表土掘削を行い、

順次作業員による遺構確認、遺構調査へと進んでい

った。遺跡の現況は畑、水田、道路であった。

　出土遺物は遺構から出土したものは、その遺構番

号を付し、さらに図面上に出土位置を記録したもの

については個別番号を付し、標高を測定して取り上

げた。遺構外から出土した遺物については、後述す

るグリッド単位で取り上げた。さらに出土位置を記

録したものは遺構出土のものと同様に個別番号を付

し取り上げた。遺構測量は作業員によるものと測量

会社に委託して測量したものがある。縮尺について

は、住居・土坑・配石等は 1/20、炉・埋甕・埋設土

器等は 1/10、その他の遺構も 1/20 を原則としたが、

溝・列石等規模の大きい遺構については 1/40、全体

図は 1/100、1/200 で作成した。また、列石の一部

においては、バルーン撮影による空中写真測量も委

託して実施した。

　遺構の個別写真は、主に 35㎜モノクローム及びリ

バーサル、６×７判モノクロームで撮影し、一部６

×７判リバーサルも状況に応じて使用している。

（２）遺跡の名称

　本遺跡は、吾妻郡長野原町大字横壁字観音堂に位

置する。発掘調査時の遺跡名称は、財団法人群馬県

埋蔵文化財調査事業団で行っている遺跡命名の慣例

に従うと大字名＋小字名となり、「横壁観音堂遺跡」

となるべきであるが、国土地理院 1/25,000 地形図

「長野原」によると遺跡地には「中村」という小字名

が記されているため、平成８年度の発掘調査開始時

に「横壁中村遺跡」と命名した。しかし、この「中村」

という小字名は行政的には用いられておらず、正確

には前述の通り「観音堂」である。また、『長野原町

の遺跡－町内遺跡詳細分布調査報告書－』（長野原町

教育委員会 1990）によると本遺跡は「観音堂遺跡」

「上野Ⅳ遺跡」の範囲に入っている。さらに群馬県遺

跡台帳には「横壁中村遺跡」が記されているが記述

によるとこれは本遺跡の南西にあたり、位置がやや

異なる。このように、本遺跡の遺跡名に関しては若

干混乱があるが、長野原町教育委員会との協議によ

り、「横壁中村遺跡」が本遺跡の正式名称として決定

されている。

（３）調査区の設定

　調査区の設定については、平成６（1994）年度か

ら始まった八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財の

発掘調査においては、「八ッ場ダム関係埋蔵文化財発

掘調査方法」に基づき実施されてきた。この方法に

ついては、『長野原一本松遺跡（１）』（群埋文 2002）

に詳しいので、詳細はそちらを参照していただきた

い。ここでは概略を記す。

　調査区については、八ッ場ダム建設工事に伴う埋

蔵文化財調査対象地内を国家座標（2002 年４月改正

以前の日本測地系）を使用し、吾妻郡吾妻町（現東

吾妻町）大柏木の東部付近を基点（Ｘ＝ 58000.00、

Ｙ＝－ 97000.00）とした。そして、まずこの基

点から１㎞四方の地区（大グリッド）を西に 10 区

画、北に６区画の 60 地区を設定した。次に各地区

を 100 ｍ四方の区（中グリッド）に区分し、南東隅

から西に１〜 10 区、次の列を 11 〜 20 区のように

100 区に区部した。さらに各区を４ｍ四方のグリッ

ドに細分した。グリッドは、南東を基点に西へＡ〜Ｙ、

北へ１〜 25 までの番号を付し、組み合わせてグリッ

ド名としている（例：20 区Ａ－１）。

　本遺跡の調査区は、地区では「27 地区」を中心とし、

一部「28 地区」にかかり、「区」では 27 地区は「９・

10・17・18・19・20・28・29・30 区」、28 地区

は「１・11 区」に相当している。遺構名称は、区ご

とに連続する番号を付し、区をまたぐ遺構の場合は

遺構の主体と考えられる区の番号を付している。
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第２章　遺跡の環境

　八ッ場地区の遺跡の立地する環境については、既

刊の『長野原一本松遺跡（１）』（群埋文 2002）およ

び『八ッ場ダム発掘調査集成（１）』（群埋文 2003）

に詳述されているので、そちらを参照していただき

たい。ここでは、横壁中村遺跡の立地する地理的環

境および歴史的環境について概観するにとどめる。

第１節　地理的環境

　横壁中村遺跡の位置する長野原町は群馬県北西部

に位置し、草津町、嬬恋村、六合村、東吾妻町と接

するとともに、長野県とも県境をなしている。

　この地域の地質形成に大きな影響を与えたものに

は吾妻川と浅間山がある。吾妻川は長野県境の鳥井

峠付近に源を発し、東流して渋川市で利根川と合流

する全長 76.2㎞の一級河川である。本遺跡はこの合

流点から約 43㎞遡った地点であり、また、本遺跡か

ら約６㎞下流には「関東の耶馬溪」の異名をとる国

指定名勝である吾妻渓谷がある。浅間山は町域の南

西部、長野県境に位置し、黒斑・仏岩・前掛山・釜

山の４つの火山体で構成される標高 2,568 ｍの成層

火山である。

　本遺跡の立地する長野原地域の段丘面は、この吾

妻川と浅間山の活動の影響を多分に受けて形成され

ている。本地域の段丘面は最上位、上位、中位、下

位の４段丘面に区分されるが（長野原町 1993）、こ

のうちの最上位段丘と上位段丘の２面は約 21,000

年前の黒斑火山の噴火に伴い発生し、当時の吾妻川

河床を数 10 ｍ以上の厚さで埋めつくした応桑泥流堆

積物がその基盤となっている。最上位段丘は吾妻川

からの比高が約 80 〜 90 ｍであり、泥流流下後にほ

とんど浸食されずに段丘面となったもの、上位段丘

は比高が約 60 〜 65 ｍであり泥流堆積物を浸食し形

成されている。これら２面の上には、約 11,000 年

前に噴出した浅間－草津黄色軽石（As-YPk）を含む

関東ローム層が堆積している。中位段丘は比高 30 ｍ

前後で、本遺跡のある横壁地区などこの地域に最も

広く分布している。低位段丘は比高約 10 〜 15 ｍで

ある。

  横壁中村遺跡は、この長野原町の北東に位置し、先

述のように吾妻川右岸の中位段丘上に立地する。標

高は約 570 ｍで、調査区北を流れる吾妻川とは比高

差 40 ｍほどの急峻な段丘崖により隔てられている。

また南側には山地が迫り、西は深沢、東は東沢とい

う２本の沢によって深く区画され、調査区のほぼ中

央にも山根沢という小沢が北流している。遺跡のあ

る中位段丘面上は、これらの沢からもたらされた堆

積物や土砂崩れなどによる崖錐堆積物が、吾妻川に

より形成された段丘礫層上を覆い、吾妻川に向かい

緩く傾斜している。山根沢東側では北東方向へ、西

側では北西方向へ緩やかに傾斜していることが確認

された。調査区内の比高差は約 15 ｍである。調査

区内には、この崖錐堆積物の夥しい数の礫が存在し、

調査を困難なものとした一因でもあった。中位段丘

については、離水時期は明らかでないが、本遺跡の

調査では段丘礫層上に関東ローム層及び As-YPk の

堆積が認められないことから、それ以降の離水と考

えられる。

　浅間山の活動では、本遺跡の中心となる縄文時代

中期から後期にかけては大きな影響はないと考えら

れるが、その後も活動は続き、遺跡内にその痕跡を

とどめている。平安時代の住居の埋土の中には、浅

間山起源と思われる火山灰の堆積が認められるもの

も存在し、また江戸時代の天明三（1783）年には、

噴火とともに泥流を発生させ、流域に甚大な被害を

及ぼしている。本遺跡においても、この天明泥流に

より埋没した畑跡が検出されている。

　また、本遺跡の景観を語る上で欠かせないのが丸

岩の存在である。調査区の南南西約 1.5㎞に位置す

る標高 1,124 ｍをはかる岩峰で、100 万年ほど前

に活動していた菅峰火山の溶岩に由来すると考えら

れている。南側を除いた３方が 100 ｍにも達する垂

直の崖に囲まれ、本遺跡から望むと巨大な円柱状に

も見える特徴的な山容を呈している。この崖面には、

柱状節理による割れ目が顕著に現れており、山の形
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状とあわせ見た独特の景観は、この遺跡に暮らした

人々がランドマークとして仰ぎ見たであろうことを

推測するにたる奇峰と言える。

第２節　歴史的環境

　横壁中村遺跡のある長野原町は明治 22 年の町村

制実施の際に、川原畑、川原湯、横壁、林、長野原、

大津、羽根尾、古森、与喜屋、応桑の旧十ヶ村を合

併して成立した。町内での遺跡の調査は、昭和 29 年

に行われた勘場木遺跡の調査を嚆矢とし、昭和 38・

47・48 年には群馬県による分布調査が行われ、昭和

53 年には石畑Ⅰ岩陰遺跡が発掘調査された。

　昭和 62 年からは八ッ場ダム建設に先行して、町教

委による埋蔵文化財詳細分布調査が実施され、183

箇所の遺跡地が確認された。（その後の調査で、平成

17 年３月現在では 214 遺跡に増加している。）これ

以降、町教委による発掘調査が行われている。さら

に平成６年からは八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文

化財発掘調査事業が当事業団によって進められてい

る。これらの調査をもとに横壁中村遺跡の歴史的環

境を概観してみる。

旧石器時代　長野原町内では、これまでの調査にお

いて旧石器時代の遺跡は確認されていない。吾妻川

流域は前述したように応桑泥流や浅間－草津黄色軽

石（As-YPk）によって厚く覆われており、この下位

を調査することは、掘削方法や安全上の問題などか

ら難しいのが現状である。ただし、柳沢城跡（14）

から遺構外ながら細石器文化に伴うと考えられる珪

質頁岩の削器が１点出土しており、より山間部の遺

跡などでこれらの堆積物の下位の調査が実施されれ

ば、当該期の遺跡が確認される可能性は否定できな

い。

縄文時代　長野原町による埋蔵文化財詳細分布調査

によれば現在までに 214 箇所の遺跡地が確認されて

おり、このうち約半数の 105 遺跡で縄文時代の遺構、

遺物の存在が確認されている。

　まず、草創期の遺跡としては石畑Ⅰ岩陰遺跡（２）

があげられる。奥行４ｍ、幅 40 ｍの大規模な岩陰遺

跡であり、草創期から前期、そして晩期にわたる遺

物と獣骨が出土している。旧石器時代の遺跡は確認

されていないが、縄文時代草創期には長野原町域に

人間が生活していたことを証明する遺跡である。

　早期では、楡木Ⅱ遺跡（27）で多くの撚糸文系土器、

表裏縄文土器、スタンプ形石器とともに、竪穴住居

が 31 軒検出されている。この住居の中には石囲炉を

持つものがあるとともに、重複関係を示すものもあ

ることから、同時期の集落における定住性について

新たな視点を与えるものと思われる。また、立馬Ⅰ

遺跡（17）でも撚糸文期の住居と田戸下層式期の住

居が検出されている。この立馬Ⅰ遺跡では、早期か

ら晩期までのほぼすべての時期の遺物が出土してい

る。山間の狭隘な谷に位置するこの遺跡からこのよ

うに長い時期にわたって遺物が出土していることは、

この地域の縄文時代の環境を復元する上で興味深い

事実である。さらに同時期の遺物は幸神遺跡（28）、

長野原一本松遺跡（29）、坪井遺跡（35）でも出土

が確認されている。

　前期の遺跡は、坪井遺跡で花積下層式期の住居と

土坑が検出されているほか、長野県域を主体とする

塚田式、北陸地方の極楽寺式と関連すると思われる

遺物が出土している。また暮坪遺跡（38）では二ツ

木式期の住居が検出されている。さらに長畝Ⅱ遺跡

（41）では黒浜式期の住居が検出されている。本遺跡

でも関山式、あるいは黒浜式期と思われる遺物が出

土しているが、量は少なく、遺構も確認されていない。

前期後半では、楡木Ⅱ遺跡で諸磯式期の住居が、川

原湯勝沼遺跡（10）で同時期の土坑が検出されており、

本遺跡でも同時期の土坑が確認されている。

　中期になると遺跡数、遺構量ともに大幅に増加す

る。本遺跡では勝坂式期の住居から中期末まで 200

軒以上の住居が確認されている。長野原一本松遺跡

でも本遺跡と同様に大集落が形成されている。ただ

その始まりは本遺跡より若干時期が下り、中期後半

の加曽利Ｅ式期になってからと思われる。この時期

の特徴としては他地域との密接な交流がうかがえる

点である。本遺跡の出土遺物でも、関東系の土器と
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ともに中部高地系、特に長野県東部との強い関連が

うかがえる土器が多く、さらに新潟県方面から持ち

込まれたと思われる土器も少なくない。これは長野

原一本松遺跡でも新潟県方面から伝播したと思われ

る大木系の土器が出土していることや、坪井遺跡で

も新潟県域で主体的な「栃倉類型」などの資料が出

土していることからも確認できよう。

　後期になると長野原一本松遺跡の集落はやや縮小

の傾向にあるが、本遺跡は加曽利Ｂ式期まで継続す

る。この時期の住居では、柄鏡形敷石住居の検出例

が多く、本遺跡や長野原一本松遺跡のほか、林中原

Ⅰ遺跡（20）、上原Ⅳ遺跡（21）、向原遺跡（32）、

檞Ⅱ遺跡（37）、滝原Ⅲ遺跡（44）、古屋敷遺跡（45）、

上郷岡原遺跡（48）などで確認されている。

　晩期になると遺跡数は減少する傾向にあり、前述

した石畑Ⅰ岩陰遺跡以外ではほとんど確認されてい

なかったが、最近の調査により検出例が増加してい

る。川原湯勝沼遺跡では氷Ⅱ式土器による再葬墓と

思われる土坑が検出され、久々戸遺跡（31）では氷

式土器の鉢形土器、立馬Ⅰ遺跡でも長野県北部を主

体とする女鳥羽川式土器の浅鉢が出土している。本

遺跡でも平成 15 年度の調査で晩期終末から弥生時代

初頭と思われる埋設土器、土坑が確認された。検出

できた遺構数は少ないが、土器片を中心とする遺物

量は多く、県内でも有数のものと考えられる。

弥生時代　長野原町域では、この時期の遺跡は極め

て希薄である。遺構では、本遺跡で甕形土器を埋設

した前期の再葬墓の可能性のある土坑が検出されて

いるほか、立馬Ⅰ遺跡で前期から中期の住居と中期

の甕棺墓が検出されている程度である。また、楡木

Ⅲ遺跡（25）、坪井遺跡、外輪原Ⅰ遺跡（42）など

で前期から中期の遺物、二社平遺跡（４）で後期の

遺物が出土している。

古墳時代　昭和 13（1938）年に編纂された『上毛

古墳綜覧』によれば、長野原町には大津の鉄塚と与

喜屋の五輪塚の２基の古墳が存在するとされている。

しかし、現在までに発掘調査によって確認されたも

のは一つもなく、現時点では東吾妻町の岩島地区が

古墳の西限である。集落としては、林宮原遺跡（22）

で１軒、下原遺跡（23）で１軒の住居が確認されて

いるが、いずれも小規模なものである。

奈良時代・平安時代　奈良時代の遺跡は中之条町や

東吾妻町に集中してあるが、長野原町では極めて希

薄で、分布調査ではわずかに羽根尾Ⅱ遺跡（40）で

確認されただけである。特に吾妻渓谷周辺から以西

では、１軒の住居も確認できていない。これに対し

て平安時代の遺跡は多く、97 遺跡が確認されている。

主な遺跡としては横壁中村遺跡、花畑遺跡（18）、林

宮原Ⅱ遺跡、楡木Ⅱ遺跡、長野原一本松遺跡、向原

遺跡、坪井遺跡などが挙げられる。各遺跡での住居

の検出数は数軒と少ないが、楡木Ⅱ遺跡では、９世

紀後半から 10 世紀前半にかけての竪穴住居が約 30

軒とまとまって検出されており、「三家」や「長」と

書かれた墨書土器の存在とともに注目される。

　この地域の平安時代の集落は、楡木Ⅱ遺跡にみら

れるように９世紀後半に出現し 10 世紀前半に消滅す

るものがほとんどであり、特徴的である。本遺跡に

おいても同様で、報告する住居の大半が９世紀後半

であり、11 世紀に比定できた住居は１軒のみであっ

た。

　出土遺物には、コの字口縁の甕も多くみられた。

しかし、県内平野部と器形は近似するものの成形の

異なる甕が存在するなど、相違点もみられた。また

特徴的な遺物としては、町立中央小学校の敷地から

出土した瓦塔があり、塔の最上層にあたる屋根部が

ほぼ完形で残っているもので、現在は同小学校に保

管されている。

中世　仁治二（1241）年、本地域は三原荘と呼ばれ

海野幸氏の領有であった（『吾妻鏡』）。正確な荘域に

ついては不明である。海野一族は、下屋・鎌原・西

窪・羽根尾などの一族を輩出し、本地域各所に広がり、

領主層として勢力を温存していった。永禄四（1561）

年、甲斐武田勢が西上野へ侵攻すると、西吾妻地域

へも真田氏を中心とする武田勢が攻め入った。甲斐

武田勢による西上野侵攻は、永禄九（1566）年に

区切りを迎え、真田氏を中心とする吾妻地域の支配
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も確立することとなる。その後、武田氏・織田氏が

滅亡すると、大名化した真田氏が領国支配に着手し、

羽根尾城に在城した湯本氏が西吾妻から北信濃を支

配していく。

　中世の遺跡の大部分は、柳沢城跡、丸岩城跡（15）、

長野原城跡（33）、羽根尾城跡（39）などの城館跡

が中心であったが、近年の発掘調査により遺跡が増

えつつある。西久保Ⅰ遺跡（13）、立馬Ⅰ遺跡、下原

遺跡、二反沢遺跡（24）、楡木Ⅱ遺跡、長野原一本松

遺跡などで遺構が確認され、また平成 12 年度には、

踏査により金花山砦跡（９）が新たに見つかっている。

　下原遺跡では畑跡や建物跡、二反沢遺跡では区画

跡のほか、羽口や鉄滓などが出土した製鉄関連遺跡

も検出されている。本遺跡においても、羽口や鉄滓、

鍛造剥片や粒状滓を出土した遺構が検出されている。

また石垣を伴う屋敷跡が検出され、内耳土器や貿易

陶磁器、古瀬戸を中心とする瀬戸・美濃系陶器も出

土している。近隣には丸岩城や柳沢城があり、本遺

跡の屋敷跡との関連も指摘される。しかし、柳沢城

と本遺跡で検出された屋敷跡出土遺物の時期を比較

するとやや異なり、今後文献のみならず発掘調査成

果を含めた検証も必要になってくるであろう。また

本遺跡より出土した内耳土器は信濃型と思われ、信

濃との関わりも注目される。

近世　天正一八（1590）年小田原合戦により北条氏

が滅びると、徳川家康が江戸に入部することになっ

た。永禄年間以来吾妻地域を支配していた真田氏は

豊臣秀吉との結びつきを背景に勢力を温存していた

が、関ヶ原合戦後は一族分離で乗り切り、真田伸幸

が沼田藩領に加え、信濃国上田まで領有することに

なった。やがて真田氏は、本家にあたる上田藩（松

代藩）と沼田藩に分かれることとなる。

　長野原町の近世遺跡の大部分は、天明三（1783）

年の浅間山噴火に伴い発生した泥流堆積物により埋

没したものである。主な遺跡としては、東宮遺跡（７）、

西ノ上遺跡（８）、川原湯勝沼遺跡、下田遺跡（19）、

中棚Ⅱ遺跡（26）、尾坂遺跡（30）、久々戸遺跡（31）、

小林家屋敷跡（34）などが挙げられる。多くは畑を

中心とする生産遺跡であるが、東宮遺跡、尾坂遺跡、

下田遺跡、小林家屋敷跡などでは建物跡も検出され

ている。また小林家屋敷跡は、農業・酒造業を営み

この地域の分限者と呼ばれた小林家の屋敷の一部が

検出されたものであり、文献との照合もなされ重要

な発見といえる。

　群馬県内ではほかにも、佐波郡玉村町上福島中町

遺跡や玉村町樋越諏訪前遺跡で、天明三年泥流堆積

物下の建物跡が検出されている。特に東宮遺跡、上

福島中町遺跡からは、複数の建物跡が検出されてお

り注目される。また出土遺物でも、陶磁器や金属製品、

石製品のほかに、漆器や建築部材が出土するなど、

その種類や量は他の遺跡とは一線を画する。遺構、

遺物ともに大変重要な資料であり、注目される遺跡

である。

　天明泥流下から発見される遺跡は、旧地表面がそ

のまま保存されているものが多く、集落や生産域の

構成要素及びその関連性を具体的に読み取ることが

可能である。泥流の発生した日時が明らかであるた

め、遺物の時期をほぼ限定することも可能であり、

また、通常では残らない建築部材や漆器などの植物

遺存体の検出例も多い。出土する陶磁器についても、

地域性がみられ、吾妻地域では焙烙が出土しないな

ど興味深い事実も明らかになってきている。今後調

査が進展するにつれ、泥流に埋没した遺跡の調査は

さらに増えることが予想され、近世農村史研究に多

大な寄与をもたらすものと考えられる。

　本遺跡からは建物跡は検出されなかったが、泥流

堆積物により埋没した畑跡が、19 区と 29 区の一部

で検出されている。また平成 17 年度調査では経塚を

検出し、多数の一字一石経が出土している。
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34．長野原町教育委員会 1996 『向原遺跡』

35．長野原町教育委員会 1997 『滝原Ⅲ遺跡』

36．長野原町教育委員会 2000 『坪井遺跡Ⅱ』

37．長野原町教育委員会 2001 『暮坪遺跡』

38．長野原町教育委員会 2004 『町内遺跡Ⅳ』

39．長野原町教育委員会 2004 『林宮原遺跡Ⅱ』

40．長野原町教育委員会 2005 『小林家屋敷跡』
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第２章　遺跡の環境
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第２節　歴史的環境

表１　周辺遺跡一覧表
番号 遺 跡 名 所　在　地 遺　　跡　　の　　主　　な　　内　　容 文献

１ 横壁中村 長野原町横壁 本遺跡。 ５．７他

２ 石畑Ⅰ岩陰 長野原町川原畑 県教委昭和 53 年度調査。縄文草創期から晩期の遺物と獣骨が出土。 30

３ 石畑 長野原町川原畑 事業団平成８・９・10 年度調査。縄文前期包含層。弥生中期土坑。近世畑。 ４

４ 二社平 長野原町川原畑 事業団平成８・10 年度試掘。弥生後期土器片。近世畑。 ４

５ 三平Ⅰ・Ⅱ 長野原町川原畑 事業団平成 16 年度調査。縄文前期住居。中世建物。陥し穴多数。 15

６ 上ノ平Ⅰ 長野原町川原畑 事業団平成 18・19 年度調査。縄文中期中葉から後期住居。平安住居。陥し穴多数。 24

７ 東宮 長野原町川原畑 事業団平成７・９・19 年度調査。近世民家、畑。 ４

８ 西ノ上 長野原町川原湯 事業団平成 14 年度調査。近世畑。 ６

９ 金花山砦跡 長野原町川原湯 町教委・事業団により平成 12 年度に踏査・確認。中世城跡。

10 川原湯勝沼 長野原町川原湯 事業団平成９・16 年度調査。縄文前期後半の土坑、晩期終末期の再葬墓。近世畑。 ８

11 横壁勝沼 長野原町横壁 事業団平成６・７年度調査。縄文中期から後期の土器。槍先形尖頭器が出土。 ４

12 山根Ⅲ 長野原町横壁 事業団平成 10・13・18 年度調査。縄文中期後半の住居、土坑。 21．24

13 西久保Ⅰ 長野原町横壁 事業団平成６・10・12 年度調査。縄文中期末葉の敷石住居、土坑。中期の水場以降。 ４

14 柳沢城跡 長野原町横壁 町教委平成５年度調査。中世城跡。郭、堀切、土居等検出。 28

15 丸岩城跡 長野原町横壁 中世城跡。 28

16 立馬Ⅱ 長野原町林 事業団平成 14 年度調査。縄文時代中期初頭から後半の住居。 10

17 立馬Ⅰ 長野原町林 事業団平成 13・14 年度調査。縄文早期初頭、晩期の住居。弥生中期の住居、甕棺墓。 13

18 花畑 長野原町林 事業団平成９〜 12 年度調査。平安住居。陥し穴多数。 ４

19 下田 長野原町林 事業団平成７年度調査。近世民家、畑。 ４

20 林中原Ⅰ 長野原町林 町教委平成 15 年度調査。縄文後期前半の敷石住居。 38

21 上原Ⅳ 長野原町林 事業団平成 15 年度調査。縄文後期前半の敷石住居。晩期後半の土器。近世水路。 23

22 林宮原 長野原町林 町教委 15 年度調査。古墳住居１軒。平安住居６軒。 39

23 下原 長野原町林 事業団平成 12 〜 16 年度調査。古墳住居１軒。平安住居２軒。中世建物。近世畑。 ５．14

24 二反沢 長野原町林 事業団平成 12 年度調査。中世区画、製鉄関連遺物。近世畑。 11

25 楡木Ⅲ 長野原町林 事業団平成 10 年度調査。縄文前期、後期の包含層。弥生中期の包含層。 ４

26 中棚Ⅱ 長野原町林 事業団平成 11・15 年度調査。近世畑、石垣、道など。 ５

27 楡木Ⅱ 長野原町林 事業団平成 12・13 年度調査。縄文早期初頭の集落。前期、中期初頭の住居。
平安住居。中世建物。 20．21

28 幸神 長野原町長野原 事業団平成８・９年度調査。縄文中期中葉から後半の住居。古代の可能性ある畑。 19

29 長野原一本松 長野原町長野原 事業団平成６〜 19 年度調査。縄文中期後半から後期初頭にかけての拠点的集落。 ３．17

30 尾坂 長野原町長野原 事業団平成６・７・11・18・19 年度調査。近世民家、畑。 ４

31 久々戸 長野原町長野原 事業団平成９〜 15 年度調査。縄文晩期土器。近世畑、道、掘立柱建物。 ５．６

32 向原 長野原町長野原 町教委平成５年度調査。縄文中期から後期の住居。平安住居。 34

33 長野原城跡 長野原町長野原 中世城跡。 28

34 小林家屋敷跡 長野原町長野原 町教委平成 14 年度調査。近世礎石建物、土蔵、石垣。 40

35 坪井 長野原町大津 町教委平成３・10 年度調査。縄文前期、中期住居。弥生土器。平安住居。 33．36

36 勘場木石器
時代住居

長野原町大津 昭和 29 年調査。縄文中期後半の住居。群馬県史跡。 26

37 檞Ⅱ 長野原町大津 町教委昭和 63 年度調査。縄文後期前半の敷石住居４軒。 32

38 暮坪 長野原町羽根尾 町教委平成 12 年度調査。縄文前期前半の住居。 37

39 羽根尾城跡 長野原町羽根尾 中世城跡。 28

40 羽根尾Ⅱ 長野原町羽根尾 奈良散布地。 31

41 長畝Ⅱ 長野原町与喜屋 町教委平成 12 年度調査。縄文前期前半、中期後半の住居。 33

42 外輪原Ⅰ 長野原町与喜屋 町教委平成７年度試掘。縄文前後半の土器。弥生土器。 27

43 上ノ平 長野原町与喜屋 縄文中期、後期の土器、石器類出土。 28

44 滝原Ⅲ 長野原町応桑 町教委平成８年度調査。縄文中期後半の住居。中期末の敷石住居。 35

45 古屋敷 長野原町応桑 昭和３4 年発見。後期前半の敷石住居。 28

46 広池 六合村赤岩 群馬大学昭和 44 年度調査。中期後半の住居。 １

47 上郷Ａ 東吾妻町三島 事業団平成 15 年度調査。陥し穴多数。押型文土器出土。 ６

48 上郷岡原 東吾妻町三島 事業団平成 14 年度調査。縄文中期後半から後期前半住居。近世民家、畑。 18
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表２　横壁中村遺跡 遺構数集計表（平成８～ 16 年度）
９区 10 区 18 区 19 区 20 区 28 区 29 区 30 区 合計 ９区 10 区 18 区 19 区 20 区 28 区 29 区 30 区 合計

竪穴住居 縄文 1 3 26 46 101 19 18 13 227 配石遺構 縄文 42 17 28 17 53 15 172

平安 1 6 3 10 列石遺構 縄文 7 4 5 12 4 32

土坑 縄文 86 110 272 11 21 28 528 集石遺構 縄文 1 4 5

弥生 4 4 環状柱穴列 縄文 2 1 3

平安 １ １ 2 柱穴列 縄文 1 1 2

中世以降 159 133 158 2 1 3 456 焼土 縄文 1 2 2 2 1 8

墓坑他 中世以降 3 3 32 2 6 46 中世以降 12 6 16 34

掘立柱建物 縄文 4 6 1 11 石組遺構 中世以降 1 18 19

中世以降 3 10 13 石囲遺構 中世以降 3 3

竪穴遺構 中世 4 1 5 埋没河道 1 5 6

埋設土器 縄文 2 23 9 27 4 2 67

第３章　発見された遺構と遺物

第１節　遺跡の概要

　横壁中村遺跡は、縄文時代中期後半から後期後半

を中心とする集落遺跡で、平成 18 年度までの調査

で竪穴住居 220 軒以上が確認されており、県内で

も有数の大規模集落であることが判明しつつある。

　遺跡は、その中央を流下する通称「山根沢」の両

側に展開しており、東側は「丸岩」の足下から流れ

る「東沢」までを範囲としている。北側及び西側の

範囲は今後の調査に負うところとなるが、冬には午

後３時で日が山に入る北向きの台地に、これほどの

大規模集落が維持されたのは、間近にこれらの沢が

あったからであろう。

　この地で人々の生活が始まるのは、縄文時代早期

からで、19 区の山根沢沿いで撚糸文土器が少量出

土している。前期では、初頭の花積下層式から諸磯

ｃ式までの土器が断続的に出土しているが、この時

期の住居はまだ確認されていない。中期では、五領

ヶ台式から勝坂式にかけての土器がかなり広範囲で

出土しており、土坑はいくつか確認されている。住

居が出現するのは勝坂式後半からである。中期後半

は集落が最大規模となり、その後も集落はやや規模

を縮小しながら継続し、列石遺構や配石遺構、掘立

柱建物等が伴う集落が後期前半まで認められる。後

期後半になると山根沢の西側に配石墓群が形成され

る。この時期の集落の構成はまだはっきりしない。

後期後半以後の様子を示す材料は少ないが、晩期終

末期の遺物は多量に出土しており、本地域の主要遺

跡の一つといって良いだろう。

　弥生中期前半期の遺物も比較的多く出土している

が、県内で稲作農耕が始まる中期後半期になると活

動の痕跡は途絶えてしまう。この状況は、本遺跡に

限らず、西吾妻地域全体に認められる傾向である。

　その後、本地域に集落が戻るのは９世紀代からで、

本遺跡でも平安時代の住居が十数軒確認され、炭化

した床材が遺存する焼失住居跡も検出されている。

　中世になると本地域には、海野一族が支配する「三

原荘」が成立し、戦国時代にはその一系でもある真

田氏が、甲斐武田氏の指示で本地域を掌握するよう

になる。本遺跡の南西には柳沢城と丸岩城があり、

遺跡内では 20 区を中心に鍛冶場を伴うだろう中世

の屋敷跡が確認されている。また、その他に中世か

ら江戸期の墓坑や経塚、天明三年の浅間山噴火に伴

う泥流で埋没した畑も検出されている。

　以上が本遺跡の概要であるが、遺跡の内容は多岐

にわたるため、今回は、平成 16 年度までに調査さ

れた古代以降の竪穴住居や屋敷跡、墓坑などの遺構

について報告する。表２は現段階における本遺跡の

遺構種別ごとにその数を集計したものである。本遺

跡の整理は継続中であるため、今後も遺構数の変更

される可能性があることをご了解いただきたい。



第３回　横壁中村遺跡全体図（1/1000）第３図　横壁中村遺跡全体図
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第２節　基本土層

第２節　基本土層（第４図）

　本遺跡が乗る段丘面は、岩盤の上に吾妻川が運ん

だ段丘礫層を基盤としており、その上に南側の岩塊

を核とする山地からの崩落土と礫が繰り返し堆積し

て形成された、北向きの緩傾斜地に遺跡は立地して

いる。台地上の基本土層は、図に示したⅠ〜Ⅹ層ま

で確認しているが､ この 10 層が１箇所ですべて揃

う断面は今のところ認められない。また、各土層の

層厚は地区によって異なっているため、あえて記入

していない。

　今回の報告対象となる古代の遺構は、土層として

はⅣ層に該当し、中世以降の遺構は、土層としては

ⅡからⅢ層に該当する。

Ⅰ Ⅰ層　　表土（耕作土）

Ⅱａ Ⅱａ層　浅間 A 泥流

Ⅱｂ Ⅱｂ層　浅間 A 軽石

Ⅱｃ Ⅱｃ層　浅間 A 軽石下畑の耕作土

 Ⅲ
Ⅲ層　淡褐色土　軟質で炭化物を含む。中世に比定される土壌で、20 区屋敷跡付近では炭化物

　　　を多量に含み、黒土化していた。

 Ⅳ
Ⅳ層　灰黒褐色土　やや軟質で均質。古代に比定される土壌であるが、本遺跡では大半が混土

　　　化されて、層としてはほとんど残っていない。

 Ⅴ

Ⅴ層　黄褐色土　やや軟質。縄文時代後期後半頃の土壌で、加曽利 B 式期の遺構と関連する。

　　　今のところ、山根沢周囲に認められることから、Ⅷ層ないしはローム層の２次堆積の可

　　　能性が高い。

Ⅵ

Ⅵ層　灰褐色土　締まりのある土壌で、黄色軽石や白色粒子を多く含む。縄文時代に比定され

　　　る土壌で、中期から後期前半の遺構・遺物はこの土層中に含まれる。なお、下半部を中

　　　心に多量の礫（山石）を含む。

Ⅶ

Ⅶ層　西側縁辺に特有な土壌で、層位はⅧ層と同じであり、沢沿いに流れたものかもしれない。

　　　この土層の上層部には縄文時代前期前半の土器が包含され、この土層で埋没した土坑も

　　　確認されている。

Ⅷ

Ⅷ層　黄褐色粘質土　崩落したローム層の２次堆積土で、多量の礫・砂礫を含む部分が多い。

　　　本遺跡では 20 区の西半部でのみ確認されており、現在の山根地区集落はこの土層の高ま

　　　りの上に立地していると考える。供給源は山根集落南側の沢上流部、つまり丸岩の北麓

　　　で、崩落時期は縄文時代早期後半頃と思われる。

Ⅸ Ⅸ層　黒褐色粘質土　硬質で粘性が強く、黄色軽石と白色粒子を多量に含む。

Ⅹ
Ⅹ層　黄色砂礫層　吾妻川が運んだ段丘砂礫層で、本遺跡北側の崖面では 15 ｍ以上の堆積が確

　　　認できる。この下層は基盤の岩塊となる。

第４図　横壁中村遺跡基本土層
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　横壁中村遺跡は、縄文時代から近世までの遺構が

重複する複合遺跡である。これまでに、縄文時代

中期住居編として『横壁中村遺跡（２）』から『横壁中

村遺跡（５）』の４冊が、縄文時代後期住居編として

『横壁中村遺跡（８）』及び『横壁中村遺跡（９）』が、縄

文時代の掘立柱建物、土器埋設遺構等を『横壁中村

遺跡（７）』が、平成16年度までに調査された土坑を

『横壁中村遺跡（６）』が報告している。本書は、古代

から近世までに比定できた遺構、遺物について報告

するものであり、過年度に報告された成果も踏まえ

て掲載するものである。

　本書では、平成８年度から平成16年度までに調

査された、古代から近世までに比定された遺構につ

いて報告する。本書における遺構名称や遺構番号

は、基本的に発掘調査段階に認定した呼称を優先し

て掲載している。

　本遺跡は、多年度に渡り多数の調査担当者が関わ

った遺跡である。また遺構覆土の判別もし難く、遺

構確認面に多数の礫もあり、遺構確認でさえ容易に

はできない遺跡であった。また複合遺跡でもあり、

遺構重複は著しく、消失または一部壊された遺構も

数多いと考えられる。ここで報告する古代以降の遺

構でも、出土状況が良好でないものが数多くみられ

た。また現場での資料に統一性がなく、確認できな

い資料も多くみられた。限られた整理期間では解決

できない課題も多く、注記のない断面図や出土位置

に疑問が残る遺物もみられたが、ここでは、資料が

少なく判断材料が希薄なものについては、調査段階

の見解のまま掲載している。また整理は継続する予

定であり、後日確認できる資料もあると考え、断面

図等もそのまま掲載している。

　古代の遺構としては、住居10軒を報告する。古

代に比定できた遺構は希薄で、これまでの報告を含

めても、土坑２基と今回報告する住居程度である。

遺構外出土遺物も、限られた整理期間で実見した範

囲では非常に少なかった。

　中世の遺構としては屋敷跡１箇所がある。４箇所

の石垣に囲まれた掘立柱建物が９棟、竪穴遺構が４

基、石組遺構が４基、焼土遺構が８箇所、人骨ある

いは銭貨が出土した墓坑３基、獣骨が出土した遺構

４基、溝１条が検出された。その他の中世、近世の

遺構としては、掘立柱建物４棟、礎石建物１棟、竪

穴遺構１基、鍛冶跡１箇所、石垣17箇所、石列３

箇所、石組遺構11基、石囲い遺構３基、人骨ある

いは銭貨が出土した墓坑31基、獣骨が出土した遺

構６基、溝３条、ヤックラ（集石）４箇所、天明三

（1783）年泥流下畑１箇所があり、屋敷跡も含め本

書で報告する。

　本書では、調査段階の呼称を優先して遺構名称、

遺構番号としているが、その後の整理作業の中で異

なる見解となった遺構も多い。ここでは、遺構名称

は異なるが同様の性格を持った遺構についてはまと

めて報告している。また横壁中村遺跡の中世を代表

する遺構に、石垣を伴う20区屋敷跡がある。低い

石垣に囲まれたような屋敷跡であるが、この屋敷跡

内で検出された遺構は屋敷跡に伴う遺構の可能性が

あると考え、これらをまとめて報告している。結

果、遺構名称や遺構番号の不統一、不連続となって

しまったが、ご了承いただきたい。また、遺構の詳

細については一覧表にまとめている。参照していた

だきたい。

第３節　古代の竪穴住居

　当該節では、18区、28区及び19区、29区で出

土し番号を付された、古代の竪穴住居について報告

する。報告する住居は18区で１軒、19区で６軒、

20区で３軒の計10軒である。

　確認できた古代住居の大半は、山根沢西側である

19区及び20区南側にて検出されており、山根沢東

側の古代遺構は希薄であった。また竈が確認できる

住居８軒のうち６軒は、地形の傾斜に沿うように北

東方向を向いていた。竈が東または南東方向を向く

のは、18区７号住居と20区83号住居のみであった。

　本書で扱う古代住居の詳細については「表３　横

壁中村遺跡　古代住居一覧表」に記載した。参照し

ていただきたい。
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第３節　古代の竪穴住居

第５図　古代住居全体図

1：8000 40m
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第３章　発見された遺構と遺物

第６図　18区 7号住居

1：600 2m

1：300 1m
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第３節　古代の竪穴住居

　以下、各区に分け個別住居ごとに報告する。

１　18区の古代住居
　18区は、横壁中村遺跡の東側に位置する。調査

区北側には吾妻川が東流し、東側には東沢が北流す

る。調査区は、北西へ緩やかに傾斜した地形上に位

置する。

　18区で確認された古代住居は１軒である。当該

調査区では古代の遺構は希薄であり、18区11号焼

土遺構から須恵器坏や壺の破片が出土したが、古代

遺物の出土も少なかった。18区７号住居は、調査

区中央を流れる山根沢東側で確認されたが、他の古

代住居は山根沢西側の19区及び20区にあり、やや

離れた位置で確認されている。竈方向も異なるが、

本住居の遺存状態は悪く遺物も確認できないため、

理由については判然としない。

　以下、18区７号住居について報告する。

18区７号住居（６図：PL ２）

調査年度　平成10年度

位　置　　W・Ｘ－23・24

経　過　　調査は平成10年度に行われた。当初は

縄文時代の住居との認識で、竈を石囲炉と考え調査

を進めていた。その後、古代の住居の竈であること

が確認できたため、一部の写真や図面等には混乱も

みられた。

　本住居に伴うだろう出土遺物は確認できていな

い。出土遺物量が少なかったためか、あるいは住居

の大半が攪乱により壊されていたためかは判然とし

ない。今回の限られた整理期間の中では確認できな

かったが、平面図には遺物の記載もあり、今後確認

される可能性もあるだろう。遺物は確認できなかっ

たが、住居形態から古代の住居と判断し報告する。

18区で出土した古代住居は本住居のみである。

重　複　　18区８号住居（加曽利Ｅ３）と重複し、

これを切る。

形　状　　遺構の大半は攪乱により確認できない

が、東壁に竈を持つおよそ隅丸方形状の住居と考え

られる。住居規模は、長軸2.73ｍ、攪乱により判

然としないが短軸は1.25ｍまで測れた。住居面積

は、確認できた範囲で約3.8㎡。壁高は29㎝ほどで

あった。

床　面　　前述の通り、縄文住居との認識で調査さ

れたためか、床面については不明瞭なところが多

い。調査所見もなく詳細は分からないが、写真等で

判断する限りおよそ平坦であったと思われる。竈付

近を中心に焼土の広がりも確認されている。

　掘り方調査では、明確な床下土坑等は確認できな

かった。

　竈　　　東壁、やや南寄りにある石組みの竈。全

長89㎝、屋外長49㎝、焚き口幅は不明瞭だが34㎝

ほどか。竈の両袖や煙道部分の一部も出土。支脚も

その痕跡が確認できた。

貯蔵穴　　なし

方　位　　Ｎ－101°－Ｅ

柱　穴　　出土した柱穴は２基を数える。やや規模

が大きく、掘り方に近いものかもしれない。各柱穴

の規模は以下の通りである。規模は長軸×短軸×深

さ、単位は㎝である。柱１：54×（34）×17.7、柱

２：85×63×20.4。

遺　物　　整理段階では確認できなかった。

時　期　　９世紀後半頃と思われる。前述の通り、

本住居は遺存状態が悪く、住居に伴う遺物も確認す

ることができなかった。住居形態や本遺跡の古代遺

構の出土様相等を勘案し、本住居を当該期と考え

た。

２　19区の古代住居
　19区は、横壁中村遺跡のほぼ中央に位置する。

調査区中央には山根沢が北流し、北側に東流する吾

妻川へと流れ込む。19区は、中央の山根沢及び北

側へ緩やかに傾斜した地形上に位置する。

　19区で確認された古代住居は６軒である。確認

された住居は、すべて９世紀後半頃に比定されるも

のと考えている。同時期であるためか、住居は重複

することもなく隣接するように出土している。ま
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第３章　発見された遺構と遺物

第７図　19区 31号住居（１）

1：600 2m

1：300 1m
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第３節　古代の竪穴住居

第８図　19区 31号住居（２）

1：500 2m

1：300 1m
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第３章　発見された遺構と遺物

た、竈が確認できた住居は、地形の傾斜に沿うよう

に竈を北東方向へ向けていた。本調査区には、遺跡

中央を東西に分ける山根沢が成した南北方向の谷地

形があるが、19区の古代住居は谷の西側、吾妻川

とは離れるように調査区南側から出土している。

　古代に比定された遺構に、住居以外では230号土

坑がある。土坑の詳細については『横壁中村遺跡

（６）』に詳しい。参照していただきたい。

　以下、個別住居ごとに報告する。

19区31号住居（７〜９図：PL ２・３）

調査年度　平成14年度

位　置　　Ｖ－14・15、Ｗ－14

経　過　　調査は平成14年度に行われた。比較的

良好な遺存状態であった。

重　複　　19区30号住居（加曽利Ｅ２）と重複し、

これを切る。

形　状　　東側に竈を持つ、およそ隅丸方形状の住

居である。住居規模は、長軸3.85ｍ、短軸3.39ｍ。

住居面積は約11.6㎡。壁高は64㎝ほどであった。

住居南西側には周溝状の掘り込みも確認できた。

床　面　　調査所見がなく詳細は不明。写真等で判

断する限りおよそ平坦であったと思われる。

　掘り方調査では、明確な床下土坑等は確認できな

かった。

　竈　　　東壁、ほぼ中央にある。遺存状態は悪い

が、竈付近から礫が出土しており石組みの竈であっ

た可能性がある。竈の規模は、全長122㎝、屋外長

46㎝。焚き口幅は45㎝であった。竈両袖が検出さ

れ、火床面には焼土の広がりもみられた。

貯蔵穴　　竈右側、住居南東隅で検出。平面形状

は、やや歪んだ円形を呈する。規模は、長軸73×

短軸（49）×深さ24㎝。

方　位　　Ｎ－59°－Ｗ

柱　穴　　出土した柱穴は４基を数える。各柱穴の

規模は以下の通りである。規模は長軸×短軸×深

さ、単位は㎝である。柱１：28×26×22、柱２：

31×30×24、 柱 ３：30×28×21、 柱 ４：37×

37×23。

遺　物　　須恵器の坏や埦、壺、土師器の台付き甕

やコの字口縁甕もみられた。ともに９世紀後半頃の

所産と思われる。

第９図　19区 31号住居出土遺物

31 住－ 1

31 住－ 3

31 住－ 2
31 住－ 4（1/4）

31 住－ 7（1/4）

31 住－ 9（1/4）

31 住－ 8（1/4）31 住－ 6（1/4）

31 住－ 5（1/4）

1：40 10cm

1：30 10cm
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第３節　古代の竪穴住居

第10図　19区 37号住居（１）

1：600 2m
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第３章　発見された遺構と遺物

第11図　19区 37号住居（２）

1：300 1m
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第３節　古代の竪穴住居

時　期　　９世紀後半。出土遺物より、本住居を当

該期に比定した。

19区37号住居（10 〜 12図：PL ３・４）

調査年度　平成15年度

位　置　　Ｔ〜Ｖ－16・17

経　過　　調査は平成15年度に行われた。本住居

の遺存状態はあまり良好ではないが、東壁及び西壁

から竈が検出された。２基の竈があるのは本住居の

みである。２基の竈の新旧関係等については、調査

所見もなく、出土遺物からも判断できなかった。

重　複　　19区175（堀之内２）・274・275（と

もに中世以降）と重複。175号土坑を切り、274・

275号土坑に切られる。　

形　状　　北東及び南西側に竈を持つ、隅丸方形

状の住居である。住居規模は、長軸4.05ｍ、短軸

3.91ｍ。住居面積は約15.1㎡。壁高は41㎝ほどで

あった。

床　面　　調査所見がなく詳細は分からないが、写

真等で判断する限りおよそ平坦であったと思われ

る。住居中央付近からは、焼土や炭化物がやや集中

するように出土している。

　掘り方調査では、床下土坑３基が出土している。

掘り方調査でも柱穴の痕跡は確認できなかった。

　竈　　　竈は２基検出された。竈１は石組みの竈

で、西壁やや南よりで出土した。竈２は石組みであ

るかは不明。東壁やや南寄りで出土した。前述の通

り新旧関係は明らかでない。

　竈１は石組みの袖部分を残すが、煙道部分は不

明。全長は64㎝、焚き口幅は48㎝であった。竈２

は、全長64㎝、屋外長19.5㎝。袖の一部と思われ

る粘土の痕跡があり、火床面からは焼土の広がりも

確認できた。

貯蔵穴　　竈２の南側、住居南東隅で検出。平面形

状はやや歪んだ円形を呈し、この貯蔵穴を囲むよう

に礫が出土している。規模は、長軸110×短軸84

×深さ18㎝。竈１周辺では、貯蔵穴と思われる痕

跡を確認できなかった。

方　位　　Ｎ－59°－Ｅ

柱　穴　　柱穴は確認できなかった。

遺　物　　須恵器の坏や土師器のコの字口縁甕が出

土した。ともに９世紀後半頃の所産と思われる。

時　期　　９世紀後半。出土遺物より、本住居を当

該期に比定した。

第12図　19区 37号住居出土遺物

37 住－ 1 37 住－ 5（1/4）37 住－ 2（1/4）

37 住－ 3（1/4）

37 住－ 4（1/4）

37 住－ 6（1/4）

1：40 10cm

1：30 10cm
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第３章　発見された遺構と遺物

第13図　19区 44号住居（１）

1：600 2m
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第３節　古代の竪穴住居

１、暗褐色土。白色粒子を少

量含む。

２、暗褐色土。焼土を少量含

む。１層よりやや明るい

色調。

３、暗褐色土。１層に近似。

やや暗い色調。

４、暗褐色土。焼土を30％程

含む。

５、暗褐色土。焼土を50％程

含む。

６、暗褐色土。焼土を少量含

む。やや明るい色調。

７、暗褐色土。焼土を含まず、

軽石をわずかに含む。

８、暗褐色土。やや粘質。

９、焼土層。

10、暗褐色土。焼土を少量含

む。

11、暗赤褐色土。焼土を多く

含む。上層がよく焼けて

いる。

12、暗褐色土。しまり弱い。

焼土を少量含む。

６

３

８

10

11

４

２

５

１

７

９

12

5

第14図　19区 44号住居（２）

1：500 2m

1：300 1m
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第３章　発見された遺構と遺物

第15図　19区 44号住居出土遺物

44 住－ 12（1/4）

44 住－ 10（1/4）

44 住－ 11（1/4）

44 住－ 9

44 住－ 8

44 住－ 7

44 住－ 1

44 住－ 4

44 住－ 2

44 住－ 3

44 住－ 5

44 住－ 6

1：40 10cm

1：30 10cm
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第３節　古代の竪穴住居

19区44号住居（13 〜 15図：PL ４・５）

調査年度　平成15年度

位　置　　Ｕ・Ｖ－５・６

経　過　　調査は平成15年度に行われた。19区45

号住居に隣接した位置で検出され、遺存状態は比較

的良好であり、遺物も多く出土した。

重　複　　なし

形　状　　東壁に竈を持つ方形状の住居である。住

居規模は、長軸3.98ｍ、短軸3.64ｍ。住居面積は

約14.2㎡。壁高は42㎝ほどであった。

床　面　　調査所見がなく詳細は分からないが、写

真等で判断する限りおよそ平坦であったと思われ

る。

　掘り方調査では、床下土坑３基が検出された。

　竈　　　東壁やや南寄りで検出。遺存状態が悪

く、石組みであったかは不明。規模は、全長98㎝、

屋外長39㎝であった。袖の痕跡は確認できたが、

焚き口幅は不明。調査段階での資料はないが、写真

では、火床面に焼土のような広がりがみられた。

貯蔵穴　　竈右側、住居南東隅で検出。平面形状

は、やや歪んだ円形を呈する。規模は、長軸96×

短軸85×深さ38㎝。

方　位　　Ｎ－81°－Ｅ

柱　穴　　出土した柱穴は３基を数える。各柱穴の

規模は以下の通りである。規模は長軸×短軸×深

さ、単位は㎝である。柱１：72×55×15、柱２：

81×61×21、柱３：77×53×22。

　掘り方調査の中で、貯蔵穴に隣接して出土した住

居南東側の掘り込みが、残りの柱穴の痕跡となる可

能性が考えられる。

遺　物　　須恵器の坏が比較的多く出土した。ほか

にも須恵器の埦や土師器のコの字口縁甕が出土し

た。ともに９世紀中〜後半頃の所産と思われる。

時　期　　９世紀後半。出土遺物より、本住居を当

該期に比定した。

19区45号住居（16 〜 21図：PL ５・６）

調査年度　平成15年度

位　置　　Ｔ－７、Ｕ－６〜８、Ｖ－７・８

経　過　　調査は平成15年度に行われた。19区44

号住居に隣接した位置で検出され、報告する住居の

中でも遺存状態は良好な住居であった。遺物も多く

出土しているが、トレンチ調査時に竈の一部が壊さ

れており、竈の全体形状については一部不明な部分

がある。

　明確な柱穴は、掘り方調査でも確認できなかった

が、南側壁面に近い柱穴１・２は出入り口に伴う柱

穴となる可能性も考え報告している。ただし、調査

段階の資料では、周溝と思われる掘り込みに切られ

ていた。

重　複　　なし

形　状　　東壁に竈を持つ、およそ方形状の住居で

ある。住居規模は、長軸5.99㎝、短軸5.14㎝。住

居面積は、一部トレンチにより不明瞭だが約29.5

㎡まで測れた。本遺跡で確認された古代住居の中で

も大型の住居である。壁高は69㎝ほどと深く、遺

存状態は良い。西壁及び南北の壁の一部に、周溝状

の掘り込みが確認できた。

床　面　　調査所見がなく詳細は分からないが、写

真等で判断する限りおよそ平坦であったと思われ

る。土層注記には、踏みしめられたためか掘り方覆

土はよくしまっていたとあり、床面にも硬化した部

分があったと推測できる。

　掘り方調査では、床下土坑５基が出土した。柱穴

３〜５についても、出土位置から考えるとやや整合

性に乏しく、床下土坑になると考えている。そのた

め、床下土坑は計８基と考えている。

　竈　　　東壁、やや南寄りにある石組み竈。トレ

ンチ調査による欠損部分があり、竈の一部について

は確認できなかった。ただし、袖石の一部は原位置

を保っている可能性があり、火床面を中心に多量の

焼土が確認できるなど良好な遺存状態であった。

　竈の規模は、全長168㎝、屋外長71㎝まで測れ

た。両袖が確認できないため、焚き口幅については

計測できなかった。

貯蔵穴　　竈右側、住居南東隅で検出。平面形状
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は、やや歪んだ円形を呈する。規模は、長軸126×

短軸94。深さは16㎝と浅い。

方　位　　Ｎ－57°－Ｅ

柱　穴　　調査段階では柱穴５基との認識であった

が、出土位置から考えてもやや整合性に欠けるた

め、可能性のある柱穴１・２を柱穴として報告し、

残りの柱穴３〜５は床下土坑になると判断した。ま

た、２基の柱穴についても出土位置から本住居の主

柱穴にはならないと考えている。

　出土した柱穴の規模は以下の通りである。規模は

長軸×短軸×深さ、単位は㎝である。柱１：51×

35×26、柱２：41×33×40。

遺　物　　竈付近を中心に出土遺物は多い。須恵器

埦には、内面に重ね焼き時の痕跡を残すものもみら

れた（No. ７）。コの字口縁甕の中には、肩部に刻み

のような痕跡を残すものもみられた（No.14）。と

もに９世紀中〜後半頃の所産と思われる。

時　期　　９世紀第３四半期。出土遺物より、本住

第16図　19区 45号住居（１）

1：600 2m
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第３節　古代の竪穴住居

第17図　19区 45号住居（２）

1：600 2m

1：300 1m
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第18図　19区 45号住居（３）

1：300 1m
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第３節　古代の竪穴住居

第19図　19区 45号住居（４）

1：500 2m
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第20図　19区 45号住居出土遺物（１）

45 住－ 9（1/4）

45 住－ 11（1/4）

45 住－ 13（1/4）

45 住－ 14（1/4）

45 住－ 12（1/4）

45 住－ 10（1/4）

45 住－ 8（1/4）

45 住－ 7

45 住－ 1

45 住－ 4

45 住－ 2

45 住－ 3

45 住－ 5 45 住－ 6

1：40 10cm

1：30 10cm
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居を当該期に比定した。

19区48号住居（22図：PL ６）

調査年度　平成15年度

位　置　　Ｑ・Ｒ－12・13

経　過　　調査は平成15年度に行われた。攪乱に

より住居の大半が確認できない状況であり、そのた

めか遺物も少なく、実測に耐えない土師器の小破片

がわずかに出土したのみであった。竈についても確

認できず、住居にすべきか再考が必要な遺構と考え

ている。

重　複　　19区260・261・267号土坑（ともに中

世以降）と重複し、これに切られる。

形　状　　出土した住居の大半は、攪乱により壊さ

れているが、およそ方形状の住居であったと思われ

る。住居規模は不明瞭だが、長軸は4.95ｍ、短軸

は2.56ｍまで測れた。住居面積は、確認できる範

囲で約7.9㎡。壁高は45㎝ほどであった。

床　面　　遺存状態が悪く、調査所見もないため不

明瞭だが、写真等で判断する限りおよそ平坦であっ

45 住－ 15（1/4）

45 住－ 16（1/4）

45 住－ 18（1/4）

45 住－ 17（1/4）

45 住－ 19（1/4）
45 住－ 20（1/4）

45 住－ 21（1/4）

1：40 10cm

第21図　19区 45号住居出土遺物（２）
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たと思われる。住居中央付近の掘り込みは、床下土

坑の可能性が高い。

　竈　　　確認できなかった。

貯蔵穴　　確認できなかった。

方　位　　Ｎ－９°－W

柱　穴　　出土した柱穴は２基を数える。各柱穴の

規模は以下の通りである。規模は長軸×短軸×深

さ、単位は㎝である。柱１：28×23×39、柱２：

21×17×34。

遺　物　　土師器甕胴部小破片２点のみ。

時　期　　９世紀後半頃か。前述の通り、本住居の

遺存状態は悪く、出土遺物も土師器甕の胴部小破片

２点のみである。本遺跡における古代住居の検出状

況や、その出土遺物から本住居を当該期と考えた。

19区49号住居（23・24図：PL ７）

調査年度　平成15年度

位　置　　Ｒ・Ｓ－10・11

経　過　　調査は平成15年度に行われた。トレン

チ調査時に住居の一部が壊されており、詳細は明ら

かでない。竈も検出されていないため、住居にすべ

きか再考が必要な遺構と考えている。

重　複　　なし

形　状　　前述の通り、一部トレンチにより壊され

てしまったが、およそ方形状の住居と思われる。住

居規模は不明瞭だが、長軸は3.78ｍ、短軸は3.76

ｍまで測れた。住居面積は、トレンチにより未確

認な範囲も含め約14.2㎡。壁高は34㎝ほどであっ

た。

床　面　　調査所見もないため不明瞭だが、写真等

で判断する限りおよそ平坦であったと思われる。住

居中央付近では、焼土が多く確認できた。

　掘り方調査では、明確な床下土坑等は確認できな

かった。

　竈　　　確認できなかった。

貯蔵穴　　住居南東隅で検出。平面形状は、やや歪

んだ円形を呈する。規模は、長軸56×短軸45×深

さ19㎝。

第22図　19区 48号住居

1：600 2m
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第３節　古代の竪穴住居

第23図　19区 49号住居（１）

1：600 2m
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方　位　　Ｎ－74°－Ｅ

柱　穴　　出土した柱穴は11基を数える。ただし、

すべてが住居壁面近くで並ぶように検出されてお

り、主柱穴とはならないと考えている。また、この

様な出土様相は本住居のみであった。

　出土した柱穴の規模は以下の通りである。規模

は長軸×短軸×深さ、単位は㎝である。柱１：30

×25×61、柱２：18×13×７、柱３：31×22×

52、柱４：29×26×63、柱５：27×27×57、柱

６：29×26×30、柱７：24×23×56、柱８：15

×14×30、柱９：（29）×（８）×（27）、柱10：32

×26×44、柱11：37×30×56。

遺　物　　遺存状態が悪いためか、出土遺物は少な

い。須恵器の埦などが出土した。９世紀後半頃の所

産と思われる。

時　期　　９世紀後半。前述の通り、本住居の遺存

状態は悪く出土遺物もわずかである。掲載した遺物

や、そのほかの出土遺物から判断し、当該期に比定

した。

３　20区の古代住居
　20区は、横壁中村遺跡の西側に位置する。前述

の通り、調査区の北側には吾妻川が東流し、中央に

は山根沢が北流する。このため20区は、吾妻川が

流れる北側及び山根沢が流れる東側へ緩やかに傾斜

する地形上に位置する。

　20区で確認された古代住居は３軒である。検出

された住居のうち２軒は９世紀後半に、１軒は11

世紀前半に比定された。11世紀前半に比定された

83号住居のみ、竈を南東方向に向けていた。

　前述の通り、八ッ場地域における古代住居は、９

世紀後半頃から多数確認されるようになり、11世

紀には減少する傾向がみられる。本遺跡では、11

世紀前半の住居が１軒のみ確認されており、八ッ場

地域と同様の出土状況だと考えている。

　古代に比定された遺構は、住居以外では477号

土坑がある。土坑の詳細については『横壁中村遺跡

（６）』を参照していただきたい。

　以下、個別住居ごとに報告する。

20区83号住居（25 〜 27図：PL ７・８）

調査年度　平成15年度

位　置　　10区Ｉ・Ｊ－25、20区Ｉ－１、Ｊ－

１・２、Ｋ－１

経　過　　調査は平成15年度に行われた。遺存状

態は比較的良好だが、竈の形態については調査段階

での資料の一部が確認できず判然としない。住居中

央付近では、浅間Ｂ軽石と思われる軽石が確認でき

た。大型の住居ではあるが、出土遺物は少なかっ

た。

第24図　19区 49号住居（２）、49号住居出土遺物

1：600 2m

1：30 10cm

49 住－ 1
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第３節　古代の竪穴住居

第25図　20区 83号住居（１）

1：600 2m
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第26図　20区 83号住居（２）

1：600 2m

1：300 1m
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重　複　　なし

形　状　　一部確認できない部分はあるが、東壁に

竈を持つ長方形状の住居と思われる。住居規模は確

認できる範囲で、長軸は6.32ｍ、短軸は5.03ｍま

で測れた。住居面積は約31.8㎡。壁高は81㎝ほど

であった。

床　面　　調査所見もないため不明瞭だが、写真等

で判断する限りおよそ平坦であったと思われる。住

居覆土中からは、焼土の広がりもみられた。

　掘り方調査では、床下土坑１基、柱穴５基が検出

されたが、すべて床下土坑になる可能性もある。

　竈　　　東壁、住居南東隅に隣接する位置で検

出。竈は石組みであったと思われる。竈付近で多く

の礫が出土しているが、小型の礫も多く原位置を保

っているものは少ないと思われる。

　煙道部分の資料が確認できず、竈の規模等では不

明瞭な部分もあるが、計測できる全長は117㎝ほど

であった。火床面を中心に焼土の広がりも確認でき

た。

貯蔵穴　　なし

方　位　　Ｎ－146°－Ｅ

柱　穴　　調査段階では柱穴９基との認識であった

が、出土位置から考えてもやや整合性に欠けるた

め、可能性の高い４基のみを柱穴として報告し、残

りの柱穴５〜９の５基を床下土坑としたい。

　出土した柱穴４基の規模は以下の通りである。規

模は長軸×短軸×深さ、単位は㎝である。柱１：

44×35×42、 柱 ２：39×33×33、 柱 ３：37×

36×65、柱４：29×24×45。

遺　物　　底部が確認できず判然としないが、甑と

思われる遺物が出土した。逆ハの字状に開く形態

で、胴部上方に４箇所の把手を持つものと思われ

る。11世紀前半頃の所産であろう。

時　期　　11世紀前半。出土遺物より、本住居を

当該期に比定した。

20区90号住居（28 〜 36図：PL ８〜 10）

調査年度　平成15年度

位　置　　Ａ－７・８、Ｂ－６〜８、Ｃ－７・８

経　過　　調査は平成15年度に行われた。本住居

は竈煙道の一部を欠くものの良好な遺存状態で検出

された。特に石組みの竈は良好な遺存状態であった。

　出土遺物は多く、種類も多様であった。土師器や

須恵器のほかにも、金属製品や鉄滓、砥石などがみ

られた。今回報告する中で、金属製品や砥石が出土

したのは本住居のみである。また、炭化物も数多く

みられた。

重　複　　20区525（堀之内１）・531（弥生）号

土坑、10号石垣（中世以降）と重複。土坑を切り、

石垣に切られる。

形　状　　東壁に竈を持つ、およそ方形状の住居と

思われる。住居規模は、長軸は6.34ｍ、短軸は5.5

ｍ。住居面積は一部欠損するものの約31.4㎡まで

測れた。壁高は105㎝ほどと深い。また、住居南東

隅からは、周溝状の掘り込みもみられた。

床　面　　調査所見もないため不明瞭だが、写真等

で判断する限りおよそ平坦であったと思われる。住

居床面からは、遺物とともに多くの炭化物や焼土が

確認されている。

　掘り方調査では、床下土坑12基が出土した。

　竈　　　煙道の一部が欠損するものの、良好な

83 住－ 1（1/4）

1：40 10cm

第27図　20区 83号住居出土遺物
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第28図　20区 90号住居（１）

1：600 2m
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第３節　古代の竪穴住居

第29図　20区 90号住居（２）

1：600 2m

1：300 1m
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第30図　20区 90号住居（３）

1：300 1m
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第３節　古代の竪穴住居

第31図　20区 90号住居（４）

1：300 1m
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1：500 2m

第32図　20区 90号住居（５）
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第３節　古代の竪穴住居

90 住－ 14

90 住－ 1590 住－ 13

90 住－ 1

90 住－ 4

90 住－ 7

90 住－ 10

90 住－ 2

90 住－ 8

90 住－ 11

90 住－ 5

90 住－ 3

90 住－ 6

90 住－ 9

90 住－ 12

1：30 10cm

第33図　20区 90号住居出土遺物（１）
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第34図　20区 90号住居出土遺物（２）

1：40 10cm

1：30 10cm

90 住－ 30（1/4）

90 住－ 27（1/4）

90 住－ 24（1/4）

90 住－ 26（1/4）

90 住－ 25（1/4）

90 住－ 28（1/4）
90 住－ 29（1/4）

90 住－ 16

90 住－ 19

90 住－ 22

90 住－ 17

90 住－ 20

90 住－ 23

90 住－ 18

90 住－ 21
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第３節　古代の竪穴住居

第35図　20区 90号住居出土遺物（３）

1：40 10cm

1：30 10cm

1：20 5cm

90 住－ 31（1/4）

90 住－ 36（1/2）

90 住－ 37（1/2）

90 住－ 32（1/4）

90 住－ 33（1/4）

90 住－ 34（1/4）

90 住－ 35

90 住－ 38
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遺存状態である。東壁、やや南寄りにある石組み

竈。規模は、確認できる全長で159㎝、屋外長96

㎝、焚き口幅30㎝であった。竈は、天井の礫が崩

れた状態で出土したが、煙道部天井石と煙道部から

袖までの礫の多くは原位置を保っているものと思わ

れる。

貯蔵穴　　竈右側、住居南東隅で出土。平面形状は

円形を呈する。規模は、長軸62×短軸58㎝。深さ

は16㎝と浅い。

方　位　　Ｎ－59°－Ｅ

柱　穴　　調査段階では柱穴６基との認識であった

が、出土位置から考えてもやや整合性に欠けるた

め、可能性の高い４基を柱穴として報告し、残りの

２基を床下土坑として報告する。

　出土した柱穴４基の規模は以下の通りである。規

模は長軸×短軸×深さ、単位は㎝である。柱１：

28×26×34、 柱 ２：38×35×24、 柱 ３：32×

30×28、柱４：27×25×25。

遺　物　　須恵器や土師器が多く出土した。須恵器

では坏や埦、皿のほかに、瓶（No.24）、甕（No.25）

が出土した。土師器では内黒とも呼ばれる坏（No.21

〜 23）、台付き甕（No.28）やコの字口縁甕が出土

した。ともに９世紀中〜後半頃の所産と思われる。

鉄製の紡錘車（No.36）、鉄製の鋤先（No.35）、椀

状の鉄滓（No.38・39）や砥石（No.40）も出土。鋤

先と砥石は近接して出土した。出土した金属製品は、

共伴した土師器や須恵器と同様の９世紀中〜後半頃

の所産と考えている。

　本住居からは鍛造剥片や粒状滓は確認できなかっ

たが、出土した鉄滓から考えても本遺跡で古代より

鍛冶などを行っていた可能性はあるだろう。出土し

た椀状鉄滓は２点、985.5ｇであった。また、砥石

の使用痕跡は顕著で、かなり薄くなっていた。

　鉄製鋤先の類例としては、月夜野町村主遺跡20

号住居より出土した鉄製鋤先がある。住居は奈良時

代との記載があり、本住居出土遺物よりも古い時代

まで遡るものと思われる。また、高崎市中里見原遺

跡32号住居からは、他の金属製品と共伴し、鋤先

が２点付着した状態で出土している。住居は10世

紀頃と報告されており、本住居出土遺物よりもやや

新しいと思われる。

時　期　　９世紀後半。出土遺物より、本住居を当

該期に比定した。

20区91号住居（37 〜 43図：PL10・11）

調査年度　平成15年度

位　置　　Ｅ－10、Ｆ・Ｇ－９・10

経　過　　調査は平成15年度に行われた。本住居

の遺存状態は良好であり、竈付近を中心に遺物も比

較的多く出土した。また住居覆土上面では、浅間Ｂ

軽石と思われる軽石の広がりも確認できた。

重　複　　20区85・97号住居（ともに加曽利Ｅ３）

第36図　20区 90号住居出土遺物（４）

90 住－ 39 90 住－ 40

1：30 10cm
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第３節　古代の竪穴住居

第37図　20区 91号住居（１）

1：600 2m
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第38図　20区 91号住居（２）

1：600 2m

1：300 1m
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第39図　20区 91号住居（３）

1：300 1m
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と重複し、ともに切る。

形　状　　東壁に竈を持つ、やや歪んだ方形状を呈

する。住居規模は、長軸は5.03ｍ、短軸は4.84ｍ。

住居面積は約23.9㎡。壁高は約77㎝であった。

　本住居からは、南東隅付近が欠損するものの、周

溝状の掘り込みが良好に検出された。

床　面　　調査所見もないため不明瞭だが、写真等

で判断する限りおよそ平坦であったと思われる。ま

た住居中央付近では、焼土の広がりも確認すること

ができた。

　掘り方調査では、床下土坑１基が検出された。

　竈　　　住居東壁、やや南寄りにある石組み竈。

煙道部から袖までの石組みは良好な遺存状態であ

り、原位置を保っている礫も多いと思われる。

　竈の規模は、全長271㎝、屋外長169㎝。焚き口

幅は30㎝。火床面を中心に焼土の広がりも確認で

きた。

貯蔵穴　　なし

方　位　　Ｎ－34°－Ｅ

柱　穴　　出土した柱穴は２基を数える。各柱穴の

規模は以下の通りである。規模は長軸×短軸×深

さ、単位は㎝である。柱１：62×55×14、柱２：

43×40×29。

遺　物　　灰釉陶器の埦（No. １）や皿（No. ２）、須

恵器の坏や埦、耳皿（No.10）、土師器では内黒と

も 呼 ば れ る 坏（No.11・12）や 甑（No.13）、 壺？

（No.15）やコの字口縁甕が出土した。本書で扱わ

れた遺物のうち、墨書された土器は非常に少ない。

本住居で出土した須恵器埦（No. ９）は墨書が明瞭に

読める状態ではなく、墨書された土器ではない可能

性もある。

　出土した遺物は多様であり時期幅も広い。９世紀

後半〜 11世紀前半頃までの遺物が出土している。

時　期　　９世紀後半。出土遺物の時期幅は広いが、

遺構形態も考慮し、本住居を当該期に比定した。

第40図　20区 91号住居（４）

1：300 1m
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第41図　20区 91号住居（５）

1：500 2m
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第42図　20区 91号住居出土遺物（１）

1：40 10cm

1：30 10cm

91 住－ 14（1/4）91 住－ 13（1/4）

91 住－ 1

91 住－ 2

91 住－ 3

91 住－ 6

91 住－ 5

91 住－ 8
91 住－ 9

91 住－ 4

91 住－ 7

91 住－ 10

91 住－ 11

91 住－ 12
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第４節　中世・近世の遺構

　当該節で扱う遺構は、横壁中村遺跡で平成８年度

から16年度までに調査された遺構のうち、中世以

降と考えられた遺構についてである。

　本遺跡の中世を代表する遺構に屋敷跡があり、多

様な遺構が検出されている。具体的には、石垣４箇

所に囲まれた範囲で出土した掘立柱建物９棟、竪穴

遺構４基、石組遺構４基、焼土遺構８箇所、人骨あ

るいは銭貨が出土した墓坑３基、獣骨が出土した遺

構４基、溝１条である。これらについては、「１　屋

敷跡」の中でまとめて報告したい。その他の中世・

近世の遺構としては、掘立柱建物４棟、礎石建物

１棟、竪穴遺構１基、鍛冶跡１箇所、石垣17箇所、

石列３箇所、石組遺構11基、石囲い遺構３基、人

骨あるいは銭貨が出土した墓坑31基、獣骨が出土

した遺構６基、溝３条、ヤックラ（集石）４箇所、天

明三年泥流下畑１箇所もあり、これらも順次報告す

る。

　第３節で述べた通り、本遺跡は長期に渡る調査で

多くの担当者が携わったため、多くの遺構名称がや

や不統一に使用されている。例えば、礫が意図的に

組まれた縄文時代には比定できない遺構を「石組遺

構」と認定し、石を組みあるいは囲い空間を作った

縄文時代には比定できない遺構を「石囲い遺構」と認

定している。しかし、長い調査期間、多くの担当者

が統一した判断基準で調査することは難しく、本来

異なる遺構名称が適当と思われる遺構もみられた。

本書では、判断材料に乏しいことや、これまでの報

告に準ずる意味でも調査段階での遺構名称を優先し

ている。ただし、掘立柱建物については調査段階で

の建物の理解と整理段階での理解に違いがあり、改

めて柱穴の組み直しを行い、建物を認定、新たな遺

構番号を付している。

　詳細については「表４　20区屋敷跡掘立柱建物一

覧表」及び「表５　掘立柱建物一覧表」で報告してい

る。参照していただきたい。

　以下、各遺構ごとに報告する。

１　屋敷跡（44図：PL12）

　調査段階では、20区北側で検出された掘立柱建

物を中心とする一連の中世遺構を、屋敷跡と認定し

ていた。本書では、１〜４号石垣に囲まれた範囲で

検出された、中世に比定できるだろう遺構を20区

屋敷跡に関連する可能性が高い遺構と考え、まとめ

て報告する。20区屋敷跡の多様な様相をまとめた

いとの主旨からだが、報告がやや煩雑になってしま

ったことをご了承願いたい。また20区屋敷跡関連

で報告される遺構については、遺構一覧表の中でま

とめられているので参照していただきたい。

第43図　20区 91号住居出土遺物（２）

1：40 10cm

91 住－ 17（1/4）

91 住－ 16（1/4）

91 住－ 15（1/4）
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第44図　20区屋敷跡全体図

1：1800 10m
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　20区屋敷跡として報告する遺構は、20区屋敷跡

１〜９号掘立柱建物、20区１〜４号石垣、20区１

号溝、20区３〜６号石組遺構、20区１〜８号焼土

遺構、20区２・３・５・６号墓坑及び、既に『横壁

中村遺跡（６）』で報告された20区３・13・28・32

〜 34・46号土坑である。土坑の中には、竪穴遺構

や獣骨が出土した特殊な遺構も含まれている。

　20区屋敷跡で主な遺構は掘立柱建物であるが、

掘立柱建物は重複しており、何時期かに分かれその

変遷を追えるものと考えている。しかし、柱穴の切

り合い関係の資料がなく、遺構からの出土遺物も少

ないなど判断材料が乏しいため、詳細な検証は難し

い。およそ４時期ほどに分けられるものと考えてい

るが、新旧関係を明確にすることはできなかった。

屋敷跡で検出された建物のおよその変遷について

は、第４章で詳述しているので参照していただきた

い。

　20区屋敷跡からは、内耳土器や瀬戸・美濃系陶

器、貿易陶磁器などの中世遺物が出土し、特に内

耳土器の破片は400点を超えるほど数多く確認でき

た。出土位置が確認できず各遺構に帰属できなかっ

た遺物も多いが、その出土状況は、20区屋敷跡が

本遺跡における中世の主要な遺構であったことを窺

わせる内容であった。遺物の出土位置については、

各遺構及び付図２にて報告した。参照していただき

たい。

　以下、20区屋敷跡内で出土した遺構について、

各遺構ごとに報告する。

（１）20区屋敷跡掘立柱建物

　20区屋敷跡内で確認された掘立柱建物は９棟を

数える。これは、調査段階での成果を考慮し、整理

段階で改めて柱穴を組み直して認定した建物であ

る。そのため、現場での遺構写真と若干の差異が生

じてしまったことについてはご容赦願いたい。また

整理作業は継続中であり、さらに多くの柱穴が確認

され、新たな掘立柱建物が認定されることもあると

考えている。

　20区屋敷跡からは、銭貨が出土した遺構や獣骨

が出土した遺構が確認できたが、その一部は掘立柱

建物と重複して検出されている。そのすべてではな

いが、地鎮などの特別な目的を持った遺構もあると

考えている。また焼土遺構の一部については、本来

は掘立柱建物に伴う遺構もあると考えている。可能

性が考えられる焼土遺構については、掘立柱建物と

ともに掲載し報告している。

20区屋敷跡１号掘立柱建物（45 〜 47図：PL13）

調査年度　平成11年度

位　置　　Ｌ－21・22、Ｍ－19 〜 22、Ｎ－20 〜

23、Ｏ－20・21

経　過　　調査は平成11年度に行われた。１号掘

立柱建物は、調査段階と整理段階とで見解が異なっ

たため、新たに建物を認定し報告するものである。

そのため、遺構写真などには混乱もみられるがご容

赦願いたい。

　１号掘立柱建物に重複するように、１〜４号焼土

遺構が検出された。焼土遺構は掘り込みをほとんど

持たず、遺構時期は判断しがたい。出土位置から、

１号掘立柱建物との関係が考えられるとしてここで

報告したい。

重　複　　20区19号住居（縄文）、35・37（とも

に中世）・97・115（ともに中世以降）・94・95・

114・138・140・147（ともに縄文）号土坑、屋

敷跡８号掘立柱建物（中世）、３号墓坑（中世以降）と

重複。住居及び94・95・114・138・140・147

号土坑を切るも、その他の切り合い関係は不明。

形　状　　平面形状は長方形を呈する、大型の掘立

柱建物である。ほぼ南北方向に長軸を持つ建物で、

20区屋敷跡２号掘立柱建物と長軸方向が近似して

いる。西側に下屋を持つ建物だと思われ、東側には

塀が延びるものと考えている。建物北側は不明瞭だ

が、南側は総柱となる建物構造である。

規　模　　長軸10.02 〜 10.22m。短軸6.11 〜 6.

19m。下屋までの間を除いた柱穴間平均値は、長

軸253㎝、短軸258㎝。下屋部分を除いた柱穴間平
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第45図　20区屋敷跡 １号掘立柱建物（１）

1：800 4m
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均値は、長軸と短軸でほぼ同様の数値であった。面

積は約62.2㎡と大型の掘立柱建物である。

方　位　　Ｎ－21.5 〜 22°－Ｅ

柱　穴　　１号掘立柱建物に伴う柱穴は24基を数

える。出土した柱穴の規模は以下の通りである。規

模は長軸×短軸×深さ、単位は㎝である。柱１：

45×38×43、 柱 ２：56×54×29、 柱 ３：44×

44×24、 柱 ４：45×42×20、 柱 ５：78×72×

－、 柱 ６：70×62×49、 柱 ７：110×60× －、

柱８：38×38×39、柱９：55×50×61、柱10：

46×43×45、 柱11：70×58×48、 柱12：62×

55×49、 柱13：62×49×65、 柱14：67×54×

58、 柱15：87×60×50、 柱16：76×60×43、

柱17：60×46×44、 柱18：70×55×53、 柱

19：64×62×86、 柱20：50×47×57、 柱21：

82×48×62、 柱22：63×56×52、 柱23：110

×92×46、柱24：50×36×33。

遺　物　　柱22から古瀬戸縁釉小皿（No. １）１点、

柱23から石鉢（No. ２）１点が出土した。また、出

土位置は不明だが獣骨も出土した。約４ヶ月以下の

ウマである。

時　期　　15世紀中〜後半頃。出土遺物は少ない

が、柱穴より古瀬戸後期Ⅳ古に比定された縁釉小皿

が出土した。また、20区屋敷跡からは内耳土器片

や古瀬戸後期を中心とする瀬戸・美濃系陶器が出土

している。この出土様相を傍証とし、１号掘立柱建

物を当該期に比定した。

20区屋敷跡２号掘立柱建物（48図：PL13）

調査年度　平成11年度

位　置　　Ｎ－24、Ｏ・Ｐ－22 〜 25

経　過　　調査は平成11年度に行われた。２号掘

立柱建物は、調査段階と整理段階とで見解が異なっ

たため、新たに建物を認定し報告するものである。

そのため、遺構写真などには混乱もみられるがご容

赦願いたい。

第46図　20区屋敷跡 １号掘立柱建物（２）

1：800 4m
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　２号掘立柱建物に重複するように、20区13号土

坑が出土している。新旧関係は判然としないが、土

坑から獣骨やカワラケが出土しており、地鎮を目的

とした遺構の可能性が考えられる。詳細は『横壁中

村遺跡（６）』を参照していただきたい。

重　複　　20区２号配石（縄文）、13（中世）・15

（中世以降）・85・104・129・130・134・135・

153（ともに縄文）号土坑、屋敷跡３・４・９号掘

立柱建物（ともに中世）、３号石垣（中世）と重複。２

号配石、85・104・129・130・134・135・153

号土坑を切るも、その他の切り合い関係は不明。

形　状　　平面形状は長方形を呈する、大型の掘立

柱建物である。ほぼ南北方向に長軸を持つ建物で、

20区屋敷跡１号掘立柱建物と長軸方向が近似して

いる。総柱構造の掘立柱建物であるが、長軸と短軸

の柱穴間平均値はやや異なる。

規　模　　長軸10.0 〜 10.1m、短軸4.46 〜 4.78

mを測る。柱穴間の平均値は、長軸201㎝、短軸

231㎝。面積は約46.2㎡と規模の大きな掘立柱建

物である。

方　位　　Ｎ－18 〜 20°－Ｅ

柱　穴　　２号掘立柱建物に伴う柱穴は18基を数

える。出土した柱穴の規模は以下の通りである。規

模は長軸×短軸×深さ、単位は㎝である。柱１：

54×43×67、 柱 ２：58×50×59、 柱 ３：34×

28× －、 柱 ４：43×38×49、 柱 ５：43×42×

47、柱６：41×40×63、柱７：66×62×60、柱

８：56×53×37、 柱 ９：46×36×63、 柱10：

62×59×59、 柱11：45×45×40、 柱12：46

×42×90、 柱13：58×48×67、 柱14：（72）×

52×62、 柱15：51×46×84、 柱16：66×50×

52、柱17：66×51×50、柱18：59×50×50。

遺　物　　なし

時　期　　中世。15世紀中〜後半頃。遺構からの

出土遺物がなく時期は特定できないが、長軸方向や

ともに大型掘立柱建物であることから、20区屋敷

跡１号掘立柱建物と同様の時期だと判断した。

20区屋敷跡３号掘立柱建物（49図）

調査年度　平成11年度

位　置　　Ｍ－24、Ｎ・Ｏ－23・24

経　過　　調査は平成11年度に行われた。３号掘

立柱建物は、調査段階と整理段階とで見解が異なっ

たため、新たに建物を認定し報告するものである。

そのため、遺構写真などには混乱もみられるがご容

赦願いたい。

重　複　　20区２号石垣（中世）、６号石組遺構（中

世以降）、６号墓坑（中世）、33（中世）・153（縄文）

号土坑、屋敷跡２・４号掘立柱建物（ともに中世）と

重複。切り合い関係は不明。

形　状　　平面形状は長方形を呈する。ほぼ東西方

向に長軸を持つ建物で、20区屋敷跡４〜６号掘立

柱建物と長軸方向が近い。４号掘立柱建物は本掘立

柱建物と重複するようにあり、短い期間に建て替え

られた可能性もあるだろう。また長軸と短軸の柱穴

間平均値が異なる建物である。

規　模　　長軸5.89 〜 5.93m、短軸4.52 〜 5.02

mを測る。柱穴間の平均値は、長軸197㎝、短軸

1：40 10cm

1：30 10cm

第47図　20区屋敷跡 １号掘立柱建物出土遺物

屋敷１掘－ 2（1/4）

屋敷１掘－ 1
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第48図　20区屋敷跡 ２号掘立柱建物

1：800 4m
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477㎝。面積は約28.3㎡である。

方　位　　Ｎ－69 〜 74°－Ｗ

柱　穴　　３号掘立柱建物に伴う柱穴は８基を数え

る。出土した柱穴の規模は以下の通りである。規模

は長軸×短軸×深さ、単位は㎝である。柱１：48

×40×58、柱２：59×49×64、柱３：62×52×

65、柱４：47×46×54、柱５：57×38×（60）、

柱６：62×62×58、柱７：44×34×64、柱８：

40×36×（20）。

遺　物　　なし

時　期　　中世。遺構からの出土遺物がなく、時期

は特定できない。

20区屋敷跡４号掘立柱建物（50図）

調査年度　平成11年度

位　置　　Ｎ－23・24、Ｏ・Ｐ－23 〜 25

経　過　　調査は平成11年度に行われた。４号掘

立柱建物は、調査段階と整理段階とで見解が異なっ

たため、新たに建物を認定し報告するものである。

そのため、遺構写真などには混乱もみられるがご容

赦願いたい。また４号掘立柱建物は、西側の一部が

欠損していると思われる。

重　複　　20区101・104・130号土坑（ともに縄

文）、屋敷跡２・３号掘立柱建物（ともに中世）と重

複。101・104・130号土坑を切るも、その他の切

り合い関係は不明。

形　状　　一部欠損するものの、平面形状は長方形

を呈すると考えられる。ほぼ東西方向に長軸を持つ

建物で、20区屋敷跡３・５・６号掘立柱建物と長

軸方向が近い。３号掘立柱建物は本掘立柱建物と重

複するようにあり、短い期間に建て替えられた可能

性もあるだろう。

第49図　20区屋敷跡 ３号掘立柱建物

1：800 4m
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規　模　　一部欠損するものの、長軸は約6.54 〜

6.62m、短軸は約4.64 〜 4.68mまで測れた。柱穴

間の平均値は、長軸が約219㎝、短軸が約466㎝。

面積は30.8㎡ほどであった。

方　位　　Ｎ－68.5°－Ｗ

柱　穴　　本掘立柱建物に伴う柱穴は６基を数え

る。出土した柱穴の規模は以下の通りである。規模

は長軸×短軸×深さ、単位は㎝である。柱１：34

×31×（30）、柱２：33×21×（20）、柱３：45×

34×（60）、柱４：42×32×39、柱５：60×52×

38、柱６：40×40×65。

遺　物　　なし

時　期　　中世。遺構からの出土遺物がなく、時期

は特定できない。

20区屋敷跡５号掘立柱建物（51図：PL13）

調査年度　平成11年度

位　置　　Ｒ－23、Ｓ・Ｔ－23・24

経　過　　調査は平成11年度に行われた。５号掘

立柱建物は、調査段階と整理段階とで見解が異なっ

たため、新たに建物を認定し報告するものである。

そのため、遺構写真などには混乱もみられるがご

容赦願いたい。また本掘立柱建物と20区32号土坑

は、ひとつの遺構である可能性が考えられる。

重　複　　20区32号土坑、屋敷跡６・７号掘立柱

建物（すべて中世）と重複。切り合い関係は不明。

形　状　　平面形状は長方形を呈する。ほぼ東西方

向に長軸を持つ建物で、20区屋敷跡６・７号掘立

柱建物と長軸方向が近い。ともに重複しており、時

第50図　20区屋敷跡 ４号掘立柱建物

1：800 4m
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第51図　20区屋敷跡 ５・６号掘立柱建物

1：800 4m
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期は異なる掘立柱建物だと考えている。また長軸と

短軸の柱穴間平均値が異なる建物である。

規　模　　長軸4.82 〜 4.88m、短軸2.23 〜 2.34

mを測る。柱穴間の平均値は、長軸241㎝、短軸

229㎝。面積は約11.1㎡である。

方　位　　Ｎ－68 〜 69.5°－Ｗ

柱　穴　　５号掘立柱建物に伴う柱穴は５基を数え

る。出土した柱穴の規模は以下の通りである。規模

は長軸×短軸×深さ、単位は㎝である。柱１：34

×33×54、柱２：59×57×41、柱３：47×40×

54、柱４：32×26×36、柱５：58×32×67。

遺　物　　なし

時　期　　中世。遺構からの出土遺物がなく、時期

は特定できない。

20区屋敷跡６号掘立柱建物（51・52図：PL13）

調査年度　平成11年度

位　置　　Ｒ－22・23、Ｓ－22 〜 24

経　過　　調査は平成11年度に行われた。６号掘

立柱建物は、調査段階と整理段階とで見解が異なっ

たため、新たに建物を認定し報告するものである。

そのため、遺構写真などには混乱もみられるがご容

赦願いたい。

　６号掘立柱建物と重複するように、20区７号焼

土遺構が検出された。焼土遺構は掘り込みをほとん

ど持たず、遺構時期は判断しがたい。出土位置か

ら、６号掘立柱建物との関係が考えられるとしてこ

こで報告したい。

重　複　　20区60号土坑、屋敷跡５・７号掘立柱

建物、３号石垣（すべて中世）と重複。切り合い関係

は不明。

形　状　　平面形状は長方形を呈する。ほぼ東西方

向に長軸を持つ建物で、20区屋敷跡５・７号掘立

柱建物と長軸方向が近い。ともに重複しており、時

期は異なる掘立柱建物だと考えている。また長軸と

短軸との柱穴間平均値が異なる建物である。

規　模　　長軸5.99 〜 6.22m、短軸3.95 〜 4.09

mを測る。柱穴間の平均値は、長軸200㎝、短軸

402㎝。面積は約24.7㎡である。

方　位　　Ｎ－62 〜 63°－Ｗ

柱　穴　　６号掘立柱建物に伴う柱穴は７基を数え

る。出土した柱穴の規模は以下の通りである。規模

は長軸×短軸×深さ、単位は㎝である。柱１：42

×36×35、柱２：40×36×35、柱３：53×43×

36、柱４：40×35×49、柱５：69×45×56、柱

６：45×30×60、柱７：40×39×63。

遺　物　　内耳土器片と大型の砥石が出土したが、

出土位置に疑問があり、本来どの遺構に伴うものか

第52図　20区屋敷跡 ６号掘立柱建物出土遺物

屋敷６掘－１

屋敷６掘－２

1：30 10cm
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は判然としない。

時　期　　中世。遺物は出土したが、内耳土器は小

破片で、また出土位置に疑問もあり時期は特定しが

たい。

20区屋敷跡７号掘立柱建物（53図：PL13）

調査年度　平成11年度

位　置　　Ｑ－23、Ｒ－22 〜 24、Ｓ－23・24

経　過　　調査は平成11年度に行われた。７号掘

立柱建物は、調査段階と整理段階とで見解が異なっ

たため、新たに建物を認定し報告するものである。

そのため、遺構写真などには混乱もみられるがご

容赦願いたい。７号掘立柱建物と重複するように、

20区７・８号焼土遺構が検出された。出土位置か

ら、７号掘立柱建物との関係が考えられるとしてこ

こで報告したい。また７号掘立柱建物の北側は、一

部欠損しているものと思われる。

重　複　　20区３号石垣、32・60号土坑、屋敷跡

５・６号掘立柱建物（すべて中世）と重複。切り合い

関係は不明。

形　状　　建物北側が欠損しているため判然としな

いが、平面形状は長方形を呈すると思われる。ほぼ

東西方向に長軸を持つ建物と考えられ、20区屋敷跡

５・６号掘立柱建物と長軸方向が近い。ともに重複

しており、時期は異なる掘立柱建物だと考えている。

規　模　　長軸は、7.38mを測るが、短軸は不明。

柱穴間の平均値は、長軸246㎝。面積は、確認でき

る範囲で約29.5㎡であった。

方　位　　Ｎ－60.5°－Ｗ

柱　穴　　７号掘立柱建物に伴う柱穴は４基を数え

る。出土した柱穴の規模は以下の通りである。規模

は長軸×短軸×深さ、単位は㎝である。柱１：79

×60×64、柱２：66×58×61、柱３：59×23×

26、柱４：42×37×74。

遺　物　　なし

時　期　　中世。遺構からの出土遺物がなく、時期

は特定できない。

20区屋敷跡８号掘立柱建物（54図）

調査年度　平成11年度

位　置　　Ｍ・Ｎ－20・21、Ｏ－21

経　過　　調査は平成11年度に行われた。８号掘

第53図　20区屋敷跡 ７号掘立柱建物

1：800 4m
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第54図　20区屋敷跡 ８・９号掘立柱建物

1：800 4m
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立柱建物は、調査段階と整理段階とで見解が異なっ

たため、新たに建物を認定し報告するものである。

そのため、遺構写真などには混乱もみられるがご

容赦願いたい。８号掘立柱建物と重複するように、

20区２・４号焼土遺構が検出された。出土位置か

ら関係が考えられるとしてここで報告したい。

重　複　　20区19号住居（縄文後期）、37（中世）・

94（縄文）・115（中世以降）・138（縄文）号土坑、

屋敷跡１号掘立柱建物（中世）、３号墓坑（中世以降）

と重複。19号住居、94・138号土坑を切るも、そ

の他の切り合い関係は不明。

形　状　　平面形状は、やや歪んだ長方形を呈する。

ほぼ東西方向に長軸を持つと考えられるが、本掘立

柱建物と軸方向の近いものはない。

規　模　　長軸5.21 〜 5.71m、短軸3.39 〜 3.5m

を測る。柱穴間の平均値は、長軸273㎝、短軸174

㎝。面積は約19.3㎡である。

方　位　　Ｎ－76 〜 77.5°－Ｗ

柱　穴　　８号掘立柱建物に伴う柱穴は７基を数え

る。出土した柱穴の規模は以下の通りである。規模

は長軸×短軸×深さ、単位は㎝である。柱１：34

×32×23、柱２：64×52×23、柱３：52×44×

39、柱４：51×50×46、柱５：60×50×29、柱

６：60×54×44、柱７：36×34×31。

遺　物　　なし

時　期　　中世。遺構からの出土遺物がなく、時期

は特定できない。

20区屋敷跡９号掘立柱建物（54図）

調査年度　平成11年度

位　置　　Ｐ・Ｑ－21 〜 23

経　過　　調査は平成11年度に行われた。９号掘

立柱建物は、調査段階と整理段階とで見解が異なっ

たため、新たに建物を認定し報告するものである。

そのため、遺構写真などには混乱もみられるがご容

赦願いたい。

重　複　　20区13（中世）・15（中世以降）号土坑、

屋敷跡２号掘立柱建物（中世）、３号石垣（中世）と重

複。切り合い関係は不明。

形　状　　平面形状は、やや歪んだ長方形を呈する。

ほぼ東西方向に長軸を持つ建物と考えられるが、本

掘立柱建物と軸方向の近いものはない。

規　模　　長軸4.84 〜 5.58m、短軸3.34 〜 3.86

mを測る。柱穴間の平均値は、長軸261㎝、短軸

193㎝。面積は約18.5㎡である。

方　位　　Ｎ－48 〜 52.5°－Ｗ

柱　穴　　９号掘立柱建物に伴う柱穴は７基を数え

る。出土した柱穴の規模は以下の通りである。規模

は長軸×短軸×深さ、単位は㎝である。柱１：68

×60×47、 柱 ２：36×33×（50）、 柱 ３：50×

48×（40）、柱４：50×49×（40）、柱５：46×40

×（40）、柱６：41×33×（20）、柱７：80×59×

（40）。

遺　物　　なし

時　期　　中世。遺構からの出土遺物がなく、時期

は特定できない。

（２）20区屋敷跡関連　石垣、溝

　20区屋敷跡からは、屋敷を囲うように４箇所の

石垣が検出されている。本調査区は吾妻川に向かっ

て傾斜した地形上に位置しており、掘立柱建物を建

てるために整地した結果築かれた石垣だと思われ

る。そのためか石垣は１段ほどと低く、また地形に

沿うような形状を呈していた。また１号溝は、１号

石垣の掘り方の一部と考えられるため、１号石垣と

ともに報告する。

　以下、20区屋敷跡内で出土した石垣及び１号溝

について、各遺構ごとに報告する。

20区１号石垣（55図：PL13・14）

調査年度　平成11年度

位　置　　Ｋ－23、Ｌ－23・24、Ｍ－24、Ｎ－24

・25、Ｏ・Ｐ－25

経　過　　調査は平成11年度に行われた。20区２

号石垣と並行して検出されており、近似した時期に

同様の目的を持って築かれた石垣と思われる。また



第55図　20区 １・２号石垣、１号溝

1：800 4m



第56図　20区 ３・４（１）号石垣

1：800 4m



第57図　20区 ４号石垣（２）

1：800 4m
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１号溝は、１号石垣の一部と思われるためここで報

告する。

重　複　　20区86号土坑（堀之内１）と重複し、こ

れを切る。

形　状　　北北東から南南西へ、ほぼ直線状を呈す

る。南南西部分では、２号石垣と並行するように、

緩やかな弧状を描く。

規　模　　一部欠損するも、長さ約21.4ｍ。石垣は

ほぼ一段のみであり、高さも54㎝ほどと低い。

遺　物　　なし

時　期　　中世。20区屋敷跡に伴う石垣と思われ

るため、本石垣を当該期に比定した。

20区１号溝（55図：PL14）

調査年度　平成11年度

位　置　　Ｎ－24・25、Ｏ・Ｐ－25

経　過　　調査は平成11年度に行われた。調査時

は、単独の溝と認定し番号が付されていたが、整理

段階で１号石垣の一部である可能性が高いと考え、

ここで報告する。

形　状　　平面形状は直線状、断面形状は不詳。溝

底からは、柱穴状の小さな掘り込みが多数検出され

た。この掘り込みがどの様な性格の遺構であるのか

は判然としない。

規　模　　長さ8.56ｍ、最大幅0.28ｍ。

遺　物　　なし

時　期　　中世。１号石垣の一部と考え、本溝を当

該期に比定した。

20区２号石垣（55図）

調査年度　平成11年度

位　置　　Ｋ－22、Ｌ－22・23、Ｍ・Ｎ－23

経　過　　調査は平成11年度に行われた。20区１

号石垣と並行して検出されており、近似した時期に

同様の目的を持って築かれた石垣と思われる。

重　複　　20区８（中世以降）・33（中世）号土坑、

６号石組遺構（中世以降）、屋敷跡３号掘立柱建物

（中世）と重複。切り合い関係は不明。

形　状　　北東方向に緩やかな弧状を描く。１号石

垣の一部と並行するような形状を呈する。

規　模　　長さ約14.6ｍ。本石垣の遺存状態は良

好ではないため段数は不明瞭だが、ほぼ一段のみと

考えている。

遺　物　　なし

時　期　　中世。20区屋敷跡に伴う石垣と思われ

るため、本石垣を当該期に比定した。

20区３号石垣（56図：PL14・15）

調査年度　平成11年度

位　置　　Ｏ－21・22、Ｐ－22、Ｑ・Ｒ－22・

23、Ｓ－24

経　過　　調査は平成11年度に行われた。20区屋

敷跡掘立柱建物４棟と重複するように検出された。

重　複　　20区25号住居（加曽利Ｅ３）、２号配石

（縄文）、13号土坑（中世）、屋敷跡２・６・７・９

号掘立柱建物（ともに中世）と重複。25号住居、２

号配石を切る。13号土坑、２・６・７・９号掘立

柱建物との切り合い関係は不明。

形　状　　北北東から南南西へ、ほぼ直線状を呈す

る。東側端部では、ほぼ直角に南側へ屈曲する。

規　模　　遺存状態が悪く不明瞭な部分はあるが、

長さ約19.7m。段数は１段ほどと思われる。

遺　物　　なし

時　期　　中世。20区屋敷跡に伴う石垣と思われ

るため、本石垣を当該期に比定した。

20区４号石垣（56・57図：PL14・15）

調査年度　平成11年度

位　置　　Ｋ〜Ｎ－19、Ｏ－19・20、Ｐ－20、

Ｑ －20・21、 Ｒ －22、 Ｓ －22・23・25、 Ｔ －

23・24

経　過　　調査は平成11年度に行われた。石垣は

大規模であり、詳細に見ると数箇所に分かれること

から、数度手を加わえられたか、あるいはいくつか

の石垣をひとつの石垣として呼称しているものと思

われる。ここでは、調査段階の遺構名称を優先し、
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第58図　20区 ３号石組遺構

1：500 2m
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第４節　中世・近世の遺構

第59図　20区 ３号石組遺構出土遺物

３石組－１

３石組－２（1/4）

３石組－３（1/4）
1：40 10cm

1：30 10cm



80

第３章　発見された遺構と遺物

すべてを４号石垣として報告したい。

重　複　　20区40・61号住居（ともに堀之内１）、

46号土坑（中世）、５号墓坑（中世）と重複。20区

40・61号住居を切る。46号土坑、５号墓坑との切

り合い関係は不明。

形　状　　北西から南東へほぼ直線状を呈するが、

点在するようにあり、その形状は不明瞭である。ま

た北西側では、北側へ直角に曲がる形状を呈してい

る。

規　模　　東西の長さ約39.1ｍ。段数は１段ほど

であったと思われる。

遺　物　　なし

第60図　20区 ４号石組遺構（１）

1：500 2m
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時　期　　中世。20区屋敷跡に伴う石垣と思われ

るため、本石垣を当該期に比定した。

（３）20区屋敷跡関連　石組遺構

　本書で石組遺構と認定された遺構は、人為的に礫

が組まれた遺構で、縄文時代の配石ではないと判断

された遺構を指す。遺物を伴わない石組遺構は時期

が不明瞭ではあるが、20区屋敷跡内で検出された

ことから、屋敷跡に関連する可能性があると考えこ

こで報告したい。

　以下、20区屋敷跡から検出された石組遺構４基

について報告する。

20区３号石組遺構（58・59図：PL16）

調査年度　平成11年度

位　置　　Ｌ・Ｍ－23・24

経　過　　調査は平成11年度に行われた。歪んだ

楕円形の浅い掘り込みから、礫が多量に出土した。

一部の礫は据えられたように検出されたが、意図的

に据えられていない礫も多数あると思われる。ま

第61図　20区 ４号石組遺構（２）

1：500 2m
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た、掘り込みからは獣骨が出土している。

重　複　　なし

形　状　　多量の礫があり平面形状は不明瞭な部分

もあるが、歪んだ楕円形を呈するものと思われる。

周辺には柱穴状の掘り込みが６基点在する。本石組

とどの様な関連があった遺構かは不明。

規　模　　長軸3.64ｍ、短軸1.77ｍ。深さは50㎝

ほどであった。

方　位　　Ｎ－40°－Ｅ

遺　物　　内耳土器片、粉挽き形の下臼、茶臼の下

臼が出土した。成体のニホンジカと推定された獣骨

も出土した。

時　期　　中世以降。内耳土器は小破片であり、時

期を特定することはできなかった。

20区４号石組遺構（60 〜 62図：PL16）

調査年度　平成11年度

位　置　　Ｍ－23・24、Ｎ－23

経　過　　調査は平成11年度に行われた。歪んだ

長方形状の掘り込みから、礫が多量に出土した。一

部の礫は据えられたように検出されたが、意図的に

据えられていない礫も多数あると思われる。

重　複　　なし

形　状　　多量の礫があり平面形状は不明瞭な部分

もあるが、歪んだ長方形か。ただし掘り方では、平

面形状がほぼ円形を呈する掘り込みであり、周囲を

巡るように柱穴状の遺構が６基検出されている。本

石組とどの様な関連があった遺構かは不明。

規　模　　長軸3.73ｍ、短軸2.93ｍ。深さは67㎝

ほどであった。

第62図　20区 4号石組遺構出土遺物

1：40 10cm

1：30 10cm

４石組－１

４石組－２

４石組－４

４石組－３

４石組－５

４石組－６（1/4）

４石組－７（1/4）
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方　位　　Ｎ－17°－Ｅ

遺　物　　信濃型内耳土器片、茶臼の下臼、石鉢が

出土した。

時　期　　中世。出土遺物より、本石組遺構を当該

期に比定した。

20区５号石組遺構（63図：PL16）

調査年度　平成11年度

位　置　　Ｌ・Ｍ－24

経　過　　調査は平成11年度に行われた。20区１

号石垣に隣接する位置で検出されている。また、周

辺からは炭化物が多く出土したが、本遺構に伴うも

のかは判然としない。

重　複　　なし

形　状　　大型の扁平な礫をおよそ方形に据えたよ

うな形状を呈している。

規　模　　長軸1.22ｍ、短軸0.76ｍ。遺構として

の掘り込みは浅いが、礫があるため深さは46㎝ほ

どであった。

方　位　　不明

遺　物　　なし

時　期　　中世以降。遺構からの出土遺物がなく、

時期は特定できない。

20区６号石組遺構（64・65図：PL17）

調査年度　平成11年度

位　置　　Ｎ－23

経　過　　調査は平成11年度に行われた。不整円

形の浅い掘り込みの中から、礫が多量に出土した。

一部の礫は据えられたように検出されたが、意図的

に据えられていない礫も多数あると思われる。

　掘り方調査の中で柱穴状の掘り込みが検出され

た。調査所見では、礫下より検出されたため本遺構

よりも古い遺構である可能性が指摘されている。ま

た本石組遺構は、20区２号石垣と隣接するように

重複して検出されている。

重　複　　20区33号土坑、屋敷跡３号掘立柱建

物、２号石垣（すべて中世）と重複。切り合い関係は

不明。

形　状　　平面形状は不整円形を呈する。浅いすり

鉢状の掘り込みに、一部の礫が敷かれたような状態

で検出されている。

第63図　20区 ５号石組遺構

1：500 2m
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規　模　　長軸2.38ｍ、短軸1.91ｍ。深さは56㎝

ほどであった。

方　位　　不明

遺　物　　内耳土器片、粉挽き形の下臼が出土した。

時　期　　中世以降。出土した内耳土器は小破片で

あり、時期を特定することはできない。

（４）20区屋敷跡関連　焼土遺構

　20区屋敷跡内からは、１〜８号焼土遺構が検出

された。調査所見から、焼土遺構との認定が難しい

遺構もあるが、詳細は各遺構ごとに報告したい。

　焼土遺構は掘り込みがなく、遺物も出土すること

が少ないため時期比定が難しい。この遺構の中に

も、屋敷跡に伴わない遺構が含まれている可能性は

あるが、屋敷跡の多様な様相を知るため、同範囲で

検出された焼土遺構についてはここで報告したい。

　以下、各焼土遺構ごとに報告する。

20区１号焼土遺構（66図：PL17）

調査年度　平成11年度

位　置　　Ｍ－20

経　過　　調査は平成11年度に行われた。調査所

見には、二次的な焼土の堆積であったとの指摘もあ

り、焼土遺構にはならない可能性がある。20区屋

敷跡１号掘立柱建物と近接するように検出された

が、これに伴うものかは不明。

重　複　　なし

形　状　　平面形状は楕円形を呈する。

第64図　20区 ６号石組遺構

1：500 2m
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第４節　中世・近世の遺構

規　模　　長軸65㎝、短軸46㎝。深さは16㎝ほど

と浅い。

遺　物　　なし

時　期　　不詳。中世以降か。

20区２号焼土遺構（66図：PL17）

調査年度　平成11年度

位　置　　Ｍ－20

経　過　　調査は平成11年度に行われた。調査所

見には、縄文も含めた炉か竈の残骸とあった。２号

焼土遺構は20区屋敷跡１・８号掘立柱建物内で検

出されており、３・４号焼土遺構とともに掘立柱建

物との関連も考えられる。

重　複　　柱穴と重複か。

形　状　　平面形状は楕円形を呈する。

規　模　　長軸78㎝、短軸60㎝。深さは40㎝ほど

であった。

遺　物　　なし

時　期　　不詳。中世以降か。

20区３号焼土遺構（66図：PL17・18）

調査年度　平成11年度

位　置　　Ｍ－21

経　過　　調査は平成11年度に行われた。調査所

見には、二次的な焼土の堆積との指摘もあり、焼

土遺構にはならない可能性がある。３号焼土遺構

は20区屋敷跡１号掘立柱建物内で検出されており、

２・４号焼土遺構とともに掘立柱建物との関連も考

えられる。

重　複　　なし

形　状　　平面形状は円形を呈する。

規　模　　長軸60㎝、短軸55㎝。深さは25㎝ほど

と浅い。

遺　物　　なし

時　期　　不詳。中世以降か。

20区４号焼土遺構（66図：PL18）

調査年度　平成11年度

位　置　　Ｎ－21

経　過　　調査は平成11年度に行われた。調査所

見には、二次的な焼土の堆積との指摘もあり、焼土

遺構にはならない可能性がある。４号焼土遺構は

20区屋敷跡１・８号掘立柱建物内で検出されてお

り、２・３号焼土遺構とともに掘立柱建物との関連

も考えられる。

重　複　　なし

形　状　　平面形状はほぼ円形を呈する。

規　模　　長軸54㎝、短軸44㎝。深さは20㎝ほど

第65図　20区 ６号石組遺構出土遺物

1：40 10cm

1：30 10cm

６石組－２（1/4）

６石組－１
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第66図　20区 １～６号焼土遺構

1：400 2m
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と浅い。

遺　物　　なし

時　期　　不詳。中世以降か。

20区５号焼土遺構（66図：PL18）

調査年度　平成11年度

位　置　　Ｐ－20

経　過　　調査は平成11年度に行われた。調査所

見には、被熱の度合いが弱く遺構ではないとの指摘

もあり、焼土遺構にはならない可能性も考えられ

る。

重　複　　なし

形　状　　平面形状は不整円形を呈する。

規　模　　長軸66㎝、短軸52㎝。深さは30㎝ほど

であった。

遺　物　　なし

時　期　　不詳。中世以降か。

20区６号焼土遺構（66図：PL18）

調査年度　平成11年度

位　置　　Ｑ－21・22

経　過　　調査は平成11年度に行われた。調査所

見には、二次的な焼土の堆積との指摘もあり、焼土

遺構にはならない可能性がある。

重　複　　なし

形　状　　平面形状は円形を呈する。

規　模　　長軸90㎝、短軸89㎝。深さは20㎝ほど

と浅い。

遺　物　　なし

時　期　　不詳。中世以降か。

20区７号焼土遺構（67図：PL18）

調査年度　平成11年度

位　置　　Ｓ－23・24

経　過　　調査は平成11年度に行われた。調査所

見には、焼土がわずかに見られるが遺構ではない可

能性もあるとの指摘があった。７号焼土遺構は20

区屋敷跡６・７号掘立柱建物内で検出されており、

掘立柱建物との関連も考えられる。

重　複　　20区60号土坑（中世）と重複。切り合い

関係は不明。

形　状　　平面形状は円形を呈する。

規　模　　長軸85㎝、短軸80㎝。深さは20㎝ほど

と浅い。

第67図　20区 ７・８号焼土遺構

1：400 2m
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遺　物　　なし

時　期　　不詳。中世以降か。

20区８号焼土遺構（67図：PL19）

調査年度　平成11年度

位　置　　Ｒ－23

経　過　　調査は平成11年度に行われた。調査所

見には、二次的な焼土の堆積との指摘もあり、焼

土遺構にはならない可能性がある。８号焼土遺構

は20区屋敷跡７号掘立柱建物内で検出されており、

７号焼土遺構とともに掘立柱建物との関連も考えら

れる。

重　複　　なし

形　状　　平面形状は円形を呈する。

規　模　　長軸42㎝、短軸36㎝。深さは30㎝ほど

であった。

遺　物　　なし

時　期　　不詳。中世以降か。

（５）20区屋敷跡関連　墓坑他

第68図　20区 ５号墓坑、５号墓坑出土遺物

1：300 1m

1：10 2.5cm

5墓－1（1/1） 5墓－2（1/1） 5墓－3（1/1）
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　20区屋敷跡内からは、人骨や銭貨、獣骨が出土

した遺構が確認できた。人骨や銭貨が出土した遺構

は３基、獣骨が出土した遺構は４基である。

　遺構からは骨以外に渡来銭などの遺物を伴う例も

あった。しかし、遺構の時期を比定できる出土遺物

は少なく、20区屋敷跡に伴わない中世以外の遺構

が含まれている可能性もあるだろう。また、調査時

墓坑の呼称であった遺構から獣骨が出土するなど、

遺構名称には混乱もみられるが、ここでは調査段階

での呼称を優先している。

　本書で報告される土坑の中には、既に『横壁中村

遺跡（６）』の中で報告されているものも多い。ここ

では概要を述べるに留めるが、詳細は『横壁中村遺

跡（６）』を参照していただきたい。また、人骨や銭

貨が出土した遺構と獣骨が出土した遺構は性格が異

なる遺構だと考えており、ここでは分けて報告した

い。

　ここでは、20区屋敷跡内で検出された、人骨あ

るいは銭貨が出土した遺構について報告する。銭貨

は六道銭のような葬送儀礼に伴うものと考え、人骨

が出土した遺構とともに報告したい。ここで報告す

る遺構は、『横壁中村遺跡（６）』で既に報告された遺

構も含めた３基である。

　以下、人骨、銭貨が出土した各遺構ごとに報告す

る。

20区５号墓坑（68図：PL19）

調査年度　平成11年度

位　置　　Ｐ－20

経　過　　調査は平成11年度に行われた。調査所

見には、５号墓坑は地山の段差を切って構築してい

るため、おそらく20区４号石垣より新しく築かれ

たものとの指摘があった。また柱穴との重複もみら

れたが、切り合い関係は不明。人骨が出土したが出

土状況は不明。土坑規模が大きく、伸展葬での埋葬

ではないかと指摘されている。

重　複　　20区４号石垣（中世）と重複し、４号石

垣を切るか。

形　状　　平面形状は長方形、断面形状は円筒状を

呈する。

規　模　　長軸162㎝、短軸91㎝。深さは55㎝で

あった。後世に壊されてしまったが、本来はさらに

深く掘られた墓坑と考えられる。

方　位　　Ｎ－６°－Ｅ

遺　物　　「天聖元寶」、「皇宋通寶？」、「宣徳通寶」各

１点が出土した。

第69図　20区 34・46号土坑

1：300 1m
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人　骨　　性別不明だが、約７〜９歳に推定された

人骨が出土した。

時　期　　中世。出土遺物より、本墓坑を当該期に

比定した。

20区34号土坑（『横壁（６）』で報告済み）

調査年度　平成11年度

位　置　　Ｎ・Ｏ－20・21

形　状　　平面形状は楕円形、断面形状は円筒状を

呈する。

規　模　　長軸130×短軸91×深さ46㎝。

方　位　　Ｎ－37°－Ｅ

遺　物　　「嘉定通寶」１点、「皇宋通寶？」１点が出

土した。

人　骨　　なし

時　期　　中世

20区46号土坑（『横壁（６）』で報告済み）

調査年度　平成11年度

位　置　　Ｓ－22

形　状　　平面形状は円形、断面形状は円筒状を呈

する。

規　模　　長軸62×短軸55×深さ22㎝。

方　位　　Ｎ－34°－Ｗ

遺　物　　「景徳元寶」、「紹熈元寶」、「聖宋元寶」各１

点が出土した。

人　骨　　なし

時　期　　中世

　ここでは、20区屋敷跡内で検出された、獣骨が

出土した遺構４基について報告する。出土した獣骨

はすべてウマであり、20区屋敷跡と関連があるも

のと考えている。また、20区屋敷跡２号掘立柱建

物に重複して検出された13号土坑からは、獣骨や

カワラケが出土しており、地鎮を目的とした遺構と

も考えられる。ここで報告する遺構は、『横壁中村遺

跡（６）』で既に報告された遺構も含めた４基である。

　以下、獣骨の出土した各遺構ごとに報告する。

20区２号墓坑（70図：PL19）

調査年度　平成11年度

位　置　　Ｌ－22

経　過　　調査は平成11年度に行われた。ウマの

全身骨格が出土し、大小の礫が遺構上面を覆うよう

に検出されたことから、ウマを埋葬した遺構であっ

た可能性も考えられる。

重　複　　なし

形　状　　平面形状は長方形、断面形状は浅い円筒

状を呈する。

規　模　　長軸135㎝、短軸83㎝。深さは29㎝で

あった。

方　位　　Ｎ－83°－Ｗ

遺　物　　なし

獣　骨　　約９〜 10歳のウマと推定された獣骨が

出土した。

時　期　　中世以降。獣骨以外の出土遺物がなく、

時期は特定できない。

20区３号墓坑（70図：PL20）

調査年度　平成11年度

位　置　　Ｎ－21

経　過　　調査は平成11年度に行われた。遺存状

態はやや悪いが、大小の礫が遺構上面を覆うように

出土したことから、ウマを埋葬した遺構であった可

能性も考えられる。

重　 複　　20区94（ 縄 文 ）・115（ 中 世 以 降 ）・

138（縄文）号土坑、屋敷跡１・８号掘立柱建物（中

世）と重複。94・138号土坑を切るも、115号土坑、

１・８号掘立柱建物との切り合い関係は不明。

形　状　　平面形状は楕円形、断面形状は浅い皿状

を呈する。

規　模　　一部欠損しているため規模は判然としな

いが、長軸125㎝ほど、短軸94㎝ほどか。深さは

37㎝まで測れた。

方　位　　Ｎ－54°－Ｗ

遺　物　　なし

獣　骨　　約４〜５歳のウマと推定された獣骨が出
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第70図　20区 ２・３号墓坑

1：300 1m
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土した。

時　期　　中世以降。獣骨以外の出土遺物がなく、

時期は特定できない。

20区６号墓坑（71図：PL20）

調査年度　平成11年度

位　置　　Ｎ－23・24

経　過　　調査は平成11年度に行われた。遺構の

大半が欠損しており遺存状態は悪いが、ウマの骨と

ともに古瀬戸縁釉小皿の小破片が出土した。縁釉小

皿がウマとともに埋葬されたものかは、調査所見も

ないため不明。

重　複　　20区屋敷跡３号掘立柱建物（中世）と重

複。切り合い関係は不明。

形　状　　前述の通り、遺存状態が悪いため形状は

不詳。

規　模　　遺存状態が悪く、規模も判然としない。

確認できた深さも15㎝と浅い。

方　位　　不明

遺　物　　古瀬戸後期Ⅳ古の縁釉小皿片１点が出土

第71図　20区 ６号墓坑、６号墓坑出土遺物、13号土坑

1：300 1m

6 墓－ 1
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した。

獣　骨　　約４歳のウマと推定された獣骨が出土し

た。

時　期　　中世。15世紀頃。遺構の遺存状態は悪

く、出土した遺物も小破片であり時期を特定するこ

とは難しいが、出土遺物より判断し本遺構を当該期

に比定した。

20区13号土坑（『横壁（６）』で報告済み）

調査年度　平成11年度

位　置　　Ｐ－22

経　過　　13号土坑は、20区屋敷跡２号掘立柱建

物と重複しており、『横壁中村遺跡（６）』でも、地鎮

などの特別な目的を持った遺構の可能性が指摘され

ていた。しかし、報告に不備があり、本来の方位と

異なることが分かった。ここで改めて報告したい。

形　状　　平面形状は長方形、断面形状は浅い円筒

状を呈する。

規　模　　長軸85×短軸55×深さ30㎝。

方　位　　Ｎ－72°－Ｗ

遺　物　　小型のカワラケ１点、内耳土器底部片を

台形に成形し転用したもの１点が出土した。

獣　骨　　約3.5歳のウマの上下臼歯と推定された

獣骨が出土した。

時　期　　中世

（６）20区屋敷跡関連　竪穴遺構

　20区屋敷跡内では、掘立柱建物以外に、竪穴状

の遺構が確認されている。竪穴遺構は、中世を代表

する建物の痕跡と考えられ、20区屋敷跡内からも

４基が検出されている。このうち１基については、

20区屋敷跡５号掘立柱建物の一部である可能性も

ある。詳細は各遺構の報告に譲りたい。

　ここで報告する竪穴遺構は、土坑として既に『横

壁中村遺跡（６）』の中で報告されている。各土坑の

詳細については『横壁中村遺跡（６）』を参照していた

だきたい。

　以下、竪穴遺構と思われる土坑４基の概要を報告

する。

20区３号土坑（『横壁（６）』で報告済み）

調査年度　平成11年度

位　置　　Ｎ－22

形　状　　遺構の多くが欠損しているため、形状は

判然としない。平面形状はおよそ方形か。断面形状

は皿状を呈する。

規　模　　長軸264×短軸（134）×深さ27㎝。

方　位　　不明

遺　物　　なし

時　期　　中世以降

20区28号土坑（『横壁（６）』で報告済み）

調査年度　平成11年度

位　置　　Ｐ－21

形　状　　平面形状は方形、断面形状は円筒状を呈

する。

規　模　　長軸262×短軸221×深さ29㎝。

方　位　　Ｎ－26°－Ｅ

遺　物　　なし

時　期　　中世

20区32号土坑（『横壁（６）』で報告済み）

調査年度　平成11年度

位　置　　Ｓ－23

形　状　　平面形状は方形、断面形状は円筒状を呈

する。

規　模　　長軸226×短軸201×深さ36㎝。柱穴

が２基検出されている。

方　位　　Ｎ－16°－Ｅ

遺　物　　内耳土器片１点出土。

時　期　　中世

20区33号土坑（『横壁（６）』で報告済み）

調査年度　平成11年度

位　置　　Ｎ－23

形　状　　遺構の大半が欠損しているため、形状は
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判然としない。平面形状はおよそ方形か。断面形状

は皿状を呈する。

規　模　　長軸216×短軸（146）×深さ31㎝。柱

穴が２基検出されている。

方　位　　不明

遺　物　　なし

時　期　　中世以降

（７）20区屋敷跡出土遺物

　20区屋敷跡からは、多くの中世遺物が出土した。

屋敷跡全体で取り上げられた遺物が大半であり、

個々の遺構に帰属しきれないものも多くみられた。

20区屋敷跡の中世遺物出土位置については、付図

２で報告した。参照していただきたい。

　20区屋敷跡の出土遺物を概観すると、石垣に囲

まれた屋敷跡内で古瀬戸後期を中心とする施釉陶器

第72図　20区 ３・28・32・33号土坑

1：500 2m
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第73図　20区 屋敷跡出土遺物（１）

1：30 10cm

屋敷－１

屋敷－８

屋敷－９ 屋敷－ 10 屋敷－ 11

屋敷－ 14屋敷－ 13屋敷－ 12

屋敷－ 15 屋敷－ 16

屋敷－ 18 屋敷－ 19
屋敷－ 20

屋敷－ 23

屋敷－ 22

屋敷－ 21

屋敷－ 17

屋敷－ 24

屋敷－２

屋敷－３

屋敷－４

屋敷－５

屋敷－６

屋敷－７
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第74図　20区 屋敷跡出土遺物（２）

1：30 10cm

屋敷－ 25 屋敷－ 26

屋敷－ 29

屋敷－ 28

屋敷－ 27

屋敷－ 30 屋敷－ 31

屋敷－ 34
屋敷－ 33

屋敷－ 32

屋敷－ 35

屋敷－ 38 屋敷－ 39

屋敷－ 40

屋敷－ 37屋敷－ 36
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第75図　20区 屋敷跡出土遺物（３）

1：30 10cm

屋敷－ 41 屋敷－ 42 屋敷－ 43

屋敷－ 46屋敷－ 45屋敷－ 44

屋敷－ 47

屋敷－ 49

屋敷－ 51

屋敷－ 48

屋敷－ 50

屋敷－ 52

屋敷－ 53
屋敷－ 54
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第76図　20区 屋敷跡出土遺物（４）

1：30 10cm

屋敷－ 55

屋敷－ 56

屋敷－ 57 屋敷－ 58

屋敷－ 60

屋敷－ 61

屋敷－ 59

屋敷－ 62
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第77図　20区 屋敷跡出土遺物（５）
1：30 10cm

1：20 5cm

屋敷－ 63

屋敷－ 64

屋敷－ 65

屋敷－ 79

屋敷－ 72（1/2）

屋敷－ 78

屋敷－ 66（1/2）

屋敷－ 67（1/2）

屋敷－ 68（1/2）

屋敷－ 69（1/2）
屋敷－ 70（1/2）

屋敷－ 74（1/2）
屋敷－ 73（1/2）

屋敷－ 71（1/2）

屋敷－ 75（1/2）

屋敷－ 76（1/1）

屋敷－ 77（1/1）
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第78図　20区 屋敷跡出土遺物（６）

1：40 10cm

1：30 10cm

屋敷－ 80

屋敷－ 81

屋敷－ 82

屋敷－ 87（1/4）
屋敷－ 88（1/4）

屋敷－ 83（1/4）

屋敷－ 84（1/4）
屋敷－ 85（1/4）

屋敷－ 86（1/4）

屋敷－ 91（1/4）

屋敷－ 89（1/4） 屋敷－ 90（1/4）
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第79図　20区 屋敷跡出土遺物（７）

1：40 10cm

屋敷－ 92（1/4）

屋敷－ 94（1/4）

屋敷－ 95（1/4）

屋敷－ 93（1/4）

屋敷－ 96（1/4）
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や貿易陶磁器とともに、多くの内耳土器片が出土し

ている。横壁中村遺跡全体をみても、内耳土器が出

土した位置は屋敷跡が中心であり、中世における主

要な地域であった事が窺える。また在地鉢の出土が

わずかであったことから、中世屋敷として継続した

期間は比較的短いと考えている。

　出土様相等については第４章に詳述した。参照し

ていただきたい。

２　掘立柱建物
　横壁中村遺跡で出土した古代以降の掘立柱建物等

の遺構は、20区屋敷跡を中心に検出されているが、

本遺跡における中世遺物は、20区以外でも出土し

ている（第180・181図参照）。本遺跡は地山に礫が

多く、遺構検出が難しいなどの要因により中世遺構

が確認できなかったことも考えられるが、遺構と遺

物の双方を概観すれば、20区以外の調査区には中

世以降に比定できる遺構は希薄であったと考える方

が妥当であろう。

　一方で、20区屋敷跡内であっても掘立柱建物の

重複は比較的少なく、出土した遺物の時期も比較的

まとまっているように思える。屋敷跡として、長い

期間使用されていなかった可能性もあるだろう。本

遺跡で、掘立柱建物の出土棟数が少ないのは、この

様な横壁中村遺跡の中世の様相を表している結果で

はないかとも考えている。

　20区屋敷跡以外で出土した掘立柱建物は４棟を

数える。19区で３棟、20区で１棟である。19区の

掘立柱建物２棟については、調査段階での成果を考

慮し、整理段階で改めて柱穴を組み直した建物であ

る。そのため、現場での遺構写真と若干の差異が生

じてしまったことについてはご容赦願いたい。

　20区掘立柱建物は遺構番号の重複があり、遺構

番号を付け直す結果となった。また、調査段階で掘

立柱建物とされたもののいくつかは、柵列状のもの

も含まれていた。ここでは掘立柱建物ではないとし

て欠番とした。詳細については、遺構一覧表を参照

していただきたい。

　以下、各掘立柱建物ごとに報告する。

19区２号掘立柱建物（80図：PL21）

調査年度　平成15年度

位　置　　Ｎ・Ｏ－14・15

経　過　　調査は平成15年度に行われた。２号掘

立柱建物は、調査段階と整理段階とで見解が異なっ

たため、新たに建物を認定し報告するものである。

そのため、遺構写真などには混乱もみられるがご容

赦願いたい。

　２号掘立柱建物に重複するように、19区９・10

号焼土遺構が検出された。本掘立柱建物に伴う遺構

の可能性があるとして、ここで報告したい。

重　複　　20区179号土坑（中世以降）と重複。切

り合い関係は不明。

形　状　　平面形状は長方形を呈する。ほぼ南北方

向に長軸を持つ建物である。長軸方向や形状は、隣

接する19区３号掘立柱建物に近似する。また長軸

と短軸との柱穴間平均値がやや異なる建物である。

規　模　　長軸3.73 〜 3.89m、短軸2.51 〜 2.53

m。柱穴間の平均値は、長軸191㎝、短軸252㎝。

面積は約9.6㎡である。

方　位　　Ｎ－９°－Ｅ

柱　穴　　２号掘立柱建物に伴う柱穴は６基を数え

る。出土した柱穴の規模は以下の通りである。規模

は長軸×短軸×深さ、単位は㎝である。柱１：23

×21×29、柱２：31×23×31、柱３：26×17×

29、柱４：25×24×37、柱５：38×30×35、柱

６：24×24×27。

遺　物　　なし

時　期　　中世以降。遺構からの出土遺物がなく、

時期は特定できない。

19区３号掘立柱建物（80図：PL21）

調査年度　平成15年度

位　置　　Ｏ－13・14、Ｐ－13

経　過　　調査は平成15年度に行われた。３号掘

立柱建物は、調査段階では単独の土坑とされてい
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第80図　19区 ２・３号掘立柱建物

1：800 4m
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第81図　19区 ４・20区 11号掘立柱建物跡

1：800 4m
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た。整理段階で新たに建物を認定し報告するもので

あり、遺構写真などには混乱もみられるがご容赦願

いたい。

重　複　　なし

形　状　　平面形状は長方形を呈する。ほぼ南北方

向に長軸を持つ建物である。長軸方向や形状は、隣

接する19区２号掘立柱建物に近似する。また長軸

と短軸との柱穴間平均値がやや異なる建物である。

規　模　　長軸3.74 〜 4.08m、短軸2.14 〜 2.2m。

柱穴間の平均値は、長軸187㎝、短軸217㎝。面積

は約7.7㎡である。

方　位　　Ｎ－８°－Ｅ

柱　穴　　３号掘立柱建物に伴う柱穴は５基を数え

る。出土した柱穴の規模は以下の通りである。規模

は長軸×短軸×深さ、単位は㎝である。柱１：29

×29×25、柱２：25×19×26、柱３：30×25×

26、柱４：27×25×31、柱５：32×31×40。

遺　物　　なし

時　期　　中世以降。遺構からの出土遺物がなく、

時期は特定できない。

19区４号掘立柱建物（81図）

調査年度　平成15年度

位　置　　Ｏ－12、Ｐ－11・12、Ｑ－12

経　過　　調査は平成15年度に行われた。４号掘

立柱建物は、調査段階では単独の土坑とされてい

た。整理段階で新たに建物を認定し報告するもので

あり、遺構写真などには混乱もみられるがご容赦願

いたい。

重　複　　なし

形　状　　平面形状は、やや台形に近い長方形を呈

する。北西から南東方向に長軸を持つ建物である。

形状は、19区２・３号掘立柱建物に近似するが、

長軸方向は異なる。また長軸と短軸との柱穴間平均

値がやや異なる建物である。

規　模　　長軸3.9 〜 3.96m、短軸2.58 〜 2.98

m。柱穴間の平均値は、長軸197㎝、短軸278㎝。

面積は約10.9㎡である。

方　位　　Ｎ－47.5 〜 53.5°－Ｗ

柱　穴　　４号掘立柱建物に伴う柱穴は６基を数え

る。出土した柱穴の規模は以下の通りである。規模

は長軸×短軸×深さ、単位は㎝である。柱１：33

×28×14、柱２：25×25×13、柱３：30×24×

36、柱４：19×19×6、柱５：33×27×48、柱

６：42×30×20。

遺　物　　なし

時　期　　中世以降。遺構からの出土遺物がなく、

時期は特定できない。

20区11号掘立柱建物（81図）

調査年度　平成11年度

位　置　　Ｔ・Ｕ－19

経　過　　調査は平成11年度に行われた。当初は

５号掘立柱建物として番号を付され調査されたが、

遺構番号に重複があったため、遺構番号を改め、

11号掘立柱建物として報告する。

　20区では、20区屋敷跡以外で中世以降の掘立柱

建物は確認されていない。前述の通り、遺構検出が

難しい本遺跡の特徴により確認できなかったことも

考えられる。また11号掘立柱建物の時期は不明瞭

であり、20区屋敷跡に関連する掘立柱建物かどう

かは判然としない。

　20区11号立柱建物と重複するように21号土坑が

検出されている。『横壁中村遺跡（６）』で縄文時代後

期と報告されているが、本掘立柱建物の一部である

可能性も考えられる。

重　複　　20区21号土坑（縄文後期）と重複し、こ

れを切るか。本掘立柱建物に伴う遺構の可能性も考

えられる。

形　状　　平面形状は、長方形を呈する。ほぼ東西

方向に長軸を持つ建物である。

規　模　　長軸3.77 〜 3.8m、短軸1.7 〜 1.98m。

柱穴間の平均値は、長軸189㎝、短軸184㎝。面積

は約7.0㎡である。

方　位　　Ｎ－80 〜 84°－Ｗ

柱　穴　　20区11号掘立柱建物に伴う柱穴は６基
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第82図　30区 １号礎石建物

1：800 4m
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を数える。出土した柱穴の規模は以下の通りであ

る。規模は長軸×短軸×深さ、単位は㎝である。柱

１：42×38×48、柱２：40×37×54、柱３：33

×33×32、柱４：42×36×48、柱５：32×27×

48、柱６：38×34×60。

遺　物　　なし

時　期　　中世以降。遺構からの出土遺物がなく、

時期は特定できない。

３　礎石建物
　横壁中村遺跡で出土した礎石建物は１棟のみで

ある。30区で確認されており、さらに調査区北側、

吾妻川よりで同様の遺構があった可能性も考えられ

る。

　以下、30区１号礎石建物について報告する。

30区１号礎石建物（82・83図：PL22）

調査年度　平成９年度

位　置　　Ｇ・Ｈ－４・５

経　過　　調査は平成９年度に行われた。礎石は比

較的規模が大きいものであった。調査所見がなく写

真による判断ではあるが、礎石には明瞭な加工痕跡

がみられなかった。礎石の一部には、板状に節理し

た「鉄平石」の使用も確認できた。

　横壁中村遺跡で礎石建物は、本建物のみである。

重　複　　22号配石（縄文）、28（中世）・29（加

曽利Ｅ１）・32（中世）号土坑と重複。22号配石、

29号土坑を切る。28・32号土坑との切り合い関係

は不明。

形　状　　平面形状は、長方形を呈する。ほぼ東西

方向に長軸を持つ建物である。

規　模　　長軸4.79 〜 5.16m。短軸3.67 〜 3.73

m。礎石間の平均値は、長軸115㎝、短軸175㎝。

面積は約20㎡である。　　　　　　　　　　　

方　位　　Ｎ－85°－Ｅ

礎　石　　１号礎石建物に伴う礎石は12基を数え

る。出土した各礎石の規模は以下の通りである。規

模は長軸×短軸、単位は㎝である。礎石１：64×

44、 礎 石 ２：41×35、 礎 石 ３：69×44、 礎 石

４：67×35、 礎 石 ５：58×53、 礎 石 ６：40×

32、 礎 石 ７：30×19、 礎 石 ８：60×31、 礎 石

９：62×41、 礎 石10：56×37、 礎 石11：44×

35、礎石12：50×33。

　礎石の下からは、割栗石と思われる小型礫が多数

検出された。

遺　物　　近世以降と思われる瀬戸・美濃系陶磁器

が出土した。

時　期　　近世以降。礎石建物であることや出土遺

物から、本建物を当該期に比定した。

４　竪穴遺構
　本遺跡で中世の竪穴遺構と考えられる遺構は、既

に『横壁中村遺跡（６）』の中で土坑として報告されて

いる５基と、本報告の１基とを合わせて６基を数え

る。

　竪穴遺構は、中世の主要な遺構のひとつと考えら

れている。本遺跡で確認された竪穴遺構は、20区

屋敷跡あるいはその周辺で検出されており、20区

北側と30区が中世の主要な地域であり、竪穴遺構

の多くは20区屋敷跡に関連する遺構であるとも考

えられる。

　以下、20区１号竪穴遺構について報告する。

20区１号竪穴遺構（84 〜 86図：PL23・24）

調査年度　平成16年度

位　置　　Ｎ・Ｏ－９・10

経　過　　調査は平成16年度に行われた。遺構中

央には方形の土坑状の掘り込みがあり、焼土が検出

されている。鉄滓も出土しており、鍛冶や精錬など

鉄に関連する遺構であった可能性もある。ただし、

第83図　30区 １号礎石建物出土遺物

1：30 10cm
１建－１

１建－２
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第84図　20区 １号竪穴遺構

1：500 2m
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第85図　20区 １号竪穴遺構出土遺物（１）
1：30 10cm

1：20 5cm

１竪－１

１竪－２

１竪－３

１竪－４

１竪－７
１竪－８

１竪－ 10

１竪－ 11

１竪－９

１竪－６

１竪－５（1/2）
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鍛造剥片や粒状滓が出土したかどうかは、調査段階

での資料や所見がなく、その詳細は明らかでない。

　本遺構の近隣からは、鉄滓が多く出土した遺構が

検出されている。『横壁中村遺跡（６）』で報告された

20区554号土坑では６点、245.7ｇ、20区555号

土坑では31点、4,015.6ｇの椀状滓を含む鉄滓が

確認された。555号土坑からは内耳土器口縁部小破

片もみられ、口縁部の特徴からも１号竪穴遺構と近

似した時期と考えられる。竪穴遺構で行われていた

だろう鍛冶の滓が廃棄された可能性も否定できない。

また両土坑は、１・２号石囲い遺構と近接あるいは

重複するようにあった。石囲い遺構の時期は判然と

しないが、石囲い遺構や土坑が構築される際、鉄

滓が混在した可能性もあるだろう。あるいは鉄に

係わる一連の遺構である可能性も考えられる。また、

20区22号墓坑からも鉄滓が出土しており、同地域

には多量な鉄滓があったことが確認できた。

重　複　　20区119号住居（加曽利Ｅ３）、27・28

号配石（ともに縄文）と重複。そのすべてを切る。

形　状　　平面形状は方形、断面形状は円筒状を呈

する。遺構中央には、平面方形の土坑状の掘り込み

がみられた。

規　模　　長軸280㎝、短軸254㎝。深さは47㎝

であった。

方　位　　Ｎ－76°－Ｗ

遺　物　　在地土器では、鉢１点と内耳土器片が出

土した。椀状滓も多数出土している。また幼齢馬と

推定された獣骨も出土した。

第86図　20区 １号竪穴遺構出土遺物（２）

1：30 10cm

１竪－ 12
１竪－ 13

１竪－ 14
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１号鍛冶跡（東から）

第87図　20区 １号鍛冶跡

1：300 1m
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時　期　　中世。15世紀頃。出土遺物等から、本

遺跡を当該期に比定した。

20区３号土坑

　『横壁（６）』及び20区屋敷跡関連で報告。

20区28号土坑

　『横壁（６）』及び20区屋敷跡関連で報告。

20区32号土坑

　『横壁（６）』及び20区屋敷跡関連で報告。

20区33号土坑

　『横壁（６）』及び20区屋敷跡関連で報告。

30区４号土坑（『横壁（６）』で報告済み）

５　鍛冶跡
　横壁中村遺跡で、鍛冶跡と確認できた遺構は20

区１号鍛冶跡のみである。遺存状態はあまり良好で

はないが、鍛造剥片や粒状滓が多く出土しており、

鍛冶を行っていた遺構と考えて良いだろう。また、

原位置を保っていないようだが金床石も出土してお

り、その傍証になるものと考えている。前述の通

り、20区中央付近では遺構から多くの鉄滓が出土

しているが、１号鍛冶跡と同地域の遺構との関連は

明らかでない。

　以下、20区１号鍛冶跡について報告する。

20区１号鍛冶跡（87・88図：PL24・25）

調査年度　平11成年度

位　置　　Ｇ－23・24

経　過　　調査は平成11年度に行われた。調査段

階に、鍛造剥片や粒状滓が多く検出されており、ま

た金床石が出土したことから鍛冶跡と認定した。遺

存状態はあまり良好でなく、詳細な鍛冶の様相は不

明。遺構中央には焼土を伴う落ち込みがみられた。

鍛造剥片や粒状滓はこの焼土からも多く出土したこ

とから、ここを炉とし、炉の周辺に見られる礫は炉

の一部と判断された。遺構北側部分からも鍛造剥片

や粒状滓が出土したことから、ここを作業場とする

鍛冶とも考えられる。

重　複　　20区164号土坑（加曽利Ｅ１）と重複し、

これを切る。

形　状　　平面形状は、不整円が二つ隣接した様な

形状である。遺構中央には焼土を伴う落ち込みもみ

られた。

規　模　　長軸は290㎝ほど、短軸は160㎝ほど

か。深さは約20㎝と浅い。

遺　物　　出土状況から原位置を保っていないと思

第88図　20区 １号鍛冶跡出土遺物

１鍛－１（1/4）

1：40 10cm
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第89図　18区 １～４号石垣

1：5000 20m

113

第４節　中世・近世の遺構
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第90図　18区 １号石垣（１）

1：800 4m
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第91図　18区 １（２）・２～４号石垣

1：800 4m
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われるが、金床石と思われる遺物が出土した。金床

石には、鍛造剥片と思われる付着物や打痕の様な痕

跡もみられた。本遺構からは、鍛造剥片や粒状滓が

多く出土した。鍛造剥片は91.2ｇ、粒状滓は7ｇで

あった。また小さな鉄滓が数点、42.5ｇ、微細な

鍛造剥片や砂鉄が485ｇ出土した。鍛造剥片や粒状

滓の出土位置については、調査段階での詳細な資料

がなく不明。

時　期　　中世以降。遺構からの出土遺物がなく、

時期は特定できない。

６　石垣
　横壁中村遺跡は、吾妻川右岸の第一河岸段丘上に

位置し、およそ吾妻川に向かって緩やかに傾斜する

地形上にある。石垣は傾斜地を削平し、あるいは整

地した結果築かれたものと思われ、遺跡の広範囲で

数多く検出されている。これは近隣の遺跡にもみら

れ、石垣を多用するのは八ッ場地域の特徴とも考え

られる。また石垣と発掘調査前の現況図とを重ねる

と、地形に沿うように、あるいは地境に沿うように

石垣が検出されていることも確認できた。ここで報

告する石垣は、20区屋敷跡で紹介した４箇所の石

垣を除く18区の４箇所、20区の11箇所である。ま

た19区１箇所、28区１箇所の列石についても石垣

の可能性が高いとしてここで報告する。

　報告する17箇所の石垣は広範囲に及ぶため、詳

細な平面図がないものも多い。遺構名所の付け方も

不統一であり、どこまでを同一の石垣とすべきか再

考も必要と思うが、前述の通り調査段階の呼称を優

先して報告したい。出土遺物から考えると、中世ま

で遡る石垣や長い期間手を加えられた石垣もある

が、比較的新しい石垣も含まれていると思われる。

詳細については、各遺構ごとに詳述したい。

　以下、区に分け各石垣ごとに報告する。

第92図　18区 １・３号石垣出土遺物

１石垣－１
１石垣－２

１石垣－６
１石垣－５

１石垣－４

1：30 10cm

1：20 5cm
３石垣－１

３石垣－２

３石垣－３（1/2）

１石垣－３



第93図　20区 １〜６・８〜16号石垣

1：5000 20m



第94図　20区 ５号石垣

1：800 4m
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18区１号石垣（89 〜 92図：PL25 〜 27）

調査年度　平成14年度

位　置　　８区Ｘ－21、９区Ｂ－21・22・24・

25、Ｃ－25、Ｄ〜Ｆ－19、18区Ｋ〜Ｎ－13、Ｏ

－12・13、Ｐ－12、Ｑ－11・12、Ｒ－８〜 11、

Ｓ－８・９、Ｔ〜Ｗ－８・９、Ｘ・Ｙ－９、19区

Ａ－８・９、Ｂ－２〜８、Ｃ－１〜３、Ｄ－２

経　過　　調査は平成14年度に行われた。１号石

垣の範囲は広いが、発掘調査前の現況図と重ねると

地境に沿うように検出されており、一連の石垣と考

えて良いであろう。また地境に沿うような形態であ

ることからも、比較的新しい段階まで使用されてい

た石垣だと考えられる。

重　複　　18区152・212・220号土坑（ともに縄

文）、３号掘立柱建物（堀之内１）と重複し、すべて

を切る。

形　状　　直線状の石垣が複数箇所で屈曲してい

る。発掘調査前の地境に沿うような、大規模な石垣

である。

規　模　　複数箇所に分かれた大規模な石垣であ

り、規模はおよそであるが、東西63.5ｍ、南北

60.2ｍほどであった。南北方向は、北側の８・９

区まで29ｍほど延びている。段数は調査段階の資

料が少なく不明瞭だが、高さが２ｍを越える部分も

みられた。写真から判断しても、複数段を持つ比較

的高い石垣を含んでいると考えている。

遺　物　　古瀬戸後期卸皿や内耳土器の小破片、近

世以降の陶磁器、石製品、鉄製の把手が出土した。

出土遺物の時期幅は広く、１号石垣が長い期間利用

されていた可能性もあるだろうが、中世遺物は混在

したものと考えている。

時　期　　近世以降。石垣という遺構の特徴から時

期を特定することは難しい。出土遺物等から、本遺

構を当該期に比定した。

18区２号石垣（89・91図：PL26）

調査年度　平成14年度

位　置　　Ｒ－９、Ｓ－７〜９

経　過　　調査は平成14年度に行われた。18区１

号石垣に隣接しており、１号石垣の一部とも考えら

れる。また発掘調査前の現況図と重ねると、１号石

垣と同様に、地境に沿うような形態であった。

重　複　　なし

形　状　　直線状の石垣で、ほぼ直角に屈曲する。

規　模　　長さ8.7ｍほど。段数は調査段階の資料

が少なく不明瞭だが、56㎝ほどの高さまで測れる

部分もあり、複数段を持つ石垣と考えられる。

遺　物　　なし

時　期　　近世以降。石垣という遺構の特徴から時

期を特定することは難しい。18区１号石垣に隣接

することからも本遺構を当該期に比定した。

18区３号石垣（89・91・92図：PL27）

調査年度　平成14年度

位　置　　18区Ｎ・Ｏ－６、Ｐ〜Ｒ－５、Ｓ－

４・５、Ｖ・Ｗ－４、Ｙ－３、19区Ａ－３

経　過　　調査は平成14年度に行われた。４箇所

に渡る石垣であり、出土範囲は広い。発掘調査前の

現況図と重ねると、地境に沿うように検出されてお

り、一連の石垣と考えて良いであろう。また地境に

沿うような形態であることからも、比較的新しい段

階まで使用されていた石垣だと考えられる。

重　複　　なし

形　状　　４箇所に渡る石垣。直線状の石垣と屈曲

する石垣がみられた。

規　模　　複数箇所に分かれた大規模な石垣であ

り、規模はおよそであるが、長さ48.8ｍほど。段

数は調査段階の資料が少なく不明瞭だが、断面図で

は１ｍほどの高さまで測れる部分もあった。

遺　物　　染付皿や猪口、小刀のような金属製品が

出土した。染付皿と猪口は、やや時期は異なるもの

の近世所産と考えている。

時　期　　近世以降。石垣という遺構の特徴から時

期を特定することは難しい。出土遺物等から、本遺

構を当該期に比定した。
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第95図　20区 ５号石垣出土遺物

５石垣－１

５石垣－２

５石垣－３

５石垣－４（1/4）

1：40 10cm

1：30 10cm



第96図　20区 ６号石垣（１）

1：800 4m
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18区４号石垣（89・91図：PL28）

調査年度　平成14年度

位　置　　Ｑ－22、Ｒ－21・22、Ｓ－22、Ｔ〜

Ｖ－21・22、Ｗ－21

経　過　　調査は平成14年度に行われた。４号石

垣は発掘調査前の現況図と重ねると、地境に沿うよ

うに検出された。また地境に沿うような形態である

ことからも、比較的新しい段階まで使用されていた

石垣だと考えられる。

重　複　　18区13号土器埋設遺構（堀之内１）と重

複し、これを切る。

形　状　　ほぼ直線状の石垣。調査段階の資料が少

なく詳細は不明。

規　模　　長さ21.7ｍほど。段数は調査段階の資料

が少なく不明瞭だが、断面図では56㎝ほどの高さま

で測れる部分もあり、複数段を持つ石垣と考えられ

る。

遺　物　　なし

時　期　　近世以降。石垣という遺構の特徴から時

期を特定することは難しい。出土遺物等から本遺構

を当該期に比定した。

20区１号石垣

　20区屋敷跡関連で報告。

20区２号石垣

　20区屋敷跡関連で報告。

20区３号石垣

　20区屋敷跡関連で報告。

第97図　20区 ６号石垣（２）

1：800 4m
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第98図　20区 ６号石垣出土遺物（１）

６石垣－１
６石垣－２

６石垣－３

６石垣－４

６石垣－５
６石垣－６

６石垣－ 11

６石垣－７（1/2）

６石垣－ 10（1/1）６石垣－９（1/1）６石垣－８（1/1）

1：30 10cm

1：20 5cm
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第99図　20区 ６号石垣出土遺物（２）

６石垣－ 12（1/4）

６石垣－ 13（1/4）

６石垣－ 14（1/4）

1：40 10cm
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20区４号石垣

　20区屋敷跡関連で報告。

20区５号石垣（93 〜 95図：PL28）

調査年度　平成12年度

位　置　　Ｏ－13、Ｐ－13・14、Ｑ－13、Ｒ－

14、Ｓ－14・15、Ｔ－15、Ｕ－14・15、Ｖ・Ｗ

－15・16、Ｘ－15 〜 17

経　過　　調査は平成12年度に行われた。20区屋

敷跡の近くにある石垣であり、屋敷跡と関連する石

垣の可能性も考えられるが、発掘調査前の現況図と

重ねると、地境に沿うように検出されている部分も

あり、比較的新しい段階まで使用されていた石垣だ

とも考えられる。

重　複　　なし

形　状　　ほぼ直線状の石垣。二箇所に分かれてい

る石垣である。

規　模　　長さ38.9ｍほど。段数は調査段階の資料

が少なく不明瞭だが、断面図では１ｍほどの高さま

で測れる部分もあり、複数段を持つ石垣と考えられ

る。

遺　物　　内耳土器片や瀬戸・美濃系陶器、粉挽き

形の上臼、砥石などが出土した。出土土器の時期幅

はやや広い。

時　期　　中世以降。石垣という遺構の特徴から

時期を特定することは難しい。20区屋敷跡に近く、

出土遺物等から本遺構を当該期に比定した。

20区６号石垣（93・96 〜 99図：PL28 〜 30）

調査年度　平成12年度

位　置　　Ｊ〜Ｌ－16 〜 18、Ｍ〜Ｐ－17・18

経　過　　調査は平成12年度に行われた。遺存状

態が良好な石垣である。20区４号石垣と一部並行

するようにあり、20区屋敷跡に近接することや、

屋敷跡出土の遺物と接合関係がみられたことから、

屋敷跡と関連する石垣の可能性も考えられる。

重　複　　20区40（堀之内１）・44（加曽利Ｅ４）・

47（堀之内１）号住居、235（縄文）・308・309（と

も に 中 世 以 降 ）・327・354・355・359・361・

374 〜 377（ともに縄文）号土坑と重複し、すべて

を切る。

形　状　　ほぼ直線状の石垣で、裏込め部分の遺存

状態も良好。比較的広い範囲で裏込めが確認でき

た。石垣の北側、前面にも礫が多くみられたが、石

垣との関わりについては調査所見もなく判然としな

い。

規　模　　長さ26.8ｍほど。遺存状態の良好なと

ころでは１ｍほどの高さまで測れる部分もあった。

図面では４段ほどの段数を持つ箇所もみられた。

遺　物　　信濃型内耳土器片、大窯４後半の志野

皿、刀の鞘に付く鯉口？、渡来銭や砥石などが出土

した。また、寛永通寶や近世陶磁器も出土した。出

土遺物の時期幅は広いが、内耳土器片や刀の一部な

どは、20区屋敷跡に関連する遺物かもしれない。

　また、６号石垣で出土した茶臼と20区屋敷跡で

出土した茶臼が接合した（屋敷No.92）。本石垣と

屋敷跡とに関連があるのか、屋敷跡を壊して築かれ

た石垣なのかは不明。成体のニホンジカと推定され

た獣骨も出土した。

時　期　　中世以降。石垣という遺構の特徴から

時期を特定することは難しい。20区屋敷跡に近く、

出土遺物等から本遺構を当該期に比定した。

20区８号石垣（93・100 〜 102図：PL30）

調査年度　平成13年度

位　置　　Ｆ・Ｇ－16・17、Ｈ－15 〜 17、Ｉ－

14 〜 17、Ｊ－14 〜 16

経　過　　調査は平成13年度に行われた。８号石

垣は発掘調査前の現況図と重ねると、地境に沿うよ

うに検出されており、比較的新しい段階まで使用さ

れていた石垣だとも考えられる。また本石垣と20

区９〜 15号石垣は連続するようにあり、一連の石

垣である可能性も考えられる。

重　 複　　20区72・73（ 加 曽 利 Ｅ ３）号 住 居、

373（縄文）・411（中世以降）号土坑、１号ヤック

ラ（中世以降）と重複。72・73号住居、373号土坑



第100図　20区 ８号石垣（１）

1：800 4m
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を切るも、その他の切り合い関係は不明。

形　状　　平面形状は、直角に屈曲する石垣であ

る。石垣には段があり、石垣の一部では比較的高く

礫を積み上げていた。

規　模　　東西の長さは11.2ｍほど、南北の長さ

は16ｍほど。遺存状態の良好な部分では2.8ｍほど

の高さまで測れた。石垣は複数段あり、石垣下部で

は大型の礫が横長に据えられていた。石垣上部に向

けて小型の礫を使用しているため、10段ほどの段

数を数える箇所もみられた。

遺　物　　青磁碗Ｂ１類、信濃型内耳土器片が出土

した。近世以降の陶磁器のほかにも、砥石、石鉢、

粉挽き形の石臼や煙管などもみられた。出土した遺

物は多様で、時期幅も広い。成体のニホンジカと推

定された獣骨も出土した。

時　期　　中世以降。石垣という遺構の特徴から時

期を特定することは難しい。出土遺物等から、本遺

構を当該期に比定した。

20区９号石垣（93・103図：PL30）

調査年度　平成13年度

位　置　　Ｅ－19・20、Ｆ〜Ｈ－18・19

経　過　　調査は平成13年度に行われた。調査段

階の資料が少なく、詳細は不明。発掘調査前の現況

図と重ねると地境に沿わない石垣である。遺存状態

が悪く詳細は分からないが、古い段階まで遡る石垣

か、あるいは他の遺構の痕跡である可能性も考えら

れる。やや離れるが、20区屋敷跡１・２号石垣と

の関連も考えられる。

重　 複　　20区382・383・429・430（ と も に

第101図　20区 ８号石垣（２）

1：800 4m
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第102図　20区 ８号石垣出土遺物

８石垣－１

８石垣－２ ８石垣－３

８石垣－７

８石垣－６
８石垣－５

８石垣－４

８石垣－ 14

８石垣－ 17（1/4）

８石垣－ 15（1/4）
1：40 10cm

1：30 10cm

８石垣－ 16（1/4）

８石垣－８ ８石垣－９ ８石垣－ 10 ８石垣－ 11

８石垣－ 12

８石垣－ 13
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第103図　20区 ９号石垣

1：800 4m
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縄文）・432・433（ともに中世以降）、19号焼土

遺構（中世以降）、17号墓坑（縄文）、１号ヤックラ

（中世以降）、２・７号掘立柱建物（縄文）と重複。

382・383・429・430号土坑、17号墓坑、２・７

号掘立柱建物を切るも、その他の遺構との切り合い

関係は不明。

形　状　　遺存状態は悪く形状は不明瞭だが、緩や

かな弧状を描く石垣である。

規　模　　遺存状態が悪く、規模はおよそである。

長さは15.6ｍまで測れた。段数は調査段階での資

料が少なく不明瞭だが、断面図では70㎝ほどの高

さまで測れる部分もあった。複数段あると思われる

が、遺存状態が悪く判然としない。

遺　物　　なし

時　期　　中世以降。遺物もなく、石垣という遺構

の特徴から考えても時期を特定することは難しい。

20区10号石垣（93・104図：PL31）

調査年度　平成15年度

位　置　　Ａ－５・６、Ｂ－５〜７

経　過　　調査は平成15年度に行われた。10号石

垣は、発掘調査前の現況図と重ねると地境に沿うよ

うに検出されており、比較的新しい段階まで使用さ

れていた石垣だとも考えられる。

重　複　　20区90号住居（９世紀後半）と重複し、

これを切る。

形　状　　石垣の一部と思われるため、形状はおよ

そである。小規模だが直線状の石垣。

規　模　　長さは7.3ｍまで測れた。段数について

は、調査段階での資料が少なく不明。断面図では

74㎝ほどの高さまで測れる部分もあった。小型の

礫もあるが段数は３段ほどか。

遺　物　　なし

時　期　　中世以降。遺物もなく、石垣という遺構

の特徴から考えても時期を特定することは難しい。

20区11号石垣（93・105・106図：PL31・32）

調査年度　平成15年度

位　置　　Ｄ－11、Ｅ－11・12、Ｆ－12・13、

Ｇ・Ｈ－14

経　過　　調査は平成15年度に行われた。11号石

垣は、発掘調査前の現況図と重ねると地境に沿うよ

うに検出されており、比較的新しい段階まで使用さ

れていた石垣だとも考えられる。また本石垣と20

区８〜 10・12 〜 15号石垣は、連続する石垣のよ

うにもみえる。

重　 複　　20区88号 住 居（ 加 曽 利 Ｅ ３）、484・

485・487（ともに縄文）・491（中世以降）・504

第104図　20区 10号石垣

1：800 4m
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第105図　20区 11～15号石垣（１）

1：2000 10m
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第106図　20区 11～15号石垣（２）

1：800 4m
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第107図　20区 12号石垣出土遺物（１）

12 石垣－２（1/6）

12 石垣－１

1：30 10cm
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第108図　20区 12号石垣出土遺物（２）

12 石垣－３（1/4）

1：40 10cm
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第109図　20区 13号石垣出土遺物

13 石垣－１（1/6）

1：60 20cm
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（縄文）号土坑と重複し、88号住居、484・485・

487・504号土坑を切るも、491号土坑との切り合

い関係は不明。

形　状　　ほぼ直線状の石垣。

規　模　　長さは18.3ｍまで測れた。段数は調査

段階での資料が少なく不明瞭だが、断面図では90

㎝ほどの高さまで測れる部分もあった。

遺　物　　なし

時　期　　中世以降。石垣という遺構の特徴から時

期を特定することは難しい。

20区12号石垣（93・105 〜 108図：PL31・32）

調査年度　平成15年度

位　 置　　Ａ－８・９、Ｂ－９・10、Ｃ－10・

11、Ｄ－11

経　過　　調査は平成15年度に行われた。12号石

垣は、発掘調査前の現況図と重ねると地境に沿うよ

うに検出されており、比較的新しい段階まで使用さ

れていた石垣だとも考えられる。また本石垣と20

区８〜 11・13 〜 15号石垣は、連続する石垣のよ

うにもみえる。

重　複　　20区96・104号住居（加曽利Ｅ３）と重

複し、これを切る。

形　状　　ほぼ直線状の石垣。

規　模　　長さは17.2ｍまで測れた。段数は調査

段階での資料が少なく不明瞭だが、断面図では1.3

ｍほどの高さまで測れる部分もあった。

遺　物　　砥石や一部欠損した石塔が出土した。成

体のウマと推定された獣骨も出土した。

時　期　　中世以降。石垣という遺構の特徴から時

期を特定することは難しい。出土遺物等から、本遺

構を当該期に比定した。

20区13号石垣（93・105・106・109図：PL31・

32）

調査年度　平成15年度

位　置　　19区Ｙ－７・８、20区Ａ－７・８

経　過　　調査は平成15年度に行われた。13号石

垣は、発掘調査前の現況図と重ねると地境に沿うよ

うに検出されており、比較的新しい段階まで使用さ

れていた石垣だとも考えられる。また本石垣と20

区８〜 12・14・15号石垣は、連続する石垣のよ

うにもみえる。　

重　複　　なし

形　状　　ほぼ直線状の石垣。

規　模　　長さは7.7ｍまで測れた。段数は調査段

階での資料が少なく不明瞭だが、断面図では1.2ｍ

ほどの高さまで測れる部分もあった。

第110図　20区 15号石垣・石垣出土遺物

1：40 10cm

1：30 10cm

15 石垣－３（1/4）15 石垣－２15 石垣－１

石垣－１（1/1）



第111図　20区 16号石垣、２号ヤックラ

1：800 4m
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遺　物　　一部欠損した石塔が出土。石垣に利用さ

れていたと思われる。

時　期　　中世以降。石垣という遺構の特徴から時

期を特定することは難しい。出土遺物等から、本遺

構を当該期に比定した。

20区14号石垣（93・105・106図：PL31・32）

調査年度　平成15年度

位　置　　19区Ｗ・Ｘ－８

経　過　　調査は平成15年度に行われた。14号石

垣は、発掘調査前の現況図と重ねると地境に沿うよ

うに検出されており、比較的新しい段階まで使用さ

れていた石垣だとも考えられる。また本石垣と20

区８〜 13・15号石垣は、連続する石垣のようにも

みえる。　

重　複　　なし

形　状　　ほぼ直線状の石垣。

規　模　　長さ4.2ｍほど。段数は調査段階での資

料が少なく不明瞭だが、断面図では70㎝ほどの高

さまで測れる部分もあった。

遺　物　　なし

時　期　　中世以降。石垣という遺構の特徴から時

期を特定することは難しい。

20区15号石垣（93・105・106・110図：PL31・

33）

調査年度　平成15年度

位　置　　Ｄ－13・14、Ｅ－13 〜 15

経　過　　調査は平成15年度に行われた。15号石

垣は、発掘調査前の現況図と重ねると地境に沿うよ

うに検出されており、比較的新しい段階まで使用さ

れていた石垣だとも考えられる。また本石垣と20

区８〜 14号石垣は、連続するようにもみえる。

重　複　　20区501号土坑（縄文）と重複し、これ

1：800 4m

第112図　19区 １号列石、28区 13号列石
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を切る。

形　状　　ほぼ直線状の石垣。

規　模　　長さ6.4ｍほど。段数は調査段階での資

料が少なく不明瞭だが、断面図では1.6ｍほどの高

さまで測れる部分もあった。

遺　物　　内耳土器片や近世以降の陶磁器が出土し

た。出土遺物の時期幅は広い。

時　期　　中世以降。石垣という遺構の特徴から時

期を特定することは難しい。出土遺物等から、本遺

構を当該期に比定した。

20区16号石垣（93・111図：PL33）

調査年度　平成16年度

位　置　　Ｌ－３〜７、Ｍ－３・４

経　過　　調査は平成16年度に行われた。16号石

垣は、発掘調査前の現況図と重ねると地境に沿うよ

うに検出されており、比較的新しい段階まで使用さ

れていた石垣だとも考えられる。

重　複　　20区122号住居（加曽利Ｅ３）、651（中

世以降）・663・664（縄文）号土坑と重複。122号

住居、663・664号土坑を切るも、651号土坑との

切り合い関係は不明。

形　状　　直線状の石垣が二条並行するようにある。

規　模　　長さ14ｍほど。段数は調査段階での資

料が少なく不明瞭だが、断面図では1.1ｍほどの高

さまで測れる部分もあった。

遺　物　　なし

時　期　　中世以降。遺物もなく、石垣という遺構

の特徴からも時期を特定することは難しい。

19区１号列石（112図：PL34）

調査年度　平成10年度

第113図　20区 ２号石列、２号石列出土遺物

1：800 4m

1：30 10cm

2 石列－ 1
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第４節　中世・近世の遺構

位　置　　19区Ｃ・Ｄ－25、29区Ｂ－２、Ｃ－

１・２

経　過　　調査は平成10年度に行われた。調査段階

では縄文時代の列石として認定されていたが、整理

段階で縄文時代の遺構ではないと判断した。遺構の

形態から石垣の可能性が高いとしてここで報告する。

重　複　　29区３号住居（堀之内１）と重複し、こ

れを切る。

形　状　　北側では緩やかな弧状を描くが、ほぼ直

線状。

規　模　　長さ10.3ｍほど。段数等は調査段階の

資料が少ないため不明。

遺　物　　なし

時　期　　中世以降。遺物もなく、石垣という遺構

の特徴からも時期を特定することは難しい。

28区13号列石（112図：PL34）

調査年度　平成10年度

位　置　　Ｙ－４・５

経　過　　調査は平成10年度に行われた。調査段階

では縄文時代の列石として認定されていたが、整理

段階で縄文時代の遺構ではないと判断した。遺構の

形態から石垣の可能性が高いとしてここで報告する。

重　複　　なし

形　状　　ほぼ直線状。

規　模　　長さ3.7ｍほど。段数は１段ほどか。

遺　物　　なし

時　期　　中世以降。石垣という遺構の特徴から時

期を特定することは難しい。

７　石列
　石列は、礫を直線的に据えた縄文時代に比定でき

ない遺構であるが、遺存状態の良好でない低い石垣

との差異も明瞭ではなく、遺構認定には混乱もあり

欠番もみられた。ここでは調査時の呼称を優先する

が、一部の遺構については再考も必要だろう。また、

20区１号石列は調査段階の資料がなく、ここでは

欠番としたい。ここで掲載する石列は、20区２箇

所、30区１箇所の計３箇所である。

　以下、各石列ごとに報告する。

20区２号石列（113図：PL34）

調査年度　平成11年度

位　置　　Ｆ〜Ｈ－25

第114図　20区 ３号石列

1：800 4m
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第３章　発見された遺構と遺物

経　過　　調査は平成11年度に行われた。調査段階

では20区２号列石として調査されていたが、縄文時

代の遺構ではないとの判断で、石列に変更された。

重　複　　20区６号配石、144・146・150・151

・171・178号土坑（すべて縄文）と重複し、すべて

を切る。

形　状　　ほぼ南北方向に直線状の石列。大型の礫

を中心に直線的に据えられている。

規　模　　長さ7.86ｍ、幅0.97ｍ。

遺　物　　尾呂茶碗の小破片が出土した。

時　期　　中世以降。石列という遺構の特徴から時

期を特定することは難しい。出土遺物等から、本遺

構を当該期に比定した。

20区３号石列（114図：PL34）

調査年度　平成11年度

位　置　　Ｅ・Ｆ－24・25

経　過　　調査は平成11年度に行われた。調査段

階では20区３号列石として調査されていたが、縄

文時代の遺構ではないと判断され石列に変更された。

重　複　　なし

形　状　　小規模ではあるが、北西から南東方向に

直線状の石列。

規　模　　長さ3.54ｍ、幅0.95ｍ。

遺　物　　なし

時　期　　中世以降。遺物もなく、石列という遺構

の特徴からも時期を特定することは難しい。

30区１号石列（115図）

調査年度　平成９年度

位　置　　Ｇ－１・２

経　過　　調査は平成９年度に行われた。30区１

号列石と混同されており、混乱がみられた。

重　複　　なし

形　状　　北西から南東に直線状の石列。

規　模　　長さ4.08ｍ、幅0.4ｍ。

遺　物　　なし

時　期　　中世以降。遺物もなく、石列という遺構

の特徴からも時期を特定することは難しい。

８　石組遺構
　石組遺構は、礫を人為的に据えた縄文時代に比定

できない遺構であるが、遺構認定には混乱もあり、

欠番もみられた。調査段階では縄文時代の配石とし

て調査されたものの、石組遺構に変更となった遺構

も多くあった。また石組遺構の形態は多様であり、

同様の性格を持つ遺構かどうかも含め、一部につい

ては再考が必要だと考えている。

　ここで掲載する石組遺構は20区屋敷跡で記載し

た４基を除く、20区３基と、18区配石１基、20区

配石７基の計11基である。

　以下、各石組遺構ごとに報告する。

18区41号配石（116図：PL34）

調査年度　平成14年度

第115図　30区 １号石列

1：800 2m
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第４節　中世・近世の遺構

位　置　　Ｊ・Ｋ－12・13

経　過　　調査は平成14年度に行われた。18区41

号配石は、調査段階では縄文時代の配石遺構と捉え

られていたが、整理段階で中世以降の石組遺構の可

能性が高いと判断し、ここで報告する。

重　複　　26号住居（加曽利Ｅ３）、221号土坑（中

世以降）と重複。26号住居を切るも、221号土坑と

の切り合い関係は不明。

形　状　　不定形。大型の礫などが集まったように

もみえるが、形状は不明。

規　模　　形状も判然としないため規模はおよそで

あるが、長軸492㎝ほど、短軸325㎝ほどであった。

方　位　　不明

遺　物　　なし

時　期　　中世以降。出土遺物がなく、時期は特定

できない。

20区１号石組遺構（117 〜 120図：PL34・35）

調査年度　平成11年度

位　置　　20区Ｌ・Ｍ－25、30区Ｌ・Ｍ－１

経　過　　調査は平成11年度に行われた。遺構番

号に重複がみられたため、30区１号石組遺構を欠

番とした。平面長方形の掘り込みの壁面に礫を据え

た遺構である。特に遺存状態の良好な南側の壁面に

第116図　18区 41号配石

1：500 2m
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第３章　発見された遺構と遺物

第117図　20区 １号石組遺構（１）

1：500 2m



149

第４節　中世・近世の遺構

第118図　20区 １号石組遺構（２）

1：500 2m
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第３章　発見された遺構と遺物

第119図　20区 １号石組遺構出土遺物（１）

１石組－ 16（1/4）
１石組－ 15

１石組－ 14

１石組－ 11

１石組－８

１石組－９

１石組－６
１石組－５

１石組－１ １石組－２
１石組－３

１石組－ 12 １石組－ 13

１石組－ 10

１石組－７

１石組－４

1：40 10cm

1：30 10cm
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第４節　中世・近世の遺構

第120図　20区 １号石組遺構出土遺物（２）

１石組－ 17

1：30 10cm
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第３章　発見された遺構と遺物

第121図　20区 ２号石組遺構（１）

1：500 2m
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第４節　中世・近世の遺構

は、礫が石垣状に組まれていた。また北側には小さ

な張り出し部分がみられた。20区屋敷跡にも近く、

中世の竪穴遺構の可能性もあるだろう。

重　複　　なし

形　状　　平面形状はほぼ長方形を呈する。北側に

は張り出し部分を持ち、西側には階段状の段を有す

る。長方形の掘り込みの壁面に、礫を組んだような

形態である。

規　模　　長軸563㎝、短軸342㎝。深さは53㎝

ほどであった。

方　位　　Ｎ－53°－Ｅ

遺　物　　内耳土器片が多数出土。自然礫を利用し

た大型の砥石も出土した。死亡年齢は不明だがウマ

に推定された獣骨も出土した。

時　期　　中世。出土遺物より、本遺構を当該期に

比定した。

20区２号石組遺構（121 〜 123図：PL35）

調査年度　平成11年度

位　置　　Ｋ・Ｌ－24・25

経　過　　調査は平成11年度に行われた。礫が据

えられていた状況の平面図がなく、石組遺構とすべ

きかは判然としない。断面図を参考に判断すると、

２号石組遺構は平面円形の掘り込みが隣接するよう

にある形態で、そこに大型の礫が据えられていたと

思われる。20区７号石組遺構に近接してあり、一

連の遺構である可能性も考えられる。また、内耳土

器やカワラケが出土したことや、20区屋敷跡に近

い位置にあることから、屋敷跡との関わりも考えら

れる。

　円形の掘り込みには、近接して多くの柱穴状の掘

り込みが確認されたが、本遺構に伴うかは調査所見

もなく不明。

重　複　　なし

形　状　　平面は、二つの円形状の土坑が接したよ

うな形状である。断面形状はすり鉢状。

　遺構周辺からは、13基の柱穴状の掘り込みが検

出された。遺構の一部とも考えられていたようだ

が、調査所見もなく判然としない。

規　模　　長軸356㎝、短軸323㎝。深さは58㎝

ほどであった。

方　位　　不明

遺　物　　内耳土器片が出土した。本遺跡ではカワ

ラケの出土量は極めて少ないが、ここでは小型のカ

ワラケが出土した。また粉挽き形の上臼、石鉢など

も出土した。

時　期　　中世。出土遺物より、本遺構を当該期に

比定した。

20区３号石組遺構

　20区屋敷跡関連で報告。

20区４号石組遺構

　20区屋敷跡関連で報告。

第122図　20区 ２号石組遺構（２）

1：500 2m
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第123図　20区 ２号石組遺構出土遺物

２石組－ 10（1/4）

２石組－ 12（1/4）

２石組－ 11（1/4）

２石組－８

２石組－９

２石組－１
２石組－２

２石組－３
２石組－４

２石組－５

２石組－６

２石組－７

１石組－７

1：40 10cm

1：30 10cm
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20区５号石組遺構

　20区屋敷跡関連で報告。

20区６号石組遺構

　20区屋敷跡関連で報告。

20区７号石組遺構（124図：PL35）

調査年度　平成11年度

位　置　　Ｌ－25

経　過　　調査は平成11年度に行われた。遺構の

一部は欠損しており、遺存状態は悪い。形状も不明

瞭である。20区２号石組遺構に近接してあり、一

連の遺構である可能性も考えられる。また、内耳土

器が出土したことや、20区屋敷跡に近い位置にあ

ることから、屋敷跡との関わりも考えられる。

　遺構覆土中には小型の礫が多いものの、意図的に

据えられたような礫の痕跡は少なく、石組遺構の呼

称が適切かどうか再考が必要だと思われる。

重　複　　なし

形　状　　一部欠損しており不明瞭だが、平面形状

は方形を呈するものと思われる。

規　模　　一部欠損しており規模はおよそである

が、長軸は138㎝ほど、短軸は109㎝ほど。深さは

25㎝ほどであった。

方　位　　Ｎ－87°－Ｗ

遺　物　　内耳土器片が出土した。

時　期　　中世以降。遺存状態が悪いため時期を特

定することは難しい。出土遺物等より、本遺構を当

該期に比定した。

20区27 ～ 31号配石（125図：PL36）

調査年度　平成16年度

位　置　　Ｎ－９〜 11、Ｏ－９・10

経　過　　調査は平成16年度に行われた。20区27

〜 31号配石は、調査段階では縄文時代の配石遺構

と認定されていたが、整理段階で中世以降の石組遺

構の可能性が高いと判断し、ここで報告する。

　遺構名称は27 〜 31号配石と５基に分かれる。掘

り方調査では、それぞれに不整円形の掘り込みがあ

り異なる遺構の可能性もあるが、平面形状は直線上

に礫が並ぶようにもみえるため、ここではまとめて

報告したい。

重　複　　20区554号土坑、１号竪穴遺構（ともに

中世以降）と重複。切り合い関係は不明。

第124図　20区 ７号石組遺構、７号石組遺構出土遺物

1：500 2m

1：30 10cm

7 石組－ 1

7 石組－ 2
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第125図　20区 27～31号配石

1：500 2m
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第４節　中世・近世の遺構

形　状　　平面形状は、直線上に礫が並ぶようにも

みえる。掘り方調査では、それぞれ不整円形の掘り

込みがあり礫が据えられたようにもみえるが、調査

所見もなく判然としない。

規　模　　ここでの規模は、５基の遺構すべてを含

めた規模である。長さ596㎝、幅154㎝。

遺　物　　なし

時　期　　中世以降。遺構からの出土遺物がなく、

時期は特定できない。

20区32号配石（126図：PL36）

調査年度　平成16年度

位　置　　Ｏ・Ｐ－５・６

経　過　　調査は平成16年度に行われた。20区32

号配石は、調査段階では縄文時代の配石遺構と認定

されていたが、整理段階で中世以降の石組遺構の可

能性が高いと判断し、ここで報告する。

重　複　　なし

形　状　　平面形状は歪んだ楕円形、断面形状はす

り鉢状を呈する。土坑状の掘り込みからは、多数の

礫が出土した。

規　模　　長軸184㎝、短軸146㎝。深さは36㎝

であった。

方　位　　不明

第126図　20区 32・33号配石

1：500 2m
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遺　物　　なし

時　期　　中世以降。遺構からの出土遺物がなく、

時期は特定できない。

20区33号配石（126図：PL36）

調査年度　平成14年度

位　置　　Ｍ－９

経　過　　調査は平成14年度に行われた。20区33

号配石は、調査段階では縄文時代の配石遺構と認定

されていたが、整理段階で中世以降の石組遺構の可

能性が高いと判断し、ここで報告する。

重　複　　なし

形　状　　平面形状は楕円形、断面形状は円筒状を

呈する。土坑状の掘り込みからは、多数の礫が出土

した。

規　模　　長軸202㎝、短軸92㎝。深さは39㎝で

あった。

方　位　　Ｎ－18°－Ｅ

遺　物　　なし

時　期　　中世以降。遺構からの出土遺物がなく、

時期は特定できない。

９　石囲い遺構
　石囲い遺構は、礫を人為的に囲い、中央に空間を

作っているようにみえる遺構で、縄文時代に比定で

きないと判断された遺構である。石組遺構との明確

な違いがあるのかは判断しがたいが、前述の通り本

書では調査段階の呼称を優先したい。

　ここで報告する石囲い遺構は、20区で確認され

た３基である。20区以外で石囲い遺構と呼称され

る遺構は確認されていない。

　以下、各石囲い遺構ごとに報告する。

20区１号石囲い遺構（127・128図：PL37）

調査年度　平成16年度

位　置　　Ｌ－７〜 10、Ｍ－８〜 10、Ｎ－９

経　過　　調査は平成16年度に行われた。遺構の

重複などにより遺存状態は悪いが、空間を方形に囲

うような溝状の浅い掘り込みの中から、礫が充填さ

れたように出土したことから、石囲い遺構と認定さ

れた。

　20区１号石囲い遺構は、２号石囲い遺構と隣接

し同様の平面形状を呈している。１号石囲い遺構

は、２号石囲い遺構と近似した遺構と思われる。し

かし、20区555号土坑との切り合い関係もあり、

遺存状態が悪く不明瞭な部分が多い。

　１・２号石囲い遺構は、本来はひとつの遺構とし

て捉えるべきものであるとも考えられるため、ここ

では２基が隣接した遺構図を掲載した。

重　複　　20区555（中世）・597（中世以降）・

643（堀之内２）号土坑、33号配石（縄文）と重複。

643号土坑、33号配石を切るが、555・597号土坑

との切り合い関係は不明。

形　状　　遺存状態が悪く判然としないが、平面形

状は方形を呈していたと思われる。遺構中央にある

方形の空間を、礫がド－ナツ状に囲うような平面形

状を呈していたと推測される。中央にみえる礫は、

その残骸か。

規　模　　遺存状態が悪く、規模はおよそである。

長軸は938㎝ほど、短軸は511㎝ほどまで測れた。

深さは49㎝ほどであった。

方　位　　不明

遺　物　　鉄滓が14点、羽口片１点が出土した。

鉄滓の総重量は1,245.9ｇであった。また切り合い

関係のある20区555号土坑からも鉄滓が出土して

いる。既に『横壁中村遺跡（６）』で報告されている

が、31点、総重量4,015.6ｇの鉄滓が出土した。

　１・２号石囲い遺構と555号土坑が鉄に関連する

遺構であったのかは、調査所見もなく判断材料は少

ない。近隣にあった遺構から混入した鉄滓である可

能性も否定できない。

時　期　　中世以降。出土遺物等から、本遺構を当

該期に比定した。

20区２号石囲い遺構（127・128図：PL37）

調査年度　平成16年度



第127図　20区 １・２号石囲い遺構
1：500 2m
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位　置　　Ｌ－９〜 11、Ｍ－10・11

経　過　　調査は平成16年度に行われた。空間を

方形に囲うような溝状の浅い掘り込みの中から、礫

が充填されたように出土したことから、石囲い遺構

と認定された。

　前述の通り、20区２号石囲い遺構は、１号石囲

い遺構と隣接してあり、同様の平面形状を呈してい

ることなどから、本来ひとつの遺構であった可能性

も考えられる。そのため、ここでは２基が隣接した

遺構図を掲載した。

重　複　　20区116号住居（加曽利Ｅ３）、647・

650号土坑（中世以降）、３号ヤックラ（中世以降）と

重複。116号住居を切るが、647・650号土坑、３

号ヤックラとの切り合い関係は不明。

形　状　　平面形状は方形を呈する。遺構中央にあ

る方形の空間を、礫がド－ナツ状に囲うような平面

形状を呈している。中央にある空間の一部からは鉄

滓が出土した。

規　模　　長軸520㎝、短軸457㎝。深さは45㎝

であった

方　位　　Ｎ－75°－Ｗ

遺　物　　古瀬戸後期ⅠかⅡの天目茶碗、金属製品

が出土した。鉄滓も３点出土した。鉄滓の総重量は

259.1ｇであった。

時　期　　中世以降。出土遺物等から、本遺構を当

該期に比定した。

20区３号石囲い遺構（129・130図：PL38）

調査年度　平成16年度

位　置　　Ｐ・Ｑ－７

経　過　　調査は平成16年度に行われた。浅い溝

状の掘り込みはみられなかったが、礫が囲うように

第128図　20区 １・２号石囲い遺構出土遺物

２石囲－ 2（1/2） ２石囲－３

２石囲－１

１石囲－１ １石囲－２

1：30 10cm

1：20 5cm
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出土したことから、調査段階に石囲い遺構と認定さ

れた。

　囲うようにあった礫の外縁からは柱穴状の掘り込

み２基が、遺構中央からは焼土が検出された。検出

された柱穴、礫、焼土が３号石囲い遺構に伴うもの

かは、調査所見もなく判断しがたい。また３号石囲

い遺構は、１・２号石囲い遺構とは平面形状なども

異なり、本来異なる遺構とも考えられる。　

重　複　　なし

形　状　　遺構の平面形状はおよそ楕円形を呈する

ものと思われる。礫が囲うようにある遺構で掘り込

みはない。柱穴状の掘り込み２基が確認できたが、

一連の遺構であるかは判断しがたい。

規　模　　長軸352㎝、短軸174㎝ほど。前述の通

り、掘り込みは確認できないため、深さは不明。

　柱穴２基の規模は以下の通りである。規模は長軸

×短軸×深さ、単位は㎝である。柱１：51×46×

19、柱２：45×37×33。

方　位　　Ｎ－75°－Ｗ。掘り込みがなく、遺構の

平面形状も不明瞭であり、方位はおよそである。

遺　物　　羽口片、粉挽き形の下臼が出土した。

時　期　　中世以降。出土遺物等から、本遺構を当

該期に比定した。

10　墓坑他
　ここでは墓坑他として、主に人骨及び獣骨の出土

した遺構について報告する。

　調査段階、骨が出土した遺構の多くについては、

第129図　20区 ３号石囲い遺構

1：500 2m
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墓坑と認定していた。整理作業において、出土した

骨類を調査した結果、人骨が出土した遺構と獣骨が

出土した遺構が同様に墓坑として呼称されているこ

とがわかった。前述の通り、本書では調査段階での

遺構名称を優先しており、遺構名称はそのままで報

告している。しかし、人骨と獣骨が出土した遺構の

性格は異なるものと考え、ここでは人骨の出土した

墓坑と思われる遺構と、獣骨の出土した遺構とを分

けて報告したい。

　人骨が出土した遺構からは銭貨が共伴する出土例

もみられた。六道銭のような葬送儀礼に伴う可能性

が高いと考えている。そのため、骨が確認できず銭

貨のみ出土した遺構についても、人骨が出土した遺

構と同様の性格を持つ遺構の可能性が考えられると

して、ここではまとめて報告したい。ただし、銭貨

が出土した遺構の中には規模の小さいものもあり、

すべてが同様の性格を持つ遺構ではないだろう。調

査段階での資料が少なく判断しがたいため、ここで

は一括して扱い報告する。

　第131図は、墓坑他で報告するすべての遺構と、

発掘調査前の現況図とを重ねた遺構分布図である。

人骨が出土した墓坑では、被葬者の頭位や性別、年

齢、銭貨出土の有無が記載されているので参考にし

ていただきたい。

　ここで人骨、銭貨出土遺構として報告する遺構は

34基、獣骨出土遺構として報告する遺構は10基で

ある。そのうち20区屋敷跡関連として報告されて

いる人骨、銭貨出土遺構は３基、獣骨出土遺構は４

基あるが、この７基についても簡潔に概略を報告す

る。また、既に『横壁中村遺跡（６）』で報告されてい

る12基の遺構についても同様に、概要のみを報告

したい。

　以下、人骨、銭貨出土遺構と獣骨出土遺構に分

け、各遺構ごとに報告する。

（１）人骨、銭貨出土遺構

　ここでは、人骨、銭貨が出土した遺構について報

告する。整理段階、出土骨類の調査をしたが、古代

に比定できる出土例は確認できなかった。また、報

告する遺構から出土した銭貨は渡来銭であり、寛永

通寶は確認できなかった。そのため、ここで報告す

る遺構の多くは中世に比定されるものと考えている。

　ここで報告する遺構は、18区２基、19区２基、

20区25基、29区２基、30区５基の計36基である。

そのうち、20区屋敷跡関連で報告された遺構は３

基、『横壁中村遺跡（６）』で報告された遺構は３基で

ある。また、36基のうち、人骨が出土した遺構は

21基を数える。

　出土人骨については、第４章の中で楢崎修一郎氏

により詳述されている。ここでは、その概要につい

てのみ報告したい。

　人骨が出土した21基の墓坑の埋葬方法は、屈葬

第130図　20区 ３号石囲い遺構出土遺物

３石囲－１

1：40 10cm

1：30 10cm

３石囲－ 2（1/4）
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が19基と最も多い。また被葬者の頭位は、北東方

向が13基と最も多く、北方向は３基のみであった。

頭位が確認できた遺構は20区及び30区で検出され

ているが、調査区は北東方向に傾斜していた。発掘

調査前の現況図をみても、地形に合わせるように地

境が北東方向へ振れていた。埋葬時、被葬者の頭を

北へ向けようとしていたが、地形の傾斜や地境など

から、多くは北東方向へ頭位を向けることになった

可能性も考えられる。ただし、すべての遺構を一括

に扱うことはできず、推測の域は出ない。

　被葬者の性別は、男性９体、女性９体、不明３体

である。死亡年齢は、未成年が３体、約20歳代が

１体、約30歳代が９体、約40歳代が４体、老齢が

１体、成人が３体と推定されている。性別や年齢に

よって、埋葬場所の傾向はみられなかった。しか

し、出土例は２基と少ないが、10歳に満たない被

葬者が20区屋敷跡近辺で確認されている。屋敷跡

との関連については判然としない。

　第４章の中で楢崎氏が指摘するように、横壁中村

遺跡のある長野原町では、埋葬のための「埋め墓」と

墓参りをする「詣り墓」を分ける「両墓制」が認められ

る。すべての墓坑に共伴遺物はないが、ここで報告

する墓坑から出土した銭貨はすべて渡来銭であり、

中世に比定できる遺構が多いと考えている。また、

出土した墓坑はやや集中する箇所もあるものの、散

在しているようにもみえる。両墓制が近世からの葬

制と考えられていることや、横壁中村遺跡での出土

様相を考え併せると、報告する遺構は両墓制の埋め

墓ではないと思われる。同地域での両墓制は、中世

まで遡らない可能性が高いだろう。

　以下、各遺構ごとに詳細を報告する。

18区125号土坑（『横壁（６）』で報告済み）

調査年度　平成14年度

位　置　　Ｖ－６・７

形　状　　平面形状は長方形、断面形状は円筒状を

呈する。

規　模　　長軸257×短軸80×深さ52㎝。

方　位　　Ｎ－８°－Ｗ

遺　物　　「開元通寶？」１点出土。

人　骨　　なし

時　期　　近世

18区129号土坑（『横壁（６）』で報告済み）

調査年度　平成14年度

位　置　　Ｘ－７

形　状　　平面形状は長方形、断面形状は浅い円筒

状を呈する。

規　模　　長軸281×短軸100×深さ24㎝。

方　位　　Ｎ－76°－Ｅ

遺　物　　「紹聖元寶？」１点出土。

人　骨　　なし

時　期　　中世

19区75号土坑（『横壁（６）』で報告済み）

調査年度　平成14年度

位　置　　Ａ－10・11

形　状　　平面形状は長方形、断面形状は皿状を呈

する。

規　模　　長軸206×短軸116×深さ26㎝。

方　位　　Ｎ－12°－Ｅ

遺　物　　「紹聖元寶」１点出土。

人　骨　　なし

時　期　　中世

19区293号土坑（133図：PL38）

調査年度　平成16年度

位　置　　Ｙ－14

経　過　　調査は平成16年度に行われた。調査段

階には土坑と認定されていたが、整理段階に墓坑と

判断されたため、『横壁中村遺跡（６）』の中で詳細な

報告はされていない。

　出土した人骨の遺存状態はやや悪いが、出土状況

から頭位は北東方向で、屈葬で埋葬されていたと思

われる。覆土中からは礫も出土した。

重　複　　52号住居（縄文）と重複し、これを切る。



第131図　人骨、獣骨、銭貨出土遺構分布図
1：6000 20m
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第132図　18区 125・129号配石

1：300 1m
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形　状　　平面形状は円形、断面形状は皿状を呈す

る。

規　模　　長軸122㎝、短軸108㎝。深さは28㎝

と浅い。

方　位　　Ｎ－55°－Ｅ。

遺　物　　なし

人　骨　　約30歳代の女性。

時　期　　中世以降。遺構から人骨以外の出土遺物

がなく、時期は特定できない。

20区１号墓坑（134図：PL38）

調査年度　平成11年度

位　置　　Ｊ－20

経　過　　調査は平成11年度に行われた。調査段

階で、人骨や銭貨が出土したことから墓坑と認定さ

れた。出土した人骨の遺存状態は悪いが、出土状況

から頭位は北東方向で、屈葬で埋葬されていたと思

われる。

重　複　　なし

形　状　　平面形状は楕円形、断面形状は円筒状を

呈する。墓坑の北東方向からは、大型の地山礫が出

土した。

規　模　　長軸140㎝、短軸76㎝。深さは53㎝で

あった。

方　位　　Ｎ－54°－Ｅ

遺　物　　「熈寧元寶？」、「元豊通寶」各１点が出土

した。

人　骨　　約30歳代の男性。

時　期　　中世。出土遺物より、本墓坑を当該期に

比定した。

20区４号墓坑（135図：PL39）

調査年度　平成11年度

位　置　　Ｕ－22・23

経　過　　調査は平成11年度に行われた。当初は

20区23号土坑とされていたが、その後人骨が出土

したことから墓坑の可能性が高いと判断され、23

号土坑を欠番とし、20区４号墓坑へ遺構名称が変

更された。出土した人骨の遺存状態は非常に悪く、

埋葬状態は不明である。

第133図　19区 75・293号土坑

1：300 1m
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重　複　　20区８（加曽利Ｅ１）号住居と重複し、

これを切る。

形　状　　平面形状は方形、断面形状は浅いすり鉢

状を呈する。

規　模　　長軸133㎝、短軸112㎝。深さは12㎝

と浅い。

方　位　　Ｎ－85°－Ｅ

遺　物　　内耳土器片が出土した。

人　骨　　遺存状態も悪く性別は不明だが、約９ヶ

月〜１歳と推定された人骨が出土した。

時　期　　中世。出土遺物より、本墓坑を当該期に

比定した。

20区５号墓坑

　20区屋敷跡関連で報告。渡来銭が出土。人骨の

遺存状態は悪く、性別は不明。約７〜９歳と推定さ

れた。墓坑の規模が大きいことから、伸展葬での埋

葬の可能性が高い。

20区８号墓坑（136図：PL39）

調査年度　平成12年度

位　置　　Ｐ－17

経　過　　調査は平成12年度に行われた。南東方

向を中心に大型の礫が出土した。出土した人骨の遺

存状態は悪いが、出土状況から頭位は北西方向で、

屈葬で埋葬されていたと思われる。

重　複　　20区60号住居（加曽利Ｅ２）と重複し、

これを切る。

形　状　　平面形状は楕円形、断面形状は皿状を呈

する。

第134図　20区 １号墓坑、１号墓坑出土遺物

1：300 1m

1：10 2.5cm1墓－1（1/1） 1墓－2（1/1）
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規　模　　長軸136㎝、短軸84㎝。深さは38㎝で

あった。

方　位　　Ｎ－42°－Ｗ

遺　物　　「開元通寶」１点、「景祐元寶？」１点、「熈

寧元寶」２点、「永楽通寶」２点が出土した。

人　骨　　約20歳代の女性。

時　期　　中世。出土遺物より、本墓坑を当該期に

比定した。

20区９号墓坑（137図：PL39）

調査年度　平成12年度

位　置　　Ｋ－15・16

経　過　　調査は平成12年度に行われた。出土し

た人骨の遺存状態は比較的良好で、出土部位は全身

に及んだ。人骨の出土状況から、頭位は北東方向

で、屈葬で埋葬されていたと思われる。

重　複　　なし

形　状　　平面形状は楕円形、断面形状は円筒状を

呈する。

規　模　　長軸210㎝、短軸138㎝。深さは62㎝

であった。

方　位　　Ｎ－43°－Ｅ

遺　物　　なし

人　骨　　約15 〜 16歳の男性。

時　期　　中世以降。遺構から人骨以外の出土遺物

がなく、時期は特定できない。

20区11号墓坑（138図：PL39・40）

調査年度　平成12年度

位　置　　Ｎ・Ｏ－18・19

経　過　　調査は平成12年度に行われた。出土し

た人骨の遺存状態はあまり良好ではないが、少しず

つ全身が出土した。人骨の出土状況から、頭位は北

方向で、屈葬で埋葬されていたと思われる。

重　複　　20区47号住居（堀之内１）と重複し、こ

れを切る。

第135図　20区 ４号墓坑、４号墓坑出土遺物

1：300 1m

1：30 10cm
4 墓－ 1
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1：300 1m 1：10 2.5cm

第136図　20区 ８号墓坑、８号墓坑出土遺物

8墓－1（1/1）

8墓－3（1/1）

8墓－5（1/1）

8墓－2（1/1）

8墓－4（1/1）

8墓－6（1/1）



172

第３章　発見された遺構と遺物

1：300 1m

第137図　20区 ９号墓坑
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形　状　　平面形状は不整円形、断面形状は浅い円

筒状を呈する。

規　模　　長軸118㎝、短軸107㎝。深さは26㎝

と浅い。

方　位　　Ｎ－36°－Ｅ

遺　物　　「開元通寶」、「元豊通寶」各１点が出土し

た。

人　骨　　老齢の男性。

時　期　　中世。出土遺物より、本墓坑を当該期に

比定した。

20区13号墓坑（139図：PL40）

調査年度　平成12年度

位　置　　Ｒ－14

経　過　　調査は平成12年度に行われた。遺構中

央から大型の礫が集中するように出土した。出土し

た人骨の遺存状態は比較的良好で、出土部位は全身

に及んだ。人骨の出土状況から、頭位は西方向で、

屈葬で埋葬されていたと思われる。

重　複　　なし

形　状　　平面形状は楕円形、断面形状は浅い円筒

状を呈する。

規　模　　長軸133㎝、短軸113㎝。出土した礫か

ら遺構底面までの深さは51㎝であった。

方　位　　Ｎ－75°－Ｗ

遺　物　　なし

人　骨　　約30歳代の女性。

時　期　　中世以降。遺構から人骨以外の出土遺物

がなく、時期は特定できない。

20区14号墓坑（140図：PL40）

調査年度　平成12年度

位　置　　Ｑ－14

経　過　　調査は平成12年度に行われた。出土し

た人骨の遺存状態は比較的良好で、出土部位は全身

に及んだ。人骨の出土状況から、頭位は北東方向

で、仰臥屈葬で埋葬されていたと思われる。

重　複　　なし

形　状　　平面形状は長方形、断面形状は遺存状態

が悪く不明。

規　模　　長軸113㎝、短軸60㎝。深さは23㎝と

浅い。

方　位　　Ｎ－30°－Ｅ

遺　物　　なし

1：300 1m

1：10 2.5cm

第138図　20区 11号墓坑、11号墓坑出土遺物

11 墓－ 1（1/1）

11 墓－ 2（1/1）
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第３章　発見された遺構と遺物

1：300 1m

第139図　20区 13号墓坑
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第４節　中世・近世の遺構

1：300 1m

第140図　20区 14号墓坑
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第３章　発見された遺構と遺物

人　骨　　約40歳代の男性。

時　期　　中世以降。遺構からは人骨以外の出土遺

物がなく、時期は特定できない。

20区15号墓坑（141図：PL40）

調査年度　平成13年度

位　置　　Ａ－19

経　過　　調査は平成13年度に行われた。人骨の

遺存状態は非常に悪いが、出土状況から頭位を西に

した屈葬で埋葬されていたと思われる。

重　複　　なし

形　状　　平面形状は楕円形、断面形状は皿状を呈

する。

規　模　　長軸156㎝、短軸111㎝。深さは14㎝

と浅い。

方　位　　Ｎ－81°－Ｅ

遺　物　　なし

人　骨　　遺存状態が悪く性別は不明だが、成人と

推定された人骨が出土した。

時　期　　中世以降。遺構から人骨以外の出土遺物

がなく、時期は特定できない。

20区16号墓坑（141図：PL41）

調査年度　平成13年度

位　置　　Ｄ－20

経　過　　調査は平成13年度に行われた。人骨の

遺存状態は非常に悪いが、出土状況から頭位を北に

した屈葬で埋葬されていたと思われる。

重　複　　なし

形　状　　平面形状は楕円形、断面形状は不定形を

呈する。

規　模　　長軸112㎝、短軸87㎝。深さは33㎝で

あった。

方　位　　Ｎ－９°－Ｅ

遺　物　　なし

人　骨　　成人の女性。

時　期　　中世以降。遺構から人骨以外の出土遺物

がなく、時期は特定できない。

20区18号墓坑（142図：PL41）

調査年度　平成13年度

位　置　　Ｅ－20・21

経　過　　調査は平成13年度に行われた。出土し

た人骨の遺存状態は悪い。人骨の出土状況から、頭

位は北東方向で、屈葬で埋葬されていたと思われ

る。

重　複　　なし

1：300 1m

第141図　20区 15・16号墓坑
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第４節　中世・近世の遺構

形　状　　地山に礫が多いためか形状は判然としな

い。平面形状は不整円形、断面形状は不定形を呈す

ると思われる。

規　模　　地山に礫が多く規模はおよそである。長

軸は133㎝ほど、短軸は116㎝ほどまで測れた。深

さは44㎝ほどであった。

方　位　　Ｎ－56°－Ｗ

遺　 物　　「 天 聖 元 寶？」、「 元 豊 通 寶 」、「 聖 宋 元

寶？」、「大観通寶」各１点が出土した。

人　骨　　成人の女性。

時　期　　中世。出土遺物より、本墓坑を当該期に

比定した。

20区19号墓坑（143図：PL41）

調査年度　平成13年度

位　置　　Ａ－20

経　過　　調査は平成13年度に行われた。当初は

20区19号配石として調査されていたが、中世以降

第142図　20区 18号墓坑、18号墓坑出土遺物

1：300 1m

1：10 2.5cm

18 墓－ 1（1/1）

18 墓－ 2（1/1）

18 墓－ 3（1/1）

18 墓－ 4（1/1）
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第３章　発見された遺構と遺物

の墓坑の可能性が高いとされ、19号配石を欠番と

し、20区19号墓坑へ遺構名称を変更した。遺構中

央からは大型の礫が集中するように出土した。出土

した人骨の遺存状態はあまり良好ではない。人骨の

出土状況から、頭位は北東方向で、屈葬で埋葬され

ていたと思われる。

重　複　　なし

形　状　　平面形状は楕円形を呈する。遺存状態が

悪く、断面形状は不詳。

規　模　　長軸102㎝、短軸66㎝。深さは37㎝で

あった。

方　位　　Ｎ－34°－Ｅ

1：300 1m

1：10 2.5cm

第143図　20区 19号墓坑、19号墓坑出土遺物

19 墓－ 1（1/1）

19 墓－ 2（1/1）

19 墓－ 3（1/1）
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第４節　中世・近世の遺構

1：300 1m

1：10 2.5cm

第144図　20区 20号墓坑、20号墓坑出土遺物

20 墓－ 1（1/1）

20 墓－ 2（1/1）

20 墓－ 3（1/1）
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第３章　発見された遺構と遺物

遺　物　　「紹聖元寶」、「元符通寶」、「朝鮮通寶」各１

点が出土した。

人　骨　　約30歳代の女性。

時　期　　中世。出土遺物より、本墓坑を当該期に

比定した。

20区20号墓坑（144図：PL41・42）

調査年度　平成15年度

位　置　　Ａ－12、Ｂ－12・13

経　過　　調査は平成15年度に行われた。出土し

た人骨の遺存状態は比較的良好で、出土部位は全身

に及んだ。人骨の出土状況から、頭位は北方向で、

屈葬で埋葬されていたと思われる。

重　複　　なし

形　状　　平面形状は方形、断面形状は円筒状を呈

する。

規　模　　長軸113㎝、短軸100㎝。深さは32㎝

であった。

方　位　　Ｎ－34°－Ｅ。頭骨出土位置を考慮し、

計測した。

遺　物　　「天聖元寶」、「熈寧元寶」、「洪武通寶」各１

点が出土した。

人　骨　　約30歳代の男性。

時　期　　中世。出土遺物より、本墓坑を当該期に

1：300 1m 1：10 2.5cm

第145図　20区 21号墓坑、21号墓坑出土遺物

21 墓－ 1（1/1）

21 墓－ 2（1/1）
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第４節　中世・近世の遺構

1：30 10cm

1：300 1m

1：10 2.5cm

第146図　20区 22号墓坑、22号墓坑出土遺物

22 墓－ 1（1/1） 22 墓－ 2（1/1）

22 墓－ 3
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第３章　発見された遺構と遺物

1：300 1m

第147図　20区 34・46・308・309号土坑
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第４節　中世・近世の遺構

比定した。

20区21号墓坑（145図：PL42）

調査年度　平成16年度

位　置　　Ａ・Ｂ－16・17

経　過　　調査は平成16年度に行われた。遺構の

北東側を中心に大型の礫が出土した。人骨の出土状

況から、頭位は北東方向で、屈葬で埋葬されていた

と思われる。

重　複　　95号住居（堀之内1）と重複し、これを切

る。

形　状　　遺構の一部は欠損しているが、平面形状

は長方形、断面形状は円筒状を呈する。

規　模　　長軸は116㎝まで測れた。短軸60㎝、

深さは63㎝であった。

方　位　　Ｎ－36°－Ｅ

遺　物　　「至和元寶」２点が出土した。

人　骨　　約40歳代の男性。

時　期　　中世。出土遺物より、本墓坑を当該期に

比定した。

20区22号墓坑（146図：PL42・43）

調査年度　平成16年度

位　置　　Ｎ－９

経　過　　調査は平成16年度に行われた。遺構上

面からは大型の礫が出土した。人骨の出土状況か

ら、頭位は北東方向で、屈葬で埋葬されていたと思

われる。

1：300 1m

第148図　20区 320・322・423号土坑
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第３章　発見された遺構と遺物

重　複　　20区119号住居（加曽利Ｅ３）と重複し、

これを切る。

形　状　　平面形状は長方形、断面形状は円筒状を

呈する。

規　模　　遺構上面に礫が多く、規模はおよそであ

る。長軸147㎝ほど、短軸113㎝ほど。深さは63

㎝ほどであった。

方　位　　Ｎ－26°－Ｅ

遺　物　　「 元通寶」１点、判読困難な銭貨１点

が出土。鉄滓も出土した。

人　骨　　約30歳代の男性。

時　期　　中世。出土遺物より、本墓坑を当該期に

比定した。

20区34号土坑

　20区屋敷跡関連で報告。渡来銭のみ出土した。

20区46号土坑

　20区屋敷跡関連で報告。渡来銭のみ出土した。

20区231号土坑（『横壁（６）』で報告済み）

　遺構は未確認であるが、「政和通寶」１点が出土。

20区308・309号土坑（『横壁（６）』で報告済み）

　遺物の記載に混乱があり、どちらの土坑出土か判

然としないが、「開元通寶」、「皇宋通寶」各１点が出土

した。

20区320号土坑（『横壁（６）』で報告済み）

　調査所見には骨片出土とあったが、確認すること

はできなかった。

1：300 1m

1：10 2.5cm

第149図　29区 １号墓坑、１号墓坑出土遺物

1 墓－ 1（1/1）
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第４節　中世・近世の遺構

1：300 1m

1：10 2.5cm

第150図　29区 17号配石、17号配石出土遺物

17 配－ 1（1/1）

17 配－ 2（1/1）
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第３章　発見された遺構と遺物

20区322号土坑（『横壁（６）』で報告済み）

　調査所見には中世銭貨出土とあったが、確認する

ことはできなかった。

20区423号土坑（『横壁（６）』で報告済み）

調査年度　平成13年度

位　置　　Ｈ－18・19

経　過　　調査は平成13年度に行われた。遺構形

状や規模から、墓坑ではない可能性も考えられる。

重　複　　なし

形　状　　平面形状は不整円形、断面形状はすり鉢

状を呈する。

規　模　　長軸49㎝、短軸48㎝。深さは26㎝であ

った。

方　位　　不明

遺　物　　「景徳元寶」１点出土。

人　骨　　なし

時　期　　中世。出土遺物より、本土坑を当該期に

比定した。

29区１号墓坑（149図：PL43）

調査年度　平成10年度

位　置　　Ｙ－３

経　過　　調査は平成10年度に行われた。遺構上

面からは大型の礫が多数出土した。人骨の出土状況

から、頭位は北東方向で、屈葬で埋葬されていたと

思われる。

重　複　　23号住居（縄文後期）と重複し、これを

切る。

形　状　　平面形状は楕円形、断面形状は円筒状か。

規　模　　長軸106㎝、短軸90㎝。深さは48㎝で

あった。

1：300 1m

1：10 2.5cm

第151図　30区 １号墓坑、１号墓坑出土遺物

1墓－1（1/1） 1墓－2（1/1）
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第４節　中世・近世の遺構

方　位　　Ｎ－31°－Ｅ

遺　物　　「祥符元寶」１点が出土した。

人　骨　　約30歳代の女性。

時　期　　中世。出土遺物より、本墓坑を当該期に

比定した。

29区17号配石（150図：PL43）

調査年度　平成11年度

位　置　　Ｔ－３・４

経　過　　調査は平成11年度に行われた。墓坑と

して報告するが、縄文時代の配石である可能性も否

定できない。遺構上面を中心に大型の礫が多数出土

した。人骨の出土状況から、頭位は北東方向で、屈

葬で埋葬されていたと思われる。

重　複　　14号土坑（加曽利Ｂ）と重複し、これを

切るか。

形　状　　平面形状は楕円形か。断面形状は浅い円

筒状か。

規　模　　遺構上面に礫が多く、規模はおよそであ

る。長軸206㎝ほど、短軸153㎝ほど。深さは49

㎝ほどであった。

方　位　　Ｎ－４°－Ｅ

遺　物　　「祥符元寶」、「洪武通寶」各１点が出土した。

人　骨　　約30歳代の女性。

時　期　　中世か。出土遺物等から、本配石を当該

期の可能性が高いと判断した。

30区１号墓坑（151図：PL43）

調査年度　平成10年度

位　置　　Ａ－２

経　過　　調査は平成10年度に行われた。遺構上

面を中心に大型の礫が多数出土した。人骨の出土状

況から、頭位は北東方向で、屈葬で埋葬されていた

と思われる。

重　複　　30区33ａ号住居（堀之内１・２）と重複

し、これを切る。

形　状　　平面形状は長方形、断面形状は浅い円筒

状を呈する。

規　模　　長軸118㎝、短軸68㎝。深さは48㎝で

あった。

方　位　　Ｎ－15°－Ｅ

遺　物　　「皇宋通寶」、「紹聖元寶」各１点が出土した。

人　骨　　約40歳代の女性。

時　期　　中世。出土遺物より、本墓坑を当該期に

比定した。

1：300 1m

1：10 2.5cm

第152図　30区 ２号墓坑、２号墓坑出土遺物

2墓－1（1/1）

2墓－2（1/1）
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第３章　発見された遺構と遺物

30区２号墓坑（152図：PL43・44）

調査年度　平成10年度

位　置　　Ａ－３・４

経　過　　調査は平成10年度に行われた。人骨の

出土状況から、頭位は北東方向で、屈葬で埋葬され

ていたと思われる。

重　複　　30区34号住居（高井東）と重複し、これ

を切る。

形　状　　平面形状は楕円形、断面形状は円筒状を

呈する。

規　模　　長軸104㎝、短軸60㎝。深さは約20㎝

と浅い。

方　位　　Ｎ－29°－Ｅ

遺　物　　「元祐通寶」、「 元通寶」各１点が出土した。

人　骨　　約30歳代の男性。

時　期　　中世。出土遺物より、本墓坑を当該期に

比定した。

30区３号墓坑（153図：PL44）

調査年度　平成９年度

位　置　　Ｃ－２

経　過　　調査は平成９年度に行われた。墓坑の北

東側から頭骨が出土した。人骨の出土状況から、頭

位は北東方向で、屈葬で埋葬されていたと思われ

る。

重　複　　なし

形　状　　平面形状は長方形、断面形状は浅い円筒

状を呈する。

規　模　　長軸114㎝、短軸66㎝。深さは18㎝と

浅い。

方　位　　Ｎ－28°－Ｅ

遺　物　　約40歳代の男性。

時　期　　中世以降。遺構から人骨以外の出土遺物

がなく、時期は特定できない。

30区14号配石（154図：PL44）

調査年度　平成９年度

位　置　　Ｄ－１

経　過　　調査は平成９年度に行われた。調査段階

では縄文時代の配石遺構と認識されていたが、渡来

銭が出土したことで墓坑の可能性が高いと判断し、

ここで報告する。遺構上面を中心に大型の礫が多く

出土した。

重　複　　なし

形　状　　平面形状は長方形、断面形状は浅い円筒

状を呈する。

規　模　　遺構上面には礫が多く、規模はおよそ

である。長軸149㎝ほど、短軸108㎝ほど。深さは

51㎝ほどであった。

方　位　　Ｎ－89°－Ｗ

遺　物　　在地土器鉢片、茶臼と思われる破片が出

土した。「後漢五銖」と思われる銭貨も１点出土した。

人　骨　　なし

時　期　　中世か。出土遺物より、本配石を当該期

に比定した。

30区19号配石（155図：PL44）

調査年度　平成10年度

位　置　　Ｅ・Ｆ－１

経　過　　調査は平成10年度に行われた。調査段

階では縄文時代の配石遺構と認定されていたが、銭

貨が出土したことで墓坑の可能性が高いと判断し、

1：300 1m

第153図　30区 ３号墓坑
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第４節　中世・近世の遺構

1：300 1m

1：30 10cm

1：10 2.5cm

1：40 10cm

第154図　30区 14号配石、14号配石出土遺物

14配－2（1/1）

14 配－ 1

14配－3（1/4）
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第３章　発見された遺構と遺物

1：300 1m

1：30 10cm

第155図　30区 19号配石、19号配石出土遺物

19 配－ 1
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第４節　中世・近世の遺構

ここで報告する。ただし、整理段階では銭貨を確認

することはできなかった。遺構上面を中心に大型の

礫が出土した。

重　複　　なし

形　状　　平面形状は長方形、断面形状は円筒状を

呈する。

規　模　　遺構上面には礫が多く、規模はおよそ

である。長軸279㎝ほど、短軸219㎝ほど。深さは

52㎝ほどであった。

方　位　　Ｎ－８°－Ｅ

遺　物　　調査所見には銭貨出土とあるが、整理段

階では確認できなかった。鉄滓１点が出土した。

人　骨　　なし　

時　期　　中世以降か。出土遺物も少なく、時期は

特定できない。

（２）獣骨出土遺構

　ここでは、獣骨が出土した遺構について報告す

る。覆土中に混在して出土したと思われる遺構もみ

られるが、多くは土坑状の掘り込みから獣骨が出土

している。ここでは土坑状の掘り込みから獣骨が出

土した遺構について報告したい。

　遺構から出土した獣骨はウマが多く、獣骨の種類

が確認できた７基のうち６基とその大半を占めてい

1：300 1m

1：20 5cm

第156図　18区 １号・20区 10・12号墓坑、18区 １号墓坑出土遺物

1墓－1（1/2）
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た。前述の通り20区屋敷跡の掘立と重複するよう

な出土例もみられた。カワラケなどが共伴したこと

からも地鎮の目的があったとも考えられる。

　獣骨が出土した遺構10基のうち、半数近い４基

が20区屋敷跡内で検出されたが、出土した獣骨は

すべてウマであった。また遺物が共伴する例もあ

り、20区６号墓坑では古瀬戸縁釉小皿が、20区13

号土坑ではカワラケなどが出土した。丁寧に埋葬さ

れた可能性も考えられる。

　以下、獣骨が出土した遺構10基について報告す

る。

18区1号墓坑（156図：PL45）

調査年度　平成13年度

位　置　　Ｐ・Ｑ－14

経　過　　調査は平成13年度に行われた。調査段

階の資料がなく、獣骨が出土した以外の状況は不

明。遺構形態や出土位置も分からないため、全体図

にも掲載できなかった。

重　複　　不明

形　状　　不明

規　模　　不明

方　位　　不明

遺　物　　釘１点が出土した。

獣　骨　　成体のウマ。

時　期　　中世以降。出土遺物等より、本遺構を当

該期に比定した。

20区２号墓坑

　　20区屋敷跡関連で報告。獣骨（ウマ）が出土。

20区３号墓坑

　　20区屋敷跡関連で報告。獣骨（ウマ）が出土。

20区６号墓坑

　　20区屋敷跡関連で報告。獣骨（ウマ）が出土。

20区10号墓坑（156図：PL44）

調査年度　平成12年度

位　置　　Ｇ－22

経　過　　調査は平成12年度に行われた。調査所

見では、遺構規模が小さく獣骨の出土量も少ないこ

とから、祭祀の可能性が指摘されていた。

重　複　　なし

形　状　　平面形状は長方形、断面形状はすり鉢状

を呈する。

規　模　　長軸82㎝、短軸58㎝。深さは34㎝であ

った。

方　位　　Ｎ－50°－Ｅ

遺　物　　なし

獣　骨　　約２歳以上のウマ。

時　期　　中世以降。遺構から獣骨以外の出土遺物

がなく、時期は特定できない。

20区12号墓坑（156図）

調査年度　平成12年度

位　置　　不明

経　過　　調査は平成12年度に行われた。当初は

骨の出土から墓坑と認定したが、その後獣骨である

ことが確認できた。ただし、獣骨出土状況以外の資

1：300 1m

第157図　20区 230号土坑
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1：300 1m

1：40 10cm

第158図　30区 18号配石、18号配石出土遺物（１）

18配－1（1/4）
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料がなく、出土位置も確認できない。全体図にも掲

載できなかった。

重　複　　不明

形　状　　不明

規　模　　不明

方　位　　不明

遺　物　　なし

獣　骨　　遺存状態が悪く、死亡年齢や種は不詳。

時　期　　中世以降。遺構から獣骨以外の出土遺物

がなく、時期は特定できない。

20区13号土坑

　20区屋敷跡関連で報告。獣骨（ウマ）が出土。

20区230号土坑（『横壁（６）』で報告済み）

調査年度　平成12年度

位　置　　Ｉ・Ｊ－20

形　状　　遺構の大半が欠損しており、形状は判然

としないが、およそ円形か。断面形状はおよそ皿状

か。

規　模　　長軸（69）×短軸（44）×深さ16㎝。

方　位　　不明

遺　物　　なし

獣　骨　　約8.5歳のニホンジカの下顎骨。

時　期　　中世以降

30区18号配石（158・159図）

調査年度　平成10年度

位　置　　Ｅ－１・２

経　過　　調査は平成10年度に行われた。当初は

縄文時代の配石遺構と認定されていたが、獣骨が出

土したためここで報告する。遺構からは多数の礫が

出土した。

重　複　　30区23号土坑（縄文後期）と重複し、こ

れを切る。

形　状　　平面形状は隅丸方形、断面形状は浅い円

筒状を呈する。

規　模　　長軸192㎝、短軸186㎝。深さは50㎝

であった。

方　位　　不明

遺　物　　茶臼の上臼、粉挽き形の上臼が出土した。

獣　骨　　遺存状態が悪く、死亡年齢や種は不詳。

時　期　　中世以降か。出土遺物等より、本遺構を

当該期に比定した。

19区１号墓坑（160図：PL45）

調査年度　平成14年度

位　置　　Ｕ－12・13

経　過　　調査は平成14年度に行われた。当初は

骨の出土から墓坑と認定されたが、その後獣骨の可

能性も指摘された。ただし、出土量も少なく遺存状

態も悪かったため、詳細は不明。遺構に伴わない可

能性もある。また、遺構規模は小さく、ここでの記

載に適さない遺構とも考えられるため、最後に報告

する。

重　複　　19区36号住居（縄文後期）と重複し、こ

第159図　30区 18号配石出土遺物（２）

18 配－ 2（1/4）

1：40 10cm
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れを切る。

形　状　　平面形状は円形、断面形状は皿状を呈す

る。

規　模　　長軸50㎝、短軸45㎝。深さは19㎝と浅

い。

方　位　　不明

遺　物　　なし

時　期　　中世以降。遺構から獣骨以外の出土遺物

がなく、時期は特定できない。

11　溝
　横壁中村遺跡からは、19区で３条、20区で１条

の溝が出土した。20区１号溝は、20区屋敷跡内に

ある１号石垣の一部である可能性が高い。そのた

め、20区屋敷跡で検出された１号石垣とともに報

告した。19区２号及び３号溝は、並行し直行する

溝である。発掘調査前の現況図と比較すると、地境

に沿うような溝にも思われる。他の遺構の痕跡であ

る可能性も考えられる。

　以下、各溝ごとに報告する。

19区１号溝（161図：PL45）

調査年度　平成13年度

位　置　　Ｔ－22・23

経　過　　調査は平成13年度に行われた。遺存状

態が悪く、溝としてもごく一部のみを確認しただけ

だが、出土状況から南から北へ傾斜する溝と考えら

れる。土層注記がなく、溝の性格については判断し

がたい。

重　複　　19区68号土坑（中世以降）と重複も、切

り合い関係は不明。

形　状　　遺存状態が悪く判然としないが、およそ

直線状の溝と思われる。

規　模　　長さ８ｍ、幅1.8ｍほど。深さは50㎝ほ

どであった。

遺　物　　なし

時　期　　中世以降。遺構からの出土遺物がなく、

時期は特定できない。

19区２号溝（162図：PL45）

調査年度　平成15年度

位　置　　Ｓ－14 〜 16、Ｔ－16・17、Ｕ－17・18

経　過　　調査は平成15年度に行われた。直線状

の溝で、同様の形状を示す３号溝と並行するように

検出された。前述の通り、発掘調査前の現況図と比

較すると、地境に沿うような溝にも思われる。他の

遺構の痕跡である可能性も考えられる。土層注記が

なく、溝の性格については判断しがたい。

重　複　　19区38号住居、143号土坑、６号焼土

遺構（すべて縄文）と重複し、すべてを切る。

1：300 1m

第160図　19区 １号墓坑
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形　状　　直線状の溝。３号溝と並行する。

規　模　　長さ17.9ｍ、幅0.7ｍほど。深さは20

㎝ほどと浅い。

遺　物　　なし

時　期　　中世以降。遺構からの出土遺物がなく、

時期は特定できない。

19区３号溝（162図）

調査年度　平成15年度

位　置　　Ｓ－16・17、Ｔ－17・18

経　過　　調査は平成15年度に行われた。直線状

の溝で、同様の形状を示す２号溝と並行するように

出土した。前述の通り、発掘調査前の現況図と比較

すると、地境に沿うような溝にも思われる。他の遺

構の痕跡である可能性も考えられる。土層注記がな

く、溝の性格については判断しがたい。

重　複　　19区８・43号住居（ともに縄文）と重複

し、ともに切る。

形　状　　直線状の溝。２号溝と並行する。

規　模　　長さ10.3ｍ、幅0.6ｍほど。深さは30

㎝ほどと浅い。

遺　物　　なし

時　期　　中世以降。遺構からの出土遺物がなく、

時期は特定できない。

20区１号溝

　20区屋敷跡関連で報告。20区１号石垣の一部か。

12　ヤックラ
　ヤックラとは、地山中に多く混在する不要な礫を

まとめて廃棄した集石状の遺構である。地境などに

多く、この地域では通称「ヤックラ」と呼称してい

る。時期も判然とせず、遺構として捉えるべきかも

判断しがたい。本書では、調査段階の呼称を優先さ

せる意味でも、また出土した遺物のおよその位置を

知る上でも、各ヤックラについて報告したい。

　遺物の中にはヤックラとのみ注記されたものもあ

った。限られた整理期間では、すべての課題を解決

することはできないため、これまでと同様に調査段

階の記載を優先してヤックラとのみ報告したい。

1：800 4m

第161図　19区 １号溝
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1：800 4m

第162図　19区 ２・３号溝
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　ここで報告するヤックラは、20区の３箇所と20

区６号列石である。６号列石は、調査段階では縄文

時代の列石と認定されていたが、ヤックラの可能性

が高いとしてここで報告する。

　以下、各遺構ごとに報告する。

20区１号ヤックラ（163・164図：PL45）

調査年度　平成12年度

位　置　　Ｆ－17、Ｇ－16 〜 19、Ｈ－16 〜 22、

Ｉ－15 〜 22、Ｊ－15・16

経　過　　調査は平成12年度に行われた。大型の

礫が直線状にあり、その中を小型の礫が充填するよ

うな形態である。

重　複　　20区14号配石（縄文）、399・406・412

（ともに中世以降）・423（中世）号土坑、２・７号

掘立柱建物（ともに縄文）、８号石垣（中世以降）と重

複。14号配石、２・７号掘立柱建物を切るも、そ

の他の遺構との切り合い関係は不明。

形　状　　およそ直線状。

規　模　　長さは27.2ｍ、幅は10.3ｍほどであった。

遺　物　　古瀬戸後期の卸皿や内耳土器片ととも

に、近世陶磁器が出土。出土遺物の時期幅は広い。

上臼や石鉢も出土した。

時　期　　中世以降。ヤックラという遺構の特徴か

ら時期を特定することは難しい。出土遺物などか

ら、本ヤックラを当該期に比定した。

20区２号ヤックラ（163 〜 165図：PL46）

調査年度　平成15・16年度

位　置　　Ｅ－14・15、Ｆ－14 〜 16、Ｇ－15・16

経　過　　調査は平成15・16年度に行われた。一

部には、１号ヤックラと同様に、大型の礫が直線状

にあり、その中を小型の礫が充填するような形態

であった。礫が充填されたまっすぐな道状にもみえ

る。

重　複　　20区122号住居（加曽利Ｅ３）、502・

508・509・643（ともに縄文）・645・649（と

もに中世以降）号土坑、15・16号石垣（ともに中世

以降）、１号石囲い遺構（中世以降）、６号列石（中

世以降）と重複。122号住居、502・508・509・

643号土坑を切るも、その他の遺構との切り合い関

係は不明。

形　状　　およそ直線状。

規　模　　長さは7.3ｍ、幅は3.8ｍほどであった。

遺　物　　在地土器では、内耳土器や鉢が出土。近

世陶磁器も比較的多くみられた。出土遺物の時期幅

は広い。獣骨も出土した。成体のニホンジカであっ

た。

時　期　　中世以降。ヤックラという遺構の特徴か

ら時期を特定することは難しい。出土遺物などか

ら、本ヤックラを当該期に比定した。

20区３号ヤックラ（163・166図：PL46）

調査年度　平成16年度

位　置　　Ｌ・Ｍ－10

経　過　　調査は平成16年度に行われた。３号ヤ

ックラは小規模であり、礫を充填したような形態で

あった。

重　複　　20区116号住居（加曽利Ｅ３）、650号

土坑、２号石囲い遺構（ともに中世以降）と重複。

116号住居を切るも、その他の遺構との切り合い関

係は不明。

形　状　　不定形

規　模　　長さは４ｍ、幅は１ｍほどであった。

遺　物　　粉挽き形の下臼が出土した。

時　期　　中世以降。ヤックラという遺構の特徴か

ら時期を特定することは難しい。出土遺物などか

ら、本ヤックラを当該期に比定した。

20区６号列石（163図：PL46）

調査年度　平成16年度

位　置　　Ｊ－12 〜 14、Ｋ－11 〜 13、Ｌ－11・

12、Ｍ－11、Ｎ－11・12、Ｏ〜Ｑ－11

経　過　　調査は平成16年度に行われた。調査段

階では縄文時代の列石として認定されていたが、整

理段階に列石ではなくヤックラの可能性が高いと判
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1：800 2m

1：3000 10m

第163図　20区 １～３号ヤックラ、６号列石
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第164図　20区 １・２（１）号ヤックラ出土遺物

１ヤ－１

１ヤ－２ １ヤ－３

１ヤ－４

１ヤ－５

２ヤ－１

２ヤ－２

２ヤ－３ ２ヤ－４ ２ヤ－５ ２ヤ－６

１ヤ－６（1/4）

１ヤ－７（1/4）

1：40 10cm

1：30 10cm
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第165図　20区 ２号ヤックラ出土遺物（２）

２ヤ－ 14（1/4）

２ヤ－ 13（1/4）

２ヤ－ 15（1/4）

２ヤ－７

２ヤ－ 11

２ヤ－ 12

1：40 10cm

1：30 10cm

２ヤ－８ ２ヤ－９

２ヤ－ 10
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第166図　20区 ３号ヤックラ・ヤックラ（１）出土遺物

ヤ－１

ヤ－２

ヤ－４

ヤ－５
ヤ－６

ヤ－７

ヤ－９

ヤ－８

ヤ－３

ヤ－ 10（1/4）

３ヤ－１（1/4）

1：40 10cm

1：30 10cm
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断されたため、ここで報告する。礫が充填されたよ

うな形態であった。

重　 複　　20区116号住居（加曽利Ｅ３）、２号

ヤ ッ ク ラ（ 中 世 以 降 ）、554・586・595・599・

602・603・611 〜 617・620 〜 628・631・

633（ともに中世以降）号土坑と重複。116号住居

を切るも、その他の遺構との切り合い関係は不明。

形　状　　緩やかに弧状を描く。

規　模　　長さは31ｍ、幅は４ｍほどであった。

遺　物　　なし

時　期　　中世以降。出土遺物もなく、遺構の特徴

からも時期を特定することは難しい。

13　天明泥流下畑
　横壁中村遺跡では、29区で天明三（1783）年浅間

山噴火に伴う泥流に埋没した畑跡が出土している。

天明泥流下畑として調査された面積は320㎡と、横

壁中村遺跡のごく一部である。

　この天明泥流下畑については、既に『久々戸遺

跡・中棚Ⅱ遺跡・下原遺跡・横壁中村遺跡』の中で

「横壁中村遺跡　Ｙ１号畑」として報告されている。

その際は、掲載すべき遺物が確認できなかったとし

ていたが、その後の整理作業の中でＹ１号畑出土遺

物が確認できた。本書では、遺物のみ２点を報告し

たい。遺構図は付図１に掲載されているが、遺構の

詳細については『久々戸遺跡・中棚Ⅱ遺跡・下原遺

跡・横壁中村遺跡』を参照していただきたい。

第167図　20区 ヤックラ出土遺物（２）

ヤ－ 11（1/4）

1：40 10cm
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29区 Ｙ１号畑（『久々戸遺跡・中棚Ⅱ遺跡・下原遺

跡・横壁中村遺跡』で報告済み）

調査年度　平成11年度

位　置　　19区Ｈ〜Ｋ－24・25、Ｌ－25、　29区

Ｈ〜Ｊ－１、Ｋ－１・２、Ｌ－１〜４、Ｍ－１〜

５、Ｎ－２〜５、Ｏ－３〜６、Ｐ－４〜６　　　

重　複　　なし

遺　物　　肥前産青磁染付碗や陶胎染付碗が出土し

た。

時　期　　天明三（1783）年

第５節　遺構外出土遺物

　ここでは出土した陶磁器を中心に、遺構外出土遺

物を概観したい。横壁中村遺跡は、縄文時代中期後

半から後期前半の大規模な集落跡を含む複合遺跡で

ある。特に縄文時代から弥生時代中期前半頃までの

遺物量は多く、これまでにも多くの遺構や遺物が報

告されている。しかし、本遺跡において弥生時代中

期後半から９世紀中頃までに比定できる遺構は確認

できていない。報告する住居も９世紀後半が中心で

あり、長く継続しないことも確認できた。横壁中村

遺跡では縄文土器を中心に遺構外出土遺物が多数あ

る。限られた整理期間にそのすべてを実見すること

はできなかったが、遺構外出土遺物の中に実測に耐

えうる古代遺物がなかったことは、この様な地域性

に起因するものと考えている。

　中世に比定された陶磁器は、縄文土器の出土量に

比べると少ない。そのため、本報告書では中世にお

ける横壁中村遺跡の様相を知る手掛かりとして、中

世に比定された陶磁器、在地土器の総量把握を行っ

た。詳細については第４章で詳述しているので、参

照していただきたい。中世陶磁器は各調査区で出

土したが、20区を中心に古瀬戸後期や15世紀頃に

比定できる貿易陶磁器が多くみられた。また内耳土

器も数多く、20区に限定しても500点近い破片数

が確認できた（第180・181図参照）。18区では明

確に中世と比定できる遺構はわずかであったが、青

磁蓮弁文碗などの遺物が確認できた。本遺跡は地山

に礫が多く遺構検出も難しいが、18区近隣も含め、

より多くの中世遺構があった可能性は否定できな

い。

　横壁中村遺跡で近世陶磁器が多く出土するように

なるのは、17世紀後半頃からである。出土した近

世陶磁器は、瀬戸・美濃系陶磁器、肥前系陶磁器が

多くその大半を占めていた。瀬戸・美濃系陶器で

は、尾呂茶碗や腰錆茶碗、鎧茶碗などの碗類、菊皿

や香炉、鬢盥などが確認できた。肥前系陶磁器で

は、「くらわんか」と呼ばれる碗や陶胎染付碗、青磁

染付碗、呉器手碗、京焼風碗、三島手皿などが確認

できた。ともに碗類が多い。また県内では類例の少

ない、16世紀末〜 17世紀初頭に比定された鉄絵唐

津（18区No.22）も確認できた。

　石製品では、砥石や石臼、茶臼などが確認できた。

茶臼がやや多いのは、中世屋敷があったこととも関

連すると考えている。金属製品では、釘や煙管、火

打ち金などが確認できた。刀の一部（19区No.15）

と思われる金属製品や円弾（29区No.21）、飾り金

具？（18区No.32）もあった。しかし、形状も分か

らず器種も不明瞭な金属製品も多くみられた。

　20区No.83は土製品と思われるが、形状も器種

も不明である。硯のような縁を持ち、内面に線刻が

格子状にみられた。詳細は観察表及び実測図を参照

していただきたい。

第168図　29区 Y１号畑出土遺物

Y １畑－１

Y １畑－２

1：30 10cm
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第169図　18区遺構外出土遺物（１）

18 区－１

18 区－２ 18 区－３

18 区－５

18 区－４

18 区－６ 18 区－７ 18 区－８

18 区－９
18 区－ 10 18 区－ 11

18 区－ 12

18 区－ 19

18 区－ 23
18 区－ 2218 区－ 2118 区－ 20

18 区－ 16 18 区－ 17

18 区－ 1418 区－ 13

18 区－ 27

18 区－ 2618 区－ 2518 区－ 24

18 区－ 18

18 区－ 15

1：30 10cm
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第170図　18区遺構外（２）・19区遺構外（１）出土遺物

18 区－ 28

19 区－ 14

19 区－ 13

19 区－９ 19 区－ 10 19 区－ 11 19 区－ 12

19 区－８
19 区－７19 区－６

19 区－５

19 区－１ 19 区－２ 19 区－３
19 区－４

18 区－ 29

18 区－ 30

1：30 10cm

1：20 5cm

18 区－ 31

18 区－ 32（1/2）

18 区－ 33（1/2） 18 区－ 35（1/2）

19 区－ 18（1/2）

19 区－ 17（1/2）

19 区－ 16（1/2）

19 区－ 15（1/2）

18 区－ 34
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第５節　遺構外出土遺物

第171図　19区遺構外（２）・20区遺構外（１）出土遺物

1：40 10cm

1：30 10cm

19 区－ 19（1/1）
19 区－ 20（1/1）

19 区－ 21（1/1）

19 区－ 23（1/4）

19 区－ 22

20 区－１

20 区－２

20 区－３

20 区－８
20 区－７20 区－６

20 区－４

20 区－５
20 区－９ 20 区－ 10
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第172図　20区遺構外出土遺物（２）

20 区－ 11 20 区－ 12
20 区－ 13

20 区－ 1720 区－ 1620 区－ 1520 区－ 14

20 区－ 18 20 区－ 19
20 区－ 20

20 区－ 22

20 区－ 21

20 区－ 24

20 区－ 23

20 区－ 27

20 区－ 26

20 区－ 25
1：30 10cm
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第５節　遺構外出土遺物

第173図　20区遺構外出土遺物（３）

20 区－ 28
20 区－ 29

20 区－ 30

20 区－ 32

20 区－ 31

20 区－ 33

20 区－ 34

20 区－ 35
20 区－ 36

20 区－ 38

20 区－ 40

1：30 10cm
20 区－ 41

20 区－ 39

20 区－ 37
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第174図　20区遺構外出土遺物（４）

20 区－ 42

20 区－ 43

20 区－ 44

20 区－ 4620 区－ 45

20 区－ 47

20 区－ 48

20 区－ 49

20 区－ 5320 区－ 5220 区－ 5120 区－ 50

20 区－ 54 20 区－ 55

20 区－ 56
20 区－ 57

20 区－ 61

1：30 10cm

20 区－ 65

20 区－ 60

20 区－ 64
20 区－ 63

20 区－ 62

20 区－ 58
20 区－ 59
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第５節　遺構外出土遺物

第175図　20区遺構外出土遺物（５）

20 区－ 66

20 区－ 67

20 区－ 68 20 区－ 69 20 区－ 70

20 区－ 73

20 区－ 74
20 区－ 75

20 区－ 7820 区－ 77
20 区－ 76

20 区－ 79 20 区－ 80
20 区－ 81

20 区－ 85
20 区－ 83

20 区－ 84
20 区－ 82

1：30 10cm

20 区－ 7220 区－ 71
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第３章　発見された遺構と遺物

第176図　20区遺構外出土遺物（６）

20 区－ 88

20 区－ 87

20 区－ 89

20 区－ 91

20 区－ 90

20 区－ 86（1/1）

20 区－ 93（1/4）

20 区－ 92（1/4）

20 区－ 94（1/4）

20 区－ 95（1/4）

1：40 10cm

1：30 10cm
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第５節　遺構外出土遺物

第177図　28区遺構外・29区遺構外（１）出土遺物

28 区－１
28 区－２

28 区－３

28 区－４

29 区－５

29 区－４

29 区－２

29 区－３

29 区－１

29 区－６

29 区－７

29 区－８ 29 区－９

29 区－ 13
29 区－ 1229 区－ 11

29 区－ 10

29 区－ 14

29 区－ 15 29 区－ 16

29 区－ 1929 区－ 18

29 区－ 17

29 区－ 2129 区－ 20（1/2）
29 区－ 22（1/2）

29 区－ 23（1/2） 29 区－ 24（1/2）

1：30 10cm

1：20 5cm
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第178図　29区遺構外（２）・30区遺構外・遺構外出土遺物

29 区－ 25

29 区－ 26

30 区－１
30 区－２

30 区－３ 30 区－４

30 区－７

30 区－６
30 区－５

30 区－８ 30 区－９

30 区－ 10

30 区－ 11 30 区－ 12

30 区－ 13

30 区－ 14

１

３

1：30 10cm２
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の
切

合
関

係
不

明

2
0

５
号

掘
立

R
−

2
3
、

S
・

T
−

2
3
・

2
4

1
9
9
9

中
世

長
方

形
N

6
8
.0

～
6
9
.5

W
4
8
2

～
4
8
8

2
2
3

～
2
3
4

5
2
4
1

2
2
9

2
0

区
3
2

土
、

屋
敷

６
・

７
掘

立
（

す
べ

て
中

世
）

と
の

切
合

関
係

不
明

2
0

６
号

掘
立

R
−

2
2
・

2
3
、

S
−

2
2

～
2
4

1
9
9
9

中
世

長
方

形
N

6
2
.0

～
6
3
.0

W
5
9
9

～
6
2
2

3
9
5

～
4
0
9

7
2
0
0

4
0
2

2
0

区
３

石
垣

、
3
2
・

6
0

土
、

屋
敷

５
・

７
掘

立
（

す
べ

て
中

世
）

と
の

切
合

関
係

不
明

2
0

７
号

掘
立

Q
−

2
3
、

R
−

2
2

～
2
4
、

S
−

2
3
・

2
4

1
9
9
9

中
世

（
長

方
形

）
N

6
0
.5

W
7
3
8

−
（

4
）

2
4
6

−
2
0

区
３

石
垣

、
3
2
・

6
0

土
、

屋
敷

５
・

６
掘

立
（

す
べ

て
中

世
）

と
の

切
合

関
係

不
明

2
0

８
号

掘
立

M
・

N
−

2
0
・

2
1
、

O
−

2
1

1
9
9
9

中
世

長
方

形
N

7
6
.0

～
7
7
.5

W
5
2
1

～
5
7
1

3
3
9

～
3
5
0

7
2
7
3

1
7
4

1
9

住
（

縄
文

後
期

）、
9
4
・

1
3
8

土
（

縄
文

）
20

区
３

墓
（

中
世

以
降

）、
3
7
（

中
世

）・
11

5（
中

世
以

降
）

土
、

屋
敷

１
掘

立
（

中
世

）
と

の
切

合
関

係
不

明

2
0

９
号

掘
立

P
・

Q
−

2
1

～
2
3

1
9
9
9

中
世

長
方

形
N

4
8
.0

～
5
2
.5

W
4
8
4

～
5
5
8

3
3
4

～
3
8
6

7
2
6
1

1
9
3

2
0

区
３

石
垣

（
中

世
）、

1
3
（

中
世

）・
1
5
（

中
世

以
降

）
土

、
屋

敷
２

掘
立

（
中

世
）

と
の

切
合

関
係

不
明

表
５

　
横

壁
中

村
遺

跡
掘

立
柱

建
物

一
覧

表
（

　
）

は
推

定
値

区
遺

構
名

称
グ

リ
ッ

ド
調

査
年

度
時

期
形

状
方

位
規

模
（

㎝
）

柱
柱

間
（

㎝
）

切
合

関
係

（
古

）
切

合
関

係
（

新
）

備
考

長
軸

短
軸

長
軸

短
軸

1
9

１
号

掘
立

欠
番

1
9

２
号

掘
立

N
・

O
−

1
4
・

1
5

2
0
0
3

中
世

以
降

長
方

形
N

9
.0

E
3
7
3

～
3
8
9

2
5
1

～
2
5
3

6
1
9
1

2
5
2

1
7
9

土
（

中
世

以
降

）
と

の
切

合
関

係
不

明
1
9

３
号

掘
立

O
−

1
3
・

1
4
、

P
−

1
3

2
0
0
3

中
世

以
降

長
方

形
N

8
.0

E
3
7
4

～
4
0
8

2
1
4

～
2
2
0

5
1
8
7

2
1
7

1
9

４
号

掘
立

O
−

1
2
、

P
−

1
1
・

1
2
、

Q
−

1
2

2
0
0
3

中
世

以
降

長
方

形
N

4
7
.5

～
5
3
.5

W
3
9
0

～
3
9
6

2
5
8

～
2
9
8

6
1
9
7

2
7
8

2
0

１
号

掘
立

N
−

2
1
・

2
2

1
9
9
9

縄
文

後
期

方
形

N
3
5
W

2
0
0

2
0
0

4
−

−
2
3

住
（

加
E
4
）

２
埋

設（
縄

文
後

期
）『

横
壁

（
７

）』
で

報
告

済
み

2
0

２
号

掘
立

Ｉ
・

Ｊ
−

1
9
・

2
0

2
0
0
1

縄
文

後
期

長
方

形
N

8
2
W

5
1
0

2
8
0

6
2
5
0

『
横

壁
（

７
）』

で
報

告
済

み
2
0

３
号

掘
立

欠
番

2
0

４
号

掘
立

欠
番

2
0

５
号

掘
立

H
−

2
2

2
0
0
1

縄
文

後
期

方
形

N
8
8

～
9
0
E

3
1
2

～
3
2
6

2
3
4

～
2
4
4

4
−

−
『

横
壁

（
７

）』
で

報
告

済
み

2
0

６
号

掘
立

Ｃ
・

D
−

2
2

2
0
0
1

縄
文

後
期

方
形

N
7
7
E

2
9
0

2
8
0

4
−

−
『

横
壁

（
７

）』
で

報
告

済
み

2
0

７
号

掘
立

H
−

1
9

2
0
0
1

縄
文

方
形

N
8
8
W

3
5
4

3
1
0

4
−

−
『

横
壁

（
７

）』
で

報
告

済
み

2
0

８
号

掘
立

Ｄ
・

Ｅ
−

2
3

2
0
0
1

縄
文

後
期

方
形

N
2
W

2
8
0

2
8
0

4
−

−
『

横
壁

（
７

）』
で

報
告

済
み

2
0

９
号

掘
立

欠
番

2
0

1
0

号
掘

立
欠

番
2
0

1
1

号
掘

立
T
・

U
−

1
9

1
9
9
9

中
世

以
降

長
方

形
N

8
0
.0

～
8
4
.0

W
3
7
7

～
3
8
0

1
7
0

～
1
9
8

6
1
8
9

1
8
4

2
1

土
（

縄
文

後
期

）

表
６

　
横

壁
中

村
遺

跡
竪

穴
遺

構
一

覧
表

（
　

）
は

推
定

値

区
遺

構
名

称
グ

リ
ッ

ド
調

査
年

度
時

期
平

面
形

断
面

形
規

模
（

㎝
）

切
合

関
係

（
古

）
切

合
関

係
（

新
）

備
考

長
軸

短
軸

深
さ

2
0

１
号

竪
穴

N
・

O
−

9
・

1
0

2
0
0
4

中
世

方
形

円
筒

状
2
8
0

2
5
4

4
7

2
7
・

2
8

配
石

（
と

も
に

縄
文

）、
1
1
9

住
（

加
E
3
）

2
0

３
号

土
坑

N
−

2
2

1
9
9
9

中
世

以
降

（
方

形
）

皿
状

2
6
4

（
1
3
4
）

2
7

『
横

壁
（

６
）』

で
報

告
済

み
2
0

2
8

号
土

坑
P

−
2
1

1
9
9
9

中
世

方
形

円
筒

形
2
6
2

2
2
1

2
9

『
横

壁
（

６
）』

で
報

告
済

み
2
0

3
2

号
土

坑
S

−
2
3

1
9
9
9

中
世

方
形

円
筒

形
2
2
6

2
0
1

3
6

『
横

壁
（

６
）』

で
報

告
済

み
2
0

3
3

号
土

坑
N

−
2
3

1
9
9
9

中
世

（
方

形
）

皿
状

2
1
6

（
1
4
6
）

3
1

『
横

壁
（

６
）』

で
報

告
済

み
3
0

４
号

土
坑

K
−

１
1
9
9
9

中
世

長
方

形
−

（
2
0
0
）

1
8
0

3
0
（

4
2
）

『
横

壁
（

６
）』

で
報

告
済

み
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遺構一覧表
表

７
　

横
壁

中
村

遺
跡

石
垣

一
覧

表
（

　
）

は
推

定
値

区
遺

構
名

称
グ

リ
ッ

ド
調

査
年

度
時

期
規

模
（

m
）

切
合

関
係

（
古

）
切

合
関

係
（

新
）

備
考

長
さ

高
さ

1
8

１
号

石
垣

8
区

X
−

2
0
・

2
1
、

9
区

B
−

2
1
・

2
2
・

2
4
・

2
5
、

C
−

2
5
、

D
～

F
−

1
9
、

1
8

区
K

～
N

−
1
3
、

O
−

1
2
・

1
3
、

P
−

1
2
、

Q
−

1
1
・

1
2
、

R
−

8
～

1
1
、

S
−

8
・

9
、

T
～

W
−

8
・

9
、

X
・

Y
−

9
、

1
9

区
A

−
8
・

9
、

B
−

2
～

8
、

C
−

1
～

3
、

D
−

2

2
0
0
2

近
世

以
降

東
西

6
3
.5

0
南

北
6
0
.2

0
東

西
1
.5

5
　

南
北

2
.3

6
1
5
2・

2
1
2・

2
2
0

土
（

と
も

に
縄

文
）、

３
掘

立
（

堀
1
）

1
8

２
号

石
垣

R
−

9
、

S
−

7
～

9
2
0
0
2

近
世

以
降

8
.7

0
0
.5

6
1
8

３
号

石
垣

N
・

O
−

6、
P

～
R

−
5、

S
−

4・
5、

V・
W

−
4、

Y
−

3、
19

区
A

−
3

2
0
0
2

近
世

以
降

4
8
.8

0
1
.0

2
1
8

４
号

石
垣

Q
−

2
2
、

R
−

2
1
・

2
2
、

S
−

2
2
、

T
～

V
−

2
1
・

2
2
、

W
−

2
1

2
0
0
2

近
世

以
降

2
1
.7

0
0
.5

6
1
3

埋
設

（
堀

1
）

1
9

１
号

列
石

C
・

D
−

2
5
、

2
9

区
B

−
2
、

C
−

1
・

2
1
9
9
8

中
世

以
降

1
0
.2

9
−

2
9

区
３

住
（

堀
1
）

2
0

１
号

石
垣

K
−

2
3
、

Ｌ
−

2
3
・

2
4
、

Ｍ
−

2
4
、

Ｎ
−

2
4
・

2
5
、

O
・

Ｐ
−

2
5

1
9
9
9

中
世

（
2
1
.4

0
）

0
.5

4
8
6

土
（

堀
１

）
2
0

区
屋

敷
跡

関
連

2
0

２
号

石
垣

K
−

2
2
、

L
−

2
2
・

2
3
、

M
・

Ｎ
−

2
3

1
9
9
9

中
世

1
4
.6

0
0
.4

6
2
0

区
屋

敷
跡

関
連

。
８

（
中

世
以

降
）・

3
3
（

中
世

）
土

、６
石

組
（

中
世

以
降

）、
屋

敷
３

掘
立

（
中

世
）

と
の

切
合

関
係

不
明

2
0

３
号

石
垣

O
−

2
1
・

2
2
、

P
−

2
2
、

Q
・

R
−

2
2
・

2
3
、

S
−

2
4

1
9
9
9

中
世

（
1
9
.7

2
）

0
.5

2
2
5

住
（

加
E
3
）、

２
配

石
（

縄
文

）
2
0

区
屋

敷
跡

関
連

。
1
3

土
、

屋
敷

２
・

６
・

７
・

９
掘

立
（

す
べ

て
中

世
）

と
の

切
合

関
係

不
明

2
0

４
号

石
垣

K
～

N
−

1
9
、

O
−

1
9
・

2
0
、

P
−

2
0
、

Q
−

2
0
・

2
1
、

R
−

2
2
、

S
−

2
2
・

2
3
・

2
5
、

T
−

2
3
・

2
4

1
9
9
9

？
中

世
東

西
3
9
.1

0
　南

北
（

8
.5

0
）

東
西

0
.6

2
　

南
北

0
.4

8
4
0
・

6
1

住
（

と
も

に
堀

1
）

2
0

区
屋

敷
跡

関
連

。
4
6

土
、

５
墓

（
と

も
に

中
世

）
と

の
切

合
関

係
不

明

2
0

５
号

石
垣

O
−

1
3
、

P
−

1
3
・

1
4
、

Q
−

1
3
、

R
−

1
4
、

S
−

1
4
・

1
5
、

T
−

1
5
、

U
−

1
4
・

1
5
、

V
・

W
−

1
5
・

1
6
、

X
−

1
5

～
1
7

20
00

・
20

01
中

世
以

降
3
8
.9

0
1
.0

2

2
0

６
号

石
垣

J
～

L
−

1
6

～
1
8
、

M
～

P
−

1
7
・

1
8

2
0
0
0

中
世

以
降

2
6
.8

0
1
.0

0
4
0
（

堀
1
）・

4
4
（

加
E
4
）・

4
7
（

堀
1
）

住
、

2
3
5
（

縄
文

）・
3
0
8
・

3
0
9
（

と
も

に
中

世
以

降
）・

3
2
7
・

3
5
4
・

3
5
5
・

3
5
9
・

3
6
1
・

3
7
4

～
3
7
7
（

と
も

に
縄

文
）

土
2
0

７
号

石
垣

欠
番

2
0

８
号

石
垣

F
・

G
−

1
6
・

1
7
、

H
−

1
5

～
1
7
、

I−
1
4

～
1
7
、

J
−

1
4

～
1
6

2
0
0
1

中
世

以
降

東
西

1
1
.2

4
南

北
1
5
.9

6
東

西
2
.8

2
7
2
・

7
3

住
（

加
E
3
）、

3
7
3

土
（

縄
文

）
4
1
1

土
（

中
世

以
降

）、
１

ヤ
ッ

ク
ラ

（
中

世
以

降
）

と
の

切
合

関
係

不
明

2
0

９
号

石
垣

E
−

1
9
・

2
0
、

F
～

H
−

1
8
・

1
9

2
0
0
1

中
世

以
降

1
5
.5

6
0
.7

0
3
8
2・

3
8
3・

4
2
9・

4
3
0

土
（

と
も

に
縄

文
）、

1
7

墓
（

縄
文

）、
２

・
７

掘
立

（
縄

文
）

4
3
2
・

4
3
3

土
、

1
9

焼
、

１
ヤ

ッ
ク

ラ
（

す
べ

て
中

世
以

降
）

と
の

切
合

関
係

不
明

2
0

1
0

号
石

垣
A

−
5
・

6
、

B
−

5
～

7
2
0
0
3

中
世

以
降

7
.2

5
0
.7

4
9
0

住
（

９
世

紀
後

半
）

2
0

1
1

号
石

垣
D

−
1
1
、

E
−

1
1
・

1
2
、

F
−

1
2
・

1
3
、

G
・

H
−

1
4

2
0
0
3

中
世

以
降

1
8
.3

0
0
.9

0
8
8

住
（

加
E
3
）、

4
8
4
・

4
8
5
・

4
8
7
・

5
0
4

土
（

す
べ

て
縄

文
）

4
9
1

土
（

中
世

以
降

）
と

の
切

合
関

係
不

明

2
0

1
2

号
石

垣
A

−
8
・

9
、

B
−

9
・

1
0
、

C
−

1
0
・

1
1
、

D
−

1
1

2
0
0
3

中
世

以
降

1
7
.2

0
1
.2

8
9
6
・

1
0
4

住
（

加
E
3
）

2
0

1
3

号
石

垣
1
9

区
Y

−
7
・

8
、

2
0

区
A

−
7
・

8
2
0
0
3

中
世

以
降

7
.7

0
1
.2

1
2
0

1
4

号
石

垣
1
9

区
W

・
X

−
8

2
0
0
3

中
世

以
降

4
.2

0
0
.6

6
2
0

1
5

号
石

垣
D

−
1
3
・

1
4
、

E
−

1
3

～
1
5

2
0
0
3

中
世

以
降

6
.4

0
1
.5

6
5
0
1

土
（

縄
文

）
2
0

1
6

号
石

垣
L

−
3

～
7
、

M
−

3
・

4
2
0
0
4

中
世

以
降

1
4
.0

7
1
.1

4
1
2
2

住
（

加
E
3
）、

6
6
3
・

6
6
4

土
（

と
も

に
縄

文
）

6
5
1

土
（

中
世

以
降

）
と

の
切

合
関

係
不

明
2
8

1
3

号
列

石
Y

−
4
・

5
1
9
9
8

中
世

以
降

3
.7

4
−

表
８

　
横

壁
中

村
遺

跡
石

列
一

覧
表

（
　

）
は

推
定

値

区
遺

構
名

称
グ

リ
ッ

ド
調

査
年

度
時

期
規

模
（

m
）

切
合

関
係

（
古

）
切

合
関

係
（

新
）

備
考

長
さ

高
さ

深
さ

2
0

１
号

石
列

欠
番

2
0

２
号

石
列

F
～

H
−

2
5

1
9
9
9

中
世

以
降

7
.8

6
0
.9

7
0
.3

4
６

配
石

（
縄

文
）、

1
4
4
・

1
4
6
・

1
5
0
・

1
5
1
・

1
7
1
・

1
7
8

土
（

す
べ

て
縄

文
）

2
0

３
号

石
列

E
・

F
−

2
4
・

2
5

1
9
9
9

中
世

以
降

3
.5

4
0
.9

5
0
.7

3
3
0

１
号

石
列

G
−

1
・

2
1
9
9
7

中
世

以
降

4
.0

8
0
.4

0
0
.4

0

表
10

　
横

壁
中

村
遺

跡
石

囲
い

遺
構

一
覧

表
（

　
）

は
推

定
値

区
遺

構
名

称
グ

リ
ッ

ド
調

査
年

度
時

期
規

模
（

㎝
）

切
合

関
係

（
古

）
切

合
関

係
（

新
）

備
考

長
さ

高
さ

深
さ

2
0

１
号

石
囲

い
L

−
7

～
1
0
、

M
−

8
～

1
0
、

N
−

9
2
0
0
4

中
世

以
降

9
3
8
 

5
1
1
 

4
9
 

3
3

配
(縄

文
)、

6
4
3

土
(堀

2
)

5
5
5
(中

世
)・

5
9
7
(中

世
以

降
)土

と
の

切
合

関
係

不
明

2
0

２
号

石
囲

い
L

−
9

～
1
1
､

M
−

1
0
・

1
1

2
0
0
4

中
世

以
降

5
2
0
 

4
5
7
 

4
5
 

1
1
6

住
(加

E
3
)

64
7・

65
0

土
、

３
ヤ

ッ
ク

ラ
(す

べ
て

中
世

以
降

)と
の

切
合

関
係

不
明

2
0

３
号

石
囲

い
P
・

Q
−

７
2
0
0
4

中
世

以
降

3
5
2
 

1
7
4
 

−

表
９

　
横

壁
中

村
遺

跡
石

組
遺

構
一

覧
表

（
　

）
は

推
定

値

区
遺

構
名

称
グ

リ
ッ

ド
調

査
年

度
時

期
規

模
（

㎝
）

切
合

関
係

（
古

）
切

合
関

係
（

新
）

備
考

長
さ

高
さ

深
さ

1
8

4
1

号
配

石
J・

K
−

1
2
・

1
3

2
0
0
2

中
世

以
降

4
9
2

3
2
5

−
2
6

住
（

加
E
3
）

2
2
1

土
（

中
世

以
降

）
と

の
切

合
関

係
不

明
2
0

１
号

石
組

L
・

M
−

2
5
、

3
0

区
L
・

M
−

１
1
9
9
9

中
世

5
6
3

3
4
2

5
3

2
0

２
号

石
組

K
・

L
−

2
4
・

2
5

1
9
9
9

中
世

3
5
6

3
2
3

5
8

2
0

３
号

石
組

L
・

M
−

2
3
・

2
4

1
9
9
9

中
世

以
降

3
6
4

1
7
7

5
1

2
0

区
屋

敷
跡

関
連

2
0

４
号

石
組

M
−

2
3
・

2
4
・

、
N

−
2
3

1
9
9
9

中
世

3
7
3

2
9
3

6
7

2
0

区
屋

敷
跡

関
連

2
0

５
号

石
組

L
・

M
−

2
4

1
9
9
9

中
世

以
降

1
2
2

7
6

4
6

2
0

区
屋

敷
跡

関
連

2
0

６
号

石
組

N
−

2
3

1
9
9
9

中
世

以
降

2
3
8

1
9
1

5
6

2
0

区
屋

敷
跡

関
連

。
２

石
垣

、
3
3

土
、

屋
敷

３
掘

立
（

す
べ

て
中

世
）

と
の

切
合

関
係

不
明

2
0

７
号

石
組

L
−

2
5

1
9
9
9

中
世

以
降

1
3
8

1
0
9

2
5

2
0

2
7

～
3
1

号
配

石
N

−
9

～
1
1
、

O
−

9
・

1
0

2
0
0
4

中
世

以
降

5
9
6

1
5
4

−
5
5
4

土
、

１
竪

（
と

も
に

中
世

以
降

）
と

の
切

合
関

係
不

明
2
0

3
2

号
配

石
O

・
P

−
5
・

6
2
0
0
4

中
世

以
降

1
8
4

1
4
6

3
6

2
0

3
3

号
配

石
M

−
9

2
0
0
2

中
世

以
降

2
0
2

9
2

3
9
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遺構一覧表
表

11
　

横
壁

中
村

遺
跡

古
代

以
降

人
骨

・
獣

骨
・

銭
貨

出
土

遺
構

一
覧

表
人

骨
・

銭
貨

出
土

遺
構

一
覧

表
（

　
）

は
推

定
値

区
遺

構
名

称
グ

リ
ッ

ド
調

査
年

度
時

期
平

面
形

断
面

形
方

位
規

模
（

㎝
）

出
土

骨
類

切
合

関
係

（
古

）
切

合
関

係（
新

）
備

考
長

軸
短

軸
深

さ
1
8

1
2
5

号
土

坑
Ｖ

−
6
・

7
2
0
0
2

近
世

長
方

形
円

筒
状

N
8
W

2
5
7

8
0

5
2

−
｢開

元
通

宝
」

１
。『

横
壁

（
６

）』
で

報
告

済
み

1
8

1
2
9

号
土

坑
Ｘ

−
７

2
0
0
2

中
世

長
方

形
円

筒
状

N
7
6

Ｅ
2
8
1

1
0
0

2
4

−
｢紹

聖
元

宝
」

１
。『

横
壁

（
６

）』
で

報
告

済
み

1
9

7
5

号
土

坑
Ａ

−
1
0
・

1
1

2
0
0
2

中
世

長
方

形
皿

状
N

1
2
E

2
0
6

1
1
6

2
6

−
｢紹

聖
元

宝
｣

１
。『

横
壁

（
６

）』
で

報
告

済
み

1
9

2
9
3

号
土

坑
Ｙ

−
1
4

2
0
0
4

中
世

以
降

円
形

皿
状

N
5
5
E

1
2
2

1
0
8

2
8

ヒ
ト

5
2

住
（

縄
文

）
2
0

１
号

墓
坑

Ｊ
−

2
0

1
9
9
9

中
世

楕
円

形
円

筒
状

N
5
4
E

1
4
0

7
6

5
3

ヒ
ト

｢元
豊

通
宝

｣
１

、
｢熈

寧
元

宝
？

｣
１

2
0

４
号

墓
坑

Ｕ
−

2
2
・

2
3

1
9
9
9

中
世

方
形

す
り

鉢
状

N
8
5
E

1
3
3

1
1
2

1
2

ヒ
ト

８
住

（
加

E
1
）

2
0

５
号

墓
坑

Ｐ
−

2
0

1
9
9
9

中
世

長
方

形
（

円
筒

形
）

N
6
E

1
6
2

9
1

5
5

ヒ
ト

４
号

石
垣

（
中

世
）

2
0

区
屋

敷
跡

関
連

。
｢皇

宋
通

宝
？

｣
１

、
｢宣

徳
通

宝
｣

１
、

｢天
聖

元
宝

｣
１

2
0

８
号

墓
坑

Ｐ
−

1
7

2
0
0
0

中
世

楕
円

形
皿

状
N

4
2
W

1
3
6

8
4

3
8

ヒ
ト

6
0

住
（

加
E
2
）

｢熈
寧

元
宝

｣
２

、
｢開

元
通

宝
｣

１
、

｢永
楽

通
宝

｣
２

、
｢景

祐
元

宝
？

｣
１

2
0

９
号

墓
坑

Ｋ
−

1
5
・

1
6

2
0
0
0

中
世

以
降

楕
円

形
円

筒
形

N
4
3
E

2
1
0

1
3
8

6
2

ヒ
ト

2
0

1
1

号
墓

坑
Ｎ

・
Ｏ

−
1
8
・

1
9

2
0
0
0

中
世

不
整

円
形

円
筒

状
N

3
6
E

1
1
8

1
0
7

2
6

ヒ
ト

4
7

住
（

堀
1
）

｢開
元

通
宝

｣
１

、
｢元

豊
通

宝
｣

１
2
0

1
3

号
墓

坑
Ｒ

−
1
4

2
0
0
0

中
世

以
降

楕
円

形
円

筒
状

N
7
5
W

1
3
3

1
1
3

5
1

ヒ
ト

2
0

1
4

号
墓

坑
Ｑ

−
1
4

2
0
0
0

中
世

以
降

長
方

形
−

N
3
0
E

1
1
3

6
0

2
3

ヒ
ト

2
0

1
5

号
墓

坑
Ａ

−
1
9

2
0
0
1

中
世

以
降

楕
円

形
皿

状
N

8
1
E

1
5
6

1
1
1

1
4

ヒ
ト

22
号

配
石（

縄
文

）、
4

号
列

石（
縄

文
）

2
0

1
6

号
墓

坑
Ｄ

−
2
0

2
0
0
1

中
世

以
降

楕
円

形
不

定
形

N
9
E

1
1
2

8
7

3
3

ヒ
ト

2
0

1
8

号
墓

坑
Ｅ

−
2
0
・

2
1

2
0
0
1

中
世

不
整

円
形

不
定

形
N

5
6
W

1
3
3

1
1
6

4
4

ヒ
ト

｢大
観

通
宝

｣
１

、
｢元

豊
通

宝
｣

１
、

｢聖
宋

元
宝

？
｣

１
、

｢天
聖

元
宝

？
｣

１
2
0

1
9

号
墓

坑
Ａ

−
2
0

2
0
0
1

中
世

楕
円

形
−

N
3
4
E

1
0
2

（
6
6
）

3
7

ヒ
ト

｢元
符

通
宝

｣
１

、
｢朝

鮮
通

宝
｣

１
、

｢紹
聖

元
宝

｣
１

2
0

2
0

号
墓

坑
Ａ

−
1
2
、

Ｂ
−

1
2

・
1
3

2
0
0
3

中
世

方
形

円
筒

状
N

3
4
E

1
1
3

1
0
0

3
2

ヒ
ト

｢熈
寧

元
宝

｣
１

、
｢天

聖
元

宝
｣

１
、

｢洪
武

通
宝

｣
１

2
0

2
1

号
墓

坑
Ａ

・
Ｂ

−
1
6
・

1
7

2
0
0
4

中
世

長
方

形
円

筒
状

N
3
6
E

（
1
1
6
）

6
0

6
3

ヒ
ト

9
5

住
（

堀
1
）

｢至
和

元
宝

｣
２

2
0

2
2

号
墓

坑
Ｎ

−
9

2
0
0
4

中
世

長
方

形
円

筒
状

N
2
6
E

1
4
7

1
1
3

6
3

ヒ
ト

1
1
9

住
（

加
E
3
）

｢
元

通
宝

｣
１

、
｢○

○
元

宝
｣

１

2
0

3
4

号
土

坑
Ｎ

・
Ｏ

−
2
0
・

2
1

1
9
9
9

中
世

楕
円

形
円

筒
状

N
3
7
E

1
3
0

9
1

4
6

−
2
0

区
屋

敷
跡

関
連

。
｢嘉

定
通

宝
｣

１
、「

皇
宋

通
宝

？
」

１
。『

横
壁

（
６

）』
で

報
告

済
み

2
0

4
6

号
土

坑
Ｓ

−
2
2

1
9
9
9

中
世

円
形

円
筒

状
N

3
4
W

6
2

5
5

2
2

−
2
0

区
屋

敷
跡

関
連

。
｢景

徳
元

宝
｣

１
、｢

紹
熈

元
宝

｣
１

、｢
聖

宋
元

宝
｣

１
。『

横
壁

（
６

）』
で

報
告

済
み

2
0

2
3
1

号
土

坑
不

明
−

後
期

−
−

−
−

−
−

−
｢政

和
通

宝
｣

１
。『

横
壁

（
６

）』
で

報
告

済
み

2
0

3
0
8

号
土

坑
Ｊ

・
Ｋ

−
1
7
・

1
8

2
0
0
1

中
世

以
降

楕
円

形
皿

状
N

6
3
E

2
9
7

1
6
5

3
8

−
｢開

元
通

宝
｣

１
、

｢皇
宋

通
宝

｣
１

。『
横

壁
（

６
）』

で
報

告
済

み
2
0

3
0
9

号
土

坑
Ｊ

−
1
7

2
0
0
1

中
世

以
降

不
整

円
形

皿
状

N
4
5
E

9
2

（
6
4
）

2
0

−
2
0

3
2
0

号
土

坑
Ｉ

・
Ｊ

−
1
9

2
0
0
1

中
世

以
降

円
形

す
り

鉢
状

N
3
7
E

7
6

6
5

2
8

−
骨

片
出

土
と

あ
る

も
不

明
。

縄
文

か
。『

横
壁

（
６

）』
で

報
告

済
み

2
0

3
2
2

号
土

坑
Ｏ

−
1
4

2
0
0
1

中
世

以
降

楕
円

形
皿

状
N

9
E

1
0
5

8
2

3
2

−
銭

貨
出

土
と

あ
る

も
確

認
で

き
な

い
。『

横
壁

（
６

）』
で

報
告

済
み

2
0

4
2
3

号
土

坑
Ｈ

−
1
8
・

1
9

2
0
0
1

中
世

不
整

円
形

す
り

鉢
状

−
4
9

4
8

2
6

−
｢景

徳
元

宝
｣

１
。『

横
壁

（
６

）』
で

報
告

済
み

2
9

１
号

墓
坑

Ｙ
−

3
1
9
9
8

中
世

楕
円

形
（

円
筒

状
）

N
3
1
E

1
0
6

9
0

4
8

ヒ
ト

2
3

住
（

縄
文

後
期

）
｢祥

符
元

宝
｣

１
2
9

1
7

号
配

石
Ｔ

−
3
・

4
1
9
9
9

中
世

（
楕

円
形

）
（

円
筒

状
）

N
4
E

2
0
6

1
5
3

4
9

ヒ
ト

1
4

土
（

加
B
）

｢洪
武

通
宝

」
１

、
｢祥

符
元

宝
｣

１
3
0

１
号

墓
坑

Ａ
−

2
1
9
9
8

中
世

長
方

形
円

筒
状

N
1
5
E

1
1
8

6
8

4
8

ヒ
ト

3
3
a

住
（

堀
1
・

2
）

｢皇
宋

通
宝

｣
１

、
｢紹

聖
元

宝
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第４章　調査の成果とまとめ

１　20区屋敷跡の変遷
　20区屋敷跡では、９棟の掘立柱建物と４基の竪

穴遺構が検出されたが、遺構出土遺物は少なく、遺

構時期を判断する材料はわずかであった。また、遺

構の切り合い関係を記した調査所見も確認できない

ため、屋敷にあった建物がどの様な変遷をたどった

のか判断することは難しい。ここでは、少ない資料

から屋敷地内で同時期であったろう掘立柱建物と竪

穴遺構とを４グル－プに分け、20区屋敷跡のおよ

その変遷について言及したいと考えている。

　９棟の掘立柱建物のうち、実際に重複している建

物は、２・３・４号掘立柱建物及び５・６・７号掘

立柱建物である。少なくともこの二箇所で検出され

た各３棟の掘立柱建物は、同時には存在しない。そ

のうち一部欠損している掘立柱建物が、４・７号掘

立柱建物の２棟である。そこで、この２棟が最も

古い段階まで遡る可能性があるとして、第一段階と

考えたい。また、３・33号土坑である竪穴遺構は、

重複せず隣接するように出土していることから、仮

に第一段階に含めておきたい。

　第一段階の４・７号掘立柱建物と同様の形態であ

るのが、３・６号掘立柱建物である。建て替えられ

た建物とも考えられるが、少なくとも時期は近似し

ていると考え、この２棟を第二段階と考えたい。

　中世屋敷に相応しい大型の掘立柱建物として、

１・２号掘立柱建物の２棟がある。これと近似した

軸方向の掘立柱建物及び竪穴遺構を第三段階とした

い。具体的には、１・２・５号掘立柱建物と28・

32号土坑である。１号掘立柱建物からは古瀬戸後

期Ⅳ古の縁釉小皿が出土している。また中世陶磁器

の総量把握も考慮し、第三段階を15世紀中〜後半

頃に比定しておきたい。20区屋敷跡から出土した

遺物は、大半が中世、15世紀頃に収まり、あまり

時期幅がないように思われる。これは20区屋敷跡

で遺構重複がさほど顕著にみられないことでも頷け、

屋敷として継続した期間は短かったと考えている。

　最後に、他の建物と軸方向が異なる２棟の建物、

８・９号掘立柱建物を第四段階としたい。

　以上を踏まえ、20区屋敷跡の変遷を示したもの

第 179 図　20 区屋敷跡変遷案
９掘

８掘

１掘

28 土

２掘

５掘
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第三段階

第四段階
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が第179図である。ここでは、柱穴間平均値等を考

慮してさらに細分化することは避けている。資料が

少ない中での細分化は、かえって状況を把握しにく

くすると判断したためだ。また20区屋敷跡は15世

紀頃の中世屋敷だと考えられるが、屋敷で検出され

た掘立柱建物すべてがその時期に比定できるかは判

然としない。判断材料も少なく、屋敷の変遷も含め

推測の域を出ないことはご容赦願いたい。

２　中世陶磁器総量把握の成果と課題
　本書では中世における横壁中村遺跡の様相を知る

手掛かりとして、中世に比定された遺物の総量把握

を行った。具体的には、中世遺物のうち編年研究の

進んでいる陶磁器、在地土器についてその総量を

破片数で数え、出土位置が確認できる遺物をグリッ

ドごとに分けた。これを生産地別、時期別に出土量

把握を行い、資料化したものが第180・181図であ

る。なお、貿易陶磁器については小野正敏氏に、瀬

戸・美濃系陶器については藤澤良祐氏に鑑定してい

ただいた（第180・181図及び表12参照）。

　第180図には、古代以降の全体図と在地土器であ

る内耳土器及び古瀬戸中期から大窯段階までの瀬

戸・美濃系陶器の出土位置と破片数を掲載した。第

181図には、貿易陶磁器をおよそ12 〜 14世紀頃と

15 〜 16世紀頃に分け、出土位置と破片数を掲載

した。

　貿易陶磁器は28点確認できた。青磁蓮弁文の碗

であるＢ１類が最も多く、可能性のあるものも含

め15点を数えた。また青磁碗Ａ類・皿Ⅲ類と比定

された遺物も３点あった。貿易陶磁器については、

13世紀中〜 14世紀前半を中心に多く確認できた

が、遺跡全域に散在するような出土状況であり、こ

の時期に比定できる明確な遺構も確認できなかっ

た。15 〜 16世紀前半頃では青磁稜花皿４点や白

磁皿Ｃ群・Ｂ群が４点、染付碗Ｂ群が１点確認でき

た。出土量は少ないが、20区屋敷跡にやや集中す

るようにもみえる。

　古瀬戸から大窯段階までの瀬戸・美濃系陶器は

38点確認できた。古瀬戸中期が３点、古瀬戸後期

が32点、大窯期が６点であった。古瀬戸中期は、

四耳壺（梅瓶か）１点と卸皿１点であったが、梅瓶

や四耳壺は伝世することが多く、遺構の時期を表し

ていない可能性もある。古瀬戸では後期が最も数多

く、特に古瀬戸後期Ⅱ〜Ⅳ古段階が16点とその多

くを占めていた。大窯は１段階がなく、大窯４段階

が４点ほど確認できた。

　在地土器である内耳土器は585点確認できた。そ

のほかの在地土器である鉢は７点、カワラケは２点

のみであった。カワラケが少ないのは八ッ場地域の

特徴と考えられる。在地土器の鉢が少なく内耳土器

が大半を占めるのは、本遺跡における中世段階の遺

構が15世紀頃を中心にしていたためと考えている。

前述の通り14世紀以前の貿易陶磁器はみられるが、

古瀬戸中期はわずかで大窯期も少なく古瀬戸後期が

大半を占めていることからも、このことは首肯でき

る。しかし、14世紀以前の状況については、遺構

もなく遺物が散在しているのみであり、その実態は

明らかではない。

　20区屋敷跡周辺からは多数の内耳土器や中世陶

磁器が出土した。屋敷跡は30区Ｔ〜Ｊ－１、20区

Ｔ〜Ｊ－18 〜 25の範囲に位置する。ここで出土

した在地土器、中世陶磁器は以下の通りである。

　在地鉢３点

　カワラケ１点

　内耳土器401点

　古瀬戸後期Ⅰ〜Ⅲ合子蓋１点

　古瀬戸後期Ⅱ縁釉小皿３点

　（20区0-24、29区Y-1、30区E-1各１点と接合）

　古瀬戸後期Ⅳ古縁釉小皿３点

　古瀬戸後期Ⅳ新天目茶碗１点

　大窯３段階丸皿１点

　青磁碗Ｂ１類１点

　青磁稜花皿１点

　白磁皿Ｂ群１点

　白磁皿Ｃ群１点

※数量は破片数。出土位置は180・181図及び付図２参照
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第180図　中世陶磁器出土数量（１）
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　横壁中村遺跡出土の内耳土器は585点を数える

が、20区屋敷跡付近からはそのうちの401点が出

土した。在地鉢やＢ１類の青磁碗など、14世紀以

前に遡るだろう遺物は少ない。また大窯もわずか

だ。一方、古瀬戸後期Ⅳを中心に15世中〜後半頃

に比定できる遺物が多く確認できた。青磁稜花皿、

白磁皿Ｂ群・Ｃ群も、15世紀前半〜 16世紀前半頃

には収まるもので、古瀬戸後期Ⅳの出土量が多いこ

ととも齟齬はない。20区屋敷跡は15世紀中〜後半

頃が中心であり、14世紀までは遡らず16世紀まで

は下らない中世屋敷だと考えられる。

　総量把握の結果を考慮し、屋敷の年代や本遺跡の

中世の傾向に言及したが、限られた整理期間の中で

すべての遺物を実見した成果ではない。整理作業は

継続中であり、総量把握の結果が変更される可能性

もあるだろう。今後も検討したいと考えている。ま

た、掘り込みを持つ遺構で良好な共伴関係が確認で

きた出土例はなく、遺跡全体をひとつの遺構のよう

に扱った結果でもある。実際の様相をどれだけ反映

しているか、今後も検証が必要だと考えている。

第181図　中世陶磁器出土数量（２）
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３　横壁中村遺跡出土内耳土器
　総量把握の成果を踏まえ、20区屋敷跡周辺で出

土した内耳土器についても言及したい。本遺跡より

出土した内耳土器は信濃型と思われ、明らかな上

野・武蔵型は確認できなかった。出土した内耳土器

を概観するといくつかに分類できるが、屋敷跡周辺

で出土した内耳土器の多くに共通する特徴もみられ

た。具体的には、頸部で屈曲しやや外反または内湾

するような口縁で、口唇部は平坦でシャ－プ。内耳

部分断面は楕円状で面取りするように成形、平底な

どである（第182図参照）。

　前述の通り、20区屋敷跡周辺からは400点以上

の内耳土器とともに中世陶磁器が出土している。屋

敷跡周辺で出土した内耳土器は、これら中世陶磁器

と同時期であり、同地域で出土した内耳土器に多く

みられた特徴が、この時期の内耳土器の特徴ではな

いかと考えている。

　20区屋敷跡周辺からは、瀬戸・美濃系陶器や貿

易陶磁器が出土し、出土状況から15世紀中〜後半

頃に比定できる遺物が多くみられた。良好な共伴関

表 12　　横壁中村遺跡 中世瀬戸・美濃系陶磁器、貿易陶磁器総量一覧表
＜瀬戸・美濃系陶磁器＞ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※数量は破片数

古瀬戸前期 古瀬戸中期 古瀬戸後期 古瀬戸
計

大窯 1 大窯 2 大窯 3 大窯 4
大窯計 合計

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ古 Ⅳ新 前 後 前 後 前 後 前 後
四耳壺か梅瓶 2 2 2

合子　蓋 1 1 1

袴腰形香炉 1 1 1

縁釉小皿 4 10 10
1 1

4
直縁大皿 1 1 1

浅碗 1 1 1

平碗 2 4 4
1 1

天目、天目か 2 1 1 4 1 1 5

盤類 2 2 2

碗 1 1 1

片口小瓶 1 1 1

卸皿 1 2 3 3

卸目付大皿 1 1 1

丸皿 1 2 2
1

志野 3 3 3

合計 3 3 2 5 1 32 1 1 6 38
1 1 1 3
5 3

1
7

＜貿易陶磁器＞
青磁碗Ａ１類 1 点 青磁稜花皿 4 点
青磁碗Ａ２類 1 点 染付碗Ｂ群 1 点
青磁碗Ｂ０類 1 点 白磁皿Ｃ群 1 点
青磁碗Ｂ１類、Ｂ１類か 14 点 白磁皿Ｂ群 3 点
青磁蓮弁文か 1 点
青磁折縁小皿Ⅲ類 1 点
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第182図　横壁中村遺跡出土内耳土器
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係ではない出土遺物で詳細な時期までは限定しがた

いが、内耳土器も同様に、多くは15世紀中〜後半

頃に収まるものではないかと考えている。しかし、

器高が確認できた内耳土器は１点と少ないが、やや

低く疑問も残る（屋敷No.62）。八ッ場地域におけ

る信濃型内耳土器出土例も増えてきたが、良好な共

伴関係を持つ出土例は少なく、年代観については今

後も検証が必要だと考えている。

　最後に20区６号石垣からは、孔を穿ち内耳部分

を付ける形態（６石垣No. １）の内耳土器が確認でき

たことを付け加えておく。

４　まとめ
　ここでは、本書をまとめる中で得られた成果と課

題について述べていく。

　横壁中村遺跡では弥生中期後半以降、９世紀頃ま

での遺構や遺物が確認できなかった。これは八ッ場

地域に認められる傾向でもある。本書では９世紀後

半に比定できる住居９軒を報告したが、建物は重複

せず近接しており、ほぼ同時期の住居と考えられ

る。また比較的規模の大きな住居もあり、竈は石

組みで堅牢な作りのものもみられた。20区90号住

居からは多数の遺物とともに、鉄製の紡錘車（90住

No.36）や鋤先（90住No.35）、鉄滓（90住No.38・

39）、砥石（90住No.40）が出土した。鋤先は、砥

石とともに竈脇から出土しており注目される。また

土師器の中には、県内平野部で多数出土するコの字

口縁の甕が多くみられた。甕を観察すると、器形は

近似するものの整形が異なるものがあり、県内平

野部との相違点も確認できた。また20区83号住居

No. １の甑は、県内平野部ではほとんど出土例がな

い。また次年度以降の報告ではあるが、信濃地域を

中心に出土例のある凸帯付四耳壺も出土しており、

古代の八ッ場地域が、信濃とも密接に関わり合いを

持っていたことが出土遺物からも確認できた。

　横壁中村遺跡の中世は、20区屋敷跡が中心であ

り、他の地域では遺構も遺物も希薄であった。屋

敷跡からは陶磁器のほかにも、石臼（屋敷No.93）

や茶臼（屋敷No.91・92ほか）、硯（屋敷No.78）な

どの石製品や鉄鏃（屋敷No.67）や刀の一部（屋敷

No.66）などの金属製品が出土した。時期不明な遺

物もあるが、多くは屋敷に伴うものであり、中世屋

敷の様相を伝える遺物だと考えている。また次年度

以降に報告予定の調査区からは、中国産の天目茶碗

口縁部片や中国産の壺？の底部片が確認できた。横

壁中村遺跡が中世においてどのような地域であった

のかを知るための、重要な遺物と考えている。

　確認できた墓坑は、渡来銭の出土例が多いことか

ら大半が中世に比定できるものと考えている。墓坑

の多くは山根沢西側で検出されているが、屋敷跡か

らはほとんど確認できなかった。屋敷跡と同時期あ

るいは近似した時期に埋葬された可能性も考えられ

る。20区中央付近からは多くの鉄滓が出土してい

る。これまでに報告された20区554号土坑や１号

竪穴遺構、１・２号石囲い遺構は同様の軸方向であ

り、出土遺物からも、中世の鉄に係わる一連の遺構

であった可能性も考えられる。

　横壁中村遺跡の近世遺構の一部は、『久々戸遺跡・

中棚Ⅱ遺跡・下原遺跡・横壁中村遺跡』の中で報告

されている。天明三（1783）年浅間山噴火に伴う火

山性堆積物下の調査で、天明泥流下畑が検出された

が、これ以外、明確に近世と比定できた遺構は少な

い。石垣についても、発掘調査前の現況図と比較す

ると地境に沿って出土しており、比較的新しい時期

のものが多いと考えている。ただし、次年度以降の

報告では五輪塔や一字一石経などの出土例もあり、

今後、横壁中村遺跡の近世についてもさらに明らか

になるものと考えている。

　出土遺物では、中世の内耳土器は確認できたが焙

烙は確認できなかった。八ッ場地域の遺跡発掘調査

でも同様の出土傾向がみられ、西吾妻地域に認めら

れる地域性だと考えている。また16世紀末〜 17世

紀初頭に比定された鉄絵唐津が出土したが、確認で

きなかった中世末から近世初頭の遺構があったのか

もしれない。次年度以降報告予定の調査区とともに

検討していきたいと考えている。



225

横壁中村遺跡（10）出土中近世人骨

はじめに

　横壁中村遺跡は,群馬県長野原町に所在する。（財）

群馬県埋蔵文化財調査事業団による発掘調査が,平

成９（1997）年４月〜同16（2004）年３月まで実施

された。

　本遺跡の19区・20区・29区・30区から,主に中

世の人骨が出土したので以下に報告する。

　出土した人骨は,水洗後,できる限りの接着復元後,

観察・計測・写真撮影を行った。なお,出土歯の計

測方法は,藤田の方法に従った。

１．19区出土人骨

　19区では,293号土坑から人骨が出土している。

（１）293号土坑出土人骨［2004年４月26日出土］

①土坑の概要：土坑の形状は円形を呈し,規模は直

径約108cm 〜 122cm・深さ約28cmである。

②副葬品：副葬品は,検出されていない。

③被葬者：本人骨は現場で保存処理が施され,土と

人骨とが一緒に固められているため,十分な観察は

不可能であった。しかしながら,出土人骨は,頭蓋骨,

上腕骨,大腿骨,脛骨が確認できた。

・埋葬：人骨の出土状況から,被葬者は頭位を北東

にした屈葬で埋葬されたと推定される。

・性別：大腿骨及び脛骨の大きさが小さいため,被

葬者の性別は女性であると推定される。

・死亡年齢：観察可能な歯の咬耗度は一部象牙質が

露出する程度のマルティンの２度の状態であるので,

被葬者の死亡年齢は約30歳代であると推定される。

２．20区出土人骨

　20区では, １号墓坑・４号墓坑・5号墓坑・８号

墓坑・９号墓坑・11号墓坑・13号墓坑・14号墓

坑・15号墓坑・16号墓坑・18号墓坑・19号墓坑・

20号墓坑・21号墓坑・22号墓坑の,15基から人骨

が出土している。

（１）１号墓坑出土人骨［1999年11月８日・同９日出土］

①土坑の概要：土坑の形状は楕円形を呈し,規模は

長軸約140cm・短軸約76cm・深さ約53cmである。

②副葬品：副葬品は,銭貨の元豊通宝１点・熈寧元

宝１点が検出されている。

③被葬者：人骨の残存状態は,あまり良くない。頭

蓋骨片・遊離歯・四肢骨片が出土している。

・埋葬：人骨の出土状況から,被葬者は頭位を北東

にした屈葬で埋葬されたと推定される。

・性別：出土遊離歯の歯冠計測値が比較的大きいた

め,被葬者の性別は男性であると推定される。

・死亡年齢：出土遊離歯の咬耗度を観察すると,象

牙質が点状に露出する程度のマルティンの２度の状

態であるので,約30歳代であると推定される。

写真１．20区１号墓坑出土人骨［上顎歯咬合面観］

（２）４号墓坑出土人骨［1999年10月22日出土］

①土坑の概要：土坑の形状は隅丸方形を呈し,規模

は長軸約133cm・短軸約112cm・深さ約12cmで

ある。

②副葬品：副葬品は,検出されていない。

③被葬者：出土人骨の残存状態は非常に悪く,わず

かに遊離歯の乳歯の歯冠が出土している。

・埋葬：被葬者の埋葬状態は不明である。

・性別：永久歯が出土していないので,被葬者の性

別は不明である。

・死亡年齢：歯冠のみで歯根が残存していないが,

咬耗は認められないので,萌出前か萌出直後と考え

られるため,被葬者の死亡年齢は約9 ヶ月〜 1歳で

あると推定される。

横壁中村遺跡（10）出土中近世人骨

生物考古学研究所　　楢崎　修一郎
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（３）５号墓坑出土人骨［1999年11月11日］

①土坑の概要：土坑の形状は長方形を呈し,規模は

長軸約162cm・短軸約91cm・深さ約55cmである。

②副葬品：副葬品は,銭貨の皇宋通宝１点・宣徳通

宝１点・天聖元宝１点が検出されている。

③被葬者：人骨の残存状態は非常に悪く,わずかに

遊離歯片が出土しているのみである。被葬者の性別

は不明で,出土永久歯には咬耗が認められないこと

から,死亡年齢は約７歳〜９歳であると推定される。

土坑の大きさから,被葬者は伸展葬で埋葬された可

能性が高い。

（４）８号墓坑出土人骨［2000年8月2日〜 8月18日］

①土坑の概要：土坑の形状は楕円形を呈し,規模は

長軸約136cm・短軸約84cm・深さ約38cmである。

②副葬品：副葬品は,銭貨の熈寧元宝２点・開元通

宝１点・永楽通宝２点・景祐元宝１点が検出されて

いる。

③被葬者：出土人骨の残存状態は,悪い。

・埋葬：人骨の出土状況から,被葬者は頭位を北西

にした屈葬で埋葬されたと推定される。

・性別：出土人骨の歯冠計測値は比較的小さく,四

肢骨は小さく華奢であるため,被葬者の性別は女性

であると推定される。

・死亡年齢：出土遊離歯の咬耗度を観察すると,エ

ナメル質のみのマルティンの１度であるので,被葬

者の死亡年齢は約20歳代であると推定される。

（５）９号墓坑出土人骨［2000年９月25日〜 27日］

①土坑の概要：土坑の形状は楕円形を呈し,規模は

長軸約210cm・短軸約138cm・深さ約62cmである。

②副葬品：副葬品は,検出されていない。

③被葬者：人骨の出土部位は,全身に及ぶ。

・埋葬：人骨の出土状況から,被葬者は頭位を北東

にした屈葬で埋葬されたと推定される。

・性別：大腿骨は大きく,頑丈であるため,被葬者の

性別は男性であると推定される。

・死亡年齢：下顎左右M ３（第３大臼歯）の歯根が一

部完成していないため,被葬者の死亡年齢は約15歳

〜 16歳であると推定される。歯の咬耗度も,エナメ

ル質のみのマルティンの１度である。

（６）11号墓坑出土人骨［2000年10月４日出土］

①土坑の概要：土坑の形状は不整円形を呈し,規模

は直径約107cm 〜 118cm・深さ約26cmである。

②副葬品：副葬品は,銭貨の開元通宝１点・元豊通

宝１点が検出されている。

③被葬者：人骨の残存状態はあまり良くないが,少

しずつ全身が出土している。

・埋葬：人骨の出土状況から,頭位を北にした屈葬

で埋葬されたと推定される。

・性別：頭蓋骨の乳様突起及び四肢骨は,大きく頑

丈であるため,被葬者の性別は男性であると推定さ

れる。

・死亡年齢：歯は検出されなかった。一部残存して

いる,右下顎骨を観察すると,無歯顎である。また,

頭蓋縫合の内,矢状縫合は内板及び外板共に癒合し

て消失しているため,被葬者の死亡年齢は老齢であ

ると推定される。

（７）13号墓坑出土人骨［2000年12月13日出土］

①土坑の概要：土坑の形状は楕円形を呈し,規模は

長軸約133cm・短軸約113cm・深さ約51cmである。

②副葬品：副葬品は,検出されていない。

③被葬者：人骨の出土部位は,全身に及ぶ。

・埋葬：人骨の出土状況から,被葬者は頭位を西に

した屈葬で埋葬されたと推定される。

・性別：四肢骨は比較的小さく華奢であるため,被

葬者の性別は女性であると推定される。

・死亡年齢：出土歯の咬耗度を観察すると,象牙質

が点状に露出する程度のマルティンの２度の状態で

ある。但し,全般的に咬耗は少ない。また,矢状縫合

は内板及び外板共に癒合している状態である。被葬

者の死亡年齢は約30歳代であると推定される。

（８）14号墓坑出土人骨［2000年12月13日出土］

①土坑の概要：土坑の形状は長方形を呈し,規模は

長軸約113cm・短軸約60cm・深さ約23cmである。

②副葬品：副葬品は,検出されていない。

③被葬者：人骨の出土部位は,全身に及ぶ。

・埋葬：人骨の出土状況から,被葬者は頭位を北東
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にした仰臥屈葬で埋葬されたと推定される。

・性別：出土人骨の四肢骨及び歯冠計測値が大きい

ため,被葬者の性別は男性であると推定される。

・死亡年齢：出土歯の咬耗度を観察すると,象牙質

が点状及び面状に露出する程度のマルティンの２度

の状態である。被葬者の死亡年齢は,約40歳代であ

ると推定される。

・古病理：上顎左右M ３（第３大臼歯）に,歯冠が崩

壊し歯根のみになった状態の齲触が認められた。

（９）15号墓坑出土人骨［2001年６月28日出土］

①土坑の概要：土坑の形状は楕円形を呈し,規模は

長軸約156cm・短軸約111cm・深さ約14cmである。

②副葬品：副葬品は,検出されていない。

③被葬者：人骨の残存状態は,非常に悪い。わずか

に,大腿骨片が出土している。しかしながら,大腿骨

は土坑の東側から出土しているため,被葬者は頭位

を西側にした屈葬で埋葬されたと推定される。性別

及び死亡年齢は,不明である。恐らく成人であると

推定される。

（10）16号墓坑出土人骨［2001年７月６日出土］

①土坑の概要：土坑の形状は楕円形を呈し,規模は

長軸約112cm・短軸約87cm・深さ約33cmである。

②副葬品：副葬品は,検出されていない。

③被葬者：出土人骨の残存状態は,悪い。わずかに,

脛骨片のみが出土している。

・埋葬：人骨の出土状況から,被葬者は頭位を北に

した屈葬で埋葬されたと推定される。

・性別：出土脛骨の大きさが比較的小さく華奢であ

るので,被葬者の性別は女性であると推定される。

・死亡年齢：成人であると推定される。

（11）18号墓坑出土人骨［2001年８月20日出土］

①土坑の概要：土坑の形状は不整円形を呈し,規模

は直径約116cm 〜 133cm・深さ約44cmである。

②副葬品：副葬品は,銭貨の大観通宝１点・元豊通

宝１点・聖宋元宝１点・天聖元宝１点が検出されて

いる。

③被葬者：出土人骨の残存状態は,悪い。わずかに,

上腕骨片と大腿骨片のみが出土している。

・埋葬：人骨の出土状況から,被葬者は頭位を北東

にした屈葬で埋葬されたと推定される。

・性別：上腕骨と大腿骨は,大きさが比較的小さく

華奢であるので,性別は女性であると推定される。

・死亡年齢：成人であると推定される。

（12）19号墓坑出土人骨［2001年９月21日出土］

①土坑の概要：土坑の形状は楕円形を呈し,規模は

長軸約102cm・短軸約66cm・深さ約37cmである。

②副葬品：副葬品は,元符通宝１点・朝鮮通宝１

点・紹聖元宝１点が検出されている。

③被葬者：人骨の残存状態は,あまりよくない。

・埋葬：人骨の出土状況から,被葬者は頭位を北東

にした屈葬で埋葬されたと推定される。

・性別：出土人骨の歯冠計測値は,比較的小さいた

め,被葬者の性別は女性であると推定される。

・死亡年齢：出土歯の咬耗度を観察すると,象牙質

が点状に露出する程度のマルティンの２度の状態で

あるため,被葬者の死亡年齢は約30歳代であると推

定される。

・古病理：出土歯のほとんどに,齲触が認められた。

（13）20号墓坑出土人骨［2003年５月９日出土］

①土坑の概要：土坑の形状は方形を呈し,規模は長

軸約113cm・短軸約100cm・深さ約32cmである。

②副葬品：副葬品は,銭貨の熈寧元宝１点・天聖元

宝１点・洪武通宝１点が検出されている。

③被葬者：人骨の出土部位は,全身に及ぶ。

・埋葬：人骨の出土状況から,被葬者は頭位を北に

した屈葬で埋葬されたと推定される。

・性別：四肢骨は,大きく頑丈であるため,被葬者の

性別は男性であると推定される。

・死亡年齢：出土歯の咬耗度を観察すると,象牙質

が点状に露出する程度のマルティンの２度の状態で

ある。被葬者の死亡年齢は,約30歳代であると推定

される。

・古病理：出土歯には,齲触が認められた。

（14）21号墓坑出土人骨［2004年５月11日出土］

①土坑の概要：土坑の形状は長方形を呈し,規模は

長軸約116cm・短軸約60cm・深さ約63cmである。
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②副葬品：副葬品は,銭貨の至和元宝2点が検出され

ている。

③被葬者：人骨の残存状態は,悪い。

・埋葬：人骨の出土状況から,被葬者は頭位を北東

にした屈葬で埋葬されたと推定される。

・性別：出土頭蓋骨の乳様突起が大きく,四肢骨も

大きく頑丈であるため,被葬者の性別は男性である

と推定される。

・死亡年齢：出土歯の咬耗度を観察すると,象牙質

が面状に露出する程度のマルティンの２度から３度

の状態である。被葬者の死亡年齢は,約40歳代であ

ると推定される。

（15）22号墓坑出土人骨［2004年７月12日出土］

①土坑の概要：土坑の形状は長方形を呈し,規模は

長軸約147cm・短軸約113cm・深さ約63cmである。

②副葬品：副葬品は,銭貨の 元通宝１点・○○元

宝１点が検出されている。○○部分は不読である。

③被葬者：人骨の残存状態は,悪い。

・埋葬：人骨の出土状況から,被葬者は頭位を北東

にした屈葬で埋葬されたと推定される。

・性別：出土歯の歯冠計測値は比較的大きいため,

被葬者の性別は男性であると推定される。

・死亡年齢：出土歯の咬耗度を観察すると,象牙質

が点状に露出する程度のマルティンの２度の状態で

あるので,被葬者の死亡年齢は約30歳代であると推

定される。

３．29区出土人骨

　29区では, １号墓坑及び17号配石から人骨が出

土している。

（１）１号墓坑出土人骨［1998年９月14日出土］

①土坑の概要：土坑の形状は楕円形を呈し,規模は

長軸約106cm・短軸約90cm・深さ約48cmである。

②副葬品：副葬品は,銭貨の祥符元宝１点が検出さ

れている。

③被葬者：出土人骨の残存状態は,あまりよくない。

・埋葬：人骨の出土状況から,被葬者は頭位を北東

にした屈葬で埋葬されたと推定される。

・性別：四肢骨は,比較的小さく華奢であり,出土歯

の歯冠計測値も比較的小さいため,被葬者の性別は

女性であると推定される。

・死亡年齢：出土歯の咬耗度を観察すると,象牙質

が点状に露出する程度のマルティンの２度の状態で

あるので,被葬者の死亡年齢は約30歳代であると推

定される。

（２）17号配石出土人骨［1999年５月17日出土］

①土坑の概要：土坑の形状は楕円形を呈し,規模は

長軸約206cm・短軸約153cm・深さ約49cmである。

②副葬品：副葬品は,洪武通宝１点・祥符元宝１点

が検出されている。

③被葬者：出土人骨の残存状態は,非常に悪い。

・埋葬：人骨の出土状況から,被葬者は頭位を北東

にした屈葬で埋葬されたと推定される。

・性別：出土歯の歯冠計測値は比較的小さく,出土

四肢骨は比較的小さく華奢であるため,被葬者の性

別は女性であると推定される。

・死亡年齢：出土歯の咬耗度を観察すると,象牙質

が点状に露出する程度のマルティンの２度の状態で

あるので,被葬者の死亡年齢は約30歳代であると推

定される。

４．30区出土人骨

　30区では, １号墓坑・２号墓坑・３号墓坑の３基

から人骨が出土している。

（１）１号墓坑出土人骨［1998年７月16日出土］

①土坑の概要：土坑の形状は長方形を呈し,規模は

長軸約118cm・短軸約68cm・深さ約48cmである。

②副葬品：副葬品は,銭貨の皇宋通宝１点・紹聖元

宝１点が検出されている。

③被葬者：人骨の残存状態は悪いが,全身に及ぶ。

・埋葬：人骨の出土状況から,被葬者は頭位を北東

にした屈葬で埋葬されたと推定される。

・性別：出土歯の歯冠計測値は,比較的小さいため

被葬者の性別は女性であると推定される。

・死亡年齢：出土歯の咬耗度を観察すると,象牙質

が点状から面状に露出する程度のマルティンの2度

から３度の状態であるので,被葬者の死亡年齢は約

40歳代であると推定される。
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（２）２号墓坑出土人骨［1998年５月７日出土］

①土坑の概要：土坑の形状は楕円形を呈し,規模は

長軸約104cm・短軸約60cm・深さ約20cmである。

②副葬品：副葬品は,銭貨の元祐通宝１点・ 元通

宝１点が検出されている。

③被葬者：人骨の残存状態は悪いが,全身に及ぶ。

・埋葬：人骨の出土状況から,被葬者は頭位を北東

にした屈葬で埋葬されたと推定される。

・性別：出土歯の歯冠計測値が比較的大きいので,

被葬者の性別は男性であると推定される。

・死亡年齢：出土歯の咬耗度を観察すると,エナメ

ル質が点状に露出する程度のマルティンの２度の状

態であるため,被葬者の死亡年齢は約30歳代である

と推定される。

・古病理：出土歯には,齲触が認められた。

（３）３号墓坑出土人骨［1997年11月25日出土］

①土坑の概要：土坑の形状は長方形を呈し,規模は

長軸約114cm・短軸約66cm・深さ約18cmである。

②副葬品：副葬品は,検出されていない。

③被葬者：人骨の残存状態は悪いが,全身に及ぶ。

・埋葬：人骨の出土状況から,被葬者は頭位を北東

にした屈葬で埋葬されたと推定される。

・性別：出土歯の歯冠計測値が比較的大きいため,

被葬者の性別は男性であると推定される。

・死亡年齢：出土歯の咬耗度を観察すると,象牙質

が点状から面状に露出する程度のマルティンの２度

から３度の状態であるので,被葬者の死亡年齢は約

40歳代であると推定される。

まとめ

　横壁中村遺跡から,中近世の墓坑21基が検出され,

人骨21体が出土した。

　埋葬方法は,屈葬19基・伸展葬１基・不明１基で,

屈葬が多い。また,被葬者の頭位は北東13基・北西

１基・北３基・西２基・不明２基で,北東位が多い。

　被葬者の性別は,男性９体・女性９体・不明３体

である。死亡年齢は,未成年３体・約20歳代１体・

約30歳代９体・約40歳代４体・老齢１体・成人３

体であると推定された。

　横壁中村遺跡が位置する長野原町は,民俗学の研

究で墓制に「両墓制」が認められる地域である。こ

れは,遺体を埋葬する「埋め墓」と墓参りをする「詣り

墓」との２つの墓が存在するものである。分布域は,

近畿地方が多いことが知られており,この葬制の始

まりは一般的に近世であると考えられている。

　この横壁中村遺跡の主に中世における墓坑の分布

は,「埋め墓」のような集中的なものではなく,散在

している。このことは,この地域において「両墓制」

は少なくとも,中世には存在しなかったことが推定

できる。

　なお,この「両墓制」と横壁中村遺跡における墓制

の関係は,横壁中村遺跡の主担当として長年,発掘調

査を行われた（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団の藤

巻幸男氏からご指摘を受けたものである。

謝辞

　（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団の黒澤照弘氏に

は,本遺跡出土人骨を報告する機会を与えていただ

き,本遺跡に関する考古学的情報を与えていただき

ました。また,同事業団の藤巻幸男氏には,本遺跡の

墓制と両墓制に関するご指摘をいただきました。こ

こに,両氏に感謝いたします。

表1．横壁中村遺跡出土中近世人骨まとめ
区名 遺構名 個体数 性別 死亡年齢 副葬品
19区 293号土坑 1個体 女性 約30歳代 －

20区

１号墓坑 1個体 男性 約30歳代 銭貨２点
４号墓坑 1個体 不明 約９ヶ月〜１歳 －
５号墓坑 1個体 不明 約７歳〜９歳 銭貨３点
８号墓坑 1個体 女性 約20歳代 銭貨６点
９号墓坑 1個体 男性 約15歳〜 16歳 －
11号墓坑 1個体 男性 老齢 銭貨２点
13号墓坑 1個体 女性 約30歳代 －
14号墓坑 1個体 男性 約40歳代 －
15号墓坑 1個体 不明 成人 －
16号墓坑 1個体 女性 成人 －
18号墓坑 1個体 女性 成人 銭貨４点
19号墓坑 1個体 女性 約30歳代 銭貨３点
20号墓坑 1個体 男性 約30歳代 銭貨３点
21号墓坑 1個体 男性 約40歳代 銭貨２点
22号墓坑 1個体 男性 約30歳代 銭貨２点

29区
１号墓坑 1個体 女性 約30歳代 銭貨１点
17号配石 1個体 女性 約30歳代 銭貨２点

30区
１号墓坑 1個体 女性 約40歳代 銭貨２点
２号墓坑 1個体 男性 約30歳代 銭貨２点
３号墓坑 1個体 男性 約40歳代 －
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横壁中村遺跡（10）出土中近世獣骨

はじめに

　横壁中村遺跡は,群馬県長野原町に所在する。（財）

群馬県埋蔵文化財調査事業団による発掘調査が,平

成11（1999）年〜同16（2004）年まで実施された。

　本遺跡の18区・20区・30区から,中近世の獣骨

が出土したので,以下に報告する。出土した獣骨は,

水洗後,観察・計測・写真撮影を行った。

　なお,獣骨の計測方法は,フォン・デン・ドリーシ

ュ［von den DRIESCH］（1976）の方法に従った。

また,馬の年齢区分は, １歳〜５歳が幼齢馬・６歳〜

16歳が壮齢馬・17歳以上が老齢馬とした。さらに,

馬の場合,性別の推定は犬歯の有無及び寛骨の形態

から可能であるが,今回,犬歯及び寛骨が検出された

事例は無かった。なお,この犬歯は,人為的に抜歯す

る場合がある。

　横壁中村遺跡出土獣骨は,これまでに,縄文時代を

中心に本報告者により報告されているので,参照さ

れたい（楢崎, 2008・2009a・2009b）。

１．18区出土獣骨

　18区では, １号墓坑から獣骨が出土している。

（１）１号墓坑出土獣骨［2001年11月23日出土］

①遺構の概要：遺構の形状や規模等は,不明である。

②獣骨の概要：破片で出土したが,接合の結果,ウマ

（馬）［Equus caballus］の中手骨骨幹部であること

が判明した。性別不明で,成体であると推定される。

２．20区出土獣骨

　20区では, ２号墓坑・３号墓坑・６号墓坑・10

号墓坑・12号墓坑・１号竪穴遺構・１号掘立柱建

物・20区屋敷跡・１号石組遺構・３号石組遺構・

６号石垣・８号石垣・12号石垣・２号ヤックラ（集

石遺構）から,獣骨が出土している。

（１）２号墓坑出土獣骨［1999年11月８日出土］

①遺構の概要：土坑の形状は長方形を呈し,規模は

長軸約135cm・短軸約83cm・深さ約29cmであ

る。本土坑では,大小の石が覆われた状態で検出さ

れている。恐らく,使役に使用した馬の死亡後に丁

寧に埋葬した墓坑であると推定される。

②獣骨の概要：獣骨は,ウマ（馬）［Equus caballus］

の全身骨格である。性別は,不明である。死亡年齢

は,全歯高から,約９歳〜 10歳の壮齢馬であると推

定される。本馬歯の下顎左右P ２（第２小臼歯）を観

察すると,右P ２の方が左P ２よりも咬耗の度合い

が強い。出土状況から,本馬歯は同一個体に属すこ

とは明らかであるので,本個体は右側で咬む傾向が

あったことが推定される。

写真１．20区２号墓坑全景［北から撮影］

写真２．20区２号墓坑出土下顎右馬歯［頬側面観］

写真３．20区２号墓坑出土下顎左馬歯［頬側面観］

横壁中村遺跡（10）出土中近世獣骨

生物考古学研究所　　楢崎　修一郎
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（２）３号墓坑出土獣骨［1999年11月10日出土］

①遺構の概要：土坑の形状は楕円形を呈し,規模は

長軸約125cm・短軸約94cm・深さ約37cmであ

る。本土坑では,大小の石が覆われた状態で検出さ

れている。恐らく,使役に使用した馬の死亡後に丁

寧に埋葬した墓坑であると推定される。

②獣骨の概要：獣骨は,ウマ（馬）［Equus caballus］

の頭蓋骨片と馬歯片である。性別は,不明である。

死亡年齢は,全歯高から,約4歳〜 5歳の幼齢馬であ

ると推定される。

（３）６号墓坑出土獣骨［1999年11月25日出土］

①遺構の概要：土坑の形状は長方形を呈し,規模は

短軸約90cm・深さ約15cmである。

②副葬品：副葬品は,中世の緑釉小皿1点が検出され

ている。

③獣骨の概要：獣骨は,ウマ（馬）［Equus caballus］

の上顎右M １（第１大臼歯）である。性別は,不明で

ある。死亡年齢は,全歯高から約4歳の幼齢馬である

と推定される。

（４）10号墓坑出土獣骨［2000年８月29日出土］

①遺構の概要：土坑の形状は長方形を呈し,規模は

長軸約82cm・短軸約58cm・深さ約34cmである。

馬骨の残存状態は悪いため,不明であるが,使役に使

用した馬の死亡後に丁寧に埋葬した墓坑であると推

定される。

②獣骨の概要：獣骨は,ウマ（馬）［Equus caballus］

の右脛骨遠位端部が同定された。性別は不明であ

る。ウマの脛骨の遠位端部は,約2歳で癒合するとさ

れているので,死亡年齢は約2歳以上であると推定さ

れる。

（５）12号墓坑出土獣骨［2000年９月21日出土］

①遺構の概要：調査段階の資料がなく,土坑形状は

不明。規模も不詳。

②獣骨の概要：獣骨の残存状態が悪いため,種は不

明である。しかしながら,人骨では無い。

（６）１号竪穴遺構出土獣骨［2004年出土］

①遺構の概要：竪穴の形状は方形を呈し,規模は長

軸約280cm・短軸約254cm・深さ約47cmである。

②獣骨の概要：獣骨の残存状態は非常に悪い。馬

［Equus caballus］の頭蓋骨片である。性別は不明

で,幼齢馬であると推定される。

（７）１号掘立柱建物出土獣骨［1999年８月31日出土］

①遺構の概要：遺構の概要は不明である。

②獣骨の概要：獣骨は,馬（ウマ）［Equus caballus］

の上顎乳臼歯片である。破片であるため,歯種の同

定は不可能であった。性別は,不明である。ウマの

場合,臼歯は約２ヶ月半から４ヶ月で永久歯に替わ

るため,死亡年齢は４ヶ月以下であると推定される。

（８）20区屋敷跡出土獣骨［1999年９月１日・28日出土］

①遺構の概要：20区屋敷跡は,石垣を伴う中世の掘

立柱建物である。

②獣骨の概要：獣骨は,ニホンジカ［Cervus nippon］

の下顎右M ３（第３大臼歯）である。性別は不明で,

成体であると推定される。

（９）１号石組遺構出土獣骨［1999年12月２日・同

21日出土］

①遺構の概要：遺構の形状は長方形を呈し,規模は長

軸約563cm・短軸約342cm・深さ約53cmである。

②獣骨の概要：獣骨は,ウマ［Equus caballus］の中

足骨の近位端である。骨端部の癒合は完了してい

る。但し,ウマの中足骨の近位端の癒合は産まれる

前に完了するとされているので,性別及び死亡年齢

不明個体としか推定できない。

（10）３号石組遺構出土獣骨［1999年11月19日・

24日出土］

①遺構の概要：遺構の形状は楕円形を呈し,規模は長

軸約364cm・短軸約177cm・深さ約51cmである。

②獣骨の概要：獣骨は,ニホンジカ［Cervus nippon］

の中足骨・距骨・中節骨片である。性別は不明で,

成体であると推定される。

（11）６号石垣出土獣骨［2000年10月13日出土］

①遺構の概要：規模は,全長約26.8ｍである。

②獣骨の概要：獣骨は,ニホンジカ［Cervus nippon］

の下顎臼歯である。性別は不明で,成体であると推

定される。

（12）８号石垣出土獣骨［2001年８月６日出土］
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①遺構の概要：規模は東西約11.24ｍ,南北約15.9

6mである。

② 獣 骨 の 概 要： 獣 骨 は,ニ ホ ン ジ カ［Cervus 

nippon］の下顎臼歯である。性別は不明で,成体で

あると推定される。

（13）12号石垣出土獣骨［2003年６月19日出土］

①遺構の概要：規模は,全長約17.2ｍである。

②獣骨の概要：獣骨は,ウマ（馬）［Equus caballus］

の右肩甲骨である。骨端部の癒合は完了しているの

で,性別不明で成体であると推定される。

（14）２号ヤックラ（集石）出土獣骨［2004年４月15

日出土］

①遺構の概要：規模は,全長約7.3ｍである。

②獣骨の概要：獣骨は,ニホンジカ［Cervus nippon］

の上顎臼歯である。性別不明で,成体であると推定

される。

３．30区出土獣骨

　30区では,18号配石から獣骨が出土している。

（１）18号配石出土獣骨［1998年５月11日出土］

①遺構の概要：遺構の形状は隅丸方形を呈し,規模

は長軸約192cm・短軸約186㎝・深さ約50cmである。

②獣骨の概要：獣骨の残存状態が悪いため,種名は

不明である。しかしながら,人骨では無い。

まとめ

　以下の表１に,出土獣骨のまとめを示した。
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表1．横壁中村遺跡出土獣骨まとめ
区名 遺構名 獣骨名 死亡年齢

18区 １号墓坑 ウマ 成体

20区

２号墓坑 ウマ 約９歳〜 10歳

３号墓坑 ウマ 約４歳〜５歳

６号墓坑 ウマ 約４歳

10号墓坑 ウマ 約２歳以上

12号墓坑 不明 不明

１号竪穴遺構 ウマ 幼齢馬

１号掘立柱建物 ウマ 約４ヶ月以下

20区屋敷跡 ニホンジカ 成体

１号石組遺構 ウマ 不明

３号石組遺構 ニホンジカ 成体

６号石垣 ニホンジカ 成体

８号石垣 ニホンジカ 成体

12号石垣 ウマ 成体

２号ヤックラ ニホンジカ 成体

30区 18号配石 不明 不明

表2．横壁中村遺跡20区２号墓坑出土馬歯計測値

右 左
MD BL MD BL

P2 30mm 14mm 30mm 14mm
P3 26mm 17mm 27mm 16.5mm
P4 27mm 18mm 27mm 17.5mm
M1 24mm 14mm 25mm 14mm
M2 24mm 13.5mm 25.5mm 13mm
M3 30mm 12mm 30mm 12mm



遺物観察表

235

遺物観察表（土器、陶磁器）
19区31号住居　土器観察表
図版 区 掲載番号 種別　器種 残存状態 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 計測値[単位：㎝、(　)は推定値] 時期・備考
9図 19 31住 1 須恵器　坏 胴～底部30% 細砂粒少。やや不良。青灰色。 底部回転糸切り無調整。底径6.8。残存高1.0。 ９世紀後半
9図 19 31住 2 須恵器　坏 胴～底部片 細砂粒少。やや不良。暗褐色。 底部右回転糸切り。無調整。底径7.0。残存高1.7。 ９世紀後半
9図 19 31住 3 須恵器　埦 胴～底部20% 細砂粒やや多。良好。灰色。 底部右回転糸切り後、高台貼り付け。高台部欠損。底径7.4。残存高1.8。 ９世紀後半
9図 19 31住 4 須恵器　壺 頸～胴部片 細砂粒多。良好。黄灰色。 頸部で屈曲し外反。内面横撫で。指頭圧痕。 ９世紀後半
9図 19 31住 5 土師器　台付き甕 胴～台部片 細砂粒多。良好。赤褐色。 器面やや劣化。胴部外面ヘラ削り。残存高2.5。 ９世紀後半

9図 19 31住 6 土師器　甕 口縁～胴部片 細砂粒多。良好。明褐色。 やや崩れたコの字口縁。頸部で屈曲し外反。胴部ヘラ削り。口縁から頸部横撫
で。指頭圧痕。口径(21.2)。残存高6.0。 ９世紀後半

9図 19 31住 7 土師器　甕 口縁～胴部片 細砂粒多。良好。明褐色。 やや崩れたコの字口縁。胴部外面ヘラ削り。口縁から頸部横撫で。指頭圧痕。口
径(17.6)。残存高4.7。 ９世紀後半

9図 19 31住 8 土師器　甕 口縁～胴部30% 細砂粒やや多。良好。にぶい赤褐色。 コの字口縁。胴部外面ヘラ削り。内面撫で。口縁、頸部横撫で。指頭圧痕。口径
19.0。残存高7.6。 ９世紀後半

9図 19 31住 9 土師器　甕 胴～底部片 細砂粒多。良好。明褐色。 胴部外面ヘラ削り。内面横撫で。底部ヘラ削り。底径4.0。残存高2.6。 ９世紀後半
19区37号住居　土器観察表
図版 区 掲載番号 種別　器種 残存状態 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 計測値[単位：㎝、(　)は推定値] 時期・備考
12図 19 37住 1 須恵器　坏 口縁～胴部片 細砂粒少。良好。灰白色。 口径15.4。残存高3.5。 ９世紀後半
12図 19 37住 2 土師器　甕 口縁～胴部片 細砂粒やや多。良好。にぶい赤褐色。 やや崩れたコの字口縁。内外面横撫で。指頭圧痕。口径(21.0)。残存高4.7。 ９世紀後半

12図 19 37住 3 土師器　甕 口縁～胴部片 細砂粒多。良好。にぶい黄褐色。 コの字口縁。胴部外面ヘラ削り。口縁から頸部横撫で。指頭圧痕。口径(21.2)。残
存高5.3。 ９世紀後半

12図 19 37住 4 土師器　甕 口縁～胴部片 細砂粒多。良好。にぶい橙色。 コの字口縁。胴部外面ヘラ削り。口縁から頸部横撫で。指頭圧痕。口径(20.0)。残
存高5.6。 ９世紀後半

12図 19 37住 5 土師器　甕 胴～底部片 細砂粒多。良好。暗赤褐色。 胴部外面ヘラ削り。内面撫で。底部ヘラ削り。底径2.8。残存高4.1。 ９世紀後半

12図 19 37住 6 土師器　甕 口縁～胴部50% 細砂粒多。良好。橙色。 やや崩れたコの字口縁。胴部外面ヘラ削り。口縁から頸部外面、内面撫で。指頭
圧痕。口唇部つまみ上げる。口径19.0。残存高14.4。 ９世紀後半

19区44号住居　土器観察表
図版 区 掲載番号 種別　器種 残存状態 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 計測値[単位：㎝、(　)は推定値] 時期・備考
15図 19 44住 1 須恵器　坏 胴～底部20% 細砂粒少。良好。灰色。 底部回転糸切り無調整。底径(6.2)。残存高1.6。 ９世紀中
15図 19 44住 2 須恵器　坏 胴～底部30% 細砂粒多。良好。青灰色。 底部右？回転糸切り無調整。底径(6.2)。残存高1.2。 ９世紀中
15図 19 44住 3 須恵器　坏 胴～底部40% 細砂粒やや多。良好。灰白色。 底部右回転糸切り無調整。底径6.4。残存高1.8。 ９世紀中

15図 19 44住 4 須恵器　坏 口縁～底部30% 細砂粒多。良好。灰白色。 胴部わずかに膨らみを持つ。底部回転糸切り無調整。口径(12.9)。底径(6.6)。高
さ3.4。 ９世紀中

15図 19 44住 5 須恵器　坏 口縁～底部20% 細砂粒やや多。良好。青灰色。 胴部にやや膨らみを持つ。底部回転糸切り無調整。口径(13.0)。底径(7.0)。高さ
3.5。 ９世紀中

15図 19 44住 6 須恵器　坏 口縁～底部40% 細砂粒少。良好。暗灰色。 胴部わずかに膨らみを持つ。底部右?回転糸切り無調整。口径(13.4)。底径7.0。
高さ3.7。 ９世紀中

15図 19 44住 7 須恵器　坏 口縁～底部40% 細砂粒やや多。良好。暗灰色。 胴部にやや膨らみを持つ。口縁部やや外反。底部右回転糸切り無調整。口径
(13.0)。底径6.6。高さ3.5。 ９世紀中

15図 19 44住 8 須恵器　埦 胴～底部50% 細砂粒やや少。良好。灰白色。 底部回転糸切り後、高台貼り付け。底径(8.3)。残存高2.8。 ９世紀後半

15図 19 44住 9 須恵器　埦 口縁～底部70% 細砂粒少。良好。灰白色。 胴部にやや膨らみを持つ。底部回転糸切り後、高台貼り付け。口径(14.6)。底径
7.8。高さ5.6。 ９世紀後半

15図 19 44住 10 土師器　甕 口縁～胴部片 細砂粒やや多。良好。暗褐色。 コの字口縁。頸部横撫ではなく、口縁及び胴部上のみを横撫で。胴部外面ヘラ削
り。口径(20.0)。残存高5.5。 ９世紀中

15図 19 44住 11 土師器　甕 胴～底部片 細砂粒多。良好。にぶい橙色。 胴部外面ヘラ削り。内面撫で。底部ヘラ削り。底径(4.0)。残存高1.4。 ９世紀中

15図 19 44住 12 土師器　甕 口縁～胴部50% 細砂粒多。良好。にぶい橙色。 コの字口縁。胴部外面ヘラ削り。内面、縦横方向への撫で。口縁部横撫で。頸部、
指頭圧痕。口径20.0。残存高25.0。 ９世紀中

19区45号住居　土器観察表
図版 区 掲載番号 種別　器種 残存状態 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 計測値[単位：㎝、(　)は推定値] 時期・備考
20図 19 45住 1 灰釉陶器　埦 胴～底部40% 細砂粒少。良好。淡黄色。 高台貼り付け。見込み擦痕顕著。東濃。底径8.5。残存高2.9。 ９世紀後半
20図 19 45住 2 須恵器　坏 胴～底部40% 細砂粒少。やや良好。暗灰色。 胴部に膨らみを持つ。底部右回転糸切り無調整。底径7.2。残存高2.3。 ９世紀中

20図 19 45住 3 須恵器　坏 口縁～底部40% 細砂粒やや多。良好。灰色。 胴部にやや膨らみを持つ。口縁わずかに外反。底部右回転糸切り無調整。口径
(13.5)。底径(8.0)。高さ3.1。 ９世紀中

20図 19 45住 4 須恵器　埦 胴～底部30% 細砂粒やや少。良好。灰白色。 器面劣化。摩滅。底部右回転糸切り後、高台貼り付け。底径(8.5)。残存高4.2。 ９世紀中

20図 19 45住 5 須恵器　埦 胴～底部50% 細砂粒少。良好。灰白色。 胴部にやや膨らみを持つ。見込み擦痕。底部右回転糸切り後、高台貼り付け。底
部糸切り後ヘラによる｢○｣。底径8.0。残存高3.3。 ９世紀後半

20図 19 45住 6 須恵器　埦 口縁～底部50% 砂粒多。良好。灰色。 胴部に膨らみを持つ。口唇部肥厚し、やや外反。底部右回転糸切り後、高台貼り
付け。口径14.4。底径7.9。高さ6.8。 ９世紀後半

20図 19 45住 7 須恵器　埦 胴～底部片 細砂粒少。良好。灰色。 底部右回転糸切り後、高台貼り付け。見込みに、焼成時の重ね焼痕跡を残す。底
径(7.4)。残存高2.6。 ９世紀後半

20図 19 45住 8 土師器　小型甕 口縁～胴部20% 細砂粒やや多。良好。にぶい褐色。 胴部外面ヘラ削り。内面横撫で。口縁から頸部横撫で。口径11.0。残存高4.2。 ９世紀中

20図 19 45住 9 土師器　甕 口縁～胴部片 細砂粒やや多。良好。暗褐色。 やや崩れたコの字口縁。頸部で屈曲し外反。器面やや劣化。胴部外面ヘラ削り。
内面撫で。口縁から頸部横撫で。指頭圧痕。口径(21.3)。残存高4.8。 ９世紀中

20図 19 45住 10 土師器　甕 口縁～胴部片 細砂粒やや多。良好。にぶい赤褐色。 コの字口縁。胴部外面ヘラ削り。内面横撫で。口縁から頸部横撫で。一部に指頭
圧痕。口径19.0。残存高5.6。 ９世紀中

20図 19 45住 11 土師器　甕 口縁～胴部片 細砂粒多。良好。にぶい橙色。 コの字口縁。胴部外面ヘラ削り。内面撫で。口縁から頸部横撫で。一部に指頭圧
痕。口径20.0。残存高6.2。 ９世紀中

20図 19 45住 12 土師器　甕 口縁～胴部片 細砂粒多。良好。にぶい橙色。 コの字口縁。胴部外面ヘラ削り。内面撫で。口縁から頸部横撫で。指頭圧痕。口径
20.0。残存高6.1。 ９世紀中

20図 19 45住 13 土師器　甕 口縁～胴部30% 細砂粒多。良好。にぶい赤褐色。 やや崩れたコの字口縁。胴部外面ヘラ削り。内面横撫で。口縁から頸部横撫で。
一部に指頭圧痕。口径21.0。残存高9.2。 ９世紀中

20図 19 45住 14 土師器　甕 口縁～胴部30% 細砂粒やや多。良好。にぶい橙色。 コの字口縁。胴部外面ヘラ削り。内面横撫で。口縁から頸部横撫で。一部指頭圧
痕。口径(19.2)。残存高11.2。 ９世紀中

21図 19 45住 15 土師器　甕 口縁～胴部30% 細砂粒多。良好。橙色。 コの字口縁。胴部外面ヘラ削り。内面撫で。頸部及び胴部内面に指頭圧痕。口径
20.8。残存高8.6。 ９世紀中

21図 19 45住 16 土師器　甕 口縁～胴部40% 細砂粒多。良好。橙色。 やや崩れたコの字口縁。胴部外面ヘラ削り。内面撫で。口縁から頸部横撫で。口
径(20.5)。残存高15.3。 ９世紀中

21図 19 45住 17 土師器　甕 頸～胴部30% 細砂粒多。良好。橙色。 コの字口縁。胴部外面ヘラ削り。内面撫で。一部指頭圧痕。頸部外面やや粗い横
撫で。指頭圧痕。残存高17.2。 ９世紀中

21図 19 45住 18 土師器　甕 口縁～胴部40% 細砂粒多。良好。暗赤褐色。 やや崩れたコの字口縁。胴部外面ヘラ削り。内面横撫で。口縁から頸部及び胴内
部に指頭圧痕。口径(19.0)。残存高15.3。 ９世紀中

21図 19 45住 19 土師器　甕 胴～底部50% 細砂粒多。良好。褐色。 胴部外面ヘラ削り。内面縦横方向の撫で。底部ヘラ削り。底径3.7。残存高18.2。 ９世紀中
21図 19 45住 20 土師器　甕 胴～底部40% 細砂粒多。良好。赤褐色。 胴部外面ヘラ削り。内面縦横方向の撫で。底径4.0。残存高15.4。 ９世紀中
21図 19 45住 21 土師器　甕 胴～底部片 細砂粒やや多。良好。黒褐色。 胴部外面ヘラ削り。内面撫で。底部外面ヘラ削り。底径3.6。残存高5.1。 ９世紀中
19区49号住居　土器観察表
図版 区 掲載番号 種別　器種 残存状態 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 計測値[単位：㎝、(　)は推定値] 時期・備考
24図 19 49住 1 須恵器　埦 胴～底部30% 細砂粒多。良好。褐灰色。 見込み擦痕。底部回転糸切り後、高台貼り付け。残存高1.9。 ９世紀後半
20区83号住居　土器観察表
図版 区 掲載番号 種別　器種 残存状態 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 計測値[単位：㎝、(　)は推定値] 時期・備考

27図 20 83住 1 甑？ 口縁～底部50% 砂粒多。良好。褐色。 逆ハの字状に開く。胴部上方に４ヶ所の把手？を持つ。甑と思われるが、底部の
遺存状態が悪く判然としない。内外面撫で。口径23.0。底径13.6。高さ26.0。 11世紀前半

20区90号住居　土器観察表
図版 区 掲載番号 種別　器種 残存状態 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 計測値[単位：㎝、(　)は推定値] 時期・備考
33図 20 90住 1 須恵器　坏 胴～底部40% 細砂粒やや多。良好。灰色。 胴部にやや膨らみを持つ。器面やや劣化。回転糸切り無調整。 ９世紀後半

33図 20 90住 2 須恵器　坏 胴～底部50% 細砂粒やや多。良好。黄灰色。 胴部にやや膨らみを持つ。見込みに擦痕。右回転糸切り無調整。底径7.3。残存高
2.1。 ９世紀中

33図 20 90住 3 須恵器　坏 胴～底部50% 細砂粒少。良好。灰白色。 胴部にやや膨らみを持つ。底部右回転糸切り無調整。底径6.0。残存高2.3。 ９世紀後半
33図 20 90住 4 須恵器　坏 口縁～胴部30% 細砂粒少。やや良好。灰白色。 ほぼ直線的に外反。還元焼成も、やや不良。口径(13.4）。残存高3.3。 ９世紀後半
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図版 区 掲載番号 種別　器種 残存状態 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 計測値[単位：㎝、(　)は推定値] 時期・備考

33図 20 90住 5 須恵器　坏 口縁～底部25% 細砂粒少。良好。灰色。 口縁部わずかに外反。底部右回転糸切り無調整。口径(13.2)。底径(7.0）。高さ
3.2。 ９世紀後半

33図 20 90住 6 須恵器　坏 口縁～底部40% 細砂粒少。良好。灰白色。 口縁部わずかに外反。底部右回転糸切り無調整。口径(13.4）。底径(6.5）。高さ
3.8。 ９世紀後半

33図 20 90住 7 須恵器　坏 口縁～底部40% 細砂粒やや多。やや不良。浅黄橙色。 口縁部わずかに外反。底部回転糸切り。器面劣化。口径(14..0)。底径(6.5)。高さ
4.0。 ９世紀後半

33図 20 90住 8 須恵器　坏 口縁～底部40% 細砂粒やや多。やや良好。灰黄色。 口縁部わずかに外反。底部右回転糸切り無調整。糸切り後の棒状の圧痕が数ヶ
所みられる。底径6.0。高さ3.9。 ９世紀後半

33図 20 90住 9 須恵器　坏 口縁～底部60% 細砂粒多。やや不良。黒褐色。 口縁部外反。器面劣化。右回転糸切り無調整。口径14.0。底径6.5。高さ4.0。 ９世紀後半

33図 20 90住 10 須恵器　埦 胴～底部20% 細砂粒やや多。不良。にぶい黄橙色。 器面劣化のため判然としないが、回転糸切り後、高台貼り付けか。底径(7.0）。残
存高3.4。 ９世紀後半

33図 20 90住 11 須恵器　埦 胴～底部50% 細砂粒やや少。良好。灰白色。 器面劣化。底部回転糸切り後、高台貼り付け。底径6.2。残存高1.9。 ９世紀後半

33図 20 90住 12 須恵器　埦 胴～底部30% 細砂粒少。やや不良。にぶい黄橙色。 器面劣化。回転糸切り後、高台貼り付け。焼き締まりなし。底径(7.4）。残存高
3.1。 ９世紀後半

33図 20 90住 13 須恵器　埦 胴～底部30% 細砂粒やや多。やや不良。にぶい黄
橙色。 器面やや劣化。回転糸切り後、高台貼り付け。底径(8.0)。残存高2.7。 ９世紀後半

33図 20 90住 14 須恵器　埦 胴～底部60% 細砂粒やや多。良好。灰白色。 見込み擦痕顕著。底部右回転糸切り後、高台貼り付け。底径8.2。残存高3.1。 ９世紀後半

33図 20 90住 15 須恵器　埦 胴～底部30% 細砂粒少。良好。灰白色。 胴部にやや膨らみを持つ。見込みを中心に擦痕顕著。右回転糸切り後、高台貼り
付け。底径7.6。残存高2.6。 ９世紀後半

34図 20 90住 16 須恵器　埦 口縁～底部60% 細砂粒やや多。良好。灰黄色。 口縁部外反。器面やや劣化。底部回転糸切り後、高台貼り付け。口径(14.2)。底径
6.5。高さ5.2。 ９世紀後半

34図 20 90住 17 須恵器　埦 口縁～底部80% 細砂粒少。良好。灰白色。 口縁部やや外反。器面やや劣化。右回転糸切り後、高台貼り付け。口径15.0。底径
6.6。高さ5.3。 ９世紀後半

34図 20 90住 18 須恵器　埦 口縁～底部40% 細砂粒やや多。良好。灰白色。 口縁部わずかに肥厚し外反。見込みに擦痕。回転糸切り後、高台貼り付け。口径
16.0。底径7.6。高さ6.3。 ９世紀後半

34図 20 90住 19 須恵器　皿 口縁～底部70% 細砂粒多。良好。灰色。 直線的に開く。器面劣化。右回転糸切り後、高台貼り付け。口径13.6。底径7.0。高
さ2.7。 ９世紀後半

34図 20 90住 20 土師器　坏 胴～底部30% 細砂粒やや多。良好。にぶい橙色。 器面劣化。内面黒色処理、磨き。内黒。底部右回転糸切り無調整。底径5.6。残存高
1.2。 ９世紀後半

34図 20 90住 21 土師器　坏 胴～底部20% 細砂粒やや多。良好。にぶい黄褐色。 器面やや劣化。内面黒色処理、磨き。内黒。底部右回転糸切り無調整か。底径
(8.0)。残存高2.8。 ９世紀後半

34図 20 90住 22 土師器　坏 口縁～胴部40% 細砂粒やや多。良好。明褐色。 内面黒色処理、磨き。内黒。ロクロ成形。口径13.6。残存高3.6。 ９世紀後半

34図 20 90住 23 土師器　坏 口縁～底部40% 細砂粒やや多。良好。橙色。 胴部にやや膨らみを持つ。内面黒色処理、磨き。内黒。底部回転糸切り。口径
(15.2)。底径(9.0)。高さ4.7。 ９世紀後半

34図 20 90住 24 須恵器　瓶 口縁～頸部片 細砂粒やや多。良好。灰白色。 器種不詳。やや外反する。短頸の壷か。残存高4.7。 ９世紀後半

34図 20 90住 25 須恵器　甕 胴～底部20% 細砂粒少。良好。明褐灰色。 内面の作りやや粗い。底部器面劣化のため判然としないが、回転糸切り後、高台
貼り付けか。底径(12.0)。残存高4.3。 ９世紀後半

34図 20 90住 26 土師器　甕 口縁～胴部30% 細砂粒やや多。良好。暗褐色。 頸部で屈曲し口縁短く外反。ロクロ甕。器面やや劣化。胴部外面横ハケ。内面横
撫で。口径(12.8)。残存高10.9。 ９世紀後半

34図 20 90住 27 土師器　甕 胴～底部40% 細砂粒多。良好。にぶい赤褐色。 胴部にやや膨らみを持つ。小型のロクロ甕。器面やや劣化。胴部外面横ハケ。内
面横撫で。底径6.7。高さ7.9。 ９世紀後半

34図 20 90住 28 土師器　台付甕 胴～台部20% 細砂粒やや多。良好。橙色。 小型台付甕。胴部外面ヘラ削り後、軽い横撫で。内面撫で。残存高5.1。 ９世紀後半

34図 20 90住 29 土師器　甕 口縁部片 細砂粒やや多。良好。にぶい褐色。 やや崩れたコの字口縁。頸部で屈曲。口縁部外反。器面やや劣化。頸部内外面横
撫で。胴部内外面横ハケ。口径(19.2）。残存高4.9。 ９世紀後半

34図 20 90住 30 土師器　甕 口縁部片 細砂粒やや多。良好。にぶい褐色。 コの字口縁。頸部内外面横撫で。指頭圧痕。台付き甕か。口径(18.6）。残存高2.8。 ９世紀後半

35図 20 90住 31 土師器　甕 口縁～胴部20% 細砂粒多。良好。にぶい黄橙色。 コの字口縁。胴部内外面ヘラ削り痕。頸部横撫で、指頭圧痕。口径19.0。残存高
5.5。 ９世紀後半

35図 20 90住 32 土師器　甕 口縁～胴部20% 細砂粒やや多。良好。にぶい橙色。 コの字口縁。口唇部つまみ上げ。器面やや劣化。胴部外面ヘラ削り。内面撫で。頸
部内外面横撫で。指頭圧痕。口径21.0。残存高7.1。 ９世紀後半

35図 20 90住 33 土師器　甕 底部片 細砂粒多。良好。黒褐色。 胴部外面、底部ヘラ削り。底径(3.6）。残存高1.6。 ９世紀後半
35図 20 90住 34 土師器　甕 胴～底部20% 細砂粒少。良好。にぶい黄橙色。 器面劣化。内面黒色を呈する。甕の底部を転用か。底径5.6。残存高2.0。 ９世紀
20区91号住居　土器観察表
図版 区 掲載番号 種別　器種 残存状態 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 計測値[単位：㎝、(　)は推定値] 時期・備考
42図 20 91住 1 灰釉陶器　埦 口縁～胴部40% 良好。黄灰色。 口唇部わずかに外反。内外面灰釉。口径(14.4)。残存高3.7。 ９世紀
42図 20 91住 2 灰釉陶器　皿 口縁～底部50% 良好。灰白色。 口唇部外反。口縁部、内外面灰釉。見込み擦痕顕著。口径15.4。底径6.8。高さ3.0。
42図 20 91住 3 須恵器　坏 胴～底部40% 細砂粒やや多。不良。浅黄橙色。 器面劣化し、ロクロ痕跡も不明瞭。右回転糸切り無調整か。底径5.0。残存高2.3。 ９世紀後半
42図 20 91住 4 須恵器　坏 胴～底部30% 砂粒多。やや良好。灰白色。 器面劣化。底部回転糸切りか。底径6.4。残存高2.5。 ９世紀後半
42図 20 91住 5 須恵器　坏 口縁～底部30% 細砂粒やや多。やや良好。灰白色。 口縁部わずかに外反。底部回転糸切り無調整。口径（10.6）。底径（6.4）。高さ3.9。９世紀後半
42図 20 91住 6 　須恵器　埦？ 口縁～胴部40% 細砂粒やや多。やや良好。灰白色。 口縁部やや外反。器面劣化。やや小型の坏か埦。口径(12.6)。残存高4.5。 ９世紀後半

42図 20 91住 7 須恵器　埦 胴～底部40% 砂粒多。不良。にぶい黄橙色。 器面劣化。底部回転糸切り後、高台貼り付け。高台には棒状の圧痕。底径6.6。残
存高2.3。 ９世紀末～10世紀初

42図 20 91住 8 須恵器　埦 口縁～底部30% 細砂粒やや多。やや不良。灰白色。 口縁わずかに外反。底部右回転糸切り後、高台貼り付け。口径(12.6)。底径(7.2)。
高さ4.3。 ９世紀後半

42図 20 91住 9 須恵器　埦 一部欠損 細砂粒やや多。不良。にぶい黄橙色。 口縁部わずかに外反。器面劣化。胴部に墨色があるも不詳。底部右回転糸切り
後、高台貼り付け。口径14.6。底径6.6。高さ5.8。 ９世紀後半

42図 20 91住 10 須恵器　耳皿 一部欠損 細砂粒やや多。良好。灰色。 底部右回転糸切り後、高台貼り付け。口径9.4。底径5.8。高さ3.1。 ９世紀後半
42図 20 91住 11 土師器　坏 口縁～胴部30% 細砂粒やや多。良好。褐色。 内面黒色処理、磨き。内黒。口径(15.0)。残存高4.5。 ９世紀後半

42図 20 91住 12 土師器　坏 口縁～底部50% 細砂粒やや多。良好。明褐色。 口縁部わずかに外反。器面やや劣化。内面黒色処理、磨き。内黒。底部回転糸切
り。口径(13.0)。底径4.5。 ９世紀後半

42図 20 91住 13 甑 胴部片 砂粒やや多。やや不良。淡黄色。 器面劣化。剥落。調整等不詳。 11世紀前半

42図 20 91住 14 土師器　甕 底部20% 細砂粒やや多。やや不良。にぶい橙
色。 ロクロ甕。外面黒色化。底部右回転糸切り無調整。底径5.6。残存高1.4。

43図 20 91住 15 　土師器　壷？ 胴部片 砂粒多。明褐色。 器面やや劣化。内外面撫で。

43図 20 91住 16 土師器　甕 口縁～胴部30% 細砂粒多。良好。暗褐色。 やや崩れたコの字口縁。頸部で屈曲しゆるやかに外反。器面劣化。胴部外面ヘラ
削り。胴部内面、口縁部内外面横撫で。在地色が強い。口径(17.0)。残存高6.8。 ９世紀後半

43図 20 91住 17 土師器　甕 口縁～胴部30% 細砂粒多。良好。橙色。 やや崩れたコの字口縁。頸部で屈曲し、口縁短く外反。胴部外面ヘラ削り。内面
横撫で。口縁から頸部横撫で。在地色が強い。口径(18.6)。残存高18.5。 ９世紀後半

20区屋敷跡関連
20区屋敷跡１号掘立柱建物　土器、陶磁器観察表
図版 区 掲載番号 種別　器種 残存状態 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 計測値[単位：㎝、(　)は推定値] 時期・備考
47図 20 1掘 1 陶器　縁釉小皿 口縁部片 良好。灰白色。 灰釉。瀬戸・美濃。口径(11.5)。 古瀬戸後期Ⅳ古
20区屋敷跡６号掘立柱建物　土器、陶磁器観察表
図版 区 掲載番号 種別　器種 残存状態 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 計測値[単位：㎝、(　)は推定値] 時期・備考
52図 20 6掘 1 在地土器　内耳土器 頸部片 細砂粒多。良好。にぶい褐色。 鍋形。頸部で強く屈曲。外面器表は黒褐色。内外面横撫で。 中世
20区３号石組遺構（20区屋敷跡関連）　土器、陶磁器観察表
図版 区 掲載番号 種別　器種 残存状態 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 計測値[単位：㎝、(　)は推定値] 時期・備考
59図 20 3石組 1 在地土器　内耳土器 頸～胴部片 細砂粒多。良好。にぶい黄褐色。 鍋形。頸部で強く屈曲。外面器表は黒褐色。内面横撫で。外面粗い撫で。 中世
20区４号石組遺構（20区屋敷跡関連）　土器、陶磁器観察表
図版 区 掲載番号 種別　器種 残存状態 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 計測値[単位：㎝、(　)は推定値] 時期・備考
62図 20 4石組 1 在地土器　内耳土器 口縁部片 細砂粒やや多。良好。にぶい褐色。 鍋形。口縁内湾し、口唇部平坦。外面器表は黒褐色。内外面横撫で。 中世

62図 20 4石組 2 在地土器　内耳土器 口縁～胴部片 細砂粒多。良好。にぶい黄橙色。 鍋形。頸部で屈曲し、口縁わずかに内湾。口唇部平坦。内面、口縁部外面は横撫
で。胴部やや粗い撫で。 中世

62図 20 4石組 3 在地土器　内耳土器 内耳部片 細砂粒多。良好。にぶい黄褐色。 鍋形。外面器表は黒褐色。外面やや粗い撫で。信濃型。 中世
62図 20 4石組 4 在地土器　内耳土器 胴部片 細砂粒多。良好。にぶい黄褐色。 鍋形。胴部に膨らみを持つ。外面器表は黒褐色。内面横撫で。外面粗い撫で。 中世
62図 20 4石組 5 在地土器　内耳土器 胴～底部片 細砂粒多。良好。にぶい褐色。 鍋形。平底。内面横撫で。外面器表は黒褐色。外面やや粗い撫で。 中世
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20区６号石組遺構（20区屋敷跡関連）　土器、陶磁器観察表
図版 区 掲載番号 種別　器種 残存状態 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 計測値[単位：㎝、(　)は推定値] 時期・備考
65図 20 6石組 1 在地土器　内耳土器 底部片 細砂粒少。良好。にぶい褐色。 鍋形。平底。底部付近以外、外面器表は黒褐色。内外面撫で。 中世
20区６号墓坑（20区屋敷跡関連）　土器、陶磁器観察表
図版 区 掲載番号 種別　器種 残存状態 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 計測値[単位：㎝、(　)は推定値] 時期・備考
71図 20 6墓 1 陶器　縁釉小皿 口縁部片 良好。灰白色。 灰釉。瀬戸・美濃。口径(10.5)。残存高1.7。 古瀬戸後期Ⅳ古
20区屋敷跡　土器、陶磁器観察表
図版 区 掲載番号 種別　器種 残存状態 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 計測値[単位：㎝、(　)は推定値] 時期・備考
73図 20 屋敷 1 青磁　稜花皿 底部30% 良好。暗灰色。 ほぼ全面に施釉。内面ヘラによる施文。中国。底径5.0。残存高2.0。 15世紀中～後
73図 20 屋敷 2 青磁　鎬蓮弁文碗 胴部片 良好。灰白色。 中国。 青磁B1類か
73図 20 屋敷 3 白磁　皿 口縁部片 良好。灰白色。 中国。口径(11.4)。 白磁C群
73図 20 屋敷 4 白磁　皿 胴～底部30% 良好。灰白色。 中国。底径3.7。 白磁B群
73図 20 屋敷 5 陶器　卸皿 胴部片 良好。灰白色。 内面に卸し目。瀬戸・美濃。 古瀬戸中期
73図 20 屋敷 6 陶器　縁釉小皿 口縁～胴部片 良好。灰白色。 灰釉。瀬戸・美濃。口径(12.0)。 古瀬戸後期Ⅱ
73図 20 屋敷 7 陶器　縁釉小皿 口縁部片 良好。灰白色。 灰釉。瀬戸・美濃。 古瀬戸後期Ⅳ古
73図 20 屋敷 8 陶器　天目茶碗 底部30% 良好。灰白色。 内面被熱。瀬戸・美濃。 古瀬戸後期Ⅳ新

73図 20 屋敷 9 在地土器　内耳土器 口縁部片 細砂粒多。良好。にぶい橙色。 鍋形。口唇部平坦でシャープ。焼成後補修孔１ヶ所。外面器表は黒褐色。内外面
横撫で。 中世

73図 20 屋敷 10 在地土器　内耳土器 口縁部片 細砂粒やや多。良好。にぶい橙色。 鍋形。口縁わずかに内湾。口唇部平坦。外面器表は暗褐色。内外面横撫で。 中世
73図 20 屋敷 11 在地土器　内耳土器 口縁部片 細砂粒多。良好。にぶい橙色。 鍋形。口唇部平坦でシャープ。外面器表は黒色。内外面横撫で。 中世
73図 20 屋敷 12 在地土器　内耳土器 口縁部片 細砂粒多。良好。橙色。 鍋形。口唇部平坦でシャープ。外面器表は暗褐色。内外面横撫で。 中世
73図 20 屋敷 13 在地土器　内耳土器 口縁部片 細砂粒多。良好。にぶい褐色。 鍋形。口唇部平坦。外面器表は黒褐色。内外面横撫で。 中世
73図 20 屋敷 14 在地土器　内耳土器 口縁部片 細砂粒多。良好。にぶい黄褐色。 鍋形。口縁わずかに内湾。口唇部平坦。外面器表は黒褐色。内外面横撫で。 中世
73図 20 屋敷 15 在地土器　内耳土器 口縁部片 細砂粒多。良好。にぶい黄橙色。 鍋形。口縁わずかに内湾。口唇部平坦でシャープ。内外面横撫で。 中世
73図 20 屋敷 16 在地土器　内耳土器 口縁部片 細砂粒多。良好。にぶい橙色。 鍋形。口唇部平坦でシャープ。外面器表は暗褐色。内外面横撫で。 中世

73図 20 屋敷 17 在地土器　内耳土器 口縁部片 細砂粒やや多。良好。にぶい黄橙色。 鍋形。口縁わずかに内湾。口唇部平坦でシャープ。外面器表は黒褐色。内外面横
撫で。 中世

73図 20 屋敷 18 在地土器　内耳土器 口縁部片 細砂粒多。良好。にぶい黄褐色。 鍋形。口唇部剥落。およそ平坦か。口縁やや内湾。内外面横撫で。 中世
73図 20 屋敷 19 在地土器　内耳土器 口縁部片 細砂粒多。やや良好。灰黄褐色。 鍋形。口唇部平坦。内外面横撫で。 中世
73図 20 屋敷 20 在地土器　内耳土器 口縁部片 細砂粒多。良好。橙色。 鍋形。口唇部平坦でシャープ。外面器表は暗褐色。内外面横撫で。 中世
73図 20 屋敷 21 在地土器　内耳土器 口縁～頸部片 細砂粒多。良好。にぶい褐色。 鍋形。頸部で屈曲。口唇部平坦でシャープ。外面器表は黒褐色。内外面横撫で。 中世
73図 20 屋敷 22 在地土器　内耳土器 口縁～胴部片 細砂粒多。良好。にぶい黄橙色。 鍋形。頸部で屈曲し、口縁わずかに内湾。口唇部平坦。胴部外面やや粗い撫で。 中世

73図 20 屋敷 23 在地土器　内耳土器 口縁～頸部片 細砂粒やや多。良好。明褐～にぶい
黄橙色。 鍋形。頸部で屈曲。口唇部平坦。外面器表は暗褐色。内外面横撫で。 中世

73図 20 屋敷 24 在地土器　内耳土器 口縁～頸部片 細砂粒多。良好。橙色。 鍋形。頸部で屈曲し、口縁わずかに内湾。口唇部平坦。外面器表は暗褐色。内外面
横撫で。 中世

74図 20 屋敷 25 在地土器　内耳土器 口縁～胴部片 細砂粒多。良好。にぶい褐色。 鍋形。頸部で屈曲し、口縁やや内湾。口唇部平坦でシャープ。外面器表は暗褐色。
内面、口縁部外面横撫で。胴部外面やや粗い撫で。 中世

74図 20 屋敷 26 在地土器　内耳土器 口縁部片 細砂粒多。良好。にぶい黄橙色。 やや湾曲。口唇部平坦でシャープ。内外面横撫で。口唇部外面を溝状に強く撫で
る。口縁部長く内耳ではない可能性もある。 中世

74図 20 屋敷 27 在地土器　内耳土器 内耳部片 細砂粒多。良好。にぶい褐色。 鍋形。口唇部やや丸みを持つも平坦。口縁よりわずかに下で内耳部が付く。信濃
型。 中世

74図 20 屋敷 28 在地土器　内耳土器 内耳部片 細砂粒やや多。良好。にぶい橙色。 鍋形。口唇部平坦でシャープ。口縁よりわずかに下で内耳部が付く。外面器表は
暗褐色。信濃型。 中世

74図 20 屋敷 29 在地土器　内耳土器 内耳部片 砂粒やや多。良好。灰黄褐色。 鍋形。頸部で強く屈曲し、口縁やや内湾。口唇部平坦でシャープ。外面器表は黒
色。外面やや粗い撫で。信濃型。 中世

74図 20 屋敷 30 在地土器　内耳土器 内耳部片 細砂粒多。良好。にぶい黄褐色。 鍋形。口唇部平坦でシャープ。口唇部よりわずかに下で内耳部が付く。内耳部や
や粗い作り。外面器表は黒褐色。外面やや粗い撫で。信濃型。 中世

74図 20 屋敷 31 在地土器　内耳土器 内耳部片 細砂粒やや多。良好。灰黄褐色。 鍋形。口唇部平坦でシャープ。口唇部よりわずかに下で内耳部が付く。内耳部や
や粗い作り。外面器表は暗褐色。外面粗い撫で。信濃型。 中世

74図 20 屋敷 32 在地土器　内耳土器 内耳部片 細砂粒多。良好。にぶい褐色。 鍋形。口唇部平坦でシャープ。口唇部より下で内耳部が付く。外面器表は黒褐
色。外面やや粗い撫で。信濃型。 中世

74図 20 屋敷 33 在地土器　内耳土器 内耳部片 細砂粒多。良好。橙色。 鍋形。頸部で強く屈曲。外面器表は黒褐色。外面やや粗い撫で。信濃型。 中世
74図 20 屋敷 34 在地土器　内耳土器 内耳部片 細砂粒多。良好。にぶい赤褐色。 鍋形。頸部で強く屈曲。外面胴部は粗い撫で。信濃型。 中世
74図 20 屋敷 35 在地土器　内耳土器 内耳部片 細砂粒やや多。良好。にぶい褐色。 鍋形。外面器表は黒褐色。外面やや粗い撫で。信濃型。 中世
74図 20 屋敷 36 在地土器　内耳土器 頸～胴部片 細砂粒やや多。良好。にぶい黄橙色。 鍋形。頸部でやや強く屈曲。内面横撫で。外面粗い撫で。 中世
74図 20 屋敷 37 在地土器　内耳土器 胴部片 細砂粒多。良好。にぶい褐色。 鍋形。内面横撫で。外面やや粗い撫で。 中世
74図 20 屋敷 38 在地土器　内耳土器 頸～胴部片 細砂粒少。良好。にぶい黄褐色。 鍋形。頸部で強く屈曲。外面器表は黒褐色。内面横撫で。外面やや粗い撫で。 中世
74図 20 屋敷 39 在地土器　内耳土器 頸～胴部片 細砂粒やや多。良好。灰黄褐色。 鍋形。頸部で屈曲。内面横撫で。外面粗い撫で。 中世
74図 20 屋敷 40 在地土器　内耳土器 頸～胴部片 細砂粒やや多。良好。にぶい黄橙色。 鍋形。頸部で屈曲。内面横撫で。外面やや粗い撫で。 中世
75図 20 屋敷 41 在地土器　内耳土器 胴部片 細砂粒多。良好。にぶい褐色。 鍋形。外面器表は黒褐色。内外面横撫で。 中世
75図 20 屋敷 42 在地土器　内耳土器 頸～胴部片 細砂粒やや多。良好。にぶい褐色。 鍋形。外面器表は黒褐色。内面横撫で。外面やや粗い撫で。 中世
75図 20 屋敷 43 在地土器　内耳土器 頸～胴部片 砂粒多。良好。にぶい黄褐色。 頸部で強く屈曲。外面器表は暗褐色。内面横撫で。外面やや粗い撫で。 中世
75図 20 屋敷 44 在地土器　内耳土器 頸～胴部片 細砂粒やや多。良好。にぶい黄褐色。 鍋形。頸部で強く屈曲。外面器表は黒褐色。内面横撫で。外面やや粗い撫で。 中世
75図 20 屋敷 45 在地土器　内耳土器 頸～胴部片 細砂粒少。良好。にぶい黄褐色。 鍋形。頸部で強く屈曲。外面器表は黒褐色。内面横撫で。外面やや粗い撫で。 中世
75図 20 屋敷 46 在地土器　内耳土器 頸～胴部片 細砂粒多。良好。にぶい黄褐色。 鍋形。頸部で強く屈曲。外面器表は黒褐色。内面横撫で。外面粗い撫で。 中世
75図 20 屋敷 47 在地土器　内耳土器 胴部片 砂粒多。良好。黒褐～にぶい褐色。 鍋形。内面横撫で。外面やや粗い撫で。 中世
75図 20 屋敷 48 在地土器　内耳土器 胴部片 砂粒多。良好。黒褐～にぶい褐色。 鍋形。内面横撫で。外面やや粗い撫で。 中世
75図 20 屋敷 49 在地土器　内耳土器 胴部片 細砂粒やや多。良好。にぶい黄褐色。 鍋形。胴部に膨らみを持つ。外面器表は黒褐色。内面横撫で。外面やや粗い撫で。 中世
75図 20 屋敷 50 在地土器　内耳土器 胴～底部片 砂粒多。良好。にぶい褐色。 鍋形。平底。底部付近以外、外面器表は黒褐色。内外面横撫で。 中世
75図 20 屋敷 51 在地土器　内耳土器 胴部片 砂粒やや多。良好。にぶい黄橙色。 鍋形。底部付近以外、外面器表は暗褐色。内面横撫で。外面やや粗い撫で。 中世
75図 20 屋敷 52 在地土器　内耳土器 底部片 細砂粒やや多。良好。にぶい黄褐色。 鍋形。平底。内面横撫で。外面やや粗い撫で。 中世
75図 20 屋敷 53 在地土器　内耳土器 胴～底部片 細砂粒多。良好。にぶい黄褐色。 鍋形。平底。底部付近以外、外面器表は黒褐色。内外面横撫で。 中世
75図 20 屋敷 54 在地土器　内耳土器 底部片 細砂粒多。良好。にぶい褐色。 鍋形。平底。底部付近以外、外面器表は黒褐色。内外面横撫で。 中世
76図 20 屋敷 55 在地土器　内耳土器 底部片 細砂粒やや多。良好。にぶい黄橙色。 鍋形。平底。底部付近以外、外面器表は黒褐色。内面横撫で。外面やや粗い撫で。 中世
76図 20 屋敷 56 在地土器　内耳土器 胴～底部片 細砂粒やや多。良好。にぶい黄橙色。 鍋形。平底。底部付近以外、外面器表は黒褐色。内面横撫で。外面やや粗い撫で。 中世
76図 20 屋敷 57 在地土器　内耳土器 胴～底部片 細砂粒少。良好。にぶい黄橙色。 平底。底部付近以外、外面器表は黒褐色。内面横撫で。外面やや粗い撫で。 中世
76図 20 屋敷 58 在地土器　内耳土器 胴～底部片 細砂粒やや多。良好。灰黄褐色。 鍋形。平底。内面横撫で。外面やや粗い撫で。 中世
76図 20 屋敷 59 在地土器　内耳土器 底部片 細砂粒多。良好。にぶい褐色。 鍋形。平底。底部中央付近、器壁肥厚。 中世

76図 20 屋敷 60 在地土器　内耳土器 口縁～胴部30% 細砂粒多。良好。にぶい褐色。
鍋形。胴部わずかに膨らみ、頸部で屈曲。口縁部長く、わずかに内湾。口唇部平坦
でシャープ。外面器表は黒褐色。内外面横撫で。焼成後、補修孔？２ヶ所を穿つ。
信濃型。口径(31.0)。

中世

76図 20 屋敷 61 在地土器　内耳土器 胴～底部片 細砂粒多。良好。黒褐～橙色。 鍋形。平底。胴部にやや膨らみを持つ。底部付近以外、外面器表は黒褐色。内外面
横撫で。底径(28.0)。 中世

76図 20 屋敷 62 在地土器　内耳土器 口縁～底部30% 細砂粒多。良好。にぶい橙色。
鍋形。胴部にやや膨らみを持ち、頸部で屈曲。口縁部長くわずかに内湾。口唇部
平坦でシャープ。平底。外面器表は底部付近以外、黒褐色。内外面横撫で。信濃
型。底径(27.0）。

中世

77図 20 屋敷 63 在地土器　すり鉢 胴～底部20% 砂粒多。良好。灰黄褐色。 胴部わずかに外反しながら開く。底部回転糸切り。５本１単位のすり目が孤状
に交差。使用による磨滅顕著。底径(12.0)。 中世

77図 20 屋敷 64 陶器　天目茶碗 胴部片 良好。灰白色。 鉄釉。瀬戸・美濃。 登１か２
77図 20 屋敷 65 染付　皿 胴～底部50% 良好。灰白色。 見込み蛇ノ目釉剥ぎ。高台部分無釉。折松葉文か。肥前。底径4.0。 17世紀末～18世紀中
30区１号礎石建物　土器、陶磁器観察表
図版 区 掲載番号 種別　器種 残存状態 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 計測値[単位：㎝、(　)は推定値] 時期・備考
83図 30 1建 1 陶器　碗 口縁～底部30% 良好。黄灰色。 腰錆茶碗。瀬戸・美濃。口径(8.5)。底径(3.8)。器高3.2。 19世紀中　
83図 30 1建 2 陶器　灯明皿 底部片 良好。黄灰色。 錆釉。見込みに重ね焼き時の痕。瀬戸・美濃。底径(4.0)。 近世
20区１号竪穴遺構　土器、陶磁器観察表
図版 区 掲載番号 種別　器種 残存状態 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 計測値[単位：㎝、(　)は推定値] 時期・備考
85図 20 1竪 1 在地土器　内耳土器 口縁部片 細砂粒多。良好。にぶい褐色。 鍋形。口唇部平坦でシャープ。内外面横撫で。 中世
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図版 区 掲載番号 種別　器種 残存状態 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 計測値[単位：㎝、(　)は推定値] 時期・備考
85図 20 1竪 2 在地土器　内耳土器 胴～底部片 細砂粒多。良好。にぶい褐色。 鍋形。平底。外面器表は黒褐色。内面横撫で。外面やや粗い撫で。 中世

85図 20 1竪 3 在地土器　内耳土器 口縁～胴部30% 細砂粒多。良好。にぶい褐色。 鍋形。胴部にやや膨らみを持ち、頸部で強く屈曲。口縁やや内湾か。外面器表は
黒褐色。内面、口縁外面は横撫で。胴部外面はやや粗い撫で。 中世

85図 20 1竪 4 在地土器　鉢 口縁部片 砂粒多。良好。にぶい黄橙色。 口唇部平坦で、内側にやや張り出しを持つ。破片のためか使用痕は判然としな
い。 中世

18区１号石垣　土器、陶磁器観察表
図版 区 掲載番号 種別　器種 残存状態 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 計測値[単位：㎝、(　)は推定値] 時期・備考
92図 18 1石垣 1 陶器　卸皿 胴部片 良好。灰白色。 内面に卸し目。瀬戸・美濃。 古瀬戸後期
92図 18 1石垣 2 在地土器　内耳土器 頸～胴部片 細砂粒やや多。良好。にぶい褐色。 鍋形。外面胴部粗い撫で。内面、外面頸部横撫で。器壁厚い。 中世
92図 18 1石垣 3 染付　碗 口縁～底部60% 良好。灰白色。 型紙摺り。見込み松竹梅。口径(12.6)。底径4.1。器高5.4。 近代
92図 18 1石垣 4 染付　碗 口縁～底部40% 良好。灰白色。 銅版転写。口径(12.0)。底径(4.0)。器高5.0。 近代
18区３号石垣　土器、陶磁器観察表
図版 区 掲載番号 種別　器種 残存状態 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 計測値[単位：㎝、(　)は推定値] 時期・備考
92図 18 3石垣 1 染付　猪口 口縁部片 良好。灰白色。 小型の猪口?コンニャク印判による施文か。肥前。口径(7.0)。残存高4.2。 近世
92図 18 3石垣 2 染付　皿 底部片 良好。灰白色。 見込みに東屋山水文か海浜風景文か。肥前。底径(6.5)。残存高1.1。 近世
20区５号石垣　土器、陶磁器観察表
図版 区 掲載番号 種別　器種 残存状態 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 計測値[単位：㎝、(　)は推定値] 時期・備考
95図 20 5石垣 1 在地土器　内耳土器 口縁部片 砂粒含。良好。明赤褐色。 鍋形。口唇部平坦でシャープ。内外面横撫で。 中世
95図 20 5石垣 2 陶器　皿 口縁～底部30% 良好。灰白色。 鉄絵志野。瀬戸・美濃。口径(12.0)。底径(7.0)。器高2.3。 近世前半？
20区６号石垣　土器、陶磁器観察表
図版 区 掲載番号 種別　器種 残存状態 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 計測値[単位：㎝、(　)は推定値] 時期・備考

98図 20 6石垣 1 在地土器　内耳土器 内耳部片 細砂粒やや多。良好。にぶい黄褐色。

鍋形。器壁に２ヶ所の孔を穿ち、内耳部分を挿し入れる。内耳部は２つに分か
れ、上の孔には短く直線的なものを挿し込み、下の孔にはやや長くU字状に屈
曲したものを挿し込む。上下の耳部は挿し入れた後、結合させたと思われる。内
耳部は面取りするように整形。信濃型。

中世

98図 20 6石垣 2 在地土器　内耳土器 胴部片 細砂粒少。良好。にぶい褐色。 鍋形。外面器表は黒褐色。内面横撫で。外面粗い撫で。 中世
98図 20 6石垣 3 在地土器　内耳土器 胴部片 細砂粒少。良好。にぶい赤褐色。 鍋形。外面器表は黒褐色。内面横撫で。外面縦方向のヘラ削り後、粗い撫で。 中世
98図 20 6石垣 4 在地土器　内耳土器 底部片 細砂粒やや多。良好。赤褐色。 平底。 中世
98図 20 6石垣 5 陶器　皿 口縁～底部70% 良好。灰白色。 志野。高台内に目痕３ヶ所。瀬戸・美濃。口径(11.7)。底径6.5。器高2.7。 大窯４後半
98図 20 6石垣 6 陶器　碗 口縁部片 良好。灰黄褐色。 腰錆茶碗。瀬戸・美濃。口径(9.0)。 19世紀前～中
20区８号石垣　土器、陶磁器観察表
図版 区 掲載番号 種別　器種 残存状態 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 計測値[単位：㎝、(　)は推定値] 時期・備考

102図 20 8石垣 1 青磁　碗 底部片 良好。灰白色。 中国。底径(5.4)。 青磁B1類
102図 20 8石垣 2 在地土器　内耳土器 内耳部片 細砂粒やや多。良好。灰黄褐色。 鍋形。内耳部分、面取りするように整形。信濃型。 中世
102図 20 8石垣 3 在地土器　内耳土器 胴部片 細砂粒やや多。良好。橙色。 鍋形。内面、外面頸部横撫で。外面胴部、ヘラ削り後撫で。 中世

102図 20 8石垣 4 在地土器　内耳土器 頸～胴部片 砂粒多。やや良好。にぶい黄褐色。 鍋形。器面やや劣化。頸部やや強く屈曲。内面、外面頸部横撫で。外面胴部粗い撫
で。 中世

102図 20 8石垣 5 在地土器　内耳土器 底部片 細砂粒含。良好。にぶい黄褐色。 鍋形。平底。内外面撫で。 中世
102図 20 8石垣 6 在地土器　内耳土器 底部片 砂粒少。良好。にぶい橙色。 鍋形。平底。内外面撫で。 中世
102図 20 8石垣 7 陶器　碗 底部30% 良好。褐灰色。 尾呂茶碗か丸碗。瀬戸・美濃。底径(4.2)。 近世
102図 20 8石垣 8 陶器　小壺? 口縁部片 良好。灰白色。 鉄釉。産地不詳。口径(5.2)。 近世以降
102図 20 8石垣 9 陶胎染付　碗 胴～底部30% 良好。褐灰色。 波佐見。底径(4.0)。 18世紀
102図 20 8石垣 10 染付　碗 口縁部片 良好。灰白色。 外部に蝶。口縁部内面に雷文。肥前か。口径(7.5)。 19世紀前～中
102図 20 8石垣 11 染付　皿 口縁部片 良好。灰白色。 輪花皿。内面牡丹唐草文。肥前。口径(14.0)。 18世紀
102図 20 8石垣 12 染付　皿 口縁部片 良好。灰白色。 輪花皿。産地不詳。 近世以降
20区15号石垣　土器、陶磁器観察表
図版 区 掲載番号 種別　器種 残存状態 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 計測値[単位：㎝、(　)は推定値] 時期・備考

110図 20 15石垣 1 在地土器　内耳土器 頸～胴部片 細砂粒やや多。良好。橙色。 鍋形。外面器表は黒褐色。内外面横撫で。 中世
110図 20 15石垣 2 染付　碗 胴～底部40% 良好。灰白色。 型紙摺り。見込みに桜。底径(4.4)。 近代
20区２号石列　土器、陶磁器観察表
図版 区 掲載番号 種別　器種 残存状態 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 計測値[単位：㎝、(　)は推定値] 時期・備考

113図 20 2石列 1 陶器　碗 胴～底部片 良好。灰白色。 鉄釉。高台部分、錆釉。尾呂茶碗。瀬戸・美濃。 17世紀後～18世紀前
20区１号石組遺構　土器、陶磁器観察表
図版 区 掲載番号 種別　器種 残存状態 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 計測値[単位：㎝、(　)は推定値] 時期・備考

119図 20 1石組 1 在地土器　内耳土器 口縁部片 細砂粒。良好。にぶい褐色。 鍋形。口唇部平坦でシャープ。外面器表は黒褐色。内外面横撫で。 中世
119図 20 1石組 2 在地土器　内耳土器 口縁部片 細砂粒やや多。良好。にぶい褐色。 鍋形。口唇部平坦で内湾。内外面横撫で。 中世
119図 20 1石組 3 在地土器　内耳土器？ 口縁部片 砂粒多。良好。にぶい黄橙色。 鍋形？。口唇部丸みを持つ。内外面横撫で。 中世？
119図 20 1石組 4 在地土器　内耳土器 口縁部片 細砂粒やや多。良好。にぶい褐色。 鍋形。口唇部平坦でシャープ。外面器表は黒褐色。内外面横撫で。 中世
119図 20 1石組 5 在地土器　内耳土器 口縁部片 細砂粒少。良好。にぶい黄褐色。 鍋形。口唇部平坦でシャープ。外面器表は暗褐色。内外面横撫で。 中世

119図 20 1石組 6 在地土器　内耳土器 口縁～頸部片 細砂粒少。良好。にぶい橙色。 鍋形。頸部で緩やかに屈曲し、わずかに内湾。口唇部平坦でシャープ。内外面横
撫で。 中世

119図 20 1石組 7 在地土器　内耳土器 頸～胴部片 細砂粒やや多。良好。にぶい褐色。 鍋形。胴部に膨らみを持ち、頸部強く屈曲。内面横撫で。外面縦方向へ粗い撫で
後、頸部横撫で。 中世

119図 20 1石組 8 在地土器　内耳土器 内耳部片 細砂粒やや多。良好。橙色。 鍋形。外面器表は黒褐色。外面横撫で。信濃型。 中世
119図 20 1石組 9 在地土器　内耳土器 頸～胴部片 細砂粒多。良好。にぶい黄褐色。 鍋形。頸部強く屈曲。内外面横撫で。 中世

119図 20 1石組 10 在地土器　内耳土器 胴部片 細砂粒やや多。良好。にぶい黄褐色。 鍋形。胴部に膨らみを持つ。外面器表は黒褐色。内面横撫で。外面縦方向にやや
粗い撫で。 中世

119図 20 1石組 11 在地土器　内耳土器 胴部片 細砂粒やや多。良好。にぶい橙色。 鍋形。胴部に膨らみを持つ。外面器表は黒褐色。内面横撫で。外面縦方向に粗い
撫で。 中世

119図 20 1石組 12 在地土器　内耳土器 胴～底部片 砂粒多。良好。にぶい橙～橙色。 鍋形。平底。内外面撫で。 中世
119図 20 1石組 13 在地土器　内耳土器 胴～底部片 砂粒多。良好。にぶい黄橙～赤褐色。 鍋形。平底か。内外面撫で。 中世
119図 20 1石組 14 在地土器　内耳土器 底部片 細砂粒やや多。良好。黒褐色。 鍋形。平底。底部付近以外、外面器表は黒褐色。 中世
119図 20 1石組 15 在地土器　内耳土器 底部片 細砂粒少。良好。にぶい橙色。 鍋形。平底。底径(22.0)。 中世
20区２号石組遺構　土器、陶磁器観察表
図版 区 掲載番号 種別　器種 残存状態 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 計測値[単位：㎝、(　)は推定値] 時期・備考

123図 20 2石組 1 在地土器　内耳土器 口縁部片 細砂粒やや多。良好。にぶい黄褐色。 鍋形。口唇部平坦で、外面に張り出しを持つ。外面器表は暗褐色。内外面横撫で。 中世
123図 20 2石組 2 在地土器　内耳土器 口縁部片 細砂粒多。良好。にぶい橙色。 鍋形。口唇部平坦でシャープ。外面器表は暗褐色。内外面横撫で。 中世
123図 20 2石組 3 在地土器　内耳土器 口縁部片 細砂粒多。良好。にぶい黄褐色。 鍋形。口唇部平坦。口唇部付近外面に、わずかに稜を持つ。内外面横撫で。 中世
123図 20 2石組 4 在地土器　内耳土器 口縁部片 細砂粒多。良好。にぶい橙色。 鍋形。口唇部平坦でシャープ。外面器表は暗褐色。内外面横撫で。 中世
123図 20 2石組 5 在地土器　内耳土器 口縁～頸部片 細砂粒やや多。良好。暗赤褐色。 鍋形。頸部でやや強く屈曲。口唇部平坦。外面器表は黒褐色。内外面横撫で。 中世
123図 20 2石組 6 在地土器　内耳土器 胴部片 細砂粒多。良好。にぶい褐色。 鍋形。内面横撫で。外面やや粗い撫で。 中世
123図 20 2石組 7 在地土器　内耳土器 胴～底部片 細砂粒多。良好。にぶい褐色。 鍋形。平底か。底部付近以外、外面器表は黒褐色。内外面やや粗い撫で。 中世
123図 20 2石組 8 在地土器　内耳土器 底部片 細砂粒多。良好。暗赤褐色。 平底。 中世

123図 20 2石組 9 在地土器　皿 口縁～底部30% 細砂粒多。良好。にぶい橙色。 小型のカワラケ。器面やや劣化。底部回転糸切りか。口径(8.0)。底径(5.3)。器高
2.1。 中世？

20区７号石組遺構　土器、陶磁器観察表
図版 区 掲載番号 種別　器種 残存状態 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 計測値[単位：㎝、(　)は推定値] 時期・備考

124図 20 7石組 1 在地土器　内耳土器 頸～胴部片 砂粒多。良好。明赤褐色。 鍋形。器面やや劣化。頸部で屈曲。内外面撫で。 中世
124図 20 7石組 2 在地土器　内耳土器 底部片 細砂粒多。良好。橙色。 鍋形。平底。内外面横撫で。 中世
20区２号石囲い遺構　土器、陶磁器観察表
図版 区 掲載番号 種別　器種 残存状態 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 計測値[単位：㎝、(　)は推定値] 時期・備考

128図 20 2石囲 1 陶器　天目茶碗 胴部片 良好。灰白色。 鉄釉。瀬戸・美濃。残存高4.3。 古瀬戸後期ⅠかⅡ
20区４号墓坑　土器、陶磁器観察表
図版 区 掲載番号 種別　器種 残存状態 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 計測値[単位：㎝、(　)は推定値] 時期・備考

135図 20 4墓 1 在地土器　内耳土器 胴部片 細砂粒やや多。良好。にぶい褐色。 鍋形。外面器表は黒褐色。内面横撫で。外面粗い撫で。 中世
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30区14号配石　土器、陶磁器観察表
図版 区 掲載番号 種別　器種 残存状態 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 計測値[単位：㎝、(　)は推定値] 時期・備考

154図 30 14配 1 在地土器　鉢 口縁部片 砂粒多。良好。にぶい黄橙色。 口唇部平坦でシャープ。口縁内側に張り出しを持つ。破片のためか、使用痕は判
然としない。 中世

20区１号ヤックラ　土器、陶磁器観察表
図版 区 掲載番号 種別　器種 残存状態 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 計測値[単位：㎝、(　)は推定値] 時期・備考

164図 20 1ヤ 1 陶器　卸皿 胴～底部30% 良好。灰白色。 灰釉。内面に卸し目。瀬戸・美濃。底径(8.5)。 古瀬戸後期
164図 20 1ヤ 2 在地土器　内耳土器 口縁部片 細砂粒少。良好。にぶい褐色。 鍋形。頸部で強く屈曲。外面器表は黒褐色。内外面横撫で。 中世
164図 20 1ヤ 3 陶器　すり鉢 胴部片 良好。灰白色。 断面を平坦に磨る。瀬戸。 近世後半
164図 20 1ヤ 4 染付　瓶 底部片 良好。灰白色。 生産地不詳。底径(8.6)。 近世～近代
20区２号ヤックラ　土器、陶磁器観察表
図版 区 掲載番号 種別　器種 残存状態 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 計測値[単位：㎝、(　)は推定値] 時期・備考

164図 20 2ヤ 1 在地土器　内耳土器 口縁部片 細砂粒やや多。良好。明褐色。 鍋形。外面器表は黒褐色。口唇部平坦でシャープ。内外面横撫で。 中世

164図 20 2ヤ 2 在地土器　鉢 口縁～胴部20% 砂粒やや多。良好。にぶい褐色。 外面指頭圧痕。内面にやや張り出しを持つ。口縁部器壁肥厚。口唇部平坦で、内
側に張り出しを持つ。すり目なし。使用痕跡顕著。口径(29.4)。 中世

164図 20 2ヤ 3 陶器　碗 胴～底部40% 良好。にぶい黄橙色。 尾呂茶碗。美濃。底径5.0。 登５か６
164図 20 2ヤ 4 染付　碗 口縁～底部50% 良好。灰白色。 雪輪草花文。高台内に崩れた銘。波佐見。口径10.0。底径4.0。器高5.4。 近世
164図 20 2ヤ 5 　染付　碗？ 底部40% 良好。灰白色。 猪口か小碗。肥前。底径3.4。 18世紀中～後
164図 20 2ヤ 6 染付　小坏 口縁～底部50% 良好。灰白色。 東屋山水文。肥前か。口径3.3。底径1.4。器高3.1。 19世紀
165図 20 2ヤ 7 陶器　皿 底部片 良好。灰白色。 鉄絵。志野。瀬戸・美濃。 大窯４後半
165図 20 2ヤ 8 染付　皿 口縁～底部片 良好。灰白色。 波佐見。口径(14.0)。底径(9.0)。器高3.7。 18世紀中～19世紀初
165図 20 2ヤ 9 染付　皿 底部30% 良好。灰白色。 蛇ノ目凹形高台。車屋山水文か海浜風景文。肥前。底径(8.4)。 19世紀
165図 20 2ヤ 10 染付　皿 底部片 良好。灰白色。 生産地不詳。底径(7.2)。 近世～近代
165図 20 2ヤ 11 陶器　すり鉢 胴部片 良好。淡黄色。 断面を平坦に磨る。瀬戸。 近世
20区ヤックラ　土器、陶磁器観察表
図版 区 掲載番号 種別　器種 残存状態 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 計測値[単位：㎝、(　)は推定値] 時期・備考

166図 20 ヤ 1 陶器　天目茶碗 胴部片 良好。灰白色。 天目茶碗か。被熱。露胎部顕著な擦痕。瀬戸・美濃。 古瀬戸後期ⅠかⅡ
166図 20 ヤ 2 染付　碗 口縁～底部40% 良好。灰白色。 見込み崩れた五弁花か。肥前。口径(8.5)。底径(4.1)。器高5.0。 18世紀中～後
166図 20 ヤ 3 染付　碗 口縁～底部40% 良好。淡黄色。 見込みに五弁花？。瀬戸・美濃か。口径8.1。底径3.2。器高5.3。 近世
166図 20 ヤ 4 染付　筒形碗 底部40% 良好。灰白色。 見込みコンニャク印判による五弁花。波佐見か。底径3.4。 18世紀中～後
166図 20 ヤ 5 陶胎染付　碗 口縁～底部50% 良好。灰色。 連続唐草文。波佐見。口径(9.4)。底径3.2。器高5.8。 18世紀後～19世紀初
166図 20 ヤ 6 陶器　筒形香炉 底部片 良好。淡黄色。 瀬戸・美濃。底径(9.8)。 近世
166図 20 ヤ 7 陶器　壺 口縁～底部片 良好。黄灰色。 内面に漆？付着。瀬戸・美濃。口径6.9。 近世
29区Y１号畑　土器、陶磁器観察表
図版 区 掲載番号 種別　器種 残存状態 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 計測値[単位：㎝、(　)は推定値] 時期・備考

168図 29 Y１畑 1 青磁染付　筒形碗 胴～底部50% 良好。灰白色。 外面に青磁釉。見込みコンニャク印判による五弁花。肥前。底径3.8。 18世紀中～19世紀初
168図 29 Y１畑 2 陶胎染付　碗 胴～底部30% 良好。灰白色。 波佐見。底径(5.0)。 18世紀
18区遺構外　土器、陶磁器観察表
図版 区 掲載番号 種別　器種 残存状態 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 計測値[単位：㎝、(　)は推定値] 時期・備考

169図 18 1 青磁　鎬蓮弁文碗 口縁部片 良好。灰白色。 中国。口径(13.6)。残存高4.1。 青磁B1類
169図 18 2 青磁　折縁小皿 口縁部片 良好。灰白色。 青磁釉厚い。中国。口径(14.0)。残存高1.8。 青磁Ⅲ類(14世紀前)
169図 18 3 染付　小碗 口縁部片 良好。灰白色。 蓮子碗に伴う古いタイプ。中国。 染付B群
169図 18 4 白磁　皿 底部片 良好。灰白色。 抉り高台。見込みに焼成時の重ね焼の痕２ヶ所。中国。底径(5.0)。 白磁B群(15世紀前～中)
169図 18 5 陶器　直縁大皿 口縁部片 良好。灰白色。 灰釉。瀬戸・美濃。口径(30.0)。残存高2.5。 古瀬戸後期Ⅲ
169図 18 6 陶器　天目茶碗 口縁部片 良好。灰白色。 鉄釉。被熱のためか、器面やや劣化。瀬戸・美濃。口径(12.0)。 古瀬戸後期Ⅳ古
169図 18 7 陶器　平碗 胴部片 良好。灰白色。 灰釉。瀬戸・美濃。 古瀬戸後期Ⅲ～Ⅳ古
169図 18 8 陶器　平碗 底部片 良好。灰黄白色。 灰釉。瀬戸・美濃。底径(5.0)。 古瀬戸後期Ⅲ～Ⅳ古
169図 18 9 陶器　平碗 底部片 良好。灰白色。 灰釉。瀬戸・美濃。底径(5.0)。残存高1.3。 古瀬戸後期Ⅳ
169図 18 10 陶器　袴腰形香炉 胴部片 良好。灰白色。 灰釉。瀬戸・美濃。 古瀬戸後期ⅡかⅢ
169図 18 11 陶器　片口小瓶 胴部片 良好。暗黄灰色。 器面劣化、釉一部剥落。胴部に沈線。瀬戸・美濃。 古瀬戸後期
169図 18 12 陶器　丸皿 底部片 良好。灰白色。 灰釉。高台内に輪トテン付着。瀬戸・美濃。底径(6.0)。残存高0.9。 大窯２か３
169図 18 13 陶器　皿 口縁部片 良好。灰白色。 志野。瀬戸・美濃。口径(12.0)。残存高1.2。 大窯４後半
169図 18 14 陶器　灯明皿 口縁部片 良好。灰褐色。 外面一面に油煙を残す。錆釉。志戸呂。口径(10.0)。残存高1.5。 近世

169図 18 15 在地土器　鉢 口縁部片 砂粒多。良好。褐色。 口唇部平坦でシャープ。口縁内側に張り出しを持つ。やや粗い作り。破片のため
か、使用痕は判然としない。 中世

169図 18 16 陶器　小碗 口縁～胴部30% 良好。灰白色。 灰釉。瀬戸・美濃。口径(6.0)。 近世後半
169図 18 17 陶器　小碗 底部40% 良好。灰白色。 灰釉。瀬戸・美濃。底径(2.8)。残存高1.3。 近世後半
169図 18 18 染付　碗 口縁～底部30% 良好。灰白色。 二重網目文。波佐見。 18世紀～19世紀
169図 18 19 陶胎染付　碗 胴～底部40% 良好。灰白色。 波佐見。底径(4.6)。残存高3.8。 18世紀～19世紀初
169図 18 20 染付　猪口 口縁～底部片 良好。灰白色。 蛇ノ目凹形高台。肥前。 18世紀末～19世紀前

169図 18 21 陶器　碗 胴～底部片 良好。褐灰色。 刷毛目碗。肥前。底径(4.0)。 17世紀第４～18世紀第
１

169図 18 22 　陶器　火入？ 底部片 良好。褐灰色。 鉄絵。唐津。 1590～1610年
169図 18 23 陶器　皿 口縁部片 良好。灰白色。 志野。瀬戸・美濃。口径(12.0)。残存高1.2。 登１
169図 18 24 陶器　灯明皿 胴～底部40% 良好。灰白色。 見込みに重ね焼き時の痕を残す。瀬戸・美濃か。底径(4.0)。残存高1.3。 近世
169図 18 25 陶器　灯明皿 口縁～底部30% 良好。灰白色。 錆釉。瀬戸・美濃。口径(10.0)。底径(4.0)。 近世
169図 18 26 陶器　灯明受皿 口縁～底部30% 良好。褐灰色。 外面に重ね焼き時の痕を残す。錆釉。美濃。口径(11.0)。 登９か10
169図 18 27 陶器　灯明受皿 口縁～底部40% 良好。灰黄白色。 錆釉。美濃。口径(9.4)。底径(4.0)。器高1.9。 登10か11

170図 18 28 陶器　大皿 口縁部片 良好。褐灰色。 印刻による文様。内面、白化粧土を刷毛目状に塗る。三島手。肥前。口径(30.0)。残
存高5.3。 17世紀末～18世紀前

170図 18 29 陶器　徳利 口縁部片 良好。淡黄色。 尾呂徳利。瀬戸・美濃。口径(4.0)。残存高3.9。 近世
170図 18 30 磁器　紅皿 口縁～底部40% 良好。灰白色。 貝殻状に型押し成形。高台付近無釉。肥前。口径(4.0)。 19世紀前～中
170図 18 31 染付　不詳 破片 良好。灰白色。 型押し成形。平面形状皿状。ひょうたん。 近世～近代
19区遺構外　土器、陶磁器観察表
図版 区 掲載番号 種別　器種 残存状態 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 計測値[単位：㎝、(　)は推定値] 時期・備考

170図 19 1 青磁　碗 胴部片 良好。灰色。 内面に片切り彫りで施文。中国。 青磁A２類(12世紀)
170図 19 2 青磁　鎬蓮弁文碗 胴部片 良好。灰色。 中国。 青磁B1類か
170図 19 3 青磁　鎬蓮弁文碗 胴部片 良好。灰白色。 中国。 青磁B1類か
170図 19 4 陶器　浅碗 口縁～胴部片 良好。灰白色。 灰釉。瀬戸・美濃。 古瀬戸後期Ⅱ
170図 19 5 陶器　天目茶碗 胴部片 良好。灰色。 鉄釉。瀬戸・美濃。 大窯４
170図 19 6 陶器　大皿 胴部片 良好。灰色。 鉄絵。瀬戸・美濃？。 18世紀頃か
170図 19 7 陶胎染付　碗 口縁部片 良好。灰色。 波佐見。 18世紀～19世紀初
170図 19 8 染付　碗 底部片 良好。灰白色。 内外面二重網目文。波佐見。 18世紀中～19世紀初
170図 19 9 染付　筒形碗 底部40% 良好。灰白色。 見込み松竹梅。肥前。底径(4.0)。 18世紀中～後
170図 19 10 陶器　呉器手碗 底部30% 良好。灰白色。 肥前。底径(4.8)。 近世
170図 19 11 陶器　碗 底部30% 良好。灰白色。 高台部分、錆釉。尾呂茶碗か。瀬戸・美濃。底径5.2。 17世紀後～18世紀前
170図 19 12 陶器　小碗 胴～底部40% 良好。灰白色。 瀬戸・美濃。底径(4.0)。残存高3.2。 18世紀
170図 19 13 陶器　灯明皿 胴～底部40% 良好。灰黄白色。 内面に沈線。美濃。底径(5.2)。 登６か７
170図 19 14 磁器　紅皿 口縁～胴部30% 良好。灰白色。 型押しによる蛸唐草文。肥前。 19世紀中　
20区遺構外　土器、陶磁器観察表
図版 区 掲載番号 種別　器種 残存状態 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 計測値[単位：㎝、(　)は推定値] 時期・備考

171図 20 1 青磁　鎬蓮弁文碗 口縁部片 良好。灰白色。 中国。口径(15.0)。 青磁B1類
171図 20 2 青磁　鎬蓮弁文碗 口縁部20% 良好。灰色。 中国。口径(15.0)。 青磁B1類
171図 20 3 陶器　碗 口縁部片 良好。にぶい黄橙色。 灰釉。端反碗か。瀬戸・美濃。口径(14.0)。 古瀬戸後期？
171図 20 4 陶器　丸皿 口縁部片 良好。灰黄色。 灰釉。瀬戸・美濃。口径(10.6)。 大窯３
171図 20 5 陶器　合子蓋 完形 良好。灰色。 灰釉。内面に回転糸切り痕を残す。瀬戸･美濃。底径1.8。 古瀬戸後期Ⅰ～Ⅲ
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図版 区 掲載番号 種別　器種 残存状態 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 計測値[単位：㎝、(　)は推定値] 時期・備考

171図 20 6 在地土器　内耳土器 口縁部片 細砂粒やや多。良好。橙色。 鍋形。口唇部平坦でシャープ。口唇部付近、外面にわずかな稜を持つ。内外面横
撫で。 中世

171図 20 7 在地土器　内耳土器 口縁部片 細砂粒多。良好。にぶい褐色。 鍋形。口唇部平坦でシャープ。内外面横撫で。 中世
171図 20 8 在地土器　内耳土器 口縁部片 細砂粒多。良好。にぶい黄褐色。 鍋形。口唇部平坦で内斜。内外面横撫で。 中世
171図 20 9 在地土器　内耳土器 口縁部片 細砂粒やや多。良好。にぶい褐色。 鍋形。口唇部平坦でシャープ。外面器表は暗褐色。内外面横撫で。 中世
171図 20 10 在地土器　内耳土器 口縁部片 細砂粒やや多。良好。にぶい黄橙色。 鍋形。口唇部わずかに剥落。内外面横撫で。 中世
172図 20 11 在地土器　内耳土器 口縁部片 細砂粒やや多。良好。にぶい黄橙色。 鍋形。口唇部平坦でシャープ。外面器表は黒褐色。内外面横撫で。 中世
172図 20 12 在地土器　内耳土器 口縁部片 砂粒やや多。良好。褐色。 鍋形。口唇部平坦でシャープ。外面器表は黒褐色。内外面横撫で。 中世
172図 20 13 在地土器　内耳土器 口縁部片 細砂粒やや多。良好。にぶい褐色。 鍋形。口唇部平坦でシャープ。内外面横撫で。 中世
172図 20 14 在地土器　内耳土器 口縁部片 細砂粒やや多。良好。橙色。 鍋形。口唇部平坦も、やや丸みを持つ。外面器表は暗褐色。内外面横撫で。 中世
172図 20 15 在地土器　内耳土器 口縁部片 細砂粒多。良好。にぶい橙色。 鍋形。口唇部平坦。外面器表は暗褐色。内外面横撫で。 中世
172図 20 16 在地土器　内耳土器 口縁部片 細砂粒多。良好。にぶい橙色。 鍋形。口唇部平坦でシャープ。外面器表は黒褐色。内外面横撫で。 中世

172図 20 17 在地土器　内耳土器 口縁～頸部片 細砂粒やや多。良好。にぶい黄橙色。 鍋形。頸部でやや強く屈曲し内湾。口唇部平坦でシャープ。外面器表は黒褐色。
内外面横撫で。 中世

172図 20 18 在地土器　内耳土器 口縁部片 細砂粒多。良好。橙色。 鍋形。外面器表は褐色。口唇部平坦でシャープ。内外面横撫で。 中世
172図 20 19 在地土器　内耳土器 口縁部片 細砂粒多。良好。にぶい褐色。 鍋形。口唇部平坦でシャープ。外面器表は黒褐色。内外面横撫で。 中世
172図 20 20 在地土器　内耳土器 口縁部片 細砂粒多。良好。にぶい橙色。 鍋形。口唇部平坦でシャープ。外面器表は黒褐色。内外面横撫で。 中世

172図 20 21 在地土器　内耳土器 口縁～胴部片 細砂粒やや多。良好。にぶい褐色。 鍋形。頸部で強く屈曲し、口縁やや内湾。口唇部平坦。外面器表は黒褐色。内面、
外面口縁部横撫で。胴部粗い撫で。 中世

172図 20 22 在地土器　内耳土器 口縁～胴部片 細砂粒多。良好。にぶい黄橙～黒褐
色。

鍋形。頸部で緩やかに屈曲。口唇部平坦でシャープ。内面、外面口縁部横撫で。胴
部やや粗い撫で。 中世

172図 20 23 在地土器　内耳土器 口縁～胴部片 細砂粒やや多。良好。にぶい褐色。 鍋形。口唇部平坦でシャープ。頸部で強く屈曲し、やや内湾。外面器表は暗褐色。
内面横撫で。外面縦方向への粗い撫で後、口縁部横撫で。 中世

172図 20 24 在地土器　内耳土器 口縁～胴部片 細砂粒やや多。良好。にぶい褐色。 鍋形。頸部で屈曲し、口縁やや内湾。口唇部平坦でシャープ。外面器表は黒褐色。
内面、外面口縁部横撫で。胴部やや粗い撫で。 中世

172図 20 25 在地土器　内耳土器 内耳部片 細砂粒やや多。良好。にぶい褐色。 鍋形。口唇部平坦でシャープ。外面横撫で。信濃型。 中世
172図 20 26 在地土器　内耳土器 内耳部片 細砂粒やや多。良好。にぶい橙色。 鍋形。口唇部平坦。信濃型。 中世
172図 20 27 在地土器　内耳土器 口縁～胴部片 細砂粒やや多。良好。にぶい黄橙色。 鍋形。口唇部平坦でシャープ。外面器表は暗褐色。外面粗い撫で。信濃型。 中世

173図 20 28 在地土器　内耳土器 内耳部片 細砂粒多。良好。にぶい褐色。 鍋形。口唇部平坦でシャープ。内耳部は面取りする様に整形。外面やや粗い撫
で。信濃型。 中世

173図 20 29 在地土器　内耳土器 内耳部片 砂粒多。良好。橙色。 鍋形。内耳部は面取りする様に整形。信濃型。 中世
173図 20 30 在地土器　内耳土器 内耳部片 細砂粒多。良好。にぶい褐色。 鍋形。外面粗い撫で。信濃型。 中世
173図 20 31 在地土器　内耳土器 胴部片 細砂粒多。良好。にぶい褐色。 鍋形。外面器表は黒褐色。外面やや粗い撫で。信濃型。 中世

173図 20 32 在地土器　内耳土器 口縁～胴部片 細砂粒やや多。良好。にぶい黄褐色。 鍋形。頸部で強く屈曲し内湾。外面器表は黒褐色。内面、外面口縁部横撫で。胴部
粗い撫で。 中世

173図 20 33 在地土器　内耳土器 頸～胴部片 細砂粒多。良好。にぶい褐色。 鍋形。外面器表は黒褐色。内面横撫で。外面やや粗い撫で。 中世
173図 20 34 在地土器　内耳土器 胴部片 細砂粒多。良好。にぶい黄橙色。 鍋形。外面器表は暗褐色。外面やや粗い撫で。 中世
173図 20 35 在地土器　内耳土器 頸～胴部片 砂粒やや多。良好。にぶい褐色。 鍋形。外面器表は黒褐色。内面横撫で。外面粗い撫で。 中世
173図 20 36 在地土器　内耳土器 頸～胴部片 細砂粒多。良好。褐色。 鍋形。胴部にやや膨らみを持つ。頸部で屈曲か。内面横撫で。外面やや粗い撫で。 中世

173図 20 37 在地土器　内耳土器 頸～胴部片 細砂粒多。良好。にぶい褐色。 鍋形。胴部に膨らみを持ち、頸部で強く屈曲。外面器表は黒褐色。内面横撫で。外
面粗い撫で後、頸部横撫で。 中世

173図 20 38 在地土器　内耳土器 胴部片 細砂粒やや多。良好。にぶい褐色。 鍋形。胴部にやや膨らみを持つ。外面器表は暗褐色。内面横撫で。外面粗い撫で。 中世

173図 20 39 在地土器　内耳土器 胴部片 細砂粒多。良好。にぶい褐～にぶい
赤褐色。

鍋形。胴部に膨らみを持つ。底部付近以外、外面器表は黒褐色。内面横撫で。外面
やや粗い撫で。 中世

173図 20 40 在地土器　内耳土器 底部片 砂粒多。良好。灰褐色。 鍋形。平底。内面横撫で。外面粗い撫で。 中世
173図 20 41 在地土器　内耳土器 胴～底部片 細砂粒多。良好。灰黄褐色。 鍋形。平底。底部付近以外、外面器表は暗褐色。内面横撫で。外面やや粗い撫で。 中世
174図 20 42 在地土器　内耳土器 底部片 細砂粒やや多。良好。にぶい黄橙色。 鍋形。平底。底部付近以外、外面器表は暗褐色。内面横撫で。外面やや粗い撫で。 中世
174図 20 43 在地土器　内耳土器 胴～底部片 砂粒多。良好。にぶい褐色。 鍋形。平底。底部付近以外、外面器表は黒褐色。内面横撫で。外面やや粗い撫で。 中世
174図 20 44 在地土器　内耳土器 胴～底部片 細砂粒多。良好。にぶい褐色。 鍋形。平底。 中世
174図 20 45 在地土器　内耳土器 胴～底部片 細砂粒多。良好。褐色。 鍋形。平底か。底部付近以外、外面器表は黒色。内面横撫で。外面やや粗い撫で。 中世
174図 20 46 在地土器　内耳土器 底部片 砂粒やや多。良好。にぶい褐色。 鍋形。平底。底部付近以外、外面器表は黒褐色。内面横撫で。外面やや粗い撫で。 中世
174図 20 47 　在地土器　鉢？ 口縁部片 砂粒やや多。良好。橙色。 口唇部平坦。口唇部中央に溝状の落ち込み。 中世？
174図 20 48 在地土器　鉢 口縁部片 細砂粒やや多。良好。にぶい褐色。 口唇部平坦でシャープ。片口鉢か。 中世

174図 20 49 在地土器　鉢 口縁～胴部片 細砂粒多。良好。にぶい褐色。 口縁内側に張り出しを持つ。口唇部付近、外面強く横撫で。破片のためか使用痕
は判然としない。 中世

174図 20 50 陶器　碗 底部30% 良好。灰黄色。 掛け分け。腰折れの碗か。瀬戸・美濃。底径4.2。 18世紀
174図 20 51 陶器　碗 底部30% 良好。灰黄色。 腰錆茶碗。瀬戸・美濃。底径(4.0)。 近世
174図 20 52 陶器　丸碗 胴～底部40% 良好。明褐灰色。 灰釉。美濃。底径5.2。 登５か６
174図 20 53 陶器　丸碗 胴～底部片 良好。灰白色。 灰釉。美濃。底径(5.1)。 登５か６
174図 20 54 陶器　天目茶碗 胴部片 良好。灰黄色。 鉄釉。瀬戸・美濃。 近世？
174図 20 55 陶器　碗 口縁～胴部片 良好。灰白色。 尾呂茶碗。瀬戸・美濃。 近世
174図 20 56 陶器　小碗 胴～底部50% 良好。灰白色。 鉄釉。美濃。底径(2.8)。 登10か11
174図 20 57 染付　碗 口縁部片 良好。灰白色。 雪輪草花文。波佐見。口径(11.2)。 18世紀中～19世紀初
174図 20 58 染付　碗 口縁部片 良好。灰白色。 菊花文。肥前。口径(8.7)。 17世紀後～18世紀前
174図 20 59 染付　碗 口縁～胴部30% 良好。灰白色。 肥前。口径(8.5)。 18世紀後～19世紀初
174図 20 60 染付　碗 胴～底部30% 良好。灰白色。 見込み崩れた五弁花。菊文。肥前。底径3.5。残存高2.7。 18世紀後～19世紀前
174図 20 61 染付　碗 底部30% 良好。灰白色。 雪輪草花文か。高台内に崩れた銘あり。波佐見。 18世紀中～19世紀初
174図 20 62 染付　碗 胴～底部30% 良好。灰白色。 雪輪草花文か。波佐見。底径(3.5)。 18世紀中～19世紀初
174図 20 63 陶胎染付　碗 口縁部片 良好。灰色。 連続唐草文。波佐見。口径(10.0)。 18世紀
174図 20 64 染付　仏飯器 口縁～胴部片 良好。灰白色。 斜格子文。肥前。口径(6.4)。 18世紀後～19世紀中
174図 20 65 陶器　呉器手碗 胴～底部30% 良好。にぶい黄橙色。 肥前。底径(5.0)。残存高3.0。 17世紀中～18世紀
175図 20 66 　陶器　碗？ 底部30% 良好。にぶい黄橙色。 灰釉。碗または皿か。京・信楽系か。底径3.9。残存高1.5。 近世以降
175図 20 67 陶器　皿 底部片 良好。灰黄色。 志野。瀬戸・美濃。底径(6.0)。 登１か２
175図 20 68 陶器　皿 底部片 良好。灰白色。 志野。瀬戸・美濃。底径(6.0)。残存高1.1。 登１か２
175図 20 69 染付　皿 底部片 良好。灰白色。 内面コンニャク印判による施文か。肥前。底径(5.2)。 18世紀
175図 20 70 染付　小皿 口縁～底部40% 良好。灰白色。 腰折れの小皿。有田。口径(10.1)。底径(5.0)。器高2.5。 15世紀第２～３
175図 20 71 染付　小皿 口縁～底部40% 良好。灰白色。 内面、蛸唐草文。蛇ノ目凹形高台か。肥前。底径(6.3)。器高1.9。 18世紀後～19世紀中
175図 20 72 染付　皿 胴～底部片 良好。灰白色。 扇文か。波佐見。底径(8.0)。残存高2.8。 17世紀～18世紀
175図 20 73 陶器　皿 口縁～胴部片 良好。灰白色。 肥前。内野山諸窯。口径(9.0)。 17世紀末～18世紀前
175図 20 74 陶器　鉢か皿 口縁部片 良好。灰赤色。 三島手。肥前。口径(30.0)。残存高3.0。 17世紀中～後
175図 20 75 染付　瓶 胴～底部30% 良好。灰白色。 肥前。底径5.2。 18世紀
175図 20 76 陶器　土瓶 破片 良好。灰白色。 関西系か。 19世紀
175図 20 77 陶器　筒形香炉 口縁部片 良好。灰黄色。 灰釉。瀬戸・美濃。口径(11.0)。 18世紀
175図 20 78 陶器　筒形香炉 底部片 良好。灰黄色。 灰釉。美濃。底径(7.4)。 登６か７
175図 20 79 　陶器　筒形香炉？ 底部片 良好。灰白色。 瀬戸・美濃。 近世
175図 20 80 陶器　香炉 口縁部片 良好。灰白色。 時期、産地不詳。口径(11.6)。 近世以降
175図 20 81 陶器　すり鉢 胴部片 良好。灰白色。 欠損部の一部を平坦に研磨。瀬戸。 登１～４
175図 20 82 陶器　すり鉢 胴～底部30% 良好。灰黄色。 13本を単位とするすり目。瀬戸。底径(15.0)。 近世
175図 20 83 陶器　不詳 破片 均質。良好。黒褐色。 硯の一部か。内面に格子状の沈線。 不詳
175図 20 84 土人形 30% 細砂粒少。良好。橙色。 表裏の型造りで、中央で貼り合わせたものか。 近世以降
28区遺構外　土器、陶磁器観察表
図版 区 掲載番号 種別　器種 残存状態 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 計測値[単位：㎝、(　)は推定値] 時期・備考

177図 28 1 青磁　鎬蓮弁文碗 口縁部片 良好。灰白色。 中国。口径(15.0)。 青磁B1類
177図 28 2 陶器　縁釉小皿 胴部片 良好。灰白色。 灰釉。瀬戸・美濃。残存高1.8。 古瀬戸後期ⅠかⅡ
177図 28 3 陶器　菊皿 口縁部片 良好。灰白色。 志野。瀬戸・美濃。 登１
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遺物観察表（石器、石製品）
20区90号住居　石器、石製品観察表
図版   
番号 区 掲載番号 種別

器種 残存状態 計測値①長さ②幅③厚・高④重量
[単位：㎝、g ] 石材 備考

36図 20 90住 40 砥石 70% 9.1 3.6 1.8 − 砥沢石 幅の広い２面を主に使用。かなり薄くなる。刃物傷状の溝が入る。
20区屋敷跡関連
20区屋敷跡１号掘立柱建物　石器、石製品観察表
図版   
番号 区 掲載番号 種別

器種 残存状態 計測値①長さ②幅③厚・高④重量
[単位：㎝、g ] 石材 備考

47図 20 1掘 2 石鉢 30% 15.3 9.5 13.5 − 安山岩質熔岩 口縁、底部平坦。直線的に外反。調整は丁寧。使用により滑らかとなる。口径
（24.0）㎝。

20区屋敷跡６号掘立柱建物　石器、石製品観察表
図版   
番号 区 掲載番号 種別

器種 残存状態 計測値①長さ②幅③厚・高④重量
[単位：㎝、g ] 石材 備考

52図 20 6掘 2 砥石 70% 15.4 6.7 6.8 − 安山岩質熔岩 主に３面を使用。主に縦方向への刃物傷状の溝が多く入る。数条は深い。
20区３号石組遺構（20区屋敷跡関連）　石器、石製品観察表
図版   
番号 区 掲載番号 種別

器種 残存状態 計測値①長さ②幅③厚・高④重量
[単位：㎝、g ] 石材 備考

59図 20 3石組 2 茶臼　下臼 40% （41.0） − 10.0 − 粗粒輝石安山岩 丁寧な作り。底部を中心に、わずかに被熱。２点接合。

59図 20 3石組 3 石臼　下臼 50% （30.0） − 9.0～10.6 − 粗粒輝石安山岩 粉挽き形。摺り面は、軸穴周辺及び周縁部ほど平滑。被熱。軸穴は貫通して
いない。

20区４号石組遺構（20区屋敷跡関連）　石器、石製品観察表
図版   
番号 区 掲載番号 種別

器種 残存状態 計測値①長さ②幅③厚・高④重量
[単位：㎝、g ] 石材 備考

62図 20 4石組 6 茶臼　下臼 周縁部片 − − （5.1） − 粗粒輝石安山岩
62図 20 4石組 7 石鉢 30% 17.9 9.7 5.1 − 安山岩質熔岩 平面外形は円形か。内面は丁寧な調整。外面はやや粗い作り。

20区６号石組遺構（20区屋敷跡関連）　石器、石製品観察表
図版   
番号 区 掲載番号 種別

器種 残存状態 計測値①長さ②幅③厚・高④重量
[単位：㎝、g ] 石材 備考

65図 20 6石組 2 石臼　下臼 一部欠損 （30.0） − 11.5～12.0 − 粗粒輝石安山岩 粉挽き形。摺り面は、軸穴及び周縁部ほど平滑。軸穴は貫通していない。
20区屋敷跡　石器、石製品観察表
図版   
番号 区 掲載番号 種別

器種 残存状態 計測値①長さ②幅③厚・高④重量
[単位：㎝、g ] 石材 備考

77図 20 屋敷 78 硯 20% 3.7 3.8 1.9 − 粘板岩 陸から海部にあたる小破片。表面には剥落がみられる。

77図 20 屋敷 79 砥石 30% 8.1 4.9 1.8 − 砥沢石 欠損により不明瞭だが、主に２面を使用か。１面には調整時の削り痕跡を
残す。

78図 20 屋敷 80 砥石 30% （6.2） 5.2 4.4 − 砥沢石 主に２面を使用。使用頻度はやや少ない。３面に調整時の削り痕跡を残
す。

78図 20 屋敷 81 砥石 ほぼ完形 8.4 5.2 2.8 140.1 安山岩質熔岩 断面歪んだ６角形状。６面を使用。下半は欠損と思われるが使用痕跡がみ
られる。

78図 20 屋敷 82 砥石 30% （4.8） 3.3 2.6 − 砥沢石 主に１面を使用。３面に調整時の削り痕跡を残す。使用面は段差を持つ。
78図 20 屋敷 83 茶臼?　上臼 破片 − − （3.0） − 粗粒輝石安山岩 丁寧な作りから茶臼と思われる。
78図 20 屋敷 84 茶臼　上臼 破片 − − （5.7） − 粗粒輝石安山岩 目を良好に残す。周縁部のためか、摺り面は平滑。一部被熱。
78図 20 屋敷 85 茶臼　上臼 破片 − − （5.2） − 粗粒輝石安山岩 目を良好に残す。周縁部のためか、摺り面は平滑。
78図 20 屋敷 86 茶臼　下臼 周縁部片 − − （5.0） − 粗粒輝石安山岩 丁寧な作り。
78図 20 屋敷 87 茶臼　下臼 20% − − （8.9） − 粗粒輝石安山岩
78図 20 屋敷 88 石臼　上臼 破片 − − （7.2） − 安山岩質熔岩 粉挽き形。摺り面平滑。使用のためか、刻線はやや不明瞭。

図版 区 掲載番号 種別　器種 残存状態 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 計測値[単位：㎝、(　)は推定値] 時期・備考
177図 28 4 青磁　瓶 胴部片 良好。灰白色。 盤口形仏花瓶か。肥前。 近世
29区遺構外　土器、陶磁器観察表
図版 区 掲載番号 種別　器種 残存状態 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 計測値[単位：㎝、(　)は推定値] 時期・備考

177図 29 1 青磁　碗 底部片 良好。暗灰色。 劃花文か。中国龍泉窯。 青磁A１類
177図 29 2 青磁　鎬蓮弁文碗 口縁部片 良好。灰白色。 中国。 青磁B1類か
177図 29 3 青磁　碗 底部片 良好。灰白色。 中国。底径(5.0)。 青磁B1類
177図 29 4 青磁　稜花皿 口縁～胴部片 やや良好。オリーブ灰色。 中国。底径(5.0)。残存高2.8。30区遺構外と接合。 15世紀中～後
177図 29 5 白磁　皿 底部片 良好。浅黄色。 抉り高台。中国。底径5.0。 白磁B1群
177図 29 6 陶器　四耳壺か梅瓶 胴部片 良好。灰白色。 灰釉。器面劣化。肩部に４条の沈線。瀬戸・美濃。 古瀬戸中期
177図 29 7 在地土器　香炉？ 破片 良好。灰白色。 外面に唐草文？を押印。 中世？
177図 29 8 陶器　碗 底部片 良好。灰白色。 鎧茶碗。瀬戸・美濃。底径4.0。 18世紀後～19世紀中
177図 29 9 染付　碗 胴部片 良好。灰白色。 外面にコンニャク印判による施文。波佐見。 18世紀中～19世紀初
177図 29 10 染付　碗 胴～底部40% 良好。灰白色。 雪輪草花文。高台内に銘か。波佐見。底径(4.2)。 18世紀中～19世紀初
177図 29 11 染付　碗 胴～底部40% 良好。灰白色。 小型の碗。草花文か。波佐見。底径2.7。 近世
177図 29 12 陶胎染付　碗 胴～底部片 良好。黄灰色。 東屋山水文か。波佐見。底径(4.6)。 18世紀前半
177図 29 13 陶器　菊皿 口縁部片 良好。灰黄白色。 瀬戸・美濃。 近世
177図 29 14 染付　皿 底部片 やや良好。灰白色。 見込み桜文。高台内に銘か。肥前。底径5.6。 近世
177図 29 15 陶器　香炉 底部片 良好。灰黄白色。 内面使用痕顕著。表面器面劣化。鉄釉。瀬戸・美濃。底径(8.5)。 近世
177図 29 16 陶器　鉢？ 底部片 良好。淡黄色。 生産地不詳。底径(9.5)。残存高4.1。 近世以降
177図 29 17 陶器　不詳 破片 良好。暗黄灰色。 器種不詳。袋ものか。内面被熱痕跡あり。新潟以北。 近世後半
177図 29 18 磁器　水滴 破片 良好。灰白色。 型押し成形。肥前。 18世紀
177図 29 19 青磁　蓋 破片 良好。灰白色。 蓋のつまみ部分。生産地不詳。 19世紀後半以降
178図 29 26 硝子　瓶 完形 ぐん青色。 目薬瓶。表に｢邑田資生堂｣裏に｢目薬一方水｣。口径1.45。底径2.6。器高5.1。 近代以降
30区遺構外　土器、陶磁器観察表
図版 区 掲載番号 種別　器種 残存状態 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 計測値[単位：㎝、(　)は推定値] 時期・備考

178図 30 1 青磁　蓮弁文碗 口縁部片 良好。灰白色。 被熱。中国。 青磁BO類
178図 30 2 青磁　稜花皿 口縁部片 良好。灰白色。 中国。内面に施文。 15世紀中～後
178図 30 3 陶器　平碗 口縁部片 良好。灰白色。 灰釉。瀬戸・美濃。 古瀬戸後期Ⅲ

178図 30 4 陶器　縁釉小皿 口縁～底部30% 良好。灰白色。 灰釉。瀬戸・美濃。29区遺構外１点と30区遺構外２点接合。口径(10.2)。残存高
2.1。 古瀬戸後期Ⅱ

178図 30 5 陶器　縁釉小皿 口縁～底部30% 良好。灰白色。 内面擦痕が顕著。瀬戸・美濃。底径(5.2)。 古瀬戸後期ⅢかⅣ古
178図 30 6 染付　碗 胴部片 良好。灰白色。 雪輪草花文か。波佐見。 18世紀中～19世紀初
178図 30 7 陶器　皿 口縁部片 良好。灰白色。 志野。瀬戸・美濃。口径(12.0)。残存高1.6。 登１
178図 30 8 陶器　菊皿 口縁部片 良好。灰白色。 志野。瀬戸・美濃。残存高2.2。 登１
178図 30 9 陶器　灯明皿 口縁～底部30% 良好。淡黄色。 京・信楽系。口径(10.0)。底径(4.4)。器高1.6。 近世以降
178図 30 10 陶器　大皿 底部片 良好。にぶい赤褐色。 二彩手。見込みに目痕１ヶ所。肥前。 17世紀後～18世紀初
178図 30 11 染付　瓶 胴部片 良好。灰白色。 蛸唐草文。肥前。残存高3.6。 18世紀末～19世紀

178図 30 12 陶器　蓋 破片 良好。淡黄色。 外面一部に施釉。内面、回転糸切り痕を残す。壷の蓋か。瀬戸・美濃。口径6.7。器
高1.2。 近世

178図 30 13 硝子　瓶 完形 透明。 目薬瓶。表に｢飯島薬房｣裏に｢明瞭水｣。口径1.5。底径2.8。器高6.1。 近代

178図 30 14 硝子　瓶 一部欠損 透明。 円形の胴部横に円筒形の口を付ける。気泡はやや少ない。底部に｢Ｓ｣。インク
瓶。口径2.2。底径4.5。器高3.6。 近代

遺構外　土器、陶磁器観察表
図版 区 掲載番号 種別　器種 残存状態 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 計測値[単位：㎝、(　)は推定値] 時期・備考

178図 1 在地土器　火鉢？ 口縁部片 細砂粒少。良好。橙色。 口縁外面に印刻による文様。 中世？
178図 2 染付　香炉 胴部片 良好。灰白色。 雲文又は流水文か。肥前。残存高3.1。 18世紀～19世紀中
178図 3 陶器　小壺 口縁～胴部40% 良好。浅黄色。 鉄釉。小型の壷か。瀬戸・美濃。口径(1.3)。 近世以降
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図版   
番号 区 掲載番号 種別

器種 残存状態 計測値①長さ②幅③厚・高④重量
[単位：㎝、g ] 石材 備考

78図 20 屋敷 89 石臼　上臼 破片 − − （5.1） − 粗粒輝石安山岩
78図 20 屋敷 90 石臼　下臼 破片 − − 10.7 − 粗粒輝石安山岩 粉挽き形。周縁部のためか、摺り面は平滑。
78図 20 屋敷 91 茶臼　下臼 30% 15.4 − （15.1） − 安山岩質熔岩 摺り面には数条の刻線がわずかにみられる。使用痕跡は不明瞭。

79図 20 屋敷 92 茶臼　下臼 50% 19.0 − 11.7 − 粗粒輝石安山岩 摺り面、軸穴及び周縁部ほど平滑。使用のためか刻線やや不明瞭。20区６号石垣
と接合。

79図 20 屋敷 93 石臼　上臼 40% − − （8.3） − 粗粒輝石安山岩 粉挽き形。摺り面は、軸受け周辺と周縁部ほど平滑。刻線不明瞭。偏減り顕
著。引き手穴もみられる。被熱か。

79図 20 屋敷 94 石製品 70% 9.1 6.5 3.1 − 安山岩質熔岩 丸味を持った石の一面に凹み。調整は丁寧。
79図 20 屋敷 95 石製品 完形 7.0 − 3.5 166.9 安山岩質熔岩 楕円形の石の一面に凹み。調整は丁寧。
79図 20 屋敷 96 石製品 一部欠損 13.8 15.9 8.9 − 粗粒輝石安山岩 歪んだ隅丸方形の石の表裏に凹み。表は丁寧な調整。裏は浅く粗い。被熱。

20区鍛冶跡　石器、石製品観察表
図版   
番号 区 掲載番号 種別

器種 残存状態 計測値①長さ②幅③厚・高④重量
[単位：㎝、g ] 石材 備考

88図 20 1鍛 1 金床石 完形 23.5 22.3 7.5 5600 紫蘇輝石普通輝石
安山岩

表面、裏面及び、側面の一部にも打痕や、鉄?の付着がみられる。裏面は欠
損した面だが、表面同様に使用痕跡がみられる。

18区１号石垣　石器、石製品観察表
図版   
番号 区 掲載番号 種別

器種 残存状態 計測値①長さ②幅③厚・高④重量
[単位：㎝、g ] 石材 備考

92図 18 1石垣 6 石製品 30% （5.8） 6.4 0.8 − 粘板岩 欠損が著しく器種等は不詳。硯か。
20区５号石垣　石器、石製品観察表
図版   
番号 区 掲載番号 種別

器種 残存状態 計測値①長さ②幅③厚・高④重量
[単位：㎝、g ] 石材 備考

95図 20 5石垣 3 砥石 ほぼ完形 10.2 3.1 2.0 69.6 砥沢石 １面のみの使用だが、かなり薄くなる。３面には調整時の櫛歯状の削り痕
跡を残す。文字のようなものを線刻。

95図 20 5石垣 4 石臼　上臼 40% − − 5.3～（10.3） − 安山岩質熔岩 粉挽き形。摺り面、周縁部ほど平滑。偏減りもみられる。使用のためか刻線
は不明瞭。軸受け穴２ヶ所。引き手穴、供給口もみられる。被熱。

20区６号石垣　石器、石製品観察表
図版   
番号 区 掲載番号 種別

器種 残存状態 計測値①長さ②幅③厚・高④重量
[単位：㎝、g ] 石材 備考

98図 20 6石垣 11 砥石 70% 14.1 9.5 8.4 − 安山岩質熔岩 大型の砥石。主に３面を使用。使用頻度は少ない。
99図 20 6石垣 12 石臼　上臼 40% − − （11.8） − 安山岩質熔岩 粉挽き形。摺り面、周縁部平滑。引き手穴、供給口がみられる。

99図 20 6石垣 13 石鉢 20% 18.8 6.5 3.9 − 粗粒輝石安山岩 平面外形は円形か。外面の調整は丁寧だが内面はやや粗い。口唇部平坦で
使用痕跡顕著。

99図 20 6石垣 14 五輪塔　水輪? 70% − − 15.9 − 粗粒輝石安山岩 中央よりやや上方に膨らみを持つ。下面平坦。上面には浅い凹みがあり、
やや粗い作りで、調整時の痕跡を残す。径（26.0）㎝。

20区８号石垣　石器、石製品観察表
図版   
番号 区 掲載番号 種別

器種 残存状態 計測値①長さ②幅③厚・高④重量
[単位：㎝、g ] 石材 備考

102図 20 8石垣 14 砥石 ほぼ完形 7.8 2.2 2.0 48.0 砥沢石 ３面を主に使用。深さ３㎜程の孔を２ヶ所穿つ。１面に調整時の痕跡を残
す。

102図 20 8石垣 15 石臼　上臼 30% − − 4.2～8.6 − 粗粒輝石安山岩 摺り面平滑。使用のためか刻線不明瞭。軸受け穴、供給口、引き手穴がみら
れる。

102図 20 8石垣 16 石臼　下臼 60% 27.8 − （12.3） − 粗粒輝石安山岩 粉挽き形。摺り面はおよそ平滑。使用のためか一部刻線不明瞭。偏減りも
顕著。

102図 20 8石垣 17 石鉢 30% 14.0 8.2 10.5 − 安山岩質熔岩 平面外形は円形。内面調整は丁寧。欠損部を擦っており、転用の可能性あ
り。

20区12号石垣　石器、石製品観察表
図版   
番号 区 掲載番号 種別

器種 残存状態 計測値①長さ②幅③厚・高④重量
[単位：㎝、g ] 石材 備考

107図 20 12石垣 1 砥石 ほぼ完形 13.7 4.6 − 353.6 砥沢石 主に１面を使用。使用頻度は非常に少ない。５面に調整時の櫛歯状の削り
痕跡を残す。幅の広い２面に「 」と線刻。

107図 20 12石垣 2 石塔 30% − − 39.8 − 粗粒輝石安山岩 竹状の石塔。刻書四行あり。｢當村施主｣。｢萩原彦兵衛｣。｢丁未天｣。｢目｣。

108図 20 12石垣 3 五輪塔　地輪? ほぼ完形 20.7 20.5 14.3 8200 安山岩質熔岩 やや作りが粗く、全ての面に調整時の痕跡を残す。梵字等は確認できな
い。天地についても判然としない。

20区13号石垣　石器、石製品観察表
図版   
番号 区 掲載番号 種別

器種 残存状態 計測値①長さ②幅③厚・高④重量
[単位：㎝、g ] 石材 備考

109図 20 13石垣 1 石塔　笠 70% − − 23.0 − 粗粒輝石安山岩 石垣に使用のため、欠損。平面六角形の石塔の笠。
20区15号石垣　石器、石製品観察表
図版   
番号 区 掲載番号 種別

器種 残存状態 計測値①長さ②幅③厚・高④重量
[単位：㎝、g ] 石材 備考

110図 20 15石垣 3 石臼　上臼 破片 − − （3.4） − 粗粒輝石安山岩
20区１号石組遺構　石器、石製品観察表
図版   
番号 区 掲載番号 種別

器種 残存状態 計測値①長さ②幅③厚・高④重量
[単位：㎝、g ] 石材 備考

119図 20 1石組 16 石臼?　上臼 破片 − − （5.0） − 粗粒輝石安山岩

120図 20 1石組 17 砥石 70% 26.7 17.5 8.9 − 安山岩質熔岩 大型。砥石として使用か。主に３面を使用。使用頻度はやや少ない。刃物傷
状の溝が入る。

20区２号石組遺構　石器、石製品観察表
図版   
番号 区 掲載番号 種別

器種 残存状態 計測値①長さ②幅③厚・高④重量
[単位：㎝、g ] 石材 備考

123図 20 2石組 10 石臼　上臼 40% （29.0） − 9.0～10.2 − 粗粒輝石安山岩 粉挽き形。摺り面は、軸受け穴周辺及び周縁部ほど平滑。わずかに被熱か。
供給口、引き手穴もみられる。

123図 20 2石組 11 石製品 完形 − 9.1 6.8 585.9 安山岩質熔岩 円礫の一面に凹み。調整は丁寧。径9.9㎝。
123図 20 2石組 12 石鉢 30% − 8.7 11.6 − 安山岩質熔岩 平面外形は円形。胴部に膨らみを持つ。内外面の調整丁寧。径17.0㎝。
20区３号石囲い遺構　石器、石製品観察表
図版   
番号 区 掲載番号 種別

器種 残存状態 計測値①長さ②幅③厚・高④重量
[単位：㎝、g ] 石材 備考

130図 20 3石囲 2 石臼　下臼 40% （29.4） − 5.6 − 粗粒輝石安山岩 粉挽き形。摺り面は、軸穴周辺及び周縁部ほど平滑。刻線顕著。
30区14号配石　石器、石製品観察表
図版   
番号 区 掲載番号 種別

器種 残存状態 計測値①長さ②幅③厚・高④重量
[単位：㎝、g ] 石材 備考

154図 30 14配 3 茶臼?　下臼 周縁部片 − − （2.9） − 粗粒輝石安山岩 丁寧な作り。やや小型か。
30区18号配石　石器、石製品観察表
図版   
番号 区 掲載番号 種別

器種 残存状態 計測値①長さ②幅③厚・高④重量
[単位：㎝、g ] 石材 備考

158図 30 18配 1 茶臼　上臼 30% （19.5） − （10.8） − 粗粒輝石安山岩 摺り面の残存は良好で、周縁部ほど平滑。３点接合。
159図 30 18配 2 石臼　上臼 20% − − （5.6） − 安山岩質熔岩 粉挽き形。摺り面の使用痕跡やや不明瞭。
20区１号ヤックラ　石器、石製品観察表
図版   
番号 区 掲載番号 種別

器種 残存状態 計測値①長さ②幅③厚・高④重量
[単位：㎝、g ] 石材 備考

164図 20 1ヤ 6 石臼?　上臼? 20% − − （8.6） − 粗粒輝石安山岩 摺り面の使用痕跡はやや不明瞭。

164図 20 1ヤ 7 石鉢 20% 14.0 8.3 8.2 − 粗粒輝石安山岩 内面の調整は丁寧で、使用により滑らかとなる。口縁部は、ほぼ平坦。数条
の溝や擦痕も顕著。転用か。
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遺物観察表（金属器）
20区90号住居　金属器観察表
図版   
番号 区 掲載番号 種別 

器種 残存状態 器形 文様の特徴 
計測値[単位：㎝、ｇ （　）は推定値] 時期 備考

35図 20 90住 35 鉄製品　鋤先 ほぼ完形 鉄製、袋状の鋤先。錆により不明瞭だが顕著な磨滅はみられない。 古代
35図 20 90住 36 鉄製品　紡錘車 一部欠損 鉄製紡錘車。軸の両端部は欠損するも、良好な遺存状態である。 古代

35図 20 90住 37 鉄製品　不詳 不詳 板状の鉄製品。１ヶ所に釘を残す。裏面に木質様の部分あり。柄付近の残存か。長さ（7.9）。幅（2.0）。厚さ
0.8。 古代

35図 20 90住 38 椀状滓 一部欠損 一部に剥落、欠損もあるが、楕円形を呈する椀状鉄滓。長さ12.6。幅9.0。厚さ5.9。重量616.4。 古代
36図 20 90住 39 椀状滓 完形 不定形を呈する鉄滓。椀状鉄滓か。長さ9.5。幅6.4。厚さ4.9。重量369.1。 古代
20区屋敷跡関連
20区屋敷跡　金属器観察表
図版   
番号 区 掲載番号 種別 

器種 残存状態 器形 文様の特徴 
計測値[単位：㎝、ｇ （　）は推定値] 時期 備考

77図 20 屋敷 66 銅製品　はばき 完形 日本刀の刀身に付くはばき。鋭角な端部で溶接。長さ2.5。幅2.8。厚さ0.1。
77図 20 屋敷 67 鉄製品　鏃 一部欠損 断面方形。征矢（槙葉または柳葉か）。先端部欠損。長さ9.0。幅1.0。
77図 20 屋敷 68 鉄製品　釘 80% 両端部欠損のため、頭部形状は不明。断面方形。長さ（4.9）。径0.6。
77図 20 屋敷 69 鉄製品　釘 80% 両端部欠損のため、頭部形状は不明。上半部で曲がる。断面方形。長さ（3.3）。径0.5。
77図 20 屋敷 70 鉄製品　不詳 一部欠損 平面形状半円形。板状の鉄製品。２ヶ所を折り返す。長さ5.0。幅3.4。厚さ0.6。
77図 20 屋敷 71 鉄製品　不詳 不詳 板状の鉄を鋭角に折り曲げる。鋳鉄。破片のため詳細は不明。
77図 20 屋敷 72 鉄製品　不詳 不詳 板状の鉄製品。１辺で片刃状になる。
77図 20 屋敷 73 鉄製品　不詳 不詳 均一な厚さを持つ。板状の鉄製品。
77図 20 屋敷 74 金属製品　不詳 不詳 極めて薄い板状。やや丸みを持つ。厚さ0.05。
77図 20 屋敷 75 鉄製品　不詳 不詳 板状の鉄製品。鋳物の破片か。

20区１号竪穴遺構　金属器観察表
図版   
番号 区 掲載番号 種別 

器種 残存状態 器形 文様の特徴 
計測値[単位：㎝、ｇ （　）は推定値] 時期 備考

85図 20 １竪 5 鉄製品　不詳 不詳 板状の鉄を折り曲げたものか。破片のため詳細は不明。
85図 20 １竪 6 椀状滓 完形 楕円形を呈する。小型の椀状鉄滓。長さ（7.6）。幅5.8。厚さ3.3。重量224.3。
85図 20 １竪 7 椀状滓 一部欠損 一部剥落するも、楕円形を呈する小型の椀状鉄滓。長さ8.4。幅6.0。厚さ3.6。重量183.3。
85図 20 １竪 8 椀状滓 完形 ほぼ円形を呈する小型の椀状鉄滓。長さ8.3。幅7.3。厚さ3.7。重量235.4。
85図 20 １竪 9 椀状滓 90% ほぼ円形を呈する椀状鉄滓。長さ10.6。幅10.0。厚さ3.8。重量336.0。
85図 20 １竪 10 椀状滓 40% 欠損により不明瞭だが椀状鉄滓か。長さ（9.2）。幅（6.1）。厚さ（3.9）。重量（157.9）。
85図 20 １竪 11 椀状滓 完形 楕円形を呈する。小型の椀状滓。長さ8.9。幅6.6。厚さ3.2。重量232.8。
86図 20 １竪 12 椀状滓 70% ほぼ円形を呈する。大型の椀状鉄滓。長さ（13.9）。幅（11.2）。厚さ5.4。重量（432.3）。
86図 20 １竪 13 椀状滓 一部欠損 大型の椀状鉄滓。周縁部の湾曲部分も顕著に残る。長さ15.3。幅10.0。厚さ3.4。重量494.2。

86図 20 １竪 14 椀状滓 一部欠損 欠損により判然としないが、およそ楕円形を呈する。椀状鉄滓か。羽口？の付着もわずかにみられる。長さ
13.3。幅9.5。厚さ4.3。重量（490.5）。

18区１号石垣　金属器観察表
図版   
番号 区 掲載番号 種別 

器種 残存状態 器形 文様の特徴 
計測値[単位：㎝、ｇ （　）は推定値] 時期 備考

92図 18 1石垣 5 鉄製品　把手 完形 鉄瓶の把手部分。長さ13.1。幅1.2。厚さ0.45。
18区３号石垣　金属器観察表
図版   
番号 区 掲載番号 種別 

器種 残存状態 器形 文様の特徴 
計測値[単位：㎝、ｇ （　）は推定値] 時期 備考

92図 18 3石垣 3 鉄製品　小刀 30% 小刀の身か。刀身部分の大半が欠損。長さ（7.4）。幅2.6。厚さ0.79。
20区６号石垣　金属器観察表
図版   
番号 区 掲載番号 種別 

器種 残存状態 器形 文様の特徴 
計測値[単位：㎝、ｇ （　）は推定値] 時期 備考

98図 20 6石垣 7 銅製品　鯉口？ 一部欠損 鞘に付く鯉口か。溶接時の後を残す。長さ3.8。幅1.1。厚さ0.16。
20区８号石垣　金属器観察表
図版   
番号 区 掲載番号 種別 

器種 残存状態 器形 文様の特徴 
計測値[単位：㎝、ｇ （　）は推定値] 時期 備考

102図 20 8石垣 13 銅製品　煙管吸口 完形 吸口に羅宇の一部が残る。長さ10.7。径1.2。
20区１号石囲い遺構　金属器観察表
図版   
番号 区 掲載番号 種別 

器種 残存状態 器形 文様の特徴 
計測値[単位：㎝、ｇ （　）は推定値] 時期 備考

128図 20 1石囲 1 椀状滓 ほぼ完形 楕円形を呈する小型の椀状鉄滓。長さ9.0。幅7.3。厚さ3.3。重量176.2。

20区２号ヤックラ　石器、石製品観察表
図版   
番号 区 掲載番号 種別

器種 残存状態 計測値①長さ②幅③厚・高④重量
[単位：㎝、g ] 石材 備考

165図 20 2ヤ 13 石臼　下臼 30% − − （2.5）～ 　　
　（10.3） − 粗粒輝石安山岩 粉挽き形。偏減りあり。摺り面は、周縁部ほど平滑。使用によるためか、刻

線不明瞭。

165図 20 2ヤ 14 石臼　下臼 30% − − （8.0）～ 　　
（11.0） − 粗粒輝石安山岩 粉挽き形。摺り面は比較的良好に遺存し、周縁部は平滑。

165図 20 2ヤ 15 石臼　上臼 40% − − 4.9～（10.9） − 粗粒輝石安山岩 粉挽き形。摺り面は良好に遺存し、周縁部ほど平滑。著しい偏減りはみら
れない。

20区３号ヤックラ　石器、石製品観察表
図版   
番号 区 掲載番号 種別

器種 残存状態 計測値①長さ②幅③厚・高④重量
[単位：㎝、g ] 石材 備考

166図 20 3ヤ 1 石臼　下臼 30% − − − − 粗粒輝石安山岩 粉挽き形。摺り面は、周縁部ほど平滑。
20区ヤックラ　石器、石製品観察表　
図版   
番号 区 掲載番号 種別

器種 残存状態 計測値①長さ②幅③厚・高④重量
[単位：㎝、g ] 石材 備考

166図 20 ヤ 9 砥石 30% 4.4 2.0 1.8 − 砥沢石 １面を使用。使用頻度は少ない。４面には調整時の櫛歯状の削り痕跡を残
す。

166図 20 ヤ 10 石臼　上臼 40% − − 4.0～9.0 − 粗粒輝石安山岩 粉挽き形。摺り面は、軸受け穴周辺と周縁部ほど平滑。供給口もみられる。

167図 20 ヤ 11 石臼　上臼 50% （30.0） − 7.1～11.4 − 安山岩質熔岩 粉挽き形。摺り面は、周縁部ほど平滑。偏減り顕著。使用のためか刻線不明
瞭。引き手穴がみられる。

19区遺構外　石器、石製品観察表
図版   
番号 区 掲載番号 種別

器種 残存状態 計測値①長さ②幅③厚・高④重量
[単位：㎝、g ] 石材 備考

171図 19 22 砥石 一部欠損 13.7 8.7 7.9 − 安山岩質熔岩 円礫の３面を使用。刃物傷状の溝が入る。

171図 19 23 茶臼　下臼 40% − − 12.3 − 粗粒輝石安山岩 転用のためか欠損部分に調整した痕跡がみられる。摺り面、刻線不明瞭。
使用痕跡も判然としない。

20区遺構外　石器、石製品観察表
図版   
番号 区 掲載番号 種別

器種 残存状態 計測値①長さ②幅③厚・高④重量
[単位：㎝、g ] 石材 備考

176図 20 88 砥石 破片 3.4 2.3 1.6 − 砥沢石 ３面を使用。
176図 20 89 砥石 ほぼ完形 7.7 2.3 2.2 38.3 砥沢石 幅の広い２面を主に、４面全てを使用。かなり薄くなる。
176図 20 90 砥石 30% 5.1 5.5 1.3 − 砥沢石 幅の広い２面を主に使用し、かなり薄くなる。
176図 20 91 砥石 ほぼ完形 15.1 6.1 4.8 935.5 粗粒輝石安山岩 １面を使用。使用頻度は非常に少ない。
176図 20 92 　茶臼　上臼？ 破片 − − （2.3） − 粗粒輝石安山岩 摺り面、平滑。
176図 20 93 茶臼　下臼 周縁部片 − − （5.6） − 粗粒輝石安山岩
176図 20 94 茶臼　上臼 20% − − （6.1） − 粗粒輝石安山岩 粉挽き形。摺り面、周縁部平滑。
176図 20 95 茶臼　下臼 50% （32.0） − 10.9～11.9 − 粗粒輝石安山岩 粉挽き形。摺り面、周縁部ほど平滑。



遺物観察表
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図版   
番号 区 掲載番号 種別 

器種 残存状態 器形 文様の特徴 
計測値[単位：㎝、ｇ （　）は推定値] 時期 備考

128図 20 1石囲 2 椀状滓 完形 楕円形を呈する、やや小型の椀状鉄滓。鉄滓上面には炉壁部分？が付着。長さ8.7。幅7.1。厚さ4.2。重量
380.0。

20区２号石囲い遺構　金属器観察表
図版   
番号 区 掲載番号 種別 

器種 残存状態 器形 文様の特徴 
計測値[単位：㎝、ｇ （　）は推定値] 時期 備考

128図 20 2石囲 2 鉄製品　不詳 不詳 薄い板状の鉄製品。小刀の刀身か。長さ（5.8）。幅（1.3）。厚さ0.2。
128図 20 2石囲 3 鉄滓 40% 羽口の一部が付着した鉄滓。椀状滓か。長さ（7.2）。幅10.2。厚さ5.2。重量（321.2）。
20区３号石囲い遺構　金属器観察表
図版   
番号 区 掲載番号 種別 

器種 残存状態 器形 文様の特徴 
計測値[単位：㎝、ｇ （　）は推定値] 時期 備考

130図 20 3石囲 1 羽口 破片 羽口の先端部。先端部には滓付着。やや大型の羽口か。径（5.1）。重量193.6。
20区22号墓坑　金属器観察表
図版   
番号 区 掲載番号 種別 

器種 残存状態 器形 文様の特徴 
計測値[単位：㎝、ｇ （　）は推定値] 時期 備考

146図 20 22墓 3 椀状滓 ほぼ完形 平面歪んだ楕円形を呈する。椀状鉄滓。長さ10.1。幅5.8。厚さ4.1。重量206.8。
30区19号配石　金属器観察表
図版   
番号 区 掲載番号 種別 

器種 残存状態 器形 文様の特徴 
計測値[単位：㎝、ｇ （　）は推定値] 時期 備考

155図 30 19配 1 鉄滓 一部欠損 小型の鉄滓。不定形を呈する。一部欠損。長さ6.7。幅4.9。厚さ1.8。重量47.9。
18区１号墓坑　金属器観察表
図版   
番号 区 掲載番号 種別 

器種 残存状態 器形 文様の特徴 
計測値[単位：㎝、ｇ （　）は推定値] 時期 備考

156図 18 1墓 1 鉄製品　釘 一部欠損 頭部欠損。断面方形。長さ5.9。幅0.8。厚さ0.5。
20区１号ヤックラ　金属器観察表
図版   
番号 区 掲載番号 種別 

器種 残存状態 器形 文様の特徴 
計測値[単位：㎝、ｇ （　）は推定値] 時期 備考

164図 20 1ヤ 5 鉄製品　不詳 不詳 板状の鉄製品。底面円形、鉄鍋の一部か。厚さ0.3。
20区２号ヤックラ　金属器観察表
図版   
番号 区 掲載番号 種別 

器種 残存状態 器形 文様の特徴 
計測値[単位：㎝、ｇ （　）は推定値] 時期 備考

165図 20 2ヤ 12 椀状滓 完形 楕円形を呈する、やや小型の椀状鉄滓。長さ9.5。幅7.3。厚さ3.2。重量328.5。
20区ヤックラ　金属器観察表
図版   
番号 区 掲載番号 種別 

器種 残存状態 器形 文様の特徴 
計測値[単位：㎝、ｇ （　）は推定値] 時期 備考

166図 20 ヤ 8 鉄製品　蹄鉄 完形 鋲をとめる孔10ヶ所のうち、３ヶ所に鋲が残る。長さ11.5。幅11.3。厚さ1.6。
18区遺構外　金属器観察表
図版   
番号 区 掲載番号 種別 

器種 残存状態 器形 文様の特徴 
計測値[単位：㎝、ｇ （　）は推定値] 時期 備考

170図 18 32 銅製品　飾り金具？ 一部欠損 平面形状楕円形。一端が蝶番状になる。内外面で留められた飾りが付く。表面に四つ星状の文様３ヶ所あり。
長さ3.5。幅2.0。厚さ0.5。

170図 18 33 鉄製品　釘 60% 頭部薄く伸ばした後、折り曲げて形成か。長さ（3.1）。径0.6。
170図 18 34 銅製品　煙管雁首 雁首20% 頸部で欠損した火皿部分。径1.5。
170図 18 35 鉄製品　不詳 一部欠損 平面形状長方形。薄い板状の製品。均一な厚さでやや丸みを持つ。長さ（4.9）。幅1.5。厚さ0.2。
19区遺構外　金属器観察表
図版   
番号 区 掲載番号 種別 

器種 残存状態 器形 文様の特徴 
計測値[単位：㎝、ｇ （　）は推定値] 時期 備考

170図 19 15 鉄製品　小刀 70% 小型の刀身。両端部欠損も比較的良好な遺存状態。長さ（9.2）。幅1.9。厚さ0.5。
170図 19 16 鉄製品　不詳 不詳 厚い板状の鉄製品。刃部を伴うものか。長さ3.4。幅5.2。厚さ1.5。
170図 19 17 鉄製品　釘 80% 両端部欠損。釘か。断面方形。長さ（6.4）。幅0.7。
170図 19 18 鉄製品　釘 ほぼ完形 頭部付近が折り曲がる。頭部の成形は不詳。断面方形か。長さ6.3。径0.5。
20区遺構外　金属器観察表
図版   
番号 区 掲載番号 種別 

器種 残存状態 器形 文様の特徴 
計測値[単位：㎝、ｇ （　）は推定値] 時期 備考

175図 20 85 銅製品　煙管雁首 一部欠損 火皿部分が大きい。側面に溶接痕あり。長さ5.5。 近世
176図 20 87 椀状滓 完形 平面形状楕円形。椀状滓。長さ11.7。幅10.2。厚さ5.9。重量693.4。
29区遺構外　金属器観察表
図版   
番号 区 掲載番号 種別 

器種 残存状態 器形 文様の特徴 
計測値[単位：㎝、ｇ （　）は推定値] 時期 備考

177図 29 20 鉄製品　火打金 90% 両端部が欠損。平面形状は山形。刀部は中央付近で凹む。錆のため使用痕跡は不詳。長さ0.9。幅5.9。厚さ
0.8。 近世

177図 29 21 金属器　鉄砲玉 50% 器面劣化。円弾。湯口不明。径1.3。
177図 29 22 鉄製品　不詳 不詳 両端部欠損。平面形状は上下に張り出しを持つ棒状。断面方形。鉄鏃の一部か。長さ1.2。幅3.2。厚さ0.6。
177図 29 23 鉄製品　釘 ほぼ完形 頭部を折り曲げて形成。浅間Ａ泥流中で出土。長さ6.2。 近世？
177図 29 24 鉄製品　釘 70% 両端部欠損。断面方形。長さ（4.8）。径0.4。

178図 29 25 銅製品　煙管吸口 完形 吸口、羅宇、雁首が揃う。吸口には｢高木屋｣と銘を刻印。吸口、雁首には溶接痕あり。羅宇は篠竹か。羅宇の両
端には、吸口と雁首との痕跡を残す。

遺物観察表（銭貨）
20区屋敷跡関連
20区５号墓坑（20区屋敷跡関連）　銭貨観察表
図版
番号 区 掲載番号 種別

銭種 残存状態 計測位①②直径③④内輪径⑤厚さ⑥重さ
［単位㎜、g（　）は推定値］ 時期・備考

68図 20 5墓 1 銭貨　天聖元宝 完形 24.96 25.15 20.47 21.07 1.40～1.48 3.2 北宋1023年
68図 20 5墓 2 　銭貨　皇宋通宝？ ほぼ完形 24.61 24.16 19.35 19.75 1.04～1.36 2.3 北宋1039年
68図 20 5墓 3 銭貨　宣徳通宝 ほぼ完形 25.40 25.19 20.96 21.13 1.30～1.39 2.6 明1433年

20区屋敷跡　銭貨観察表
図版
番号 区 掲載番号 種別

銭種 残存状態 計測位①②直径③④内輪径⑤厚さ⑥重さ
［単位㎜、g（　）は推定値］ 時期・備考

77図 20 屋敷 76 銭貨　元豊通宝 完形 23.96 24.07 18.86 18.49 1.22～1.28 3.3 北宋1078年
77図 20 屋敷 77 銭貨　□□元宝 ほぼ完形 23.91 24.52 20.38 19.12 1.33～1.63 2.4 歪み顕著なため不詳

20区６号石垣　銭貨観察表
図版
番号 区 掲載番号 種別

銭種 残存状態 計測位①②直径③④内輪径⑤厚さ⑥重さ
［単位㎜、g（　）は推定値］ 時期・備考

98図 20 6石垣 8 銭貨　天禧通宝 完形 24.51 24.43 19.49 19.80 1.36～1.47 2.4 北宋1017年
98図 20 6石垣 9 銭貨　熈寧元宝 90% 24.34 24.21 20.11 20.54 1.19～1.31 2.1 北宋1068年
98図 20 6石垣 10 銭貨　寛永通宝 完形 24.39 24.35 19.88 20.02 1.20～1.37 3.0 古寛永｡1636年

20区石垣　銭貨観察表
図版
番号 区 掲載番号 種別

銭種 残存状態 計測位①②直径③④内輪径⑤厚さ⑥重さ
［単位㎜、g（　）は推定値］ 時期・備考

110図 20 石垣 1 銭貨 完形 16.03 16.02 14.64 14.16 1.26～1.56 0.6 富士１銭。昭和17年
20区１号墓坑　銭貨観察表
図版
番号 区 掲載番号 種別

銭種 残存状態 計測位①②直径③④内輪径⑤厚さ⑥重さ
［単位㎜、g（　）は推定値］ 時期・備考

134図 20 1墓 1 　銭貨　熈寧元宝？ 完形 23.55 23.55 18.65 18.16 1.33～1.40 2.9 北宋1068年
134図 20 1墓 2 銭貨　元豊通宝 完形 23.81 23.94 19.32 19.53 1.23～1.26 2.9 北宋1078年
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20区８号墓坑　銭貨観察表
図版
番号 区 掲載番号 種別

銭種 残存状態 計測位①②直径③④内輪径⑤厚さ⑥重さ
［単位㎜、g（　）は推定値］ 時期・備考

136図 20 8墓 1 銭貨　開元通宝 ほぼ完形 24.11 24.76 21.19 20.70 0.88～0.99 2.0 唐621年
136図 20 8墓 2 　銭貨　景祐元宝？ ほぼ完形 25.18 24.45 18.91 19.70 1.20～1.36 2.9 北宋1034年
136図 20 8墓 3 銭貨　熈寧元宝 ほぼ完形 23.96 24.77 19.10 19.11 1.50～1.57 3.5 北宋1068年
136図 20 8墓 4 銭貨　熈寧元宝 完形 24.25 24.16 20.85 20.26 0.91～0.97 2.2 北宋1068年
136図 20 8墓 5 銭貨　永楽通宝 完形 25.15 24.96 21.09 20.80 1.29～1.30 3.5 明1408年
136図 20 8墓 6 銭貨　永楽通宝 完形 25.04 25.08 21.07 20.75 1.32～1.35 3.2 明1408年
20区11号墓坑　銭貨観察表
図版
番号 区 掲載番号 種別

銭種 残存状態 計測位①②直径③④内輪径⑤厚さ⑥重さ
［単位㎜、g（　）は推定値］ 時期・備考

138図 20 11墓 1 銭貨　開元通宝 完形 24.99 24.02 20.98 21.06 1.40～1.64 2.8 唐621年
138図 20 11墓 2 銭貨　元豊通宝 完形 23.71 24.00 17.97 18.12 1.23～1.70 2.6 北宋1078年
20区18号墓坑　銭貨観察表
図版
番号 区 掲載番号 種別

銭種 残存状態 計測位①②直径③④内輪径⑤厚さ⑥重さ
［単位㎜、g（　）は推定値］ 時期・備考

142図 20 18墓 1 　銭貨　天聖元宝？ 30% − − − − 1.54 1.1 北宋1023年
142図 20 18墓 2 銭貨　元豊通宝 完形 23.92 24.12 17.62 17.86 1.36～1.47 3.7 北宋1078年
142図 20 18墓 3 　銭貨　聖宋元宝？ 完形 23.38 23.67 19.53 20.61 1.29～1.58 1.9 北宋1101年。繊維付着
142図 20 18墓 4 銭貨　大観通宝 ほぼ完形 24.62 24.90 21.39 21.42 1.17～1.31 2.7 北宋1107年
20区19号墓坑　銭貨観察表
図版
番号 区 掲載番号 種別

銭種 残存状態 計測位①②直径③④内輪径⑤厚さ⑥重さ
［単位㎜、g（　）は推定値］ 時期・備考

143図 20 19墓 1 銭貨　紹聖元宝 完形 24.38 24.43 17.38 18.55 1.23～1.28 3.3 北宋1094年
143図 20 19墓 2 銭貨　元符通宝 完形 24.04 23.98 18.80 18.95 1.33～1.42 2.9 北宋1098年
143図 20 19墓 3 銭貨　朝鮮通宝 完形 23.85 23.87 20.31 19.57 1.35～1.43 3.0 1423年
20区20号墓坑　銭貨観察表
図版
番号 区 掲載番号 種別

銭種 残存状態 計測位①②直径③④内輪径⑤厚さ⑥重さ
［単位㎜、g（　）は推定値］ 時期・備考

144図 20 20墓 1 銭貨　元聖元宝 ほぼ完形 24.83 24.42 21.32 21.07 1.65～1.92 2.7 北宋1023年
144図 20 20墓 2 銭貨　熈寧元宝 完形 24.54 24.66 20.60 20.88 1.04～1.10 2.1 北宋1068年
144図 20 20墓 3 銭貨　洪武通宝 完形 23.17 23.06 19.26 19.24 1.49～1.83 3.2 明1368年
20区21号墓坑　銭貨観察表
図版
番号 区 掲載番号 種別

銭種 残存状態 計測位①②直径③④内輪径⑤厚さ⑥重さ
［単位㎜、g（　）は推定値］ 時期・備考

145図 20 21墓 1 銭貨　至和元宝 完形 24.36 24.43 20.27 20.11 1.14～1.30 2.3 北宋1054年
145図 20 21墓 2 銭貨　至和元宝 完形 23.70 23.78 19.70 20.51 1.16～1.34 2.3 北宋1054年
20区22号墓坑　銭貨観察表
図版
番号 区 掲載番号 種別

銭種 残存状態 計測位①②直径③④内輪径⑤厚さ⑥重さ
［単位㎜、g（　）は推定値］ 時期・備考

146図 20 22墓 1 銭貨　 元通宝 完形 22.61 22.26 19.06 18.10 1.14～1.31 1.9 唐759年
146図 20 22墓 2 銭貨　□□元宝 完形 24.35 24.19 18.33 19.02 1.17～1.35 2.2
29区１号墓坑　銭貨観察表
図版
番号 区 掲載番号 種別

銭種 残存状態 計測位①②直径③④内輪径⑤厚さ⑥重さ
［単位㎜、g（　）は推定値］ 時期・備考

149図 29 1墓 1 銭貨　祥符元宝 完形 24.74 24.43 17.58 18.13 1.07～1.18 2.3 北宋1008年
29区17号配石　銭貨観察表
図版
番号 区 掲載番号 種別

銭種 残存状態 計測位①②直径③④内輪径⑤厚さ⑥重さ
［単位㎜、g（　）は推定値］ 時期・備考

150図 29 17配 1 銭貨　祥符元宝 90% 25.21 25.13 17.95 17.57 1.26～1.36 2.7 北宋1008年
150図 29 17配 2 銭貨　洪武通宝 完形 22.47 22.63 17.19 17.41 1.22～1.46 2.1 明1368年
30区１号墓坑　銭貨観察表
図版
番号 区 掲載番号 種別

銭種 残存状態 計測位①②直径③④内輪径⑤厚さ⑥重さ
［単位㎜、g（　）は推定値］ 時期・備考

151図 30 1墓 1 銭貨　皇宋通宝 完形 25.23 25.20 20.59 20.38 1.26～1.41 3.1 北宋1039年
151図 30 1墓 2 銭貨　紹聖元宝 完形 23.92 23.86 25.04 22.23 1.27～1.34 3.2 北宋1094年
30区２号墓坑　銭貨観察表
図版
番号 区 掲載番号 種別

銭種 残存状態 計測位①②直径③④内輪径⑤厚さ⑥重さ
［単位㎜、g（　）は推定値］ 時期・備考

152図 30 2墓 1 銭貨　元祐通宝 90% 25.40 24.47 21.68 20.80 1.08～1.17 1.8 北宋1086年
152図 30 2墓 2 銭貨　 元通宝 90% 23.17 23.16 25.98 20.86 1.26～1.38 1.7 唐759年
30区14号配石　銭貨観察表
図版
番号 区 掲載番号 種別

銭種 残存状態 計測位①②直径③④内輪径⑤厚さ⑥重さ
［単位㎜、g（　）は推定値］ 時期・備考

154図 30 14配 2 　銭貨　後漢五銖？ ほぼ完形 24.94 24.9 22.53 22.54 1.12～1.50 2.0 後漢40年？
19区遺構外　銭貨観察表
図版
番号 区 掲載番号 種別

銭種 残存状態 計測位①②直径③④内輪径⑤厚さ⑥重さ
［単位㎜、g（　）は推定値］ 時期・備考

171図 19 19 銭貨　大観通宝 完形 24.35 24.41 21.81 21.45 1.59～1.71 2.7 北宋1107年
171図 19 20 銭貨　太平通宝 90% 24.47 24.67 19.56 20.47 1.24～1.32 1.5 北宋976年
171図 19 21 銭貨　不詳 完形 22.94 21.66 − − 1.31 0.9
20区遺構外　銭貨観察表
図版
番号 区 掲載番号 種別

銭種 残存状態 計測位①②直径③④内輪径⑤厚さ⑥重さ
［単位㎜、g（　）は推定値］ 時期・備考

176図 20 86 銭貨　寛永通宝 完形 24.44 24.42 19.35 19.77 1.21～1.25 2.9 新寛永。３期。1697年？
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遺 跡 名 ふ り が な よこかべなかむらいせき

遺   跡  名 横壁中村遺跡

所 在 地 ふ り が な ぐんまけんあがつまぐんながのはらまちおおあざよこかべ

遺 跡 所 在 地 群馬県吾妻郡長野原町大字横壁

市 町 村 コ ー ド 10424

遺 跡 番 号 24

北緯（日本測地系） 363210

東経（日本測地系） 1384025

北緯（世界測地系） 363221

東経（世界測地系） 1384013

調 査 期 間 19960401-20061231

調 査 面 積 30000

調 査 原 因 ダム建設

種     別 集落

主 な 時 代 縄文／弥生／平安／中世／近世

遺 跡 概 要

古代－住居 10 －中世・近世－屋敷跡１＋掘立柱建物４＋礎石建物１＋竪穴遺
構１＋鍛冶跡１＋石垣 17 ＋石列３＋石組遺構 11 ＋石囲い遺構３＋墓坑他 37
＋溝３＋ヤックラ４＋天明泥流下畑－土師器・須恵器＋陶磁器・在地土器＋石器・
石製品＋金属器・銭貨

特 記 事 項 縄文時代中期から後期までの拠点的な集落。中世屋敷跡。墓坑。　　　　　　

要 　 　 約

吾妻川右岸段丘上に位置する、縄文時代から近世までの複合遺跡。検出された
遺構のうち、18 〜 20 区、28 区〜 30 区で検出された古代の住居および中世屋
敷跡、中世、近世の掘立柱建物、墓坑、石垣等について報告している。注目さ
れる遺物として、貿易陶磁器や中世瀬戸・美濃系陶器、「信濃型」と言われる内
耳土器などがある。

抄　　　　　　　録
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